
令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

第
だい

３回
かい

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

 

日時
に ち じ

 令和
れ い わ

５年
ねん

３月
がつ

27日
にち

（月曜日
げつようび

） 

午後
ご ご

３時
じ

～午後
ご ご

５時
じ

 

                     場所
ば し ょ

 横浜市
よこはまし

庁舎
ちょうしゃ

18階
かい

 みなと 1・2・3 

≪次
し

    第
だい

≫ 

 

１ 開
かい

会
かい

 

 

２ 健康
けんこう

福祉
ふ く し

局 長
きょくちょう

あいさつ 

 

３ 議題
ぎ だ い

 

（1） 第４期
だ い  き

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

プランの見直
み な お

しについて 

 

４ 報告
ほうこく

事項
じ こ う

 

（1） 令和
れ い わ

４年度
 ね ん ど

専門
せんもん

委員会
いいんかい

の活動
かつどう

報告
ほうこく

について 

（2） 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

就 労
しゅうろう

支援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

の実施
じ っ し

について 

（3） 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

ピアスタッフ推進
すいしん

事業
じぎょう

について 

（4） 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

予算
よ さ ん

について 

 

５ その他
  た
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6

5

5

4

4

3

3

2

2

1

○佐藤委員

和田委員〇

○
内
嶋
委
員

〇
平
田
委
員

大橋委員○

　介助者

○井上委員

　介助者

○清水委員

　介助者 〇奈良﨑委員

渋谷委員○

小林委員○

〇土屋委員

〇須山委員
1

永田委員○

出
入
口

○堀内委員

○荒木委員

松田委員○

　介助者

マイク加賀谷委員○

野中委員○

大友委員〇

○ ○ ○

出
入
口

通
訳
者

記
録
席

マイク

○二宮委員

事
務
局

○ ○ ○

佐
渡
　
障
害
施
策
推
進
課
長

○ ○ ○ ○

中
村
　
精
神
保
健
福
祉
課
長

○ ○

佐
藤
　
健
康
安
全
部
担
当
部
長

佐
藤
　
健
康
福
祉
局
長

白
川
　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
セ
ン

タ
ー

長

○金井委員

○

傍
聴
席

○ ○ ○ ○ ○

及
川
　
障
害
児
福
祉
保
健
課
長

高
木
　
特
別
支
援
教
育
課
長

高
橋
　
障
害
施
設
サ
ー

ビ
ス
課

長

浦
崎
　
こ
ど
も
福
祉
保
健
部
担

当
部
長

西
野
　
障
害
福
祉
保
健
部
長

吉
川
　
こ
ど
も
青
少
年
局
長

五
十
嵐
　
総
務
部
医
務
担
当
部

長

　
嘉
代

健
康
安
全
部
健
康
推
進
担
当
部

長

○ ○ ○

坂
下
　
障
害
施
策
推
進
課

計
画
推
進
担
当
係
長

今
井
　
障
害
自
立
支
援
課
長

○ ○ ○

佐
藤
　
学
校
教
育
企
画
部
イ
ン
ク

ル
ー

シ
ブ
教
育
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ

マ
ネ
ジ
ャ
ー

田
口
　
こ
ど
も
青
少
年
局

企
画
調
整
課
長

柿
沼
　
地
域
支
援
課
長

江
塚
　
福
祉
保
健
課
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー

担
当
課
長

岩
崎
　
政
策
課
担
当
課
長

鎌
田
　
が
ん
・
疾
病
対
策
課

在
宅
医
療
担
当
課
長
課
長

岡
田
　
精
神
保
健
福
祉
課

精
神
保
健
福
祉
係
長

中
西
　
障
害
自
立
支
援
課

居
宅
サ
ー

ビ
ス
担
当
係
長

田
畑
　
健
康
福
祉
局
担
当
理
事

令和４年度第３回横浜市障害者施策推進協議会座席表

令和５年３月27日（月曜日）午後３時～午後５時
横浜市庁舎みなと１・２・３

粟
屋
　
健
康
福
祉
局
企
画
課
長

○ ○



氏名
しめい

所属
しょぞく

1 赤羽
あかばね

　重樹
し げ き

一般社団法人横浜市医師会
いっぱんしゃだんほうじんよこはましいしかい

　常任理事
じょうにんりじ

2 荒木
あ ら き

　雅也
ま さ や

ＹＰＳ横浜
よこはま

ピアスタッフ協会　協会員
きょうかい　きょうかいいん

3 飯山
いいやま

　文子
ふ み こ

横浜知的障害関連施設協議会
よこはまちてきしょうがいかんれんしせつきょうぎかい

　副
ふく

会長
かいちょう

4 井上　彰
いのうえ　あきら

公益財団法人横浜市身体障害者団体連合会　理事
こうえきざいだんほうじんよこはまししんたいしょうがいしゃだんたいれんごうかい りじ

（横浜市肢体障害者福祉協会　会長
よこはまししたいしょうがいしゃふくしきょうかい かいちょう

）

5 内嶋
うちじま

　順一
じゅんいち

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

横浜
よこはま

市
し

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

協議会
きょうぎかい

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター 担当
たんとう

理事
り じ

6 大友
おおとも

　勝
まさる

特定非営利活動法人横浜市精神障害者地域生活支援連合会　代表
とくていひえいりかつどうほうじんよこはましせいしんしょうがいしゃちいきせいかつしえんれんごうかい だいひょう

7 大橋
おおはし

　由
よし

昌
まさ

公益財団法人
こうえきざいだんほうじん

横浜市身体障害者団体連合会
よこはまししんたいしょうがいしゃだんたいれんごうかい

　理事
り じ

（特定非営利活動法人横浜市視覚障害者福祉協会
とくていひえいりかつどうほうじんよこはまししかくしょうがいしゃふくしきょうかい

　副会長
ふくかいちょう

）

8 加賀谷
か が や

　護
まもる

日本
に ほ ん

労働
ろうどう

組合
くみあい

総
そう

連合
れんごう

会
かい

神奈川県連合会
かながわけんれんごうかい

横浜
よこはま

地域
ち い き

連合
れんごう

　事務
じ む

局長
きょくちょう

9 金井
か な い

　緑
みどり

一般社団法人
いっぱんしゃだんほうじん

神奈川県
か な が わ け ん

精神
せいしん

保健
　ほけん

福祉士
ふくしし

協会
きょうかい

　副会長
ふくかいちょう

10 小林
こばやし

　秀彦
ひでひこ

社会福祉法人
しゃかいふくしほうじん

青
あお

い鳥
とり

　横浜市東部就労支援
よこはましとうぶしゅうろうしえん

センター　所長
しょちょう

11 佐藤　秀樹
さ と う ひ で き

横浜市身体障害者団体連合会
よこはまししんたいしょうがいしゃだんたいれんごうかい

　理事長
りじちょう

（横浜市腎友会
よこはましじんゆうかい

　会長
かいちょう

）

12 渋谷
し ぶ や

　治巳
は る み

横浜市障害者地域作業所連絡会
よこはまししょうがいしゃちいきさぎょうしょれんらくかい

　副会長
ふくかいちょう

13 清水
し み ず

　龍男
た つ お

横浜市心身障害児者
よこはまししんしんしょうがいじしゃ

を守
まも

る会連盟
れんめい

　代表
だいひょう

幹事
か ん じ

14 須山
す や ま

　優江
ま さ え

公益財団法人
こうえきざいだんほうじん

横浜
よこはま

市
し

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

　副
ふく

理事長
りじちょう

（横浜
よこはま

市
し

中途
ちゅうと

失聴
しっちょう

・難聴者
なんちょうしゃ

協会
きょうかい

　会長
かいちょう

）

15 土屋
つ ち や

　克也
か つ や

特定非営利活動法人横浜市精神障害者家族連合会
とくていひえいりかつどうほうじんよこはましせいしんしょうがいしゃかぞくれんごうかい

　副
ふく

理事長
りじちょう

16 永田  孝
ながた　　　 たか

横浜市
よこはまし

グループホーム連絡
れんらく

会
かい

　入居者
にゅうきょしゃ

部会
ぶ か い

部会長
ぶかいちょう

17 奈良
な ら

﨑
ざき

　真弓
ま ゆ み

本人
ほんにん

の会
かい

　サンフラワー

18 二宮
にのみや

　威
た

重
けし

一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

横浜
よこはま

市
し

歯科
し か

医師
い し

会
かい

　常任
じょうにん

理事
り じ

19 野中
の な か

　裕美
ひ ろ み

神奈川県立三ツ境養護学校
かながわけんりつみつきょうようごがっこう

 校長
こうちょう

20 平田
ひ ら た

　幸宏
ゆきひろ

東洋英和
とうようえいわ

女学院
じょがくいん

大学人間
だいがくにんげん

科学
か が く

研究科
けんきゅうか

　准教授
じゅんきょうじゅ

21 堀内
ほりうち

　哲也
て つ や

法人型地域活動
ほうじんがたちいきかつどう

ホーム連絡会
れんらくかい

22 松田
ま つ だ

　誠二
せ い じ

横浜公共職業安定所
よこはまこうきょうしょくぎょうあんていじょ

　所長
しょちょう

23 山口
やまぐち

　哲
てつ

顕
あき

一般社団法人神奈川県精神科病院協会
いっぱんしゃだんほうじんかながわけんせいしんかびょういんきょうかい

　副会長
ふくかいちょう

24 山本
やまもと

　圭子
け い こ

横浜市精神障害者生活支援
よこはましせいしんしょうがいしゃせいかつしえん

センター連絡会
れんらくかい

25 和田
わ だ

　千珠子
ち ず こ

自助
じ じ ょ

グループ精神障害者当事者夫婦
せいしんしょうがいしゃとうじしゃふうふ

の会
かい

 負
ま

けてたまるか！　発起人
ほっきにん

横浜市障害者施策推進協議会　委員名簿（令和４年７月14日から）



区分
くぶん

局
きょく

名
　めい

補職
ほしょく

名
めい

氏名
しめい

健康
けんこう

福祉
ふくし

局長
きょくちょう

佐藤
さとう

　広
ひろたか

毅

健康福祉局担当理事(健康福祉局保健所長)
けんこうふくしきょくたんとうりじ（けんこうふくしきょくほけんしょちょう）

田畑
たばた

　和夫
かずお

総務部医務担当部長（保健医療医務監）
そうむぶいむたんとうぶちょう（ほけんいりょういむかん）

五十嵐
い が ら し

　吉光
よしみつ

障害福祉保健部長
しょうがいふくしほけんぶちょう

西野
にしの

　均
ひとし

健康福祉局担当理事
けんこうふくしきょくたんとうりじ

（こころの健康相談
けんこうそうだん

センター長
ちょう

） 白川
しらかわ

　教人
のりひと

健康安全部担当部長
けんこうあんぜんぶたんとうぶちょう

佐藤
さとう

　眞理代
ま り よ

健康安全部健康推進担当部長
けんこうあんぜんぶけんこうすいしんたんとうぶちょう

嘉
か

代
しろ

　佐知子
さ ち こ

障害施策推進課長
しょうがいしさくすいしんかちょう

佐渡
さ ど

　美佐子
み さ こ

精神保健福祉課長
せいしんほけんふくしかちょう

中村
なかむら

　秀夫
ひでお

障害自立支援
しょうがいじりつしえん

課
か

長
ちょう

今井
いまい

　智子
ともこ

障害施設
しょうがいしせつ

サービス課長
かちょう

高橋
たかはし

　昌広
まさひろ

企画
きかく

課長
かちょう

粟屋
あわや

　しらべ

福祉
ふくし

保健
ほけん

課
か

長
ちょう

新井
あらい

　隆哲
たかのり

福祉保健課福祉保健
ふ く し ほ け ん か ふ く し ほ け ん

センター担当課長
たんとうかちょう

江塚　直也
えづか　　　なおや

地
ち

域
いき

支援
しえん

課長
かちょう

柿沼
かきぬま

　千尋
ちひろ

こども青少年局長
せいしょうねんきょくちょう

吉川
よしかわ

　直友
なおとも

こども福祉
ふくし

保健
ほけん

部
ぶ

担当
たんとう

部長
ぶちょう

浦崎
うらさき

　真仁
まさひと

障害児福祉保健課長
しょうがいじふくしほけんかちょう

及川
おいかわ

　修
おさむ

企画調整課長
きかくちょうせいかちょう

田口
たぐち

　香苗
かなえ

学校教育企画部
がっこうきょういくきかくぶ

インクルーシブ教育
きょういく

エグゼクティブマネジャー 佐藤
さとう

　祐子
ゆうこ

特別支援教育課長
とくべつしえんきょういくかちょう

高木
たかぎ

　美岐
み き

医療局
いりょうきょく

がん・疾病
しっぺい

対策
たいさく

課
か

在宅
ざいたく

医療
いりょう

担当
たんとう

課長
かちょう

鎌田
かまた

　学
まなぶ

政策
せいさく

局
きょく

政策課担当課長
せいさくかたんとうかちょう

岩崎
いわさき

　雄介
ゆうすけ

建築
けんちく

局
きょく

住宅
じゅうたく

政策
せいさく

課
か

担当
たんとう

課長
かちょう

石津
いしず

　啓介
けいすけ

交通
こうつう

局
きょく

総務
そうむ

課
か

長
ちょう

柳下
やぎした

　豊彦
とよひこ

関係
かんけい

局
きょく

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

　横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進
す い し ん

協議会
き ょ う ぎ か い

事務
じ む

局
きょく

名簿
め い ぼ

事務局
じむきょく

健康福祉局
けんこうふくしきょく

こども青少年
せいしょうねん

局
きょく

教育委員会事務局
きょういくいいんかいじむきょく



障害施策
しょうがいしさく

推進
すいしん

課
か

施
し

策
さく

調整係長
ちょうせいかかりちょう

田辺
たなべ

　興司
こうじ

障害施策推進課計画推進担当係長
しょうがいしさくすいしんかけいかくすいしんたんとうかかりちょう

坂下
さかした

　新悟
しんご

障害施策
しょうがいしさく

推進
すいしん

課
か

指定
してい

・システム担当係長
たんとうかかりちょう

萩原
はぎわら

　昌子
まさこ

障害施策推進課担当係長
しょうがいしさくすいしんかたんとうかかりちょう

佐々木
さ さ き

　善行
よしゆき

障害施策推進課共生社会等推進担当係長
しょうがいしさくすいしんかきょうせいしゃかいとうすいしんたんとうかかりちょう

新海
しんかい　

　隆生
たかお

障害施策推進課相談支援推進係長
しょうがいしさくすいしんかそうだんしえんすいしんかかりちょう

渡辺
わたなべ

　弥美
ひろみ

障害施策推進課担当係長
しょうがいしさくすいしんかたんとうかかりちょう

川上
かわかみ

　俊輔
しゅんすけ

障害施策推進課
しょうがいしさくすいしんか

区分
くぶん

認定係長
にんていかかりちょう

米津　克哉
よねつ かつや

精神保健福祉課精神保健福祉係長
せいしんほけんふくしかせいしんほけんふくしかかりちょう

岡田
おかだ

　由起子
ゆ き こ

精神保健福祉課担当係長
せいしんほけんふくしかたんとうかかりちょう

神谷
かみや

　昌吾
しょうご

精神保健福祉課救急医療係長
せいしんほけんふくしかきゅうきゅういりょうかかりちょう

山内
やまうち

　航
わたる

障害自立支援課福祉給付係長
しょうがいじりつしえんかふくしきゅうふかかりちょう

奈木
な ぎ

　修人
しゅうと

障害自立支援課居宅
しょうがいじりつしえんかきょたく

サービス担当係長
たんとうかかりちょう

中西
なかにし

　勇人
はやと

障害自立支援課移動支援係長
しょうがいじりつしえんかいどうしえんかかりちょう

東
ひがし

　宏子
ひろこ

障害自立支援課社会参加推進係長
しょうがいじりつしえんかしゃかいさんかすいしんかかりちょう

工藤
くどう

　岳
たけし

障害自立支援課就労支援係長
しょうがいじりつしえんかしゅうろうしえんかかりちょう

内山
うちやま

　博人
ひろと

障害施設
しょうがいしせつ

サービス課施設管理係長
かしせつかんりかかりちょう

品田
しなだ

　和紀
かずのり

障害施設
しょうがいしせつ

サービス課整備推進担当係長
かせいびすいしんたんとうかかりちょう

赤池
あかいけ

　洋一
よういち

障害施設
しょうがいしせつ

サービス課
か

担当
たんとう

係長
かかりちょう

廣沢
ひろさわ

　大輔
だいすけ

障害施設
しょうがいしせつ

サービス課地域施設支援係長
かちいきしせつしえんかかりちょう

坂井
さかい

　良輔
りょうすけ

障害施設
しょうがいしせつ

サービス課施設等運営支援係長
かしせつとううんえいしえんかかりちょう

水原
みずはら

　伸浩
のぶひろ

障害施設
しょうがいしせつ

サービス課共同生活援助担当係長
かきょうどうせいかつえんじょたんとうかかりちょう

佐藤
さとう

　央一
ひろかず

こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センター相談援助係長
そうだんえんじょかかりちょう

坂田
さかた

　瑞恵
みずえ

こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センター依存症等対策担当係長
いぞんしょうとうたいさくたんとうかかりちょう

佐々木
さ さ き

　祐子
ゆうこ

こころの健康相談センター担当係長
けんこうそうだん たんとうかかりちょう

渡邊
わたなべ

　雅哉
まさや

企画
きかく

課
か

企画
きかく

係長
かかりちょう

石井
いしい

　正則
まさのり

障害児福祉保健課担当係長
しょうがいじふくしほけんかたんとうかかりちょう

嶋田
しまだ

　慶一
けいいち

障害児福祉保健課担当係長
しょうがいじふくしほけんかたんとうかかりちょう

富岡
とみおか

　剛志
たけし

障害児福祉保健課担当係長
しょうがいじふくしほけんかたんとうかかりちょう

畑下　陽介
はたした　ようすけ

障害児福祉保健課担当係長
しょうがいじふくしほけんかたんとうかかりちょう

菅原
すがわら

　政則
まさのり

障害児福祉保健課整備担当係長
しょうがいじふくしほけんかせいびたんとうかかりちょう

枇榔
びろう

　直子
なおこ

企画調整課担当係長
きかくちょうせいかたんとうかかりちょう

生野
いくの

　元康
もとやす

特別支援教育課担当係長
とくべつしえんきょういくかたんとうかかりちょう

櫻井
さくらい

　寛大
かんだい

特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

課
か

担当
たんとう

係
かかり

長
　　ちょう

伊藤
いとう

　亜希
あ き

政策
せいさく

局
きょく

政策課
せいさくか

担当
たんとう

係長
かかりちょう

黒米　建一
くろごめ　けんいち

建築局
けんちくきょく

住宅　政策係長
じゅうたく　せいさくかかりちょう

大橋
おおはし

　朱美
あけみ

交通
こうつう

局
きょく

総務課
そ う む か

庶務
しょむ

係長
かかりちょう

筒井
つつい

　武
たけ

裕
ひろ

事務担当
じむたんとう

健康福祉局
けんこうふくしきょく

こども青少年
せいしょうねん

局
きょく

教育委員会事務局
きょういくいいんかいじむきょく

関係
かんけい

局
きょく
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第
だい

４期
き

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

プランの見
み

直
なお

しについて 

 

１ 趣旨
し ゅ し

 

  「第
だい

４期
き

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

プラン」の改定
かいてい

に向
む

け、これまでの取組
とりくみ

及
およ

び今後
こ ん ご

の取組
とりくみ

予定
よ て い

について、

次
つぎ

の通
とお

り御
ご

報告
ほうこく

します。 

 

２ これまでの進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

 

（１）障害者
しょうがいしゃ

関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

へのグループインタビューについて 

12月
がつ

から２月
がつ

にかけて、当事者
とうじしゃ

や家族
か ぞ く

、障 害
しょうがい

関係
かんけい

団体
だんたい

等
とう

に対
たい

して、現 状
げんじょう

やニーズを把握
は あ く

する

ためのインタビューを 行
おこな

いました。 

   実施
じ っ し

団体
だんたい

：12団体
だんたい

（延
の

べ参加者数
さんかしゃすう

：約
やく

250名
めい

） 

＜内訳
うちわけ

＞ 

横浜市身体障害者団体連合会
よこはまししんたいしょうがいしゃだんたいれんごうかい

：１月
がつ

31日
にち

(火
か

) 実施
じ っ し

 

横浜市心身障害児者
よこはまししんしんしょうがいじしゃ

を守
まも

る会
かい

連盟
れんめい

：１月
がつ

21日
にち

 (土
ど

) 実施
じ っ し

 

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

作業所
さぎょうしょ

連絡会
れんらくかい

：１月
がつ

23日
にち

 (月
げつ

) 実施
じ っ し

 

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム連絡会
れんらくかい

：12月
がつ

６日
にち

（火
か

）実施
じ っ し

 

横浜市
よこはまし

グループホーム連絡会
れんらくかい

：１月
がつ

23日
にち

(月
げつ

) 実施
じ っ し

 

横浜市精神障害者家族連合会
よこはましせいしんしょうがいしゃかぞくれんごうかい

：１月
がつ

27日
にち

（金
きん

）実施
じ っ し

 

横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

連合会
れんごうかい

：１月
がつ

27日
にち

 (金
きん

) 実施
じ っ し

 

横浜
よこはま

知的
ち て き

障 害
しょうがい

関連
かんれん

施設
し せ つ

協議会
きょうぎかい

：12月
がつ

９日
にち

(金
きん

) 実施
じ っ し

 

ＹＰＳ
わいぴーえす

横浜
よこはま

ピアスタッフ協 会
きょうかい

：12月
がつ

９日
にち

(金
きん

) 実施
じ っ し

 

横浜市
よこはまし

グループホーム連絡会
れんらくかい

（当事者
とうじしゃ

部会
ぶ か い

）：12月
がつ

４日
にち

（日
にち

）実施
じ っ し

 

横浜市
よこはまし

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス自主
じ し ゅ

勉 強
べんきょう

の会
かい

：１月
がつ

23日
にち

(月
げつ

) 実施
じ っ し

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人型
ほうじんがた

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム連絡会
れんらくかい

：２月
がつ

２日
にち

（木
もく

）実施
じ っ し

 

 

（２）インタビュー内容
ないよう

について 

   本市
ほ ん し

が 力
ちから

を入
い

れていきたい取組
とりくみ

や、令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

の障害者
しょうがいしゃ

プラン市民
し み ん

説明会
せつめいかい

で令和
れ い わ

３年度
ね ん ど

実績
じっせき

を△や×で報告
ほうこく

した事業
じぎょう

を中 心
ちゅうしん

に御意見
ご い け ん

をいただきました。 

   また、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス自主
じ し ゅ

勉 強
べんきょう

の会
かい

からは、障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

に関
かん

して、支援
し え ん

の現場
げ ん ば

か

ら見
み

た現 状
げんじょう

や課題
か だ い

、必要
ひつよう

な取
と

り組
く

みなどについて御意見
ご い け ん

をいただきました。 

 
裏面
り め ん

あり 

資料
しりょう

１ 
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３ 今後
こ ん ご

の取組
とりくみ

について 

（１）改定
かいてい

に向
む

けた方向性
ほうこうせい

について 

   次期
じ き

「障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」「障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」の３年間
ねんかん

のサービス見込
み こ

み 量
りょう

については、いただ

いた御意見
ご い け ん

や、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

・児童
じ ど う

福祉法
ふくしほう

をはじめとした関係
かんけい

法令
ほうれい

の改正
かいせい

法令
ほうれい

等
とう

及
およ

び

「障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」に係
かか

る国
くに

の基本
き ほ ん

指針
し し ん

等
とう

の内容
ないよう

を踏
ふ

まえ設定
せってい

します。 

 

（２）スケジュール 

２～３月
がつ

  意見
い け ん

集 約
しゅうやく

・改定
かいてい

に向
む

けた検討
けんとう

  

３～５月
がつ

  障 害
しょうがい

（児
じ

）福祉
ふ く し

計画
けいかく

改定
かいてい

案
あん

作成
さくせい

 

６月
がつ

  改定
かいてい

素案
そ あ ん

作成
さくせい

 

７月
がつ

  改定
かいてい

素案
そ あ ん

の策定
さくてい

 

  ９～10月
がつ

   パブリックコメントの実施
じ っ し

 

    12月
がつ

   見直
み な お

し原案
げんあん

策定
さくてい

 

    ３月
がつ

  見直
み な お

し版
ばん

策定
さくてい
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１ 障害者
しょうがいしゃ

施策
しさく

検討
けんとう

部会
ぶかい

 

１ 設置
せ っ ち

目的
もくてき

 

    障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

は、横浜市
よ こ は ま し

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関わる
か か

重要
じゅうよう

な施策
し さ く

及び
およ 

事業
じぎょう

について

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

での審議
し ん ぎ

を円滑
えんかつ

に進行
しんこう

するために、案件
あんけん

の具体的
ぐ た い て き

な検討
けんとう

を行う
おこな 

こ

とを目的
もくてき

として設置
せ っ ち

します。 

２ 委員
い い ん

 

  委
い

員数
いんすう

 13名
めい

 ［構成
こうせい

］ 当事者
と う じ し ゃ

３名
めい

 

家族
か ぞ く

等
とう

２名
  めい

 

障害
しょうがい

福祉事
ふ く し じ

業者
ぎょうしゃ

 ５名
めい

 

学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

１名
めい

 

行政
ぎょうせい

機関
きかん

１名
めい

 

    ≪委員名
いいんめい

≫ ※五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

（部
ぶ

会長
かいちょう

除く
のぞ 

）

部
ぶ

会長
かいちょう

 内嶋
うちじま

 順一
じゅんいち

 横浜市
よこはまし

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター担当
たんとう

理事
り じ

 

赤川
あかがわ

 真
まこと

横浜市
よこはまし

グループホーム連絡会
れんらくかい

会長
かいちょう

 

飯
いい

山
やま

 文
ふみ

子
こ

 横浜
よこはま

知的
ちてき

障害
しょうがい

関連
かんれん

施設協
しせつきょう

議会
ぎかい

副会長
ふくかいちょう

 

岡村
おかむら

 真由美
ま ゆ み

 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

生活
せいかつ

 

支
し

援
えん

連合会
れんごうかい

副代表
ふくだいひょう

 

佐藤
さとう

 秀樹
ひでき

  横浜市
よこはまし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

 理事長
りじちょう

 

（横浜市
よこはまし

腎
じん

友会
ゆうかい

 会長
かいちょう

） 

坂田
さかた

 信子
のぶこ

  横浜市
よこはまし

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

を守る
ま も

会
かい

連盟
れんめい

事務
じ む

局 長
きょくちょう

鈴木
すずき

  敏彦
としひこ

      和泉
いずみ

短期
たんき

大学
だいがく

児童
じどう

福祉
ふくし

学科
がっか

教授
きょうじゅ

 

須山
すやま

 優江
まさえ

 横浜市
よこはまし

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

 副理事長
ふくりじちょう

 

（横浜市中途失聴
よこはましちゅうとしっちょう

・難聴者
なんちょうしゃ

協会
きょうかい

 会長
かいちょう

） 

奈良﨑
な ら ざ き

 真弓
まゆみ

 本人
ほんにん

の会
かい

 サンフラワー 

堀内
ほりうち

 哲也
てつや

 法人型
ほうじんがた

地域
ちいき

活動
かつどう

ホーム連絡会
れんらくかい

 

野中
のなか

 裕美
ひろみ

 神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

三ツ境
みつきょう

養護
ようご

学校
がっこう

 校長
こうちょう

 

安富
やすとみ

 英世
ひでよ

 特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

横浜市
よこはまし

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

家族
かぞく

連合会
れんごうかい

 

副理事長
ふくりじちょう

 

資料 ２ 
しりょう
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３  令和
れいわ

４年度
ねんど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

  「第４期
だ い  き

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

プラン」の令和
れいわ

６年度
ねんど

改定
かいてい

に向
む

け、スケジュールや各団体
かくだんたい

への

インタビューの結果
けっか

等
とう

のご報告
ほうこく

をし、見直
みなお

しのための議論
ぎろん

等
とう

を行
おこな

いました。 

 

第
だい

１回
かい

  令和
れいわ

４年
ねん

10月
がつ

24日
にち

 (月曜日
げつようび

)  

【議題
ぎだい

】 

(１) 会長
かいちょう

の選出
せんしゅつ

 

【報告
ほうこく

事項
じこう

】 

  (１)第
だい

４期
き

障害者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

の改訂
かいてい

に係
かか

る今後
こんご

の取組
とりくみ

について 

（２）防災
ぼうさい

・減災
げんさい

に係
かか

る取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

について 

 

第
だい

２回
かい

 令和
れ い わ

５年
ねん

２月
がつ

20日
にち

（月
げつ

曜
よう

日
び

） 

【議題
ぎだい

】 

(１)第４期
だ い  き

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

プランの見直
みなお

しについて 

【報告
ほうこく

事項
じこう

】 

(１) 令和
れいわ

５年度
 ね ん ど

新規
しんき

拡充
かくじゅう

事業
じぎょう

（案
あん

）について 
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２ 発
はっ

達
たつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

 

１ 設置
せっち

目的
もくてき

 

    発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

が施行
しこう

されたことに伴
ともな

い、市内
しない

の発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

について、各
かく

ラ

イフステージに対応
たいおう

する支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

り、発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふくし

の向上
こうじょう

を図
はか

る

ことを目的
もくてき

とし、設置
せっち

します。 

 

２ 委員
いいん

 

  委
い

員数
いんすう

 10 名
めい

 ［構成
こうせい

］障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
かぞく

             ２名
めい

 

               学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

                   ２名
めい

 

               教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

                 １名
めい

 

                       医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

                   １名
めい

 

                       障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふくし

に関
かん

する事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

  ４名
めい

 

               

    ≪委員名
いいんめい

≫ ※五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

（部
ぶ

会長
かいちょう

を除
のぞ

く）       

部
ぶ

会
かい

長
ちょう

 渡
わた

部
なべ

 匡
まさ

隆
たか

    横
よこ

浜
はま

国
こく

立
りつ

大
だい

学
がく

大
だい

学
がく

院
いん

 

教
きょう

育
いく

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

高
こう

度
ど

教
きょう

職
しょく

実
じっ

践
せん

専
せん

攻
こう

 

阿部
あ べ

 浩之
ひろゆき

    地域
ちいき

活動
かつどう

ホーム ガッツ・びーと西
にし

 所長
しょちょう

 

池
いけ

田
だ

 彩
さい

子
こ

   よこはま若者
わかもの

サポートステーション 施設
しせつ

長
ちょう

 

齊藤
さいとう

 共代
ともよ

   横浜市
よこはまし

北部
ほくぶ

地域
ちいき

療育
りょういく

センター センター長
ちょう

 

坂上
さかがみ

 尚子
な お こ

    神奈川
か な が わ

ＬＤ
えるでぃー

等
とう

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

親
おや

の会
かい

 

にじの会
かい

 副代表
ふくだいひょう

 

桜井
さくらい

 美佳
み か

   横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター センター長
ちょう

 

高木
たかぎ

 一
かず

江
え

   横浜市
よこはまし

中部
ちゅうぶ

地域
ちいき

療育
りょういく

センター 所長
しょちょう

 

冢
つか

田
だ

 三枝子
み え こ

  横浜
よこはま

高等
こうとう

教育
きょういく

専門
せんもん

学校
がっこう

 

中野
なかの

 美奈子
み な こ

  一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

横浜市
よこはまし

自閉症
じへいしょう

協会
きょうかい

 会長
かいちょう

 

平田
ひらた

 幸
ゆき

宏
ひろ

   東洋
とうよう

英和女
えいわじょ

学院
がくいん

大学
だいがく

 人間
にんげん

科学部
か が く ぶ

  

保育
ほいく

子
こ

ども学科
がっか

 准
じゅん

教授
きょうじゅ
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３  令和
れいわ

４年度
ねんど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

   横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

施策
しさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

による答申
とうしん

「軽度
けいど

の知的
ちてき

な遅れ
おくれ

を伴う
ともなう

、あるいは知的
ちてき

な遅れ
おくれ

を伴
ともな

わない発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への具体的
ぐたいてき

施策
しさく

の展開
てんかい

について」（令
れい

和
わ

２年
ねん

６月
がつ

）に

基
もと

づく、横浜市
よこはまし

の発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への施策
しさく

展開
てんかい

に関
かん

するＰＤＣＡ
ぴーでぃーしーえー

サイクルへの評価
ひょうか

・

検証
けんしょう

を中心
ちゅうしん

とした議論
ぎろん

を行
おこな

いました。 

 

第
だい

１回
かい

  令和
れいわ

４年
ねん

８月
がつ

25日
にち

 (木曜日
もくようび

)  

【議題
ぎだい

】 

(１) 令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

 横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の進
すす

め方
かた

について 

 (２) 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

に係
かか

る施
しさく

策の取組
とりくみ

について 

  ア 地域
ちいき

療育
りょういく

センターの見
み

直
なお

しについて 

イ 学齢
がくれい

後期
こうき

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

事業
じぎょう

について 

ウ 横浜市
よこはまし

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

における「通級
つうきゅう

による指導
しどう

」の開始
かいし

について 

 

第
だい

２回
かい

 令和
れ い わ

５年
ねん

１月
がつ

30日
にち

（月
げつ

曜
よう

日
び

） 

【議題
ぎだい

】 

(１) 発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

に係
かか

る施
し

策
さく

の取組
とりくみ

について 

ア 地域
ちいき

療育
りょういく

センターにおける支援
しえん

について 

イ 学齢
がくれい

後期
こうき

障害児
しょうがいじ

支援
しえん

事業
じぎょう

について                             

ウ 横浜市
よこはまし

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

における「通級
つうきゅう

による指導
しどう

」の開始
かいし

について 

エ 「発達
はったつ

障害
しょうがい

地域
ちいき

連携
れんけい

プログラム」の実施
じっし

状
じょう

況
きょう

について 

(２) 令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

 発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

施
し

策
さく

関
かん

連
れん

予
よ

算
さん

について 
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３ 横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

 

１ 設置
せっち

目的
もくてき

 

    横浜
よこはま

市内
しない

において、福祉
ふくし

・教育
きょういく

・労働
ろうどう

・経営
けいえい

・行政
ぎょうせい

等
とう

の各分野
かくぶんや

が連携
れんけい

し、障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
しえん

基盤
きばん

を強化
きょうか

し、地域
ちいき

による障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
しえん

機能
きのう

を向上
こうじょう

させるため設置
せっち

します。 

 

２ 委員
いいん

 

  委
い

員数
いんすう

 13名
めい

     ［構成
こうせい

］学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

      １名
 めい

 

                           障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

      １名
めい

 

                            労働
ろうどう

          １名
 めい

 

就労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

      ３名
めい

 

福祉
ふくし

          ２名
めい

                   

                   企業
きぎょう

           ２名
めい

 

医療
いりょう

           １名
めい

 

教育
きょういく

         １名
めい

 

当事者
とうじしゃ

          １名
めい

      

 

     ≪委員名
いいんめい

≫ ※委員長
いいんちょう

以下
い か

 五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

       

  委員長
いいんちょう

 眞
しん

保
ぼ

 智子
さとこ

 法政
ほうせい

大学
だいがく

現代
げんだい

福祉
ふくし

学部
がくぶ

・大学院
だいがくいん

人間
にんげん

社会
しゃかい

研究科
けんきゅうか

教授
きょうじゅ

 

石川
いしかわ

 祐子
ゆうこ

 横浜市
よこはまし

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

を守
まも

る会
かい

連盟
れんめい

 

伊藤
いとう

 佐
さ

恵子
え こ

 公益
こうえき

財団
ざいだん

法人
ほうじん

横浜市
よこはまし

総合
そうごう

保健
ほけん

医療
いりょう

財団
ざいだん

 

磯子区
い そ ご く

生
せい

活
かつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

 

伊奈
い な

 瞳
ひとみ

 神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

あおば支援
しえん

学校
がっこう

 

男
お

澤
ざわ

 誠
まこと

 株式
かぶしき

会社
かいしゃ

スリーハイ 代表
だいひょう

取締役
とりしまりやく

 

加藤
かとう

 将
まさ

尊
たか

 株式
かぶしき

会社
かいしゃ

シェアーズ・マルキ サービス管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

 

後藤
ごとう

 和馬
かずま

 医療
いりょう

法人
ほうじん

社団
しゃだん

自立会
じりつかい

 

小林
こばやし

 秀彦
ひでひこ

   横浜
よこはま

東部
とうぶ

就労
しゅうろう

支援
しえん

センター 所長
しょちょう

 

須藤
すどう

 久美子
く み こ

 横浜
よこはま

公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

 専門
せんもん

援助
えんじょ

部門
ぶもん

  

主任
しゅにん

就 職
しゅうしょく

促進
そくしん

指導官
しどうかん

 

高尾
たかお

 智
とも

典
のり

 日本
にほん

ピザハット株式
かぶしき

会社
がいしゃ
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新倉
にいくら

 京子
きょうこ

 社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

県
けん

央
おう

福祉会
ふくしかい

 就労
しゅうろう

サポートセンター 

エヌ・クラップ 

福田
ふくだ

 裕
ひろ

行
ゆき

 生活
せいかつ

協同
きょうどう

組合
くみあい

ユーコープ 人
じん

財
ざい

開発部
かいはつぶ

 人
じん

財
ざい

開発課
かいはつか

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支援
しえん

 担当
たんとう

 

山木
やまき

 暢彦
のぶひこ

 社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

大樹
たいじゅ

 つるみ地域
ちいき

活動
かつどう

ホーム幹
みき

 

鶴見区
つ る み く

基幹
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター 

 

３  令和
れいわ

４年度
ねんど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
しえん

に関する
か ん   

事項
じこう

について、現在
げんざい

行って
おこな   

いる事業
じぎょう

を中心
ちゅうしん

とした議論
ぎろん

を行
おこな

いました。 

 

  第
だい

１回
かい

  令和
れいわ

４年
ねん

８月
がつ

18日
にち

 (木曜日
もくようび

)  

（１）開会
かいかい

、趣旨
しゅし

説明
せつめい

 

（２）委員
いいん

紹介
しょうかい

、委員長
いいんちょう

選出
せんしゅつ

 

（３）横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
しえん

推進
すいしん

会議
かいぎ

について 

（４）第４期
だ い ４ き

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

プランの概要
がいよう

について 

（５）就労
しゅうろう

支援係
しえんかかり

における各事業
かくじぎょう

の概要
がいよう

について 

（６）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

について 

（７）意見
いけん

交換
こうかん

について 

 

  第
だい

２回
かい

  令和
れいわ

５年
ねん

３月
がつ

３日
にち

 (金曜日
きんようび

)  

（１）横浜市
よこはまし

の共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

事業
じぎょう

の取組
とりくみ

について 

（２）意見
いけん

交換
こうかん

 

（３）令和
れいわ

５年度
５ ね ん ど

 予算
よさん

概要
がいよう

について 

（４）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

について 
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４ 横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

検証
けんしょう

委員会
いいんかい

 

１ 設置
せっち

目的
もくてき

 

障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

で安心
あんしん

して暮らす
 く

ために必要
ひつよう

な、身近
みぢか

な地域
ち い き

での見守
みまも

りや本人
ほんにん

の希望
きぼう

と目標
もくひょう

に基づく
もと

生活
せいかつ

のための支援
しえん

等
とう

を行
おこな

う後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

を、その理念
りねん

に基づき
もと

、

円滑
えんかつ

かつ効果的
こうかてき

に機能
きのう

させるため、制度
せいど

全体
ぜんたい

を検討
けんとう

することを目的
もくてき

として設置
せっち

します。 

 

２ 委員
いいん

 

  委
い

員数
いんすう

 ８名
めい

  ［構成
こうせい

］ 家族
かぞく

等
とう

          ２名
めい

 

当事者
とうじしゃ

          １名
めい

 

学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

       ２名
めい

 

                        障害
しょうがい

福祉
ふくし

事業
じぎょう

従事者
じゅうじしゃ

  ３名
めい

 

                         

       ≪委員名
いいんめい

≫ ※五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

（部
ぶ

会長
かいちょう

を除
のぞ

く） 

部
ぶ

会長
かいちょう

 麦倉
むぎくら

 泰子
やすこ

 関東
かんとう

学院
がくいん

大学
だいがく

 社会
しゃかい

学部
がくぶ

現代
げんだい

社会
しゃかい

学科
がっか

教授
きょうじゅ

 

荒木
あらき

 雅也
まさや

 ＹＰＳ
わいぴーえす

横浜
よこはま

ピアスタッフ協会
きょうかい

 

浮
うき

貝
がい

 明典
あきのり

 横浜市
よこはまし

グループホーム連絡会
れんらくかい

副会長
ふくかいちょう

 

佐伯
さえき

 滋
しげる

  横浜市
よこはまし

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

を守る
まも

会
かい

連盟
れんめい

幹事
かんじ

 

坂田
さかた

 信子
のぶこ

 横浜市
よこはまし

心身
しんしん

障害児者
しょうがいじしゃ

を守る
まも

会
かい

連盟
れんめい

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

品川
しながわ

 エミリー 横浜市
よこはまし

本牧原
ほんもくはら

地域
ちいき

ケアプラザ所長
しょちょう

 

徳田
とくだ

 暁
さとる

  神奈川県
かながわけん

弁護士会
べんごしかい

 

八木
や ぎ

 克
かつ

賢
よし

 横浜市
よこはまし

社会
しゃかい

福祉
ふくし

協議会
きょうぎかい

横浜
よこはま

生活
せいかつ

あんしんセンター  

事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

 

３  令和
れいわ

４年度
ねんど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

の、利用
りよう

登録者数
とうろくしゃすう

やあんしんキーパー登録者
とうろくしゃ

数
すう

に関
かん

す

る統計
とうけい

情報
じょうほう

、及
およ

び各区
かくく

後見的
こうけんてき

支援室
しえんしつ

の取組
とりくみ

事例
じれい

等
とう

の現況
げんきょう

について報告
ほうこく

しました。 

また、検証
けんしょう

委員会
いいんかい

開催前
かいさいまえ

に「現場
げんば

訪問
ほうもん

※」を実施
じっし

し、現場
げんば

訪問
ほうもん

の中
なか

で確認
かくにん

された各区
かくく

の取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

を共有
きょうゆう

し、課題
かだい

について検証
けんしょう

しました。  

（※）現場
げんば

訪問
ほうもん

： 

委員
いいん

が各区
かくく

後見的
こうけんてき

支援室
しえんしつ

を訪問
ほうもん

し、実際
じっさい

の支援
しえん

会議
かいぎ

の見学
けんがく

や、取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

等
とう

に関
かん

す
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るヒアリングを行
おこな

う取組
とりくみ

のこと。 

 

    第
だい

１回
かい

  令和
れいわ

４年
ねん

９月
がつ

７日
にち

（水曜日
すいようび

） 

  【議題
ぎだい

】 

(１) 横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

検証
けんしょう

委員会
いいんかい

について 

（２）横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

の現況
げんきょう

について 

（３）各区
かくく

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援室
しえんしつ

の現場
げんば

訪問
ほうもん

に係
かか

る報告
ほうこく

について 

 

第
だい

２回
かい

  令和
れいわ

５年
ねん

２月
がつ

８日
にち

（水曜日
すいようび

） 

【議題
ぎだい

】 

(１) 横浜市
よこはまし

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援
しえん

制度
せいど

の現況
げんきょう

について 

(２) 各区
かくく

障害者
しょうがいしゃ

後見的
こうけんてき

支援室
しえんしつ

の現場
げんば

訪問
ほうもん

に係
かか

る報告
ほうこく

について 
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５ 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支
し

援
えん

検討
けんとう

委員会
いいんかい

 

１ 設置
せっち

目的
もくてき

 

    市内
しない

の、胃
い

ろうや人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

など医療的
いりょうてき

ケアを日常的
にちじょうてき

に必要
ひつよう

とする児
じ

・者
しゃ

及
およ

び

重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

（以下
い か

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

」という。）のライフステージに応
おう

じ

た支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

し、地域
ちいき

生活
せいかつ

の充実
じゅうじつ

及
およ

び介護者
かいごしゃ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

を図
はか

ることを目的
もくてき

としま

す。 

 

２ 委員
いいん

 

  委員
いいん

数
すう

 17 名
めい

 ［構成
こうせい

］障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
かぞく

              １名
めい

 

               医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

                   ８名
めい

 

               障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福
ふく

祉
し

に関
かん

する事
じ

業
ぎょう

に従
じゅう

事
じ

する者
もの

 ５名
めい

 

教育
きょういく

関係者
かんけいしゃ

                  ３名
めい

 

 

    ≪委員名
いいんめい

≫ ※五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

（部
ぶ

会長
かいちょう

を除
のぞ

く）       

部
ぶ

会長
かいちょう

 若栗
わかくり

 直子
なおこ

 横浜市
よこはまし

医師会
い し か い

 副会長
ふくかいちょう

 

赤羽
あかばね

 重樹
しげき

 横浜市
よこはまし

医師会
い し か い

 常任
じょうにん

理事
り じ

 

諌山
いさやま

 徹太郎
てつたろう

 横浜市
よこはまし

多機能型
たきのうがた

拠点
きょてん

 郷
さと

 施設長
しせつちょう

 

河村
かわむら

 朋子
ともこ

 磯子区
い そ ご く

医師会
い し か い

 在宅
ざいたく

部門
ぶもん

統括
とうかつ

管理
かんり

責任者
せきにんしゃ

 

川村
かわむら

 幸
ゆき

久
ひさ

 横浜市
よこはまし

薬剤師会
やくざいしかい

 常務
じょうむ

理事
り じ

 

小林
こばやし

 拓也
たくや

 横浜市
よこはまし

医師会
い し か い

 小児
しょうに

在宅
ざいたく

医療
いりょう

検討
けんとう

委員
いいん

 

中根
なかね

 幹夫
みきお

 地域
ちいき

活動
かつどう

ホーム どんとこい・みなみ 所長
しょちょう

 

成田
なりた

 裕子
ゆうこ

 Ｎ
えぬ

Ｐ
ぴー

Ｏ
おー

法人
ほうじん

 フュージョンコムかながわ・県
けん

肢体
したい

 

不
ふ

自由児
じ ゆ う じ

協会
きょうかい

 理事長
りじちょう

 

西村
にしむら

 朋
とも

美
み

 横浜
よこはま

重心
じゅうしん

グループ連絡会
れんらくかい

 ～ぱざぱネット～ 代表
だいひょう

 

二宮
にのみや

 威重
たけし

 横浜市
よこはまし

歯科
し か

医師会
い し か い

 常任
じょうにん

理事
り じ

 

中尾
なかお

 健太郎
けんたろう

 横浜市
よこはまし

東部
とうぶ

地域
ちいき

療育
りょういく

センター 通園課
つうえんか

 園長
えんちょう

 

長谷川
は せ が わ

 正宣
まさのぶ

 横浜
よこはま

療育
りょういく

医療
いりょう

センター 生活
せいかつ

支援
しえん

部長
ぶちょう

 

星野
ほしの

 陸夫
りくお

 横浜市
よこはまし

医師会
い し か い

 小児
しょうに

在宅
ざいたく

医療
いりょう

検討
けんとう

委員
いいん

 

細川
ほそかわ

 治
おさむ

 横浜市
よこはまし

病院
びょういん

協会
きょうかい

 副会長
ふくかいちょう

 

槇
まき

 あつみ 社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

 しののめ会
かい

 聖星
せいじょう

保育園
ほいくえん

 施設長
しせつちょう

 

横澤
よこざわ

 孝泰
たかひろ

 神奈川
か な が わ

県立
けんりつ

あおば支援
しえん

学校
がっこう

 校長
こうちょう

 

渡邉
わたなべ

 英則
ひでのり

 横浜市
よこはまし

幼稚園
ようちえん

協会
きょうかい

 副会長
ふくかいちょう
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３  令和
れいわ

４年度
ねんど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

第
だい

１回
かい

 令和
れいわ

４年
ねん

８月
がつ

８日
にち

（月曜日
げつようび

） 

【議題
ぎだい

】 

（１）医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

実態
じったい

把握
はあく

調査
ちょうさ

について 

【報告
ほうこく

】 

(１) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

の取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

について 

（２）医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の保育所
ほいくしょ

入所
にゅうしょ

について 

 

第
だい

２回
かい

 令和
れいわ

５年
ねん

２月
がつ

20日
にち

（月曜日
げつようび

） 

【報告
ほうこく

】 

(１) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

の取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

について 

（２）令和
れいわ

５年度
ねんど

予算案
よさんあん

について 

（３）令和
れいわ

５年
ねん

４月
がつ

保育所
ほいくしょ

入所
にゅうしょ

に関
かん

する相談
そうだん

及
およ

び入所
にゅうしょ

希望
きぼう

(１次
じ

申請
しんせい

)の 

状 況
じょうきょう

について 

（４）医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
しえん

促進
そくしん

事業
じぎょう

における課題
かだい

について 
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６ 横浜市
よこはまし

市有
しゆう

建物
たてもの

を活用
かつよう

した障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

創出
そうしゅつ

・就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

における運営事
うんえいじ

業者
ぎょうしゃ

選定
せんてい

委員会
いいんかい

 

 

１ 設置
せっち

目的
もくてき

 

    市有
しゆう

建物
たてもの

を活用
かつよう

して障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

の場
ば

を創出
そうしゅつ

し、かつ障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の啓発
けいはつ

を行う
おこな

運営事
うんえいじ

業者
しょうしゃ

を、公平
こうへい

かつ適正
てきせい

に選定
せんてい

することを目的
もくてき

として設置
せっち

します。 

 

２ 委員
いいん

 

  委
い

員数
いんすう

 ６名
めい

 ［構成
こうせい

］ 学識
がくしき

経験者
けいけんしゃ

    ２名
めい

  

地域
ちいき

福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

  １名
めい

    

労働
ろうどう

行政
ぎょうせい

関係者
かんけいしゃ

 １名
めい

     

弁護士
べ ん ご し

       １名 

公認
こうにん

会計士
かいけいし

     １名 

 

    ≪委員名
いいんめい

≫ ※五十音
ごじゅうおん

順
じゅん

 （委員長
いいんちょう

を除く
のぞく

）      

委員長
いいんちょう

  眞
しん

保
ぼ

 智子
さとこ

  法政
ほうせい

大学
だいがく

現代
げんだい

福祉
ふくし

学部
がくぶ

・大学院
だいがくいん

人間
にんげん

社会
しゃかい

研究科
けんきゅうか

教授
きょうじゅ

 

 内嶋
うちじま

 順 一
じゅんいち

 横浜市
よこはまし

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター担当
たんとう

理事
り じ

 

影山
かげやま

 摩子
ま こ

弥
や

 横浜市
よこはまし

立
りつ

大学
だいがく

都市
と し

社会
しゃかい

文化
ぶんか

研究科
けんきゅうか

 教授
きょうじゅ

 

        ＣＳＲ＆サステナビリティセンター センター長
ちょう

 

小山
こやま

 健
けん

介
すけ

 横浜市
よこはまし

浦舟
うらふね

地域
ちいき

ケアプラザ所長
しょちょう

 

櫻山
さくらやま

 加奈子
か な こ

 奥津
おくつ

公認
こうにん

会計士
かいけいし

共同
きょうどう

事務所
じ む し ょ

 

松田
まつだ

 誠二
せいじ

      横浜
よこはま

公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

所長
しょちょう

 

 

３  令和
れいわ

４年度
ねんど

検討
けんとう

内容
ないよう

 

  障害
しょうがい

のある方
かた

の雇用
こ よ う

の場
ば

を創出
そうしゅつ

するとともに、企業
きぎょう

等
とう

に対
たい

する障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

促進
そくしん

のた

めの啓発
けいはつ

を行
おこな

うことを目的
もくてき

に、運営事
うんえいじ

業者
ぎょうしゃ

に貸
か

し付
つ

けている南区
みなみく

浦舟町
うらふねちょう

にある浦舟
うらふね

複合
ふくごう

福祉
ふくし

施設
しせつ

の一部
いちぶ

（公有
こうゆう

財産
ざいさん

）について、令和
れいわ

４年度
 ね ん ど

末
まつ

で賃貸借
ちんたいしゃく

契約
けいやく

が満了
まんりょう

とな

ることから、新規
しんき

事
じ

業者
ぎょうしゃ

を選定
せんてい

するため、公募
こうぼ

要領
ようりょう

等
とう

の審議
しんぎ

、運営
うんえい

事
じ

業者
ぎょうしゃ

候補
こうほ

の選定
せんてい

を行い
おこな  

ました。 
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第
だい

１回
かい

  令和
れいわ

４年
ねん

７月
がつ

15日
にち

 (金曜日
きんようび

)  

【議題
ぎだい

】 

(１) 募集
ぼしゅう

要領
ようりょう

の内容
ないよう

について 

(２) 審査
しんさ

項目
こうもく

について 

 

 

第
だい

２回
かい

 令和
れ い わ

４年
ねん

10月
がつ

14日
にち

（金
きん

曜
よう

日
び

） 

【議題
ぎだい

】 

(１) 会議
かいぎ

の公開
こうかい

について 

(２) 選定
せんてい

基準
きじゅん

の確認
かくにん

、財務
ざいむ

評価
ひょうか

について 

(３) 応募事
お う ぼ じ

業者
ぎょうしゃ

からのヒアリング 

   ・事
じ

業者
ぎょうしゃ

プレゼンテーション 

   ・ヒアリング（質疑
しつぎ

応答
おうとう

） 

(４) 採点
さいてん

 

(５) 選定
せんてい

 

   ・事務局
じむきょく

からの集計
しゅうけい

報告
ほうこく

 

   ・運営事
うんえいじ

業者
ぎょうしゃ

候補
こうほ

決定
けってい

 

   ・意見
いけん

交換
こうかん

（事
じ

業者
ぎょうしゃ

への要望
ようぼう

等
とう

） 

 



 

横浜市
よ こ は ま し

重度
じゅうど

障 害 者
しょうがいしゃ

等
とう

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

の実施
じ っ し

について 

 

厚⽣
こうせい

労働省
ろうどうしょう

から「雇⽤
こ よ う

施策
し さ く

との連携
れんけい

による重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

」が⽰
しめ

され、現 状
げんじょう

は法定
ほうてい

サ

ービスの対象外
たいしょうがい

となっている「通勤
つうきん

や職場
しょくば

等
とう

における⽀援
し え ん

」を「福祉
ふ く し

施策
し さ く

」と「雇⽤
こ よ う

施策
し さ く

」が連携
れんけい

して提 供
ていきょう

する制度
せ い ど

が整備
せ い び

されることになりました。 

本市
ほ ん し

においては、令
れい

和
わ

５年
ねん

度
ど

中
ちゅう

に「横浜市
よ こ は ま し

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

」を実施
じ っ し

する予定
よ て い

です。 

 

１ 事業
じぎょう

の概要
がいよう

 

  就 労
しゅうろう

している重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

（※１）に対
たい

して、法定
ほうてい

サービスの対象外
たいしょうがい

となっている「通勤
つうきん

⽀援
し え ん

や職場
しょくば

等
とう

における⽀援
し え ん

（経済
けいざい

活動中
かつどうちゅう

の⽀援
し え ん

）」を障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

（※２）が提 供
ていきょう

します。 

※１ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

・同⾏
どうこう

援護
え ん ご

・⾏動
こうどう

援護
え ん ご

（以下
い か

、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

等
とう

）の⽀給
しきゅう

決定
けってい

を受
う

けている者
もの

 

※２ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

・同⾏
どうこう

援護
え ん ご

・⾏動
こうどう

援護
え ん ご

の指定
し て い

を受
う

けている事業所
じぎょうしょ

 

 

＜事業
じぎょう

開始後
か い し ご

のイメージ＞ 

 ⽇ 常
にちじょう

⽣活
せいかつ

 通勤
つうきん

・就 労 中
しゅうろうちゅう

 

現在
げんざい

 
重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

等
とう

（法定
ほうてい

サービス） 

による⽀援
し え ん

 
福祉
ふ く し

による⽀援
し え ん

は無
な

い 

事業
じぎょう

開始後
か い し ご

 
重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

等
とう

（法定
ほうてい

サービス）

による⽀援
し え ん

 

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

就 労
しゅうろう

⽀援
し え ん

特別
とくべつ

事業
じぎょう

 

による⽀援
し え ん

 

 

 

資料
しりょう

３ 



２ 対 象 者
たいしょうしゃ

 

以下
い か

の要件
ようけん

をすべて満
み

たす⽅
かた

が対象者
たいしょうしゃ

です。 

□ 横浜市
よ こ は ま し

に居 住
きょじゅう

している（就 労
しゅうろう

場所
ば し ょ

は本市内
ほ ん し な い

に限定
げんてい

しません） 

□ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

、同⾏
どうこう

援護
え ん ご

、⾏動
こうどう

援護
え ん ご

のいずれかの⽀給
しきゅう

決定
けってい

を受
う

けている 

□ ⺠間
みんかん

企業
きぎょう

で雇⽤
こ よ う

されている⽅
かた

（※1）、⼜
また

は⾃営業
じえいぎょう

（※2）の⽅
かた

で通勤
つうきん

や職場
しょくば

における⽀援
し え ん

が必要
ひつよう

 

□ 1週 間
しゅうかん

の所定
しょてい

労働
ろうどう

時間
じ か ん

が 10時間
じ か ん

以上
いじょう

ある（今
こん

後
ご

10
１ ０

時間
じ か ん

以上
いじょう

の勤務
き ん む

が⾒
み

込
こ

まれる⽅
かた

も含
ふく

む。） 

※１ 雇⽤
こ よ う

主
ぬし

が（独
どく

）⾼齢
こうれい

・障 害
しょうがい

・求 職 者
きゅうしょくしゃ

雇⽤
こ よ う

⽀援
し え ん

機構
き こ う

（通称︓JEED
ジ ー ド

）の障害者
しょうがいしゃ

雇⽤
こ よ う

助成⾦
じょせいきん

（※３）を 

活⽤
かつよう

し、かつ、本事業
ほんじぎょう

の活⽤
かつよう

（ヘルパーを職場
しょくば

に受
う

け⼊
い

れること等
とう

）に同意
ど う い

している必要
ひつよう

があります。 

また、就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

⽀援
し え ん

A
Ａ
型
がた

事業所
じぎょうしょ

の利⽤者
り よ う し ゃ

は除
のぞ

きます。 

※２ 雇⽤
こ よ う

に属
ぞく

さない 有
ゆうしょう

償の 働
はたら

き⽅
かた

を指
さ

し、法⼈
ほうじん

の代表者
だいひょうしゃ

・役員
やくいん

等
とう

を含
ふく

みます。 

（国家
こ っ か

公務員
こ う む い ん

、地⽅
ち ほ う

公務員
こ う む い ん

等
など

の公務
こ う む

部⾨
ぶ も ん

で雇⽤
こ よ う

される⼈
ひと

その他
た

これに 準
じゅん

ずる⼈
ひと

を除
のぞ

く。） 

※３ ⺠間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

が雇⽤
こ よ う

する重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

のために 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じぎょうしょ

等
とう

と契約
けいやく

を結
むす

んでヘルパーの

派遣
は け ん

を受
う

けている場合
ば あ い

、企業
きぎょう

が申請
しんせい

し、JEED
ジ ー ド

からその費⽤
ひ よ う

の⼀部
い ち ぶ

助成
じょせい

を受
う

けることができます。 

＜事業
じぎょう

の周知
しゅうち

＞ 

事業
じぎょう

を周知
しゅうち

するためのリーフレットを作成
さくせい

し、本市
ほ ん し

ホームページでの掲載
けいさい

（テキストデータ含
ふく

む）、

区
く

役所
やくしょ

や関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

での配架
は い か

、サービス提 供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

等
とう

への配付
は い ふ

等
とう

を検討
けんとう

しています。 

 

３ ⽀援
し え ん

内容
ないよう

 

  通勤
つうきん

や業務上
ぎょうむじょう

の移動
い ど う

・外 出
がいしゅつ

時
じ

の移動
い ど う

⽀援
し え ん

、就 労 中
しゅうろうちゅう

の喀痰
かくたん

吸 引
きゅういん

、姿勢
し せ い

の調 整
ちょうせい

、排泄
はいせつ

介助
かいじょ

、パソコ

ン操作
そ う さ

、代読
だいどく

・代筆
だいひつ

等
など

、受給者
じゅきゅうしゃ

が⽀給
しきゅう

決定
けってい

されている重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

・同⾏
どうこう

援護
え ん ご

・⾏動
こうどう

援護
え ん ご

に相当
そうとう

する

⽀援
し え ん

を ⾏
おこな

います。 



令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

ピアスタッフ推進
す い し ん

事業
じ ぎ ょ う

について 

   

１ 事業
じ ぎ ょ う

概要
が い よ う

・方向性
ほ う こ う せ い

 

  精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

の一層
い っ そ う

の地域
ち い き

移行
い こ う

と、精神
せ い し ん

障害
しょうがい

のある人
ひ と

等
な ど

が地域
ち い き

で安心
あ ん し ん

して自分
じ ぶ ん

らしく暮
く

らしてい

ける地域
ち い き

づくり、支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

を推進
す い し ん

していくために、「精神
せ い し ん

障害
しょうがい

にも対応
た い お う

した地域
ち い き

包括
ほ う か つ

ケアシステム
け あ し す て む

（以下
い か

、にも包括
ほ う か つ

）の構築
こ う ち く

」を進
す す

めています。 

その取組
と り く み

の一
ひ と

つとして、「精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

ピアスタッフ推進
す い し ん

事業
じ ぎ ょ う

」を開始
か い し

し、ピアサポート※１による支
さ さ

え合
あ

いの仕組
し く

みを構築
こ う ち く

するために、ピアスタッフ※２の育成
い く せ い

を進
す す

め、ピアスタッフの活躍
か つ や く

できる体制
たいせい

づくりを行い、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

、にも包括
ほ う か つ

の構築
こ う ち く

を推進
す い し ん

します。 

事業
じ ぎ ょ う

の実施
じ っ し

にあたってはにも包括
ほ う か つ

の取組
と り く み

を中心的
ちゅうしんてき

に行い、退院
たいいん

サポート事業
じ ぎ ょ う

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

アシス

タントなどピアスタッフの活躍
か つ や く

できる場面
ば め ん

の多
おお

い精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター（以下
い か

、生活
せいかつ

支援
し え ん

セ

ンター）にてモデル的
て き

に実施
じ っ し

します。病気
び ょ う き

や障害
しょうがい

の経験
け い けん

を持
も

ち、自身
じ し ん

の経験
け い けん

を活
い

かして相談
そ う だ ん

支援
し え ん

に

従事
じ ゅ う じ

する職員
しょくいん

として雇用
こ よ う

された方
かた

をピアスタッフとして育成
い く せ い

していきます。 

※１ ピアサポートとは…「支援
し え ん

をする人
ひ と

」「支援
し え ん

を受
う

ける人
ひ と

」という関係性
かんけいせい

ではなく、障害
しょうがい

や病気
び ょ う き

に

より様々
さまざま

な思
お も

いを抱
かか

える人
ひ と

が、同じ
お な  

ような経験
け い けん

をした人
ひ と

との対等
た い と う

な関係性
かんけいせい

の中
なか

で支
さ さ

え合
あ

うこと 

※２ ピアスタッフとは…ピアサポートの感覚
か ん か く

を大切
たいせつ

にしながら雇用
こ よ う

契約
け い や く

を結び、障害
しょうがい

や病気
び ょ う き

による

経験
け い けん

を活かし
い   

、事業所
じ ぎ ょ う し ょ

などで働く
はたら 

人
ひ と
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２ 検討
け ん と う

の経過
け い か

 

取組
と り く み

を具体化
ぐ た い か

させていくため今年度
こ ん ね ん ど

精神
せ い し ん

障害
しょうがい

ピアサポート検討会
け ん と う か い

を開催
かいさい

し、検討
け ん と う

してきました。 

【精神
せ い し ん

障害
しょうがい

ピアサポート検討会
け ん と う か い

における検討
け ん と う

経過
け い か

】 

回数
か い す う

・日時
に ち じ

 検討
け ん と う

内容
な い よ う

 

第１回
だ い  か い

 ４月
がつ

26日
に ち

 検討会
け ん と う か い

の目的
も く て き

の確認
か く に ん

、今後
こ ん ご

の進め方
す す め か た

、スケジュールについて 

第２回
だ い  か い

 ５月
 が つ

17日
に ち

 ピアスタッフ向
む

け研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

について 

第
だい

３回
かい

 ６月
がつ

21日
に ち

 ピアスタッフ向
む

け研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

、内容
な い よ う

について 

第
だい

４回
かい

 ７月
がつ

19日
に ち

 ピアスタッフとして働
はたら

きたい人
ひ と

を増
ふ

やす、ピアサポートの普及
ふ き ゅ う

啓発
けいはつ

につい

て、検討会
け ん と う か い

のまとめ 

 

３ 事業
じ ぎ ょ う

の取組
と り く み

内容
な い よ う

について 

本事業
ほ ん じ ぎ ょ う

は大
おお

きく分
わ

けて３つの取組
と り く み

を行
おこな

い、ピアスタッフの育成
い く せ い

と合
あ

わせ、ピアスタッフと支援者
し え ん し ゃ

が

協働
きょうどう

を行
おこな

える土壌
ど じ ょ う

づくりを行
おこな

っていきます。なお、委託
い た く

の上
う え

、事業
じ ぎ ょ う

をします。 

（１） ピアスタッフ、生活
せいかつ

支援
し え ん

センター職員
しょくいん

向
む

け新任
し ん に ん

研修
けんしゅう

・実践
じ っ せ ん

研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

 

ピアスタッフとして働
はたら

くにあたり、必要
ひ つ よ う

な知識
ち し き

等
な ど

を得
え

ることと合
あ

わせ、リカバリーについて理解
り か い

を深
ふか

め、ピアスタッフ自身
じ し ん

もリカバリーしながら、相談
そ う だ ん

支援
し え ん

を行
おこな

えるようにします。また、生活
せいかつ

支援
し え ん

センター

施設
し せ つ

長
ちょう

、職員
しょくいん

はピアスタッフとどのように協働
きょうどう

するとよりよい支援
し え ん

につながるかを 考
かんが

え、ピアサポー

トについて理解
り か い

を深
ふか

めていくことを目的
も く て き

とします。 



〇研修
けんしゅう

の開催
かいさい

回数
か い す う

 年
ねん

２回
かい

実施
じ っ し

予定
よ て い

 

・精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

ピアスタッフ新任
し ん に ん

研修
けんしゅう

 

・精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

ピアスタッフ実践
じ っ せ ん

研修
けんしゅう

 

 

（２） ピアスタッフ、施設
し せ つ

長
ちょう

等
な ど

に対
たい

してフォローを行
おこな

う巡回
じゅんかい

相談
そ う だ ん

の実施
じ っ し

 

生活
せいかつ

支援
し え ん

センターにて雇用
こ よ う

されたピアスタッフ、一緒
い っ し ょ

に働
はたら

く施設
し せ つ

長
ちょう

、職員
しょくいん

に対
たい

し、巡回
じゅんかい

相談員
そ う だ ん い ん

を

派遣
は け ん

し、関係
かんけい

調整
ちょうせい

、助言
じ ょ げ ん

などを 行
おこな

うことで、お互
たが

いに支
さ さ

え合
あ

える体制
たいせい

づくりを支援
し え ん

します。また、

最終的
さいしゅうてき

には巡回
じゅんかい

相談
そ う だ ん

がなくとも、職場
し ょ く ば

でピアスタッフ、施設
し せ つ

長
ちょう

、職員
しょくいん

がお互
たが

いに支
さ さ

え合
あ

うことができ、

協働
きょうどう

できるようになることを目的
も く て き

としています。 

 

（３） 精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

ピアスタッフ同士
ど う し

の連絡会
れ ん ら く か い

の運営
う ん え い

、開催
かいさい

 

ピアスタッフ同士
ど う し

が定期的
て い き て き

に集
あつ

まり、今
い ま

感
かん

じている不安
ふ あ ん

や疑問
ぎ も ん

、楽
たの

しさを分
わ

かち合
あ

うことで、ピアス

タッフ同士
ど う し

がお互
たが

いに支
さ さ

え合
あ

える体制
たいせい

づくりを行
おこな

うことを目的
も く て き

としています。 

 

４ 今後
こ ん ご

について 

  育成
い く せ い

スキーム、フォロー体制
たいせい

などについては都度
つ ど

見直
み な お

しを行
おこな

いながら、よりよい事業
じ ぎ ょ う

の体制
たいせい

を構
こ う

築
ち く

していきます。また、育成後
い く せ い ご

の精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

ピアスタッフが支援
し え ん

に入ることによる効果
こ う か

検証
けんしょう

を踏
ふ

まえ、

さらなる活躍
か つ や く

の場
ば

を検討
け ん と う

していきます。 

将来的
しょうらいてき

には身体
し ん た い

障害
しょうがい

、知的
ち て き

障害
しょうがい

などのピアスタッフ育成
い く せ い

に活
い

かせるものとなり、基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

セ

ンターや障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス事業所
じ ぎ ょ う し ょ

などへピアスタッフの活躍
か つ や く

の場
ば

が広
ひ ろ

がっていくことを目指
め ざ

します。 
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健康福祉局予算案
けんこうふくしきょくよさんあん

の考
かんが

え方
かた

 

 

超高齢
ちょうこうれい

社会
しゃかい

が進展
しんてん

し人口
じんこう

減少
げんしょう

の局面
きょくめん

を迎え
 むか  

、さらに新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の

影響
えいきょう

が残 る
 のこ   

中
なか

、福祉
ふ く し

・保健
ほ け ん

分野
ぶ ん や

における市民
し み ん

ニーズは多様化
た よ う か

・複雑化
ふくざつか

しており、支援
し え ん

を必要
ひつよう

とされる方
かた

へのきめ細やか
こま    

な対応
たいおう

が求められて
もと         

います。このような状 況
じょうきょう

の中
なか

で、福祉
ふ く し

・

保健
ほ け ん

分野
ぶ ん や

における市民
し み ん

生活
せいかつ

の安心
あんしん

・安全
あんぜん

を確保
か く ほ

するため、「横浜市
よこはまし

中期
ちゅうき

計画
けいかく

2022～2025」や

財政
ざいせい

ビジョンをはじめとする各種
かくしゅ

計画
けいかく

の目標
もくひょう

達成
たっせい

に向けた
む   

施策
し さ く

を着実
ちゃくじつ

に実施
じ っ し

します。また、

10年
ねん

、20年先
ねんさき

を見据え
 み す  

、データ活用
かつよう

や Ｄ Ｘ
でぃーえっくす

の推進
すいしん

により、将来
しょうらい

にわたって持続
じ ぞ く

可能
か の う

な施策
し さ く

の充実
じゅうじつ

を目指し
 め  ざ  

、各種
かくしゅ

取組
とりくみ

を推進
すいしん

していきます。 

 

＜令和
れ い わ

５年度
  ね ん ど

の５つの柱
はしら

＞ 

 １ 市民
し み ん

の健康づくり
けんこう           

と安心
あんしん

確保
か く ほ

 

２ 地域
ち い き

の支え合い
 ささ  あ   

の推進
すいしん

 

３ 障害者
しょうがいしゃ

の支援
し え ん

 

４ 暮らし
く   

と自立
じ り つ

の支援
し え ん

 

５ 高齢者
こうれいしゃ

を支える
ささ    

地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアの推進
すいしん

 

 

＜主
おも

な取組
とりくみ

＞  

 

「市民
し み ん

の健康づくり
けんこう      

と安心
あんしん

確保
か く ほ

」  

健康
けんこう

寿命
じゅみょう

の延伸
えんしん

を目指し
 め ざ  

、生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の改善
かいぜん

や生活
せいかつ

習 慣 病
しゅうかんびょう

予防
よ ぼ う

、歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

の推進
すいしん

及
およ

び各種
かくしゅ

がん検診
けんしん

や特定
とくてい

健
けん

診
しん

の受診率
じゅしんりつ

向上
こうじょう

に向
む

けた取
とり

組
くみ

を進める
すす    

とともに、第３期
だい   き

健康
けんこう

横浜
よこはま

２１を策定
さくてい

します。また、増加
ぞ う か

する火葬
か そ う

や墓地
ぼ ち

の需要
じゅよう

に対応
たいおう

するため、５か所目
し ょ め

の市営
し え い

斎場
さいじょう

整備
せ い び

を着実
ちゃくじつ

に進め
すす    

るとともに、市営
し え い

墓地
ぼ ち

の整備
せ い び

に取り組みます
と   く     

。さらに、市民
し み ん

が安心
あんしん

した

生活
せいかつ

を継続
けいぞく

することができるよう、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の各種
かくしゅ

対策
たいさく

を実
じっ

施
し

します。 

「地域
ち い き

の支え合い
さ さ  あ   

の推進
すいしん

」   

誰
だれ

もが安心
あんしん

して自分
じ ぶ ん

らしく健やか
すこ    

に暮らせる
く    

まちづくりを地域
ち い き

と共
とも

に進める
すす    

ため、第５期
だい    き 

横浜市
よこはまし

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

を策定
さくてい

します。また、身近
み ぢ か

な福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

活動
かつどう

の拠点
きょてん

である地域
ち い き

ケアプ

ラザについて、ＩＣＴ
あいしーてぃー

活用
かつよう

等
とう

による相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

など着実
ちゃくじつ

な運営
うんえい

や整備
せ い び

を進
すす

めていき

ます。さらに、災害
さいがい

時
じ

要援護者
ようえんごしゃ

支援
し え ん

では、福祉
ふ く し

専門
せんもん

職
しょく

等
など

への研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

するなど個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

の作成
さくせい

支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。 
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「障害者
しょうがいしゃ

の支援
し え ん

」  

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も誰
だれ

もが自ら
みずか 

の意思
い し

により自分
じ ぶ ん

らしく生き
い  

ることができるよう、

引
ひ

き続
つづ

き第
だい

４期
き

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プランを推進
すいしん

します。地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

し、医療
いりょう

的
てき

ケア

児
じ

・者
しゃ

等
など

への支援
し え ん

や相談
そうだん

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に加え
くわ  

、重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とした就労
しゅうろう

時
じ

の身体
しんたい

介助
かいじょ

等
など

の支
し

援
えん

や精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

を推進
すいしん

します。さらに、第
だい

２

期
き

自殺
じ さ つ

対策
たいさく

計画
けいかく

の策定
さくてい

や依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

、障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

に向けた
む   

取組
とりくみ

等
など

を一層
いっそう

進め
す す め

ます。 

「暮らし
く   

と自立
じ り つ

の支援
し え ん

」   

様々
さまざま

な事情
じじょう

により生活
せいかつ

にお困り
  こま  

の方
かた

からの相談
そうだん

を広く
ひろ  

受け止め
う  と  

、自分
じ ぶ ん

らしく安定
あんてい

した生活
せいかつ

の実現
じつげん

に取り組む
と  く  

とともに、包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

を進め
すす  

ます。ひきこもり支援
し え ん

について

は、ひきこもりの状 態
じょうたい

にある当事者
とうじしゃ

や家族
か ぞ く

等
など

を支
し

援
えん

するとともに、関係
かんけい

機関
き か ん

のバックアッ

プ体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させます。また、小児
しょうに

医療費
いりょうひ

助成
じょせい

については、中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

までの所得
しょとく

制限
せいげん

及
およ

び一部
い ち ぶ

負担
ふ た ん

金
きん

を撤廃
てっぱい

します。 

「高齢者
こうれいしゃ

を支
ささ

える地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアの推進
すいしん

」  

介護
か い ご

が必要
ひつよう

になっても、高齢者
こう れ いし ゃ

が住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で暮
く

らし続
つづ

けることができるよう、介護
か い ご

サービス

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、介護
か い ご

予防
よ ぼ う

や社会
しゃかい

参加
さ ん か

を通
つ う

じた生
い

きがいづくりや、認知症
に ん ち し ょ う

の方
かた

やご家族
  か ぞ く

等
など

を

支援
し え ん

する取組
と り く み

を進
すす

めます。また、これらの取組
と り く み

を推進
すいしん

するために第９期
だい  き 

横浜市
よ こ は ま し

高齢者
こう れ いし ゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画
けいかく

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業
じ ぎ ょ う

計画
けいかく

・認知症
に ん ち し ょ う

施策
し さ く

推進
すいしん

計画
けいかく

を策定
さ く て い

します。さらに、高齢者
こう れ いし ゃ

等
など

外出
がいしゅつ

支援
し え ん

の観点
かんてん

で、敬老
けいろう

特別
とくべつ

乗車証
じょうしゃしょう

の利用
り よ う

実績
じっせき

データを活用
かつよう

し、制度
せ い ど

の検討
け ん と う

を進
すす

めます。 

 

市民
し み ん

の皆様
みなさま

の「今日
き ょ う

の安心
あんしん

、明日
あ し た

の安心
あんしん

、そして将来
しょうらい

への安心
あんしん

」を目標
もくひょう

に、職員
しょくいん

一丸
いちがん

と

なって取り組
と  く

んでいきます。 
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（一般
い っ ぱ ん

会計
か い け い

） （単位
た ん い

：千円
せんえん

）

４年度
ねんど

５年度
ねんど

増
ぞう

△減
げん

備
び

考
こう

７款
かん

404,340,963 410,918,964 6,578,001 1.6

１項
こう

社 会 福 祉
し ゃ か い ふ く し

費
ひ

46,574,281 50,032,910 3,458,629 7.4

２項
こう

障 害 者
しょうがいしゃ

福 祉 費
ふ く し ひ

128,314,433 135,638,661 7,324,228 5.7

３項
こう

老 人
ろ う じ ん

福 祉 費
ふ く し ひ

17,221,219 17,662,443 441,224 2.6

４項
こう

生 活
せいかつ

援 護 費
え ん ご ひ

132,410,562 134,651,740 2,241,178 1.7

５項
こう

健 康
けんこう

福 祉
ふ く し

施 設
し せ つ

整
せい

備
び

費
ひ

9,206,538 7,672,087 △ 1,534,451 △ 16.7

６項
こう

公 衆
こうしゅう

衛 生
えい せい

費
ひ

67,456,831 61,787,839 △ 5,668,992 △ 8.4

７項
こう

環 境
かんきょう

衛 生
えい せい

費
ひ

3,157,099 3,473,284 316,185 10.0

１７款
かん

124,780,740 126,492,382 1,711,642 1.4

１項
こう

特別
とくべつ

会計
かいけい

繰出金
くりだしきん

124,780,740 126,492,382 1,711,642 1.4

（特別
と く べ つ

会計
か い け い

）

４年度
ね ん ど

５年度
ね ん ど

(47.9) (48.1)

253,703,175 258,393,349

(52.1) (51.9)

275,418,528 279,017,997

(100) (100)

529,121,703 537,411,346

（　）内
ない

は構成比
こ うせ いひ

項
こう

　　　　目
も く

増
ぞ う

減
げん

率
り つ

（％
ぱーせんと

）

健 康
け ん こ う

福 祉
ふ く し

費
ひ

社会福祉
しゃかいふくし

総務費
そ う む ひ

、社会福祉
しゃかいふくし

事業
じぎょう

振興
しんこう

費
ひ

、

国民
こくみん

年金
ねんきん

費
ひ

、ひとり親
おや

家庭
かてい

等
とう

医療費
いりょうひ

、

小児
しょうに

医療費
いりょうひ

障害者福祉費
しょうがいしゃふくしひ

、こころの健康
けんこう

相談
そうだん

センター等
とう

運営
うんえい

費
ひ

、障害者手当費
しょうがいしゃてあてひ

、重度障害者医療費
じゅうどしょうがいしゃいりょうひ

、障害者福祉
しょうがいしゃふくし

施設
しせつ

運営費
うんえいひ

、リハビリテーションセンター等
とう

運営費
うんえいひ

老人
ろうじん

措置費
そ ち ひ

、老人
ろうじん

福祉費
ふ く し ひ

、老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
しせつ

運営費
うんえいひ

生活
せいかつ

保護費
ほ ご ひ

、援護
えんご

対策費
たいさくひ

健康
けんこう

福祉
ふ く し

施設
しせつ

整備費
せ い び ひ

健康
けんこう

安全
あんぜん

費
ひ

、健康
けんこう

診査
し ん さ

費
ひ

、健康
けんこう

づくり費
ひ

、

地域
ち いき

保健
ほけん

推進
すいしん

費
ひ

、公害
こうがい

・石綿
いしわた

健康
けんこう

被害
ひがい

対策
たいさく

事業費
じぎょうひ

食品衛生費
しょくひんえいせいひ

、衛生研究所費
えいせいけんきゅうじょひ

、食肉衛生検査所費
しょくにくえいせいけんさじょひ

、

環境衛生指導費
かんきょうえいせいしどうひ

、葬務費
そ う む ひ

、動物保護
どうぶつほご

指導
し ど う

費
ひ

諸 支 出
し ょ し し ゅ つ

金
きん

国民
こくみん

健康
けんこう

保険
ほけん

事業費
じぎょうひ

、介護
かいご

保険
ほけん

事業費
じぎょうひ

、後期高齢
こうきこうれい

者医療事業費
しゃいりょうじぎょうひ

、公害被害者救済事業費
こうがいひがいしゃきゅうさいじぎょうひ

、水道
すいどう

事業
じぎょう

、

自動車
じど うしゃ

事業
じぎょう

及
およ

び高速
こうそく

鉄道
てつどう

事業
じぎょう

会計繰出金
かいけいくりだしきん

一 般
い っ ぱ ん

会 計
か い け い

計
けい

529,121,703 537,411,346 8,289,643 1.6

健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

一般
いっぱん

会計
かいけい

予算
よ さ ん

の財源
ざいげん

国 民
こ く み ん

健 康
け ん こ う

保 険
ほ け ん

事 業 費
じ ぎ ょ う ひ

会 計
か い け い

320,134,290 323,020,354 2,886,064 0.9

特
定

と
く
て
い

財
源

ざ
い
げ
ん

後 期
こ う き

高 齢 者
こ うれい しゃ

医 療
い り ょ う

事 業
じ ぎ ょ う

費
ひ

会 計
か い け い

90,003,246 91,751,276 1,748,030 1.9

一
般

い
っ
ぱ
ん

財
源

ざ
い
げ
ん

公 害
こうがい

被 害 者
ひ が い し ゃ

救 済
きゅうさい

事 業 費
じ ぎ ょ う ひ

会 計
か い け い

34,919

介 護
か い ご

保 険
ほ け ん

事 業 費
じ ぎ ょ う ひ

会 計
か い け い

318,090,364 328,344,470 10,254,106 3.2

35,151 232 0.7

新墓園事業費会計
しんぼえんじぎょうひかいけい

2,148,776 1,425,432 △ 723,344 △ 33.7
合ご

う

 
 
計け

い

特 別
と く べ つ

会 計
か い け い

計
けい

730,411,595 744,576,683 14,165,088 1.9
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・ 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

健康福祉局
けんこうふくしきょく

予算案
よ さ ん あ ん

の考
かんが

え方
かた

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・ 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

健康福祉局
けんこうふくしきょく

予算
よ さ ん

案
あん

総括表
そうかつひょう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

 Ⅰ 地域福祉保健
ち い き ふ く し ほ け ん

の推進
すいしん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1 地域福祉保健計画推進事業
ちいきふくしほけんけいかくすいしんじぎょう

等
など

3 地域
ち い き

ケアプラザ整備
せ い び

・運営事業
うんえいじぎょう

2 権利擁護事業
けんりようごじぎょう

4 福祉
ふ く し

のまちづくり推進事業等
すいしんじぎょうとう

 Ⅱ 高齢者保健福祉
こ う れ い し ゃ ほ け ん ふ く し

の推進
すいしん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・ 介護保険制度関連事業
かいごほけんせいどかんれんじぎょう

の概要
がいよう

生活
せいかつ

の支援
し え ん

（介護保険外
かいごほ けん がい

サービス等
など

）

・ 横浜型地域包括
よこはまがたちいきほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

に向
む

けて 認知症
にんちしょう

施策
し さ く

の推進
すいしん

介護保険事業
かいごほけんじぎょう

高齢者
こうれいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さ ん か

促進
そくしん

（地域
ち い き

支援
し え ん

事業
じぎょう

）介護予防
か い ご よ ぼ う

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

介護
か い ご

人材
じんざい

支援
し え ん

事業
じぎょう

                支援総合事業
しえんそうごうじぎょう

低所得者
ていしょとくしゃ

の利用者負担助成事業
りようしゃふたんじょせいじぎょう

（地域支援事業
ちいきしえんじぎょう

）包括的支援事業
ほうかつてきしえんじぎょう

地域
ち い き

密着型
みっちゃくがた

サービス推進
すいしん

事業
じぎょう

（地域
ち い き

支援
し え ん

事業
じぎょう

）任意
に ん い

事業
じぎょう

施設
し せ つ

や住
す

まいの整備
せ い び

等
とう

の推進
すいしん

 Ⅲ 障害者施策
しょうがいしゃしさく

の推進
すいしん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・ 障害福祉主要事業
しょうがいふくししゅようじぎょう

の概要
がいよう

障害者
しょうがいしゃ

の就労支援
しゅうろうしえん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

等
とう

障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ・文化
ぶ ん か

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

支援
し え ん

の拠点
きょてん

障害者差別解消
しょうがいしゃさべつかいしょう

・障害理解
しょうがいりかい

の推進
すいしん

障害者
しょうがいしゃ

の相談
そうだん

支援
し え ん

重度障害者医療費助成事業
じゅうどしょうがいしゃいりょうひじょせいじぎょう

・更生医療事業
こうせいいりょうじぎょう

障害者
しょうがいしゃ

の移動
い ど う

支援
し え ん

こころの健康
けんこう

対策
たいさく

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

等
など

自立
じ り つ

支援
し え ん

給付
きゅうふ

費
ひ

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

事業
じぎょう

障害者
しょうがいしゃ

グループホーム設置運営事業
せっちうんえいじぎょう

精神科救急医療対策事業
せいしんかきゅうきゅういりょうたいさくじぎょ

障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

の整備
せ い び

 Ⅳ 生活
せいかつ

基盤
き ば ん

の安定
あんてい

と自立
じ り つ

の支援
し え ん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生活保護
せ い か つ ほ ご

・生活
せいかつ

困窮者
こんきゅうしゃ

小児医療費助成事業
しょうにいりょうひじょせいじぎょう

・ひとり親家庭
おやかてい

等
とう

自立支援事業
じりつしえんじぎょう

等
とう

医療費助成事業
いりょうひじょせいじぎょう

ひきこもり相談支援事業
そうだんしえんじぎょう

後期高齢者医療事業
こうきこうれいしゃいりょうじぎょう

援護対策事業
えんごたいさくじぎょう

国民健康保険事業
こくみんけんこうほけんじぎょう

 Ⅴ 健康
けんこう

で安全
あんぜん

・安心
あんしん

な暮
く

らしの支援
し え ん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

市民
し み ん

の健康
けんこう

づくりの推進
すいしん

食
しょく

の安全
あんぜん

確保
か く ほ

事業
じぎょう

がん検診事業
けんしんじぎょう

快適
かいてき

な生活
せいかつ

環境
かんきょう

の確保
か く ほ

事業
じぎょう

予防接種事業
よぼうせっしゅじぎょう

動物
どうぶつ

の愛護
あ い ご

及
およ

び保護管理事業
ほ ご か ん り じ ぎ ょ う

難病対策事業
なんびょうたいさくじぎょう

　公害健康被害者等
こうがいけんこうひがいしゃなど

への支援
し え ん

衛生
えいせい

研究
けんきゅう

所
じょ

運営
うんえい

事業
じぎょう

斎場
さいじょう

・墓地
ぼ ち

管理運営事業
かんりうんえいじぎょう

医療
いりょう

安全
あんぜん

の推進
すいしん

・外郭団体関連予算案一覧
がいかくだんたいかんれんよさんあんいちらん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・財源
ざいげん

創出
そうしゅつ

の取組
とりくみ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※この冊子
さ っ し

の中
なか

の数値
す う ち

は、各項目
かくこうもく

ごとに四捨五入
ししゃごにゅう

しています。

※各事業
かくじぎょう

の令和
れ い わ

５年度予算額
ね ん ど よ さ ん がく

の横
よこ

に、（　）で前年度予算額
ぜんねんどよさんがく

を併記
へ い き

しています。

※【基金
き き ん

】と記載
き さ い

している事業
じぎょう

は、社会福祉基金
しゃかいふくしききん

を充当
じゅうとう

している事業
じぎょう

です。

※【コロナ】と記載
き さ い

している項目
こうもく

や事業
じぎょう

は、新型
しんがた

コロナウイルス感染症対策
かんせんしょうたいさく

の関連事業
かんれんじぎょう

です。

17
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Ⅰ　地域福祉保健の推進

　福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

の取組
とりくみ

への住民参加
じゅうみんさんか

を促進
そくしん

し、地域活動団体
ちいきかつどうだんたい

や社会福祉施設等
しゃかいふくししせつとう

と行政
ぎょうせい

 が 協働
きょうどう

して、地域
ち い き

づくり、支
ささ

え

合
あ

いの取組
とりくみ

を進
すす

めます。

１　地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

推進
すいしん

事業
じぎょう

2,060万円
まんえん

（1,703万円
まんえん

）

誰
だれ

もが安心
あんしん

して自分
じ ぶ ん

らしく健
すこ

やかに暮
く

らせる地域
ち い き

づ

くりを目指
め ざ

し、住民
じゅうみん

、 事業者
じぎょうしゃ

、 行政
ぎょうせい

、 社会福祉協議会
しゃかいふくしきょうぎかい

、

地域
ち い き

ケアプラザ等
など

が福祉保健
ふ く し ほ け ん

などの地域
ち い き

の課題解決
かだいかいけつ

に

協働
きょうどう

して取
と

り組
く

み、身近
み ぢ か

な地域
ち い き

の支
ささ

え合
あ

いの仕
し

組
く

みづ

くりを進
すす

めることを目
　　もくてき

的として、第５
　　だい　　き

期横浜
　　よこはまし

市地
　　ちいき

域

福祉保健計画
ふくしほけんけいかく

（計画期間
けいかくきかん

：６～10年度
ね ん ど

）を策定
さくてい

します。

また、
ま た 、

第４期
だい き

市計画
しけいかく

を
を

推進
すいしん

するとともに、区
く

計画
けいかく

の

推進を支援
すいしん しえん

します。

２　民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

事業
じぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉

３億
お く

5,617万円
まんえん

（３億
おく

5,988万円
まんえん

）

　地域福祉の担い手である民生委員・児童委員、主任
 ちいき   ふくし    にな     て              みんせいいいん       じどういいん      しゅにん

児童委員の活動費を支給するとともに、引き続き、民
  じどう いいん      かつどうひ     しきゅう                             ひ     つづ        みん

生委員活動の周知や活動を支援
せい いいん かつどう     しゅうち   かつどう     しえん

する取組
とりくみ

を行
おこな

います。

　また､民生
みんせい

委員
い い ん

に対
たい

する調査等
ちょうさとう

を 行
おこな

い、今後
こ ん ご

の推薦
すいせん

事務
じ む

や活動
かつどう

内容
ないよう

について、改善
かいぜん

を検討
けんとう

します。

３　ひとり暮
ぐ

らし高齢者等
こうれいしゃとう

「地域
ち い き

で見守
み ま も

り」推進事業
すいしんじぎょう

1,006万円
まんえん

（1,437万円
まんえん

）

　在宅
ざいたく

で75歳以上
さいいじょう

のひとり暮
ぐ

らし高齢者
こうれいしゃ

について、本市が保有する
ほ ん し が ほ ゆ う す る

個人情報
こじんじょうほう

（名簿
め い ぼ

）を

民生委員
み ん せ い い い ん

 及
およ

び
び

地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センターへ提供
ていきょう

し、相談支援
そ う だ ん し え ん

や地域
ち い き

における見守
み ま も

り活動等
かつどうとう

に

　つなげます。

　また、各区
か く く

の実情
じつじょう

に 応
おう

じて、75歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

のみで構成
こうせい

された世帯
せ た い

に属
ぞく

する高齢者
こうれいしゃ

の個人情報
こじんじょうほう

（名簿
め い ぼ

）も民生
みんせい

委員
い い ん

 及
およ

び地域包括支援
ち い き ほ う か つ し え ん

センターへ提供
ていきょう

します。

事業内容
じぎょうないよう

373万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ 市

し

　費
ひ

その他
た

５億
おく

3,231万円
まんえん

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
け い か く

推 進
す い し ん

事 業
じ ぎ ょ う

等
とう

－県
けん

国
くに

653万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

前
ぜん

年
ねん

度
ど

１

差
さし

引
ひき

５億
おく

4,257万円
まんえん

５億
おく

3,648万円
まんえん

609万円
まんえん
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Ⅰ　地域福祉保健の推進
４　災害時要援護者支援事業

さ い が い じ よ う え ん ご し ゃ し え ん じ ぎ ょ う

〈拡充
かくじゅう

〉 １億
おく

5,048万円
まんえん

（1億
おく

3,982万円
まんえん

）

個別避難計画
こ べ つ ひ な ん け い か く

については、モデル事業
じぎょう

を踏
ふ

まえ課題
か だ い

を整理
せ い り

するとともに、福祉専門職
ふくしせんもんしょく

へ

の研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

など、取組
とりくみ

を推進
すいしん

していきます。

また、非常用電源
ひじょうようでんげん

が 未配備
み は い び

の福祉避難所
ふ く し ひ な ん じ ょ

への配備
は い び

を進
すす

めます。

５　ごみ問題
もんだい

を抱
かか

えている人
ひと

への支援
し え ん

事業
じぎょう

526万円
まんえん

（538万円
まんえん

）

いわゆる「ごみ屋敷
や し き

」対策
たいさく

条例
じょうれい

に基
もと

づき、不良
ふりょう

な生活環境の解消及び発生の防止
せいかつかんきょう かいしょうおよ はっせい ぼうし

を図
はか

ります。各区の対策連絡会議が中心
かく く たいさくれんらく かいぎ ちゅうしん

となって、当事者
と う じ し ゃ

に寄
よ

り添
そ

い、専門家
せ ん も ん か

の助言
じょげん

を得
え

な

がら、福祉的支援
ふ く し て き し え ん

を重視
じゅうし

した対策
たいさく

を実施
じ っ し

します。

また、解消
かいしょう

した案件
あんけん

についても地域
ち い き

や関係機関
か ん け い き か ん

と連携
れんけい

し、再発防止
さ い は つ ぼ う し

に取
とり

り組
くみ

みます。
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　高齢者
こうれいしゃ

や障害者等
しょうがいしゃとう

が、判断能力
はんだんのうりょく

が低下
て い か

しても安心
あんしん

して

日常生活
にちじょうせいかつ

 を送
おく

れるよう、権利擁護を推進
 けんり  ようご     すいしん

します。

　成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の利用
り よ う

促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

を踏
ふ

まえ、本
ほん

市
し

における成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

基本
き ほ ん

計画
けいかく

について、第
だい

４

期
き

横浜
よこはま

市
し

地域
ち い き

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

計画
けいかく

と一体的
いったいてき

に推進
すいしん

します。

２億
おく

8,200万
まん

円
えん

（２億
おく

8,094万円
まんえん

）

生活
せいかつ

や金銭
きんせん

管理
か ん り

など幅広
はばひろ

く権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関
かん

する相談
そうだん

を

受
う

けるとともに、福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

や日常的
にちじょうてき

な金銭
きんせん

管理
か ん り

などが困難
こんなん

な高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある方
かた

を支援
し え ん

する権
けん

利擁護事業
 り  ようご じぎょう

を補助
ほじょ

します。

２　中核機関
ちゅうかくきかん

運営
うんえい

事業
じぎょう

5,191万円
まんえん

（5,176万円
まんえん

）

地域
ちいき

における成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せいど

の利用
りよう

を促進
そくしん

するため、

中核機関
ちゅうかくきかん

「よこはま成年後見
せいねんこうけん

推進
すいしん

センター」と市
し

協議
きょうぎ

会
かい

を運営
うんえい

します。

市
し

協議会
きょうぎかい

は、弁護士
べん ご し

をはじめとする専門職団体
せんもんしょくだんたい

と福
ふく

祉等
し と う

の
 

関係機関
かんけいきかん

により、制度
せ い ど

が市民
し み ん

にさらに広
ひろ

く認知
に ん ち

されるよう区域
く い き

を超
こ

えた市域
し い き

の課題
か だ い

を検討
けんとう

します。

　市
し

協議会
きょうぎかい

で協議
きょうぎ

した方向性
ほうこうせい

を踏
ふ

まえ、中核機関
ちゅうかくきかん

は、

制度
せい ど

の効果的
こうかてき

な広報
こうほう

・相談
そうだん

のほか、相談機関
そうだん きかん

の連携
れんけい

や

人材育成等
じんざいいくせいなど

を通
つう

じ、利用
り よ う

促進
そくしん

に取
と

り組
く

みます。

３　市民
し み ん

後見人
こうけんにん

養成
ようせい

・活動
かつどう

 支援
しえん

事業
じぎょう

4,772万円
まんえん

（4,869万円
まんえん

）

地域
ちいき

における権利擁護
けんり ようご

を市民参画
 しみん さんかく

で進
すす

めるため、市民
し み ん

後見
こうけん

人
にん

バンク登録
とうろく

者
しゃ

に対
たい

する活
かつ

動
どう

支援
し え ん

を行
おこな

います。バンク登録
とうろく

者
しゃ

全体
ぜんたい

研修
けんしゅう

のほか、受任
じゅにん

者
しゃ

への個別
こ べ つ

面談
めんだん

や後見
こうけん

活動
かつどう

への

助言
じょげん

などを実施
じ っ し

します。また、関係機関
かんけい きかん

と連携
れんけい

しながら、バンク登録者
とうろくしゃ

への受任促進
じゅにんそくしん

を

進
すす

めていきます。

２億
おく

7,829万円
まんえん

差
さし

引
ひき

691万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

２億
おく

4,125万円
まんえん

県
けん

5,682万円
まんえん

その他
た

3,618万円
まんえん

市　費
し ひ

２ 権 利
け ん り

擁 護
よ う ご

事 業
じ ぎ ょ う

本 年 度
ほん ねん ど

６億
おく

1,254万円
まんえん

１  横浜生活
よこはませいかつ

あんしんセンター運営事業
うんえいじぎょう

前
ぜん

年 度
ねん ど

６億
おく

563万円
まんえん
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４　成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

事業
じぎょう

971万円
まんえん

（1,054万円
まんえん

）

（１）成年
せいねん

後見
こうけん

サポートネット

　地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター等
など

の相談
そうだん

機関
きかん

と弁護士
べん ご し

等
など

の専門
せんもん

職
しょく

 団体
だんたい

の連携
れんけい

を促進
そくしん

し、相談
そうだん

　機関
きかん

のスキルアップを図
はか

るために、区
く

ごとに成年
せいねん

後見
こうけん

サポートネットを実施
じ っ し

します。

　　併
あわ

せて、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

促進
そくしん

基本
き ほ ん

計画
けいかく

に基
もと

づく「区域
く い き

の協議会
きょうぎかい

」に位置付
い ち づ

け、区
く

　内
ない

の成年後見
せいねんこうけん

に係
かかわ

る相談分析
そうだんぶんせき

と課題
か だ い

検討
けんとう

を行
おこな

うほか、相談
そうだん

機関
き か ん

のバックアップ機能
き の う

を

　果
は

たします。

（２）親族
しんぞく

調査
ちょうさ

事務
じ む

委託
い た く

　権利
け ん り

擁護
よ う ご

を必要
ひつよう

とする高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

への対応
たいおう

を速
すみ

やかに行
おこな

うため、区長
くちょう

申立
もうした

てに

　係
かか

る親族
しんぞく

調査
ちょうさ

及
およ

び親族
しんぞく

図
ず

の作成
さくせい

等
など

を専門職
せんもんしょく

 団体
だんたい

に委託
い た く

して実施
じ っ し

します。

５　成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

２億
おく

2,120万円
まんえん

（２億
おく

1,370万円
まんえん

）

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

利用
り よ う

のための区長
くちょう

申
もう

し立
た

てにおける申立
もうした

て費用
ひ よ う

や後見人等
こうけんにんとう

への報酬
ほうしゅう

の負担
ふ た ん

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

に、その費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

または全部
ぜ ん ぶ

を助成
じょせい

します。
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　「横浜
よこはま

に関
かか

わる全
すべ

ての人
ひと

がお互
たが

いを尊重
そんちょう

し、助
たす

け合
あ

う、

人
ひと

の優
やさ

しさにあふれたまちづくり」を実現
じつげん

するため、

ソフト（知識
ち し き

や情報
じょうほう

など無形
む け い

の要素
よ う そ

）とハード（施設
し せ つ

整
せい

備
び

など有形
ゆうけい

の要素
ようそ

）を一体的
いったいてき

にとらえ、福祉
ふ く し

のまちづく

りを推進
すいしん

します。

　また、福祉
ふ く し

ニーズに十分
じゅうぶん

に対応
たいおう

できるよう、環境
かんきょう

 等
とう

の整備
せ い び

を行
おこな

います。

１  福祉
ふ く し

のまちづくり推進
すいしん

事業
じぎょう

1,032万円
まんえん

（1,040万円
まんえん

）

　福祉
ふ く し

のまちづくり推進
すいしん

指針
し し ん

を普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

するため、動画
ど う が

等
など

を活用
かつよう

した広報
こうほう

を行
おこな

います。また、社会情勢
しゃかいじょうせい

の変化
へ ん か

を

踏
ふ

まえた施策
し さ く

の検討
けんとう

を行
おこな

います。

（１）「福祉
ふ く し

のまちづくり推進
すいしん

会議
か い ぎ

」の開催
かいさい

（２）福祉
ふ く し

のまちづくり条例
じょうれい

に基
もと

づく施策
し さく

の検討
けんとう

（３）推進指針
すいしんししん

の広報
こうほう

等
など

（４）福祉
ふ く し

のまちづくり普及啓発
ふきゅうけいはつ

（５）条例
じょうれい

 対象
たいしょう

 施設
し せ つ

についての事前協議
じぜん  きょうぎ

・相談等
そうだんとう

２  ノンステップバス導入
どうにゅう

促進
そくしん

補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

1,821万円
まんえん

（1,711万円
まんえん

）

誰
だれ

もが乗降
じょうこう

しやすいノンステップバスの導入
どうにゅう

を促進
そくしん

す

るため、導入
どうにゅう

に係
かか

る経費
け い ひ

の一部
い ち ぶ

を補助
ほ じ ょ

します。（33台
だい

）

３　福祉有償運送事業
    ふくし      ゆうしょう うんそう    じぎょう

415万円
まんえん

（421万円
まんえん

）

福祉
ふ く し

有償
ゆうしょう

運送
うんそう

を行
おこな

う特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

等
とう

の登録
とうろく

、検査等
けんさとう

を実施
じ っ し

します。また、登録
とうろく

に先立
さ き だ

ち、福祉
ふ く し

有償
ゆうしょう

 運送
うんそう

の必要性
ひつようせい

及
およ

び適正
てきせい

な実施
じ っ し

等
とう

について関係者
かんけいしゃ

による事前
じぜん

協議
きょうぎ

を行
おかな

うため、福祉
ふ く し

有償
ゆうしょう

 移動
い ど う

サービス運営協議会
うんえいきょうぎかい

を開催
かいさい

します。

４　再犯
さいはん

防止
ぼ う し

推進計画
すいしんけいかく

推進
すいしん

事業
じ ぎ ょ う

129万円
まんえん

（148万円
まんえん

）

「誰
だれ

もが安心
あんしん

して自分
じ ぶ ん

らしく健
すこ

やかに暮
く

らすための更生支援
こうせい しえん

の方向性
ほうこうせい

－横浜市
よこはまし

再犯
さいはん

防
ぼう

止
し

推進計画
すいしんけいかく

－」を効果的
こうかてき

、効率的
こうりつてき

に推進
すいしん

するため､「横浜市
よこはまし

更生支援
こうせい しえん

ネットワーク会議
かい ぎ

」

を通
つう

じて、刑事
け い じ

司法
しほう

関係者
かんけいしゃ

と市内
しない

福祉
ふくし

関係者
かんけいしゃ

等
など

との連携 協力
れんけい きょうりょく

  関係
かんけい

を築
きづ

きます。

４億
おく

3,765万円
まんえん

　470万円
まんえん

福 祉
ふ く し

の ま ち づ く り

推
すい

進
しん

事
じ

業
ぎょう

等
とう

－県
けん

国
くに

１億
おく

2,280万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

前
ぜん

年
ねん

度
ど

４

差
さし

引
ひき

５億
おく

393万円
まんえん

6,122万円
まんえん

本
ほん

年
とし

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ 市　費

し ひ

その他
た

５億
おく

6,515万円
まんえん
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５　地域福祉保健
  ちいき  ふくし   ほけん

関係職員
かんけいしょくいん

 人材
じんざい

育成
いくせい

事業
じぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉 1,345万円
まんえん

（993万円
まんえん

）

社会福祉
しゃかいふくし

職
しょく

・保健師
ほ け ん し

の専門性
せんもんせい

を向上
こうじょう

させるため、人材育成
じんざいいくせい

ビジョンに基
もと

づき、データを

活用
かつよう

した新
あら

たな研修
けんしゅう

プログラムの開発
かいはつ

や組織的
そしきてき

な人材育成
じんざいいくせい

の推進
すいしん

など、職員
しょくいん

から責任職
せきにんしょく

までの一貫
いっかん

したキャリア形成支援
けいせいしえん

を充実
じゅうじつ

させます。

　また、各種媒体等
かくしゅばいたいとう

を活
　　かつよう

用した採用広
　　さいようこうほう

報、若手職
　　わかてしょくいん

員によるリクルート活
　　かつどう

動など、優秀
ゆうしゅう

な

人材
じんざい

の確保
か く ほ

をさらに進
すす

めます。

６　福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

システム運用
うんよう

事業
じぎょう

５億
おく

1,773万円
まんえん

（４億
おく

6,080万円
まんえん

）

　高齢
こうれい

・障害
しょうがい

・児童
じ ど う

福祉
ふ く し

等
など

のサービス提供
ていきょう

に使用
し よ う

する福祉保健
ふくし ほけん

システムの運用保守等
うんようほしゅとう

を

行
おこな

います。また、情報
じょうほう

システム標準化
ひょうじゅんか

、法
ほう

・制度改正
 せいど かいせい

対応
たいおう

等
など

の改修
かいしゅう

を行
おこな

います。

13



Ⅲ　障害者施策の推進

１　障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基
もと

づく主
おも

な事業
じぎょう

事業種別
じぎょうしゅべつ

本
ほん

市
し

事業
じぎょう

名
めい

障害福祉
しょうがいふくし

サービス費
ひ

等
とう

（介護
かいご

給付
きゅうふ

、訓練
くんれん

給
きゅ

付
うふ

）

居宅
きょたく

介護
かいご

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

16】、障害者地域活動
しょうがいしゃちいきかつどう

ホーム運営事業
うんえいじぎょう

【予算概要
よさんがいよう

17】

障害者支援施設等
しょうがいしゃしえんしせつなど

自立支援給付費
じりつしえんきゅうふひ

【予算概要
よさんがいよう

20】

障害者
しょうがいしゃ

グループホーム設置
せっち

運営
うんえい

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

21】

在宅障害児
ざいたくしょうがいじ

・者短期入所事業
しゃたんきにゅうしょじぎょう

【予算概要
よさんがいよう

16】

計画
けいかく

相談
そうだん

支援
しえん

給付
きゅうふ

費
ひ

等
とう

計画
けいかく

相談
そうだん

・地域
ちいき

相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

18】

自立
じりつ

支援
しえん

医療費
いりょうひ

等
とう

更生医療事業【
こうせいいりょうじぎょう

予算概要26
よ さ ん が い よ う

】

医療
いりょう

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

医療費
いりょうひ

公費
こうひ

負担
ふたん

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

27】

障害者支援施設等自立支援給付費
しょうがいしゃしえんしせつなどじりつしえんきゅうふひ

【予算概要
よさんがいよう

20】

補装具
ほ そ う ぐ

費
ひ

生活
せいかつ

援護
えんご

事業
じぎょう

高額障害福祉
こうがくしょうがいふくし

サービス

等給付費
などきゅうふひ 高額障害福祉

こうがくしょうがいふくし

サービス費
ひ

等
など

償還事業
しょうかんじぎょう

後見的
こうけんてき

支援
しえん

推進
すいしん

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

16】

　障害
しょうがい

のある方
かた

が安心
あんしん

して地域
ちいき

で暮
く

らせるように、生活
せいかつ

を見
み

守
まもる

る仕組
し く

みを、地域
ちいき

を良
よ

く知
し

る社会福祉
しゃかいふくし

法人
ほうじん

等
など

とともに作
つく

っていきます。

精神障害者生活支援
せいしんしょうがいしゃせいかつしえん

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

【予算概要
よ さ ん が い よ う

17】

　各区
か く く

に１館
かん

ある「精神障害者生活支援
せいしんしょうがいしゃせいかつしえん

センター」では、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の自立
じ り つ

生活
せいかつ

を支援
し え ん

するため、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉士
ふ く し し

による相談
そうだん

や居場所
い ば し ょ

の提供等
ていきょうなど

を行
おこな

っています。

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター

（障害者地域作業所
しょうがいしゃちいきさぎょうしょ

型
かた

・精神障害者地域作
せいしんしょうがいしゃちいきさ

業所型
ぎょうしょがた

)【予算概要
よ さ ん が い よ う

17】

　障害者
しょうがいしゃ

が地域
ちいき

の中
なか

で創作活動
そうさくかつどう

や生産的活動
せいさんてきかつどう

、社会
しゃかい

との交流
こうりゅう

などを行
おこな

う地域活動
ちいきかつどう

支援
しえん

センター(障害者地域作業所型
しょうがいしゃちいきさぎょうじょがた

等
とう

)に対
たい

して助成
じょせい

を行
おこな

います。

障害者相談支援事業
しょうがいしゃそうだんしえんじ

【予算概要18】

　基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター等
など

に配置
は い ち

された専任職員
せんにんしょくいん

が、障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らすために生活全般
せいかつぜんぱん

にわたる相談
そうだん

に対応
たいおう

します。

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

体制
たいせい

整
せ

備
いび

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

18】

　発達障害児
はったつしょうがいじ

・者
しゃ

について、ライフステージに対応
たいおう

する支援体制
しえんたいせい

を整備
せいび

し、発達
はった

障害児
つしょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふくし

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。

　障害者
しょうがいしゃ

への福祉
ふ く し

サービスの基本的
き ほ ん て き

な内容
ないよう

は、障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に規定
き て い

されており、国
くに

が定
さだ

める基準
きじゅん

に基
もと

づき個別
こ べ つ

に支給決定
しきゅうけってい

が行
おこな

われる「自立
じ り つ

支援
し え ん

給付
きゅうふ

」と、市町村等
しちょうそんとう

が地域
ち い き

の特性
とくせい

や利用者
り よ う し ゃ

の状況
じょうきょう

 に応
おう

じて、

給付
きゅうふ

の基
き

準
じゅん

や内容
ないよう

を定
さだ

める「地域生活
ち い き せ い か つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

」によって構成
こうせい

されています。

自
立

じ

り

つ

支
援

し

え

ん

給
付

き
ゅ
う
ふ

関
連

か
ん
れ
ん

地
域

ち

い

き

生
活

せ
い
か
つ

支
援

し

え

ん

事
業

じ
ぎ
ょ
う

関
連

か
ん
れ
ん
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Ⅲ　障害者施策の推進

２　その他
た

の主
おも

な事業
じぎょう

障害者自立生活
しょうがいしゃじりつせいかつ

アシス

タント事業等
じぎょうとう

【予算概要
よさんがいよう

16】

　地域
ち い き

で生活
せいかつ

する単身
たんしん

などの障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、居宅訪問等
きょたくほうもんとう

を通
つう

じた助言
じょげん

や相談
そうだん

など

のサービスを提供
ていきょう

し、地域生活
ち い き せ い か つ

の継続
けいぞく

を図
はか

ります。(障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

の自立
じ り つ

生
せい

活
かつ

援助
えんじょ

事業
じぎょう

を含
ふく

む)

多機能型拠点運営事業
たきのうがたきょてんうんえいじぎょう

【予算概要
よさんがいよう

17】

　常
つね

に医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な在宅
ざいたく

の重症心身障害児
じゅうしょうしんしんしょうがいじ

・者
しゃ

などを支援
し え ん

するため、診
しん

療
りょう

、訪問看護
ほ う も ん か ん ご

、短期入所等
たんきにゅうしょとう

のサービスを一体的
いったいてき

に提供
ていきょう

する「多機能型拠点
た き の う が た き ょ て ん

」を運
うん

営
えい

します。

障害者
しょうがいしゃ

地域
ちいき

活動
かつどう

ホーム

運営
うんえい

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

17】

　在宅
ざいたく

の障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の支援
しえん

拠点
きょてん

として、日中活動
にっちゅうかつどう

のほか、一時
いちじ

的
てき

な滞在
たいざい

等
とう

を提供
ていきょ

する「障害者地域活動
しょうがいしゃちいきかつどう

ホーム」を各区
かくく

で運営
うんえい

します。

重度障害者
じゅうどしょうがいしゃ

タクシー料
りょ

金
うきん

助成事業
じょせいじぎょう

【予算概要
よさんがいよう

19】

　公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

の利用
りよう

が困難
こんなん

な重度障害児
じゅうどしょうがいじ

・者
しゃ

に、福祉
ふくし

タクシー利用券
りようけん

を交付
こうふ

す

ることにより、タクシー料金
りょうきん

を助成
じょせい

します。

障害者自動車燃料費
しょうがいしゃじどうしゃねんりょうひ

助
じょ

成事業
せいじぎょう

【予算概要
よさんがいよう

19】

　公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

の利用
りよう

が困難
こんなん

な重度障害児
じゅうどしょうがいじ

・者
しゃ

に、自動車燃料券
じどうしゃねんりょうけん

を交付
こうふ

すること

により、自動車燃料費
じどうしゃねんりょうひ

を助成
じょせい

します。

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
しえん

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

23】

　障害者
しょうがいしゃ

の就労支援
しゅうろうしえん

を行
おこな

う就労支援
しゅうろうしえん

センターの運営費
うんえいひ

の助成
じょせい

を行
おこな

います。また、

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

の場
ば

の拡大
かくだい

などにも取
と

り組
く

みます。

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ文化
ぶんか

セ

ンター管理
かんり

運営
うんえい

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

24】

　横浜
よこはま

ラポール及
およ

びラポール上大岡
かみおおおか

において、障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ・文化
ぶんか

活動
かつどう

を推
す

進
いしん

します。

障害者差別解消
しょうがいしゃさべつかいしょう

推進
すいしん

事業
じぎょう

【予算概要
よ さ ん が い よ う

25】

　障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

、障害者差別解消
しょうがいしゃさべつかいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する取組指針等
と り く み し し ん と う

に基
もと

づいた事業
じぎょう

を行
おこな

います。

こころの健康
けんこう

対策
たいさく

【予算概要
よさんがいよう

27】

  自殺対策
じさつたいさく

の充実
じゅうじつ

に向
む

け、関係機関
かんけいきかん

や庁内関係部署
ちょうないかんけいぶしょ

との連携
れんけい

により総合的
そうごうてき

に取
と

り

組
く

みます。このほか、精神障害
せいしんしょうがい

にも対応
たいおう

した地域包括
ちいきほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

を推進
すいしん

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

事業
じぎょう

【予算概要
よ さ ん が い よ う

28】

　横浜市
よ こ は ま し

依存症対策地域支援計画
い ぞ ん し ょ う た い さ く ち い き し え ん け い かく

に基
もと

づき、支援者
し え ん し ゃ

向
む

けガイドラインの作成
さくせい

や相
そう

談
だん

機能
き の う

の強化
きょうか

、様々
さまざま

な媒体
ばいたい

を活用
かつよう

した普及啓発
ふきゅうけいはつ

の取組
とりくみ

を行
おこな

い、引
ひ

き続
つづ

きアルコー

ル、薬物
やくぶつ

、ギャンブル等
とう

の依存症当事者
い ぞ ん しょ うと うじ しゃ

や家族などへの支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

していきま

精神科
せいしんか

救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

対策
たいさく

事業
じぎょう

【予算概要
よさんがいよう

29】

　県
けん

及
およ

び県内
けんない

他
た

政令市
せ い れ い し

と協調体制
きょうちょうたいせい

のもと、緊急
きんきゅう

に精神科医療
せ い し ん か い り ょ う

を必要
ひつよう

とする方
かた

を受
うけ

け入
にゅう

れる協力医療機関
きょうりょくいりょうきかん

の体制確保等
た い せ い か く ほ と う

を行
おこな

います。

そ
の
他た

の
主お

も

な
事
業

じ
ぎ
ょ
う

　上記
じょうき

の障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

に規定
きてい

されている事業
じぎょう

以外
いがい

にも、本
ほん

市
し

が独自
どくじ

に企画
きかく

した事業
じぎょう

等
とう

を展開
てんかい

していま

す。（財源
ざいげん

については、可能
かのう

な限
かぎ

り国費
こくひ

・県費
けんぴ

を導入
どうにゅう

しています。）
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　本人
ほんにん

の生活力
せいかつりょく

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

り、障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

で自立
じ り つ

した生活
せいかつ

を送
おく

れるよう、各事業
かくじぎょう

を推進
すいしん

し

ていきます。

（　　　　　と表記
ひょうき

している事業
じぎょう

は、「将来
しょうらい

にわたる

あんしん施策
し さ く

」を含
がん

む事業
じぎょう

です。）

１　後見的支援推進事業
こうけんてきしえんすいしんじぎょう

６億
おく

2,825万円
まんえん

（６億
おく

2,520万円
まんえん

）

　障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して暮
く

らせるよう、本人
ほんにん

の日
にち

常
つね

生活
せいかつ

を見守
み ま も

るあんしんキーパーをはじめとして、

住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

での見守
み ま も

り体制
たいせい

を構築
こうちく

します。

　また、制度登録者
せいどとうろくしゃ

に対
たい

して、定期訪問
ていきほうもん

のほか、将
しょう

来
らい

の不安
ふ あ ん

や希望
き ぼ う

を本人
ほんにん

に寄
よ

り添
そ

いながら聴
き

き、必要
ひつよう

に応
おう

じて適切
てきせつ

な支援
し え ん

機関
き か ん

につなぎます。(全
ぜん

区
く

実施
じ っ し

)

２　障害者
しょうがいしゃ

ホームヘルプ事業
じぎょう

【基金
き き ん

】〈拡充
かくじゅう

〉

177億
おく

3,258万円
まんえん

（157億
おく

7,678万円
まんえん

）

　身体
しんたい

介護
か い ご

や家事
か じ

援助
えんじょ

等
とう

を必要
ひつよう

とする障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

及
およ

び移動
い ど う

に著
いちじる

しい困難
こんなん

を有
ゆう

する視覚障害
しかくしょうがい

、知的障害
ちてきしょうがい

、

精神障害
せいしんしょうがい

の児
じ

・者
しゃ

に対
たい

して、ホームヘルプサービス

を提供
ていきょう

します。

・重度訪問介護利用者大学修学支援事業
じゅうどほうもんかいごりようしゃだいがくしゅうがくしえんじぎょう

・重度障害者等就労支援特別事業
じゅうどしょうがいしゃとうしゅうろうしえんとくべつじぎょう

【基金
き き ん

】〈新規
し ん き

〉

就労
しゅうろう

している重度障害者
じゅうどしょうがいしゃ

に対
たい

して、通勤支援
つうきんしえん

や

職場
しょくば

等
など

における身体介護
しんたいかいご

等
など

の支援
し え ん

を提供
ていきょう

します。

３　障害者自立生活
しょうがいしゃじりつせいかつ

アシスタント事業
じぎょう

・自立生活援助
じりつせいかつえんじょ

事業
じぎょう

２億
おく

1,151万円
まんえん

（２億
おく

1,700万円
まんえん

）

　一人
ひ と り

暮
ぐ

らしの障害者
しょうがいしゃ

や一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを目指
め ざ

す障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、支援
し え ん

員
いん

の定期的
ていきてき

な自宅
じ た く

訪問
ほうもん

や随時
ず い じ

の対応
たいおう

により、日常生活
にちじょうせいかつ

に関
かん

する相談
そうだん

や助言
じょげん

、情報提供等
じょうほうていきょうとう

を行
おこな

います。関
かん

係
けい

機関
き か ん

との連絡
れんらく

調整
ちょうせい

や連携
れんけい

を通
つう

じて、本人
ほんにん

が持
も

つ能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

に引
ひ

き出
だ

し、地域
ち い き

で安
あん

定
てい

した単身
たんしん

生活
せいかつ

を継続
けいぞく

できるよう支援
し え ん

します。

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
く に

72億5,117万円

県
けん

35億9,566万円

その他
た

1,931万円
まんえん

市　費
し ひ

97億
おく

9,323万円
まんえん

16

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の

地 域
ち い き

生 活
せいかつ

支 援
し え ん

等
とう

本
ほん

年
とし

度
ど

206億
おく

5,937万円
まんえん

差
さし

引
ひき

17億
おく

9,266万
えん

円

前
ぜん

年
ねん

度
ど

188億
おく

6,671万円
まんえん

あんしん

あんしん

あんしん

16



４　医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

促進
そくしん

事業
じぎょう

628万
まん

円
えん

（1,424万円
まんえん

）

　　医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
など

の在宅生活
ざいたくせいかつ

を支
ささ

えるため、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者等
しゃとう

コーディネータ

　ーを中心
ちゅうしん

に関係機関
かんけいきかん

との連携
れんけい

や地域
ち い き

での受入
う け い

れを推進
すいしん

します。

５　要電源障害児者等災害時電源確保支援事業
ようでんげんしょうがいじしゃなどさいがいじでんげんかくほしえんじぎょう

【基金
き き ん

】〈拡充
かくじゅう

〉

2,602万円
えん

（1,400万円
まんえん

）

電源
でんげん

が必要
ひつよう

な医療機器
い り ょ う き き

を在宅
ざいたく

で常時
じょうじ

使用
し よ う

する障害児者
しょうがいじしゃ

等
など

に対
たい

し、災害
さいがい

等
など

による停電
ていでん

時
じ

の備
そな

えとして、蓄電池等
ちくでんちとう

の非常用電源装置
ひじょうようでんげんそうち

の購入
こうにゅう

を補助
ほ じ ょ

します。それにより、自助
じ じ ょ

力
りょく

や防災意識
ぼうさいいしき

を向上
こうじょう

させ、災害時
さいがいじ

にも電源
でんげん

を確保
か く ほ

できるよう支援
し え ん

します。

電源喪失
でんげんそうしつ

を伴
とも

う大
だい

きな災害
さいがい

が発生
はっせい

する前
まえ

に、多
おお

くの人
ひと

に非常用電源
ひじょうようでんげん

を給付
きゅうふ

する必要
ひつよう

があるため、対象
たいしょう

を拡大
かくだい

します。

６　在宅障害児
ざいたくしょうがいじ

・者
しゃ

短期入所事業
たんきにゅうしょじぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉 19億
おく

6,705万
まん

円
えん

（19億
おく

14万円
まんえん

）

介護者
かいごしゃ

の病気
びょうき

・事故等
じ こ な ど

の理由
り ゆ う

により障害児者
しょうがいじしゃ

が介護
か い ご

を受
う

けられないときに、一時的
いちじてき

に施設等
しせつなど

に入所
にゅうしょ

し介護
か い ご

を受
う

けることができる短期入所
たんきにゅうしょ

等
とう

のサービスを提供
ていきょう

します。

また、短期入所施設
たんきにゅうしょしせつ

の新設
しんせつ

を推進
すいしん

し、定員数
ていいんすう

の増加
ぞ う か

を図
はか

ります。

７　サービス継続支援事業
けいぞくしえんじぎょう

【コロナ】 8,768万
まん

円
えん

（３億
おく

1,935万円
まんえん

）

費用
ひ よ う

や追加的
ついかてき

人件費等
じんけんひとう

の経費
け い ひ

を助成
じょせい

します。また、急激
きゅうげき

な感染
かんせん

により各
かく

施設
し せ つ

で備蓄
び ち く

し

ている抗原検査
こうげんけんさ

キットの不足
ふ そ く

が発生
はっせい

した際
さい

に緊急用
きんきゅうよう

の抗原検査
こうげんけんさ

キットを配付
は い ふ

します。

障害者施設等
しょうがいしゃしせつとう

で利用者
りようしゃ

や職員
しょくいん

に感染者
かんせんしゃ

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

等
など

に、感染対策
かんせんたいさく

に必要
ひつよう

な消毒
しょうどく

あんしん
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事業
じぎょう

内容
ないよう

１　多機能型拠点運営事業
たきのうがたきょてんうんえいじぎょう

１億
おく

9,767万円
まんえん

（１億
おく

8,499万円
まんえん

）

　常
つね

に医療的
いりょうてき

ケアを必要
ひつよう

とする重症心身障害児
じゅうしょうしんしんしょうがいじ

・者
しゃ

等
など

の地域
ち い き

での暮
く

らしを支援
し え ん

するため、診療所
しんりょうじょ

を併設
へいせつ

し、訪問看護
ほうもんかんご

サービスや短期
た ん き

入所
にゅうしょ

などを一体的
いったいてき

に提
てい

供
きょう

できる拠点
きょてん

を運営
うんえい

します｡（4か所
しょ

・R6開所予定含
かいしょよていふくむ

）

２　障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム運営
うんえい

事業
じぎょう

59億
おく

632万円
まんえん

（58億
おく

6,172万円
まんえん

）

　障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の地域
ち い き

での生活
せいかつ

を支援
し え ん

する拠点施設
きょてんしせつ

と

して生活支援事業
せいかつしえんじぎょう

や日中活動事業
にっちゅうかつどうじぎょう

を行
おこな

う「障害者地
しょうがいしゃち

域活動
いきかつどう

ホーム」に、運営費助成等
うんえいひじょせいとう

を行
おこな

います。

（41か所
しょ

：社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

型
がた

18か所
しょ

、機能
き の う

強化型
きょうかがた

23か所
しょ

）

３　精神障害者生活支援
せいしんしょうがいしゃせいかつしえん

センター運営事業
うんえいじぎょう

13億
おく

2,406万
まん

円
えん

（12億
おく

8,640万円
まんえん

）

　統合失調症
とうごうしっちょうしょう

など精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

の社会復帰
しゃかいふっき

、自立等
じりつとう

を

支援
し え ん

する拠点施設
きょてんしせつ

として、全区
ぜ ん く

で運営
うんえい

を行
おこな

います。

（指定管理方式
していかんりほうしき

のＡ型
がた

９区
く

、補助方式
ほじょほうしき

のＢ型
がた

９区
く

）

４　地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センターの運営
うんえい

〈拡充
かくじゅう

〉

30億
おく

9,957万円
まんえん

（31億
おく

4,615万円
まんえん

）

　地域
ち い き

生活支援
せいかつしえん

を促進
そくしん

する施設
し せ つ

に運営費
うんえいひ

を助成
じょせい

します｡

　また、精神
せいしん

作業所
さぎょうしょ

型
がた

の運営
うんえい

支援
し え ん

を市
し

から障害
しょうがい

者
しゃ

支援
し え ん

センターへ移行
い こ う

し、３障害
しょうがい

支援
し え ん

の一本化
いっぽんか

を図
はか

ります。

(５年度末見込
ね ん ど ま つ み こ

み　140か所
しょ

)

差
さし

引
ひき

4,836万円
まんえん

30億
おく

618万円
まんえん

本
ほ

年
ん

度
ねんど

の

財
ざ

源
いげん

内
う

訳
ちわけ

国
く に

県
けん

15億
おく

309万円
まんえん

市　費
し ひ

60億
おく

1,827万円
まんえん

その他
た

８万円
まんえん

17

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の

地
ち

域
いき

支
し

援
えん

の 拠
き ょ

点
てん

本
ほん

年
ねん

度
ど

105億
おく

2,762万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

104億7,926万円
えん

あんしん

あんしん

あんしん
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事業
じぎょう

内容
ないよう

１　障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

８億
おく

5,782万円
まんえん

（８億
おく

5,753万円
まんえん

）

　基幹
き か ん

相談
そうだん

支援
し え ん

センター等
とう

にて身近
み じ か

な地域
ち い き

での相談
そうだん

から個別的
こべつてき

･専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

まで総合的
そうごうてき

に実施
じ っ し

します。

  また、障害
しょうがい

のある方
かた

が地域
ち い き

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

するこ

とができるよう地域生活支援拠点機能
ちいきせいかつしえんきょてんきのう

の充実
じゅうじつ

に向
む

け

て取
と

り組
く

みます。

２　計画
けいかく

相談
そうだん

・地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉

11億
おく

6,371万円
まんえん

（10億
おく

566万円
まんえん

）

　障害福祉
しょうがいふくし

サービス等
など

を利用
り よ う

する方
かた

に、サービス等
など

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

を含
ふく

む相談
そうだん

支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。また、

計画相談支援
けいかくそうだんしえん

の実施率向上
じっしりつこうじょう

のため、新
あら

たに「常勤
じょうきん

・

専従
せんじゅう

」の相談支援専門員
そうだんしえんせんもんいん

を配置
は い ち

した事業
じぎょう

所
しょ

に対し、

助成
じょせい

を実施
じ っ し

します。

　その他
ほか

､施設
し せ つ

等
など

からの地域
ち い き

移行
い こ う

､単身
たんしん

等
とう

で生活
せいかつ

する障
しょう

害
がい

者
しゃ

の地域
ち い き

定着
ていちゃく

を支援
し え ん

する地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

を実施
じ っ し

します｡

３　発達障害者支援体制整備事業
はったつしょうがいしゃしえんたいせいせいびじぎょう

3,664万円
まんえん

（3,669万円
まんえん

）

　発達障害者
はったつしょうがいしゃ

の支援
し え ん

に困難
こんなん

を抱
かか

えている事業所
じぎょうしょ

への

訪問支援
ほうもんしえん

や、強度行動
きょうどこうどう

障害
しょうがい

に対
たい

する支援力向上
しえんりょくこうじょう

を図
はか

るための研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。

　また、地域
ち い き

での一人暮
ひ と り ぐ

らしに向
む

けた当事者
とうじしゃ

への支
し

援
えん

を行
おこな

うサポートホーム事業
じぎょう

を実施
じ っ し

します。

県
けん

４億
おく

6,912万円
まんえん

その他
た

－

市
し

　費
ひ

６億
おく

5,081万円
まんえん
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障
しょう

害
がい

者
しゃ

の

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

本
ほ

年
ん

度
ねんど

の

財
ざ

源
いげん

内
う

訳
ちわけ

国
くに

９億
おく

3,824万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

20億
おく

5,817万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

18億
おく

9,988万円
まんえん

差
さし

引
ひき

１億
おく

5,829万円
まんえん

あんしん
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の外出
がいしゅつ

を促進
そくしん

するために、各事業
かくじぎょう

を推進
すいしん

し

ていきます。

１　福祉特別乗車券交付事業
ふくしとくべつじょうしゃけんこうふじぎょう

31億
おく

130万円
まんえん

（30億
おく

377万円
まんえん

）

　　市営
し え い

交通
こうつう

機関
き か ん

、市内
し な い

を運行
うんこう

する民営
みんえい

バス・金沢
かなざわ

シ

　ーサイドラインを利用
り よ う

できる乗車券
じょうしゃけん

を交付
こ う ふ

します。

    利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

額
がく

（年額
ねんがく

） 1,200円
えん

（20歳未満
さいみまん

600円
えん

）

２　重度障害者
じゅうどしょうがいしゃ

タクシー料金助成事業
りょうきんじょせいじぎょう

８億
おく

581万円
まんえん

（７億
おく

4,007万円
まんえん

）

　  公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

の利用
り よ う

が困難
こんなん

な重度障害児
じゅうどしょうがいじ

・者
しゃ

に、

  福祉
ふ く し

タクシー利用券
りようけん

を交付
こ う ふ

します。

　（助成額
じょせいがく

 １枚
まい

500円
えん

　交付枚数
こうふまいすう

 年
ねん

84枚
まい

〈１乗車
じょうしゃ

７枚
まい

　　まで使用可
し よ う か

〉)

３　障害者
しょうがいしゃ

自動車
じどうしゃ

燃料
ねんりょう

費
ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

３億
おく

2,771万円
まんえん

（２億
おく

1,602万円
まんえん

）

　  公共交通機関
こうきょうこうつうきかん

の利用
り よ う

が困難
こんなん

な重度障害児
じゅうどしょうがいじ

・者
しゃ

に、

  自動車燃料券
じどうしゃねんりょうけん

を交付
こ う ふ

します。

　（助成額
じょせいがく

 １枚
まい

1,000円
えん

　交付枚数
こうふまいすう

 年
ねん

24枚
まい

）

４　移動情報
いどうじょうほう

センター運営等事業
うんえいとうじぎょう

１億6,039万円（１億5,731万円）

移動
い ど う

に困難
こんなん

を抱
かか

える障害者等
しょうがいしゃとう

からの相談
そうだん

に応
おう

じて情報提供
じょうほうていきょう

を行
おこな

うとともに、移動
い ど う

支
し

援
えん

に関
かか

わるボランティア等
など

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

を行
おこな

う移動情報
いどうじょうほう

センターを18区社会福祉協議
くしゃかいふくしきょうぎ

会
かい

で運営
うんえい

します。

５　障害者
しょうがいしゃ

ガイドヘルプ事業
じぎょう

22億
おく

8,560万円
まんえん

（21億
おく

1,031万円
まんえん

）

重度
じゅうど

の肢体不自由
し た い ふ じ ゆ う

、知的障害
ちてきしょうがい

、精神障害
せいしんしょうがい

のある障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
など

に、ヘルパーが外出
がいしゅつ

の

支援
し え ん

を行
おこな

います。また、ガイドヘルパー資格取得
しかくしゅとく

にかかる研修受講料
けんしゅうじゅこうりょう

の一部助成
いちぶじょせい

等
など

を

行
おこな

います。
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障
しょう

害
がい

者
しゃ

の

移
い

動
どう

支
し

援
えん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

67億
おく

6,896万円
まんえん

差
さし

引
ひき

４億
おく

9,823万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

72億
おく

6,719万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
く に

11億
おく

9,834万円
まんえん

県
けん

５億
おく

9,917万円
まんえん

その他
た

6,588万円
まんえん

市　費
し ひ

54億
おく

380万円
まんえん

あんしん

あんしん

あんしん
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６　障害者
しょうがいしゃ

移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

１億
おく

2,990万円
まんえん

（１億
おく

3,337万円
まんえん

）

（１）ハンディキャブ事業
じぎょう

ハンディキャブ(リフト付車両)の運行・貸出、運転ボランティアの紹介を行います。

（２）タクシー事業者福祉車両導入促進事業
じぎょうしゃふくししゃりょうどうにゅうそくしんじぎょう

車椅子
くるまいす

で乗車
じょうしゃ

できるユニバーサルデザインタクシー導入費用
どうにゅうひよう

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。

（３）ガイドボランティア事業
じぎょう

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

が外出
がいしゅつ

する際
さい

の付
つ

き添
そ

い等
など

をボランティアが行
おこな

います。

７　障害者
しょうがいしゃ

施設等通所者交通費助成事業
しせつなどつうしょしゃこうつうひじょせいじぎょう

４億
おく

3,667万円
まんえん

（３億
おく

8,875万円
まんえん

）

　　施設
し せ つ

等
とう

への通所
つうしょ

者
しゃ

及
およ

び介助
かいじょ

者
しゃ

に対
たい

して通所
つうしょ

にかかる交通費
こうつうひ

を助成
じょせい

します｡

８　障害者
しょうがいしゃ

自動車
じどうしゃ

運転
うんてん

訓練
くんれん

・改造
かいぞう

費
ひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

1,981万円
まんえん

（1,936万円
まんえん

）

　中重度障害者
ちゅうじゅうどしょうがいしゃ

が運転免許
うんてんめんきょ

を取得
しゅとく

する費用
ひ よ う

の一部
い ち ぶ

や、重度障害
じゅうどしょうがい

児
じ

・者
しゃ

本人
ほんにん

及
およ

び介護者
かいごしゃ

が使用
し よ う

する自動車改造費
じどうしゃかいぞうひ

・購入費
こうにゅうひ

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。

あんしん

あんしん
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

に基
もと

づき、施設
し せ つ

に入所又
にゅうしょまた

は通所
つうしょ

し

ている障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

し、日常生活
にちじょうせいかつ

の自立
じ り つ

に向
む

けた支援
し え ん

や

就労
しゅうろう

に向
む

けた訓練等
くんれんとう

の障害福祉
しょうがいふくし

サービスを提供
ていきょう

します。

１　主
おも

な障害福祉
しょうがいふくし

サービス

（１）施設入所支援
しせつにゅうしょしえん

    　施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している人
ひと

に対
たい

し、夜間
や か ん

や休日
きゅうじつ

に、

　　入浴
にゅうよく

・排泄
はいせつ

・食事
しょくじ

の介護
か い ご

等
とう

を提供
ていきょう

します。

（２）生活
せいかつ

介護
か い ご

　　　施設
し せ つ

に入所又
にゅうしょまた

は通所
つうしょ

している人
ひと

に対
たい

し、日中
にっちゅう

に、

　　入浴
にゅうよく

・排泄
はいせつ

・食事
しょくじ

等
など

の介護
か い ご

や日常生活上
にちじょうせいかつじょう

の支援
し え ん

、

　　創作的活動
そうさくてきかつどう

・生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き か い

等
とう

を提供
ていきょう

します。

（３）就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

　　　就労
しゅうろう

や生産
せいさん

活動
かつどう

の機会
き か い

や、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に向
む

けた支
し

　　援
えん

を提供
ていきょう

します。

（４）就労移行支援
しゅうろういこうしえん

　　　一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
い こ う

に向
む

けて、事業
じぎょう

所
しょ

内
ない

や企業
きぎょう

に

　　おける作業
さぎょう

や実習
じっしゅう

、適性
てきせい

に応
おう

じた職場
しょくば

の開拓
かいたく

、就
しゅう

　　労後
ろ う ご

の職場定着
しょくばていちゃく

のための支援
し え ん

等
など

を提供
ていきょう

します。

２　利用者
りようしゃ

数
すう

見込
み こ み

　　延
の

べ16,905人
にん

（月平均
つきへいきん

）

20

障害者支援施設等
しょうがいしゃしえんしせつとう

  

自 立 支 援 給 付 費
じ り つ し え ん き ゅ う ふ ひ

本
ほん

年
ねん

度
ど

396億
おく

621万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

366億
おく

4,579万円
まんえん

差
さし

引
ひき

29億
おく

6,042万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
く に

197億
おく

9,650万円
まんえん

県
けん

98億
おく

9,825万円
まんえん

その他
た

４万円
まんえん

市　費
し ひ

99億
おく

1,142万円
まんえん

22



事業
じぎょう

内容
ないよう

１　設置
せ っ ち

費
ひ

補助
ほ じ ょ

１億
おく

7,899万
まん

円
えん

（１億
おく

7,886万円
まんえん

）

障害者
しょうがいしゃ

プラン等
とう

に基
もと

づくグループホームの新設
しんせつ

、

老朽化
ろうきゅうか

等
など

による移転
い て ん

等
など

にかかる費用
ひ よ う

を助成
じょせい

します。

（１）新設
しんせつ

ホーム　44か所
しょ

、移転
い て ん

ホーム　10か所
しょ

※うち新設
しんせつ

４か所
しょ

は障害児施設
しょうがいじしせつ

18歳
さい

以上
いじょう

入所者
にゅうしょしゃ

　（過齢児
か ね ん じ

）移行
い こ う

相当分
そうとうぶん

（２）スプリンクラー設置
せ っ ち

補助
ほ じ ょ

　13か所
しょ

※新設
しんせつ

・移転
い て ん

ホーム分
ぶん

　９か所
しょ

※既設
き せ つ

ホーム分
ぶん

　　　　４か所
しょ

２　運営費
うんえいひ

補助
ほ じ ょ

等
など

196億
おく

982万
まん

円
えん

（184億
おく

4,965万円
まんえん

）

　グループホームにおける家賃
や ち ん

、人件費
じんけんひ

等
とう

の一部
い ち ぶ

を

補助
ほ じ ょ

することで、運営
うんえい

、支援
し え ん

の強化等
きょうかなど

を図
はか

ります。

952か所
しょ

（うち新設
しんせつ

44か所
しょ

)

３　高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

対応
たいおう

事業
じぎょう

4,725万
まん

円
えん

（4,726万円
まんえん

）

　医療的
いりょうてき

ケア等
とう

が必要
ひつよう

となる入居者
にゅうきょしゃ

に対応
たいおう

するため、

看護師等
か ん ご し な ど

を配置
は い ち

する高齢化
こうれいか

及
およ

び重度化
じゅうどか

対応
たいおう

グループ

ホーム事業
じぎょう

を実施
じ っ し

します。また、既存
き ぞ ん

ホームのバリ

アフリー改修
かいしゅう

を助成
じょせい

します。

前
ぜん

年
ねん

度
ど

186億
おく

7,577万円
まんえん

21

障害者
しょうがいしゃ

グループホーム

設 置
せ っ ち

運 営
うん えい

事 業
じぎ ょう

本
ほん

年
ねん

度
ど

198億
おく

3,606万円
まんえん

差
さし

引
ひき

11億
おく

6,029万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

79億
おく

8,998万円
まんえん

県
けん

39億
おく

8,867万円
まんえん

その他
た

－

市　費
し ひ

78億
おく

5,741万円
まんえん

あんしん

23



事業
じぎょう

内容
ないよう

１　障害者施設整備事業
しょうがいしゃしせつせいびじぎょう

６億
おく

6,575万円
まんえん

（5,083万円
まんえん

）

　障害者
しょうがいしゃ

が地域
ち い き

において自立
じ り つ

した日常生活
にちじょうせいかつ

を送
おく

るた

め必要
ひつよう

な支援
し え ん

を提供
ていきょう

する施設
し せ つ

を整備
せ い び

する法人
ほうじん

に対
たい

し

て助成
じょせい

を行
おこな

います。

　・多機能型
た き の う が た

拠点
きょてん

（工事費
こ う じ ひ

）

２　松風学園
まつかぜがくえん

再整備
さいせいび

事業
じぎょう

３億
おく

6,800万円
まんえん

（10億
おく

1,509万円
まんえん

）

居住者
きょじゅうしゃ

の利用
り よ う

環境改善
かんきょうかいぜん

のため、居住棟
きょじゅうとう

Ｂ棟
とう

の解体
かいたい

工事
こ う じ

を完了
かんりょう

し、日中活動棟新設工事
にっちゅうかつどうとうしんせつこうじ

に着手
ちゃくしゅ

します。

６年度以降
ね ん ど い こ う

は居住棟
きょじゅうとう

Ａ棟改修工事
とうかいしゅうこうじ

などを行
おこな

う予定
よ て い

で
す｡

３　障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

安全
あんぜん

対策
たいさく

事業
じぎょう

2,245万円
まんえん

（1,824万円
まんえん

）

　利用者
りようしゃ

の安全
あんぜん

確保
か く ほ

のため、防犯
ぼうはん

カメラの設置
せ っ ち

やブ

ロック塀
べい

の改修等
かいしゅうとう

に要
よう

する費用
ひ よ う

を助成
じょせい

します。

また、緊急災害時
きんきゅうさいがいじ

に備
そな

えて障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

に非常
ひじょう

用自家発電設備設置
よ う じ か は つ で ん せ つ び せ っ ち

に要
よう

する費用
ひ よ う

を助成
じょせい

します。

（１）防犯
ぼうはん

対策
たいさく

　７施設
し せ つ

（２）ブロック塀等改修工事
べいなどかいしゅうこうじ

　１施設
し せ つ

（３）非常用
ひじょうよう

自家発電
じ か は つ で ん

設備
せ つ び

設置
せ っ ち

　２施設
し せ つ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

  

施 設
し せ つ

の
の

整 備
せ い び

本
ほん

年
ねん

度
ど

10億
おく

5,620万円
まんえん
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前
ぜん

年
ねん

度
ど

10億
おく

8,416万円
まんえん

△2,796万円
まんえん

差
さし

引
ひき

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
く に

6,318万円
まんえん

市　費
し ひ

９億
おく

9,282万円
まんえん

県
けん

－

その他
た

20万円
まんえん

あんしん

24



事業
じぎょう

内容
ないよう

１　障害者就労支援
しょうがいしゃしゅうろうしえん

センターの運営
うんえい

３億
おく

51万円
まんえん

（３億
おく

51万円
まんえん

）

　　障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

・定着支援等
ていちゃくしえんとう

を行
おこな

う障害者就労支援
しょうがいしゃしゅうろうしえん

　センターの運営
うんえい

補助
ほ じ ょ

を行
おこな

い、就労
しゅうろう

を希望
き ぼ う

している障
しょう

　害者
がいしゃ

への継続
けいぞく

した支援
し え ん

を関係機関等
かんけいきかんなど

と連携
れんけい

して行
おこな

い

　ます。

　　また、就労支援
しゅうろうしえん

センターの職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

　により、人材育成
じんざいいくせい

を進
すす

めます。

　　・障害者就労支援
しょうがいしゃしゅうろうしえん

センターの運営
うんえい

　９か所
しょ

２　障害者共同受注
しょうがいしゃきょうどうじゅちゅう

センターの運営
うんえい

2,045万円
まんえん

（2,045万円
まんえん

）

　横浜市
よこはまし

障害者共同受注
しょうがいしゃきょうどうじゅちゅう

センターの運営
うんえい

等
とう

により、

　企業等
きぎょうなど

から障害者施設
しょうがいしゃしせつ

への発注促進
はっちゅうそくしん

や自主製品
じしゅせいひん

の販
はん

路拡大
ろかくだい

等
など

、包括的
ほうかつてき

なコーディネートを行
おこな

います。

３　障害者
しょうがいしゃ

の就労啓発等
しゅうろうけいはつとう

1,282万円
まんえん

（1,483万円
まんえん

）

障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

・雇用
こ よ う

への理解
り か い

を広
ひろ

げるため、企業
きぎょう

を対象
たいしょう

としたセミナー等
など

を開催
かいさい

します。

また、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

への市民
し み ん

理解
り か い

を促進
そくしん

するため、

就労現場
しゅうろうげんば

の紹介
しょうかい

や障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

が作成
さくせい

した商品
しょうひん

販売
はんばい

、

就労
しゅうろう

啓発
けいはつ

施設
し せ つ

を活用
かつよう

した情報発信
じょうほうはっしん

等
と う

を行
おこな

います。
市　費
し ひ

３億
お く

2,170万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

３億
お く

3,378万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

－

県
けん

－

差
さし

引
ひき

△201万円
まんえん

その他
た

前
ぜん

年
ねん

度
ど

３億
お く

3,579万円
まんえん

1,208万円
まんえん
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障
しょう

害
がい

者
しゃ

の

就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん
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事業
じぎょう

内容
ないよう

１　障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

推進
すいしん

の取組
とりくみ

　 　障害者
しょうがいしゃ

のスポーツ・文化活動
ぶんかかつどう

の中核拠点
ちゅうかくきょてん

である障
しょう

　　害者
がいしゃ

スポーツ文化
ぶ ん か

センター（横浜
よこはま

ラポール・ラポー

ル上大岡
かみおおおか

）を中心
ちゅうしん

に障害者
しょうがいしゃ

スポーツ等
とう

の普及啓発
ふきゅうけいはつ

や

全国大会
ぜんこくたいかい

への選手派遣
せんしゅはけん

に取
と

り組
く

むとともに、横浜市
よこはまし

スポーツ協会
きょうかい

や障害者施設等
しょうがいしゃしせつなど

と連携
れんけい

し、障害者
しょうがいしゃ

スポ

ーツ・文化活動
ぶんかかつどう

の全市的
ぜんしてき

な支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

　　＜主
おも

な取組
とりくみ

＞

（１）リハビリテーション・スポーツ教室
きょうしつ

　　横浜市総合
よこはましそうごう

リハビリテーションセンター等
とう

と連
れん

　携
けい

したスポーツや健康
けんこう

に関
かん

する相談
そうだん

・運動
うんどう

プログ

　ラムの実施
じ っ し

（２）地域支援事業
ちいきしえんじぎょう

　　障害
しょうがい

のある方
かた

が身近
み じ か

な場所
ば し ょ

でスポーツ等
とう

ができ

　るよう、ラポール職員
しょくいん

による出張教室
しゅっちょうきょうしつ

の開催
かいさい

（３）全国障害者
ぜんこくしょうがいしゃ

スポーツ大会派遣業務
たいかいはけんぎょうむ

　　派遣選手
はけんせんしゅ

の選考
せんこう

を兼
か

ねて実施
じ っ し

する「ハマピック」

　の開催
かいさい

、及
およ

び出場選手
しゅつじょうせんしゅ

の強化練習等
きょうかれんしゅうとう

の実施
じ っ し

（４）文化振興事業
ぶんかしんこうじぎょう

　　障害
しょうがい

がある方
かた

の絵画
か い が

、写真、陶芸等
とうげいなど

の作品展
さくひんてん

の

　開催
かいさい

やピアノやダンスなどの発表会
はっぴょうかい

の実施
じ っ し

（５）個別
こ べ つ

の健康増進事業
けんこうぞうしんじぎょう

　　障害
しょうがい

や健康状態
けんこうじょうたい

に合
あ

わせたプログラムの提供等
ていきょうとう

その他
た

48万円
まんえん

市　費
し ひ

10億
おく

5,558万
まん

円
えん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
く に

１億
おく

3,496万円
まんえん

県
けん

5,672万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

12億
おく

3,947万円
まんえん

差
さし

引
ひき

827万
まん

円
えん

24

障 害 者
し ょ う が い し ゃ

の

ス ポ ー ツ ・ 文 化
ぶ ん か

本
ほん

年
ねん

度
ど

12億
おく

4,774万円
まんえん
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事業
じぎょう

内容
ないよう

１　啓発
けいはつ

活動
かつどう

588万円
まんえん

（465万円
まんえん

）

　　幅広
はばひろ

い世代
せ だ い

の市民
し み ん

等
とう

に向
む

けた啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

います。

（１）障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

イベント等
など

の普及啓発活動
ふきゅうけいはつかつどう

（２）交通機関等
こうつうきかんなど

での啓発動画掲載
けいはつどうがけいさい

２　情報保障
じょうほうほしょう

の取組
とりくみ

2,036万円
まんえん

（2,105万円
まんえん

）

　　聴覚障害等
ちょうかくしょうがいとう

のコミュニケーションに配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な

　方
かた

への情報保障
じょうほうほしょう

に取
と

り組
く

みます。

（１）手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

者
しゃ

のモデル配置
は い ち

（２区
く

）

（２）タブレット端末
たんまつ

を活用
かつよう

した遠隔
えんかく

手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

及
およ

び音
おん

　声
せい

認識
にんしき

による文字
も じ

表示
ひょうじ

（全区
ぜ ん く

）

（３）市民
し み ん

宛
あて

の通知
つ う ち

に関
かん

する点字等対応
てんじとうたいおう

（４）市民
し み ん

向
む

け資料
しりょう

等
とう

の文章
ぶんしょう

の表現見直
ひょうげんみなお

しによる、知
ち

　的障害者
てきしょうがいしゃ

に分
わ

かりやすい資料
しりょう

の作成等
さくせいなど

３　相談
そうだん

及
およ

び紛争
ふんそう

防止
ぼ う し

等
とう

のための体制
たいせい

整備
せ い び

822万円
まんえん

（831万円
まんえん

）

　　差別
さ べ つ

解消
かいしょう

に向
む

けた助言等
じょげんとう

のサポートに加
くわ

え、解決
かいけつ

　困難事案
こんなんじあん

のあっせんを行
おこな

う調整委員会
ちょうせいいいんかい

を運営
うんえい

します。

４　障害者差別解消支援地域協議会
しょうがいしゃさべつかいしょうしえんちいききょうぎかい

の運営
うんえい

279万円
まんえん

（204万円
まんえん

）

　　相談
そうだん

事例
じ れ い

の共有
きょうゆう

や差別
さ べ つ

解消
かいしょう

の課題
か だ い

等
とう

を協議
きょうぎ

するた

　め、各分野
かくぶんや

の代表等
だいひょうなど

で構成
こうせい

する協議会
きょうぎかい

を運営
うんえい

します｡

差
さし

引
ひき

120万
まん

円
えん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

1,305万円
まんえん

県
けん

652万円
まんえん

その他
た

２万円
まんえん

市　費
し ひ

1,766万
まん

円
えん

本
ほん

年
ねん

度
ど

3,725万
まん

円
えん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

3,605万円
まんえん

25

障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消
かいしょう

・

障 害
しょうがい

理 解
り か い

の 推 進
すいしん
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事業内容
じぎょうないよう

１　重度障害者医療費助成事業
じゅうどしょうがいしゃいりょうひじょせいじぎょう

116億
おく

4,081万
まん

円
えん

（113億
おく

9,634万円
まんえん

）

　　重度障害者
じゅうどしょうがいしゃ

の医療費
い り ょ う ひ

にかかる保険
ほ け ん

診療
しんりょう

の自己
じ こ

負担分
ふ た ん ぶ ん

　を助成
じょせい

します。

（１）対象者
たいしょうしゃ

　　次
つぎ

のいずれかに該当
がいとう

する方
かた

　ア　身体障害
しんたいしょうがい

１・２級
きゅう

　イ　IQ
あいきゅう

35以下
い か

　ウ　身体
し ん た い

障害
しょうがい

３級
きゅう

かつIQ
あいきゅう

36以上
い じ ょ う

 IQ
あいきゅう

50以下
い か

　エ　精神
せいしん

障害
しょうがい

１級
きゅう

（入院
にゅういん

を除
のぞ

く）

（２）対象者数見込
たいしょうしゃすうみこみ

　ア　被用者保険加入者
ひようしゃほけんかにゅうしゃ

17,136人
にん

　イ　国民健康保険加入者
こくみんけんこうほけんかにゅうしゃ

17,708人
にん

　ウ　後期高齢者医療制度加入者
こうきこうれいしゃいりょうせいどかにゅうしゃ

23,312人
にん

計
けい

　58,156人
にん

２　更生
こうせい

医療
いりょう

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

48億
おく

8,749万
まん

円
えん

（51億
おく

4,362万円
まんえん

）

　　身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

が障害
しょうがい

の軽減
けいげん

や機能
き の う

回復
かいふく

のための医療
いりょう

を

　受
う

ける際
さい

の医療費
いりょうひ

の一部
い ち ぶ

を公費負担
こ う ひ ふ た ん

します。

（１）対象者
たいしょうしゃ

18歳以上
さいいじょう

の身体障害者手帳
しんたいしょうがいしゃてちょう

を交付
こ う ふ

されている方
かた

（２）対象者数見込
たいしょうしゃすうみこみ

2,229人
にん

26

重 度 障 害 者
じ ゅ う ど し ょ う が い し ゃ

医 療 費 助 成 事 業
い り ょ う ひ じ ょ せ い じ ぎ ょ う

・ 更 生 医 療 事 業
こ う せ い い り ょ う じ ぎ ょ う

本
ほん

年
ねん

度
ど

165億
おく

2,830万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

165億
おく

3,996万円
まんえん

差
さし

引
ひき

△1,166万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
く に

24億
おく

3,033万円
まんえん

県
けん

47億
おく

2,431万円
まんえん

その他
た

18億
おく

8,987万円
まんえん

市　費
し ひ

74億
おく

8,379万円
まんえん
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事業
じぎょう

内容
ないよう

１　自殺
じ さ つ

対策
たいさく

事業
じぎょう

【一部
い ち ぶ

コロナ】〈拡充
かくじゅう

〉

 8,588万円
まんえん

（7,268万円
まんえん

）

 本市
ほ ん し

の自殺者
じさつしゃ

の特徴
とくちょう

を踏
ふ

まえた、総合的
そうごうてき

な対策
たいさく

を

推進
すいしん

します。

（１）普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

・人材育成
じんざいいくせい

・相談
そうだん

支援
し え ん

【コロナ】

　　普及啓発
ふきゅうけいはつ

やインターネットを通
つう

じた相談
そうだん

、情報提
じょうほうてい

　供
きょう

を実施
じ っ し

します。また、ゲートキーパーを養成
ようせい

しま

　す｡

（２）自死遺族支援
じ し い ぞ く し え ん

、自殺未遂者支援
じ さ つ み す い し ゃ し え ん

　　電話相談等
でんわそうだんなど

による自死遺族支援
じ し い ぞ く し え ん

や、自殺未遂者
じさつみすいしゃ

の

　初期対応
しょきたいおう

にあたる職員対象
しょくいんたいしょう

の研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。

（３）第
だい

２期
き

横浜市自殺対策計画策定
よこはましじさつたいさくけいかくさくてい

〈拡充
かくじゅう

〉

　　現計画
げんけいかく

を見直
み な お

し、４年度
ね ん ど

に実施
じ っ し

した市民意識調査
しみんいしきちょうさ

　の結果等
けっかとう

を踏
とう

まえ、第
だい

２期計画
きけいかく

を策定
さくてい

します｡

２　医療費
いりょうひ

公費
こ う ひ

負担
ふ た ん

事業
じぎょう

92億
おく

5,850万円
まんえん

（86億
おく

6,814万円
まんえん

）

　精神保健福祉法及
せいしんほけんふくしほうおよ

び障害者総合支援法
しょうがいしゃそうごうしえんほう

の規定
き て い

に基
もと

づき措置入院費及
そちにゅういんひおよ

び通院医療費
つういんいりょうひ

を公費負担
こ う ひ ふ た ん

します。

推進
すいしん

【基金
き き ん

】〈拡充
かくじゅう

〉 3,684万円
まんえん

（3,267万円
まんえん

）

  精神
せいしん

障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らせ

る地域
ち い き

づくりに向
む

け、精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

ピアスタッフ推進事
すいしんじ

業及
ぎょうおよ

び措置入院者退院後支援事業
そ ち に ゅ う い ん し ゃ た い い ん ご し え ん じ ぎ ょ う

などを実施
じ っ し

します。

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

45億
おく

8,348万
まん

円
えん

県
けん

3,733万
まん

円
えん

その他
た

251万円
まんえん

市　費
し ひ

47億
おく

5,790万円
えん

27 こころの健康
けんこう

対策
たいさく

本
ほん

年
ねん

度
ど

93億
おく

8,122万円
まんえん

差
さし

引
ひき

６億
おく

773万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

87億
おく

7,349万円
まんえん

３　精神
せいしん

障害
しょうがい

にも対応
たいおう

した地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　３年
ねん

10月
がつ

に策定
さくてい

した横浜
よこはま

市
し

依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

地域
ち い き

支援
し え ん

計画
けいかく

に基
もと

づき、民間支援団体
みんかんしえんだんたい

や関係機関
かんけいきかん

と支援
し え ん

の方向
ほうこう

性
せい

を

共有
きょうゆう

し、アルコール、薬物
やくぶつ

、ギャンブル等
とう

の依存症当
いぞんしょうとう

事
じ

者
しゃ

やその家族
か ぞ く

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

のため、相談
そうだん

・支援
し え ん

や

普及啓発
ふきゅうけいはつ

、連携推進
れんけいすいしん

などの取組
とりくみ

を拡充
かくじゅう

します。

１　依存症
いぞんしょう

対策
たいさく

の推進
すいしん

〈拡充
かくじゅう

〉

6,134万円
まんえん

（6,429万円
まんえん

）

　　依存症
いぞんしょう

の予防
よ ぼ う

や偏見
へんけん

解消
かいしょう

に向
む

けた理解
り か い

促進
そくしん

のため、

　特
とく

に若年層向
じゃくねんそうむ

けにインターネットやＳＮＳ
えすえぬえす

の活用
かつよう

等
とう

　による普及啓発
ふきゅうけいはつ

の取組
とりくみ

を充実
じゅうじつ

します。また、４年
ねん

10

　月
がつ

に策定
さくてい

した支援者
しえんしゃ

向
む

けガイドラインの活用
かつよう

や民間
みんかん

　支援
し え ん

団体
だんたい

・関係
かんけい

機関
き か ん

との連携
れんけい

により、早期発見
そうきはっけん

・早
そう

　期
き

支援
し え ん

及
およ

び包括的
ほうかつてき

・重層的
じゅうそうてき

な支援
し え ん

につなげます。

　さらに、依存症
いぞんしょう

当事者
とうじしゃ

や家族
か ぞ く

等
とう

の回復
かいふく

を支
ささ

えていく

　ため、引
ひ

き続
つづ

き相談
そうだん

機能
き の う

を充実
じゅうじつ

していきます。

（１）地域支援計画
ちいきしえんけいかく

推進
すいしん

（２）専門相談支援事業
せんもんそうだんしえんじぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉

（３）普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉

（４）連携
れんけい

推進
すいしん

事業
じぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉

（５）回復
かいふく

プログラム・家族
か ぞ く

教室
きょうしつ

・支援者
しえんしゃ

研修
けんしゅう

の開催
かいさい

（６）民間支援団体
みんかんしえんだんたい

への補助金
ほじょきん

による事業活動支援
じぎょうかつどうしえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
く に

3,310万円
まんえん

県
けん

120万円
まんえん

その他
た

41万
まん

円
えん

市　費
し ひ

2,663万
まん

円
えん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

6,429万円
まんえん

差
さし

引
ひき

△295万円
まんえん

28 依 存 症
いぞんしょう

対 策
たいさく

事 業
じぎょう

本
ほん

年
ねん

度
ど

6,134万
まん

円
えん

30



事業
じぎょう

内容
ないよう

　県及
けんおよ

び県内他政令市
けんないたせいれいし

と協調体制
きょうちょうたいせい

のもと、緊急
きんきゅう

に精神
せいしん

科医療
かいりょう

を必要
ひつよう

とする方
かた

を受
う

け入
い

れる協力医療機関
きょうりょくいりょうきかん

の体
たい

制確保等
せいかくほとう

を行
おこな

います。

１　精神科救急医療対策事業
せいしんかきゅうきゅういりょうたいさくじぎょう

３億
おく

4,660万円
まんえん

（３億
おく

5,590万円
まんえん

）

（１）精神科
せいしんかきゅうきゅういりょう

救急医療の受入
うけいれ

体制
たいせい

　　　患者家族等
かんじゃかぞくとう

からの相談
そうだん

や、精神保健福祉法
せいしんほけんふくしほう

に基
もと

　　づく通報
つうほう

等
とう

に対応
たいおう

する体制
たいせい

を確保
か く ほ

します。また、

　　精神科
せ い し ん か

救急
きゅうきゅう

の専用
せんよう

病床
びょうしょう

に入院
にゅういん

した患者
かんじゃ

のかかりつ

　　け病院等
びょういんとう

への転院
てんいん

を進
すす

め、受入病床
うけいれびょうしょう

を確保
か く ほ

します。

（２）精神科救急医療情報窓口
せいしんかきゅうきゅういりょうじょうほうまどぐち　　

　　　本人
ほんにん

、家族
か ぞ く

及
およ

び関係
かんけい

機関
き か ん

からの相談
そうだん

に対
たい

し、病
びょう

　　状
じょう

に応
おう

じて適切
てきせつ

な医療
いりょう

機関
き か ん

を紹介
しょうかい

する情報窓口
じょうほうまどぐち

を

　　夜間
や か ん

・深夜
し ん や

・休日
きゅうじつ

に実施
じ っ し

します。

（３）精神科身体合併症転院受入病院
せいしんかしんたいがっぺいしょうてんいんうけいれびょういん

（全
ぜん

３病院
びょういん

14床
しょう

）

　　　精神科
せいしんか

病院
びょういん

に入院
にゅういん

しており、身体
しんたい

疾患
しっかん

の治療
ちりょう

が

　　必要
ひつよう

となった方
かた

の入院治療
にゅういんちりょう

に対
たい

して、適切
てきせつ

な医療
いりょう

　　機関
き か ん

での受入
うけいれ

が可能
か の う

な体制
たいせい

を確保
か く ほ

します。

（４）精神科
せいしんかきゅうきゅうしんがた

救急新型コロナウイルス感染症
かんせんしょううたが

疑い患者
かんじゃ

等
とう

受入
うけいれ

体制
たいせい

強化
きょうか

事業
じぎょう

【コロナ】

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょううたが

疑い患者
かんじゃ

等
とう

を措置
そ ち

入
にゅう

院
いん

等
とう

により受
う

け入
い

れた精神科
せいしんか

病院
びょういん

に対
たい

して、受入
う け い

れに係
かか

る負担
ふ た ん

の補填
ほ て ん

として協力金
きょうりょくきん

を支給
しきゅう

します。

差
さし

引
ひき

△930万円
まんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

6,148万
まん

円
えん

県
けん

951万円
まんえん

その他
た

36万円
まんえん

市　費
し ひ

２億
おく

7,525万
まん

円
えん

３億
おく

5,590万円
まんえん

29

精 神 科
せ い し ん か

救 急
きゅうきゅう

医 療
い り ょ う

対 策
た い さ く

事 業
じ ぎ ょ う

本
ほん

年
ねん

度
ど

３億
おく

4,660万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど
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Ⅴ　健康で安全・安心な暮らしの支援

いっ

ぱん

かい

けい

えん

※組織
そ し き

の改編
かいへん

については、横浜市
よこはまし

事務
じ む

分掌
ぶんしょう

条例
じょうれい

の改正
かいせい

案
あん

の議決
ぎ け つ

が前提
ぜんてい

となります。 

い

りょう

局
きょく

けん

こう

ふく

し

きょく

けんこうふくしきょくおよ いりょうきょく きょくさいへんせい がいよう

けんこう あんぜん あんしん く しえん
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事業内容
じぎょうないよう

　健康
けんこう

横浜
よこはま

２１に基
もと

づき、「食
しょく

 生活
せいかつ

」「歯
は

・口腔
こうくう

」「喫
きつ

煙
えん

・飲酒
いんしゅ

」「運動
うんどう

」「休養
きゅうよう

・こころ」の５つの分野
ぶ ん や

の取
とり

組
くみ

を充実
じゅうじつ

 させ、企業
きぎょう

や地域
ち い き

等
など

と連携
れんけい

した健康
けんこう

づくりを進
すす

めます。

　また、健康
けんこう

増進法
ぞうしんほう

に基
もと

づく受動喫煙防止対策等
じゅどうきつえんぼうしたいさくとう

に取
と

り

組
く

み、健康
けんこう

寿命
じゅみょう

 延伸
えんしん

 を目指
め ざ

します。

　１　健康
けんこう

横浜
よこはま

２１の推進
すいしん

〈拡充
かくじゅう

〉

9,248万円
まんえん

（8,718万円
まんえん

）

　関係
かんけい

機関
き か ん

・団体
だんたい

等
など

と連携
れんけい

し、生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

　の改善
かいぜん

と生活
せいかつ

　習慣病
しゅうかんびょう

 の重症化
じゅうしょうか

 予防
よ ぼ う

に取
と

り組
く

み、市民
し み ん

の健康
けんこう

づくりを

　進
すす

めます。

（１）第
だい

３期
き

健康
けんこう

横
よこ

浜
はま

２１の策定
さくてい

〈拡充
かくじゅう

〉

第
だい

３期
き

健康横浜
けんこうよこはま

２１（計画期間
けいかくきかん

：６年度
ね ん ど

～）を策
さく

定
てい

します。計画
けいかく

開始
か い し

時
じ

の状況
じょうきょう

 を把握
は あ く

するため、市民
し み ん

意識調査
いしきちょうさ

を実施
じ っ し

します。なお、第
だい

３期
き

計画
けいかく

は、歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

推進計画
すいしんけいかく

及
およ

び食環境
しょくかんきょう

づくりを推進
すいしん

する第
だい

３

期
き

食育
しょくいく

 推進
すいしん

 計画
けいかく

と一体的
いったいてき

に策定
さくてい

します。

（２）歯科
し か

口腔保健
こうくうほけん

の推進
すいしん

〈拡充
かくじゅう

〉

大学
だいがく

や専修
せんしゅう

学校
がっこう

 等
など

に通
かよ

う青年期
せいねんき

を対象
たいしょう

に歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

推進
すいしん

モデル事業
じぎょう

を実施
じ っ し

します。

また、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその支援者
しえんしゃ

に対
たい

し、歯科
し か

口腔
こうくう

保健
ほ け ん

の正
ただ

しい知識
ち し き

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

に取
と

り組
くみ

みます。

（３）地域
ち い き

人材
じんざい

の育成
いくせい

医療局
いりょうきょく

　予算
よさん

　1,082万円
まんえん

　含
ふく

む 保健
ほ け ん

活動
かつどう

推進員
すいしんいん

など、地域
ち い き

の健康
けんこう

活動
かつどう

の担
にな

い手
て

育
いく

成
せい

や活動
かつどう

を支援
し え ん

します。

４億
おく

1,865万円
まんえん

差
さし

引
ひき

1,450万円
まんえん

本
ほ

年
ん

度
ねんど

の

財
ざ

源
いげん

内
う

訳
ちわけ

国
くに

１億
おく

5,446万円
まんえん

県
けん

1,211万円
まんえん

その他
た

１億
おく

791万円
まんえん

市　費
し ひ

36
市民
し み ん

の健康
けんこう

づくりの

推
すい

進
しん

本
ほん

年
ねん

度
ど

６億
おく

9,313万円
まんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

６億
おく

7,863万円
まんえん
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２　よこはま健康
けんこう

アクション推進事業
すいしんじぎょう

〈拡充
かくじゅう

〉 １億
おく

3,177万円
まんえん

（１億
おく

3,143万円
まんえん

）

　健康横浜
けんこうよこはま

２１の取組
とりくみ

のうち、特
とく

に重点的
じゅうてんてき

に進
すす

める取組
とりくみ

として、関連
かんれん

する施策
し さ く

と連携
れんけい

し

て推進
すいしん

します。また、企業
きぎょう

と連携
れんけい

した健康
けんこう

づくりを推進
すいしん

します。

（１）保健指導
ほ け ん し ど う

などによる 糖尿病等
とうにょうびょうとう

 の疾病
しっぺい

の重症化予防
じゅうしょうかよぼう

の推進
すいしん

（２）生活保護受給者等
せいかつほごじゅきゅうしゃとう

への健診受診勧奨
けんしんじゅしんかんしょう

、保健
ほ け ん

指導
し ど う

など健康管理支援
けんこうかんりしえん

の実施
じ っ し

（３）健康経営
けんこうけいえい

に取
と

り組
く

む事業所
じぎょうしょ

を支援
し え ん

する「横浜健康経営認証制度
よこはまけんこうけいえいにんしょうせいど

」の推進
すいしん

〈拡充
かくじゅう

〉

市
し

が実施
じ っ し

する４つの認定
にんてい

・認証
にんしょう

 制度
せ い ど

（横浜型地域貢献企業認定
よこはまがたちいきこうけんきぎょうにんてい

、よこはまグッドバ

ランス企業認定
き ぎ ょ う に ん て い

、横浜健康経営認証
よ こ は ま け ん こ う け い え い に ん し ょ う

、横浜市SDGs
よ こ は ま し え す で ぃ じ ー ず

 認証
に ん し ょ う

制度
せ い ど

”Y-SDGs
わ い え す で ぃ じ ー ず

”）を全
す べ

て取得
し ゅ と く

し

た企業
きぎょう

を表彰
ひょうしょう

する『横浜
よこはま

グランドスラム企業表彰
きぎょうひょうしょう

』を各制度
かくせいど

の所管局
しょかんきょく

と連携
れんけい

して実施
じ っ し

します。

３　よこはま健康
けんこう

スタイル推進
すいしん

事業
じぎょう

４億
おく

4,042万円
まんえん

（４億
おく

3,730万円
まんえん

）

（１）よこはまウォーキングポイント事業
じぎょう

　　スマホアプリや歩数計
ほ す う け い

を活用
かつよう

し、日常
にちじょう

 生活
せいかつ

の中
なか

で手軽
て が る

に楽
たの

しみながら健康
けんこう

づくりに

　　取
と

り組
く

んでもらうことで、運動
うんどう

習慣
しゅうかん

の定着化
ていちゃくか

を目指
め ざ

します。引
ひ

き続
つづ

き現
げん

歩数計
ほすうけい

参加者
さんかしゃ

　のアプリへの移行促進
いこうそくしん

や、新規参加促進及
しんきさんかそくしんおよ

び継続
けいぞく

支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。

（２）よこはまシニアボランティアポイント事業
じぎょう

〈再掲
さいけい

(P
ぺーじ

11)〉

４　受動喫煙防止対策事業
じゅどうきつえんぼうしたいさくじぎょう

1,764万
まん

円
えん

（1,800万円
まんえん

）

　飲食店
いんしょくてん

の責任者
せきにんしゃ

が集
あつ

まる機会
き か い

での法内容
ほうないよう

の説明
せつめい

、店舗
て ん ぽ

への巡回
じゅんかい

や通報
つうほう

に基
もと

づく現地確
げんちかく

　認
にん

を通
つう

じて事業者
じぎょうしゃ

に働
はたら

きかけ、健康増進法
けんこうぞうしんほう

に定
さだ

められた受動喫煙
じゅどうきつえん

防止対策
ぼうしたいさく

が順守
じゅんしゅ

される

環境
かんきょう

づくりを推進
すいしん

します。

　　また、法
ほう

の趣旨
し ゅ し

や内容
ないよう

について広
ひろ

く周知啓発
しゅうちけいはつ

を実施
じ っ し

し、受動喫煙防止
じゅどうきつえんぼうし

に対
たい

する市民意
し み ん い

　識
しき

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

みます。
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○無償
むしょう

化
か

に伴
ともな

う認可
にんか

外
がい

保育
ほいく

施設
しせつ

の質
しつ

の確保
かくほ

・向上
こうじょう

○延長保育事業
えんちょうほいくじぎょう

○保育
ほいく

所
じょ

等
とう

における業務効率化推進事業
ぎょうむこうりつかすいしんじぎょう

○保育
ほいく

・教育
きょういく

コンシェルジュの設置
せっち

○市立
しりつ

保育
ほいく

所
しょ

の業務
ぎょうむ

支援
しえん

システム

○年度限定保育事業
ねんどげんていほいくじぎょう

○給付
きゅうふ

費
ひ

申請
しんせい

のオンライン化
か

○市立
しりつ

保育所民間移管事業
ほいくしょみんかんいかんじぎょう

○保育料
ほいくりょう

等
など

のコンビニ収納委託
しゅうのういたく

○横浜保育室助成事業
よこはまほいくしつじょせいじぎょ

○保育所
ほ い く し ょ

入所
にゅうしょ

 事務
じ む

等
な ど

におけるＲＰＡ
あーるぴーえー

、ＡＩ
えーあい

－ＯＣＲ
おーしーあーる

の活用
か つ よ う

○認可
にんか

外
がい

保育
ほいく

施設
しせつ

等
とう

 利用料
りようりょう

助成
じょせい

事業
じぎょう

○指導
しどう

・監査
かんさ

○一時預
いちじあず

かり事業
じぎょう

○病児・病後児保育事業
びょうじ・びょうごじほいくじぎょう

○幼稚園
ようちえん

等
など

における長時間預
ちょうじかんあず

かり・一時
いちじ

預
あず

かり ○２４時間
じかん

型
がた

 緊急
きんきゅう

  一時
いちじ

保育
ほいく

事業
じぎょう

○休日保育
きゅうじつほいく

・休日一時保育
きゅうじついちじほいく

○変化
へんか

する保育
ほいく

ニーズに応
こた

えるための既存資源活用策
きぞんしげんかつようさく

の推進
すいしん

○保育所
ほいくじょ

等
など

の新規整備
しんきせいび

等
など

○保育
ほいく

・教育
きょういく

の質
しつ

向上
こうじょう

 の仕組
し く

みづくり ○幼保小連携・接続事業
ようほしょうれんけい　せつぞくじぎょ

○保育
ほいく

・幼児教育職員
ようじきょういくしょくいん

  等
など

 研修
けんしゅう

○保育士
ほ い く し

・幼稚園教諭
ようちえんきょうゆ

等
など

の保育者
ほいくしゃ

の確保
かくほ

○保育資源
ほいくしげん

ネットワーク構築事業
こうちくじぎょう

の充実
じゅうじつ

○私学
しがく

助成
じょせい

幼稚園
ようちえん

等
など

に係
かか

る施設
しせつ

等
など

利用
りよう

給付
きゅうふ

費
ひ

○私立幼稚園
しりつようちえん

等
など

特別支援教育費補助事業
とくべつしえんきょういくひほじょじぎょう

○私立
しりつ

幼稚園
ようちえん

等
など

預
あず

かり保育
ほいく

事業
じぎょう

～わくわく！はまタイム～ ○私立幼稚園
しりつようちえん

等
など

施設
しせつ

整備費
せ い び ひ

 補助
ほじょ

事業
じぎょう

○私立
しりつ

幼稚園
ようちえん

２歳児
さいじ

受入
うけい

れ推進
すいしん

事業
じぎょう

○幼稚園教諭
ようちえんきょうゆ

等
など

住居手当補助事業
じゅうきょてあてほじょじぎょう

○私立幼稚園
しりつようちえん

等
など

一時預
いちじあず

かり保育事業
ほいくじぎょう

○保育
ほいく

・教育
・きょういく

の質
しつ

の確保
かくほ

・向上
こうじょ

○私立幼稚園
しりつようちえん

等
など

補助事業
ほじょじぎょう

○放課後
ほ う か ご

キッズクラブ事業
じぎょう

○特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

はまっ子
こ

ふれあいスクール事業
じぎょう

○小学校
しょうがっこう

  建替
たてか

え等
など

に伴
ともな

う 放課後
ほ う か ご

キッズクラブ整備
せいび

事業
じぎょう

○放課後
ほ う か ご

 児童
じどう

育成
いくせい

事業
じぎょう

の質
しつ

の向上
こうじょう

に向
む

けた取組
とりくみ

○放課後児童
ほ う か ご じ ど う

クラブ事業
じぎょう

○プレイパーク支援事業
しえんじぎょう

○青少年
せいしょうねん

を育
はぐく

む地域
ちいき

の環境
かんきょう

づくり ○青少年
せいしょうねん

  関係
かんけい

施設
しせつ

の運営
うんえい

等
など

○青少年育成
せいしょうねんいくせい

 に携
たずさ

わる団体
だんたい

等
など

の支援
しえん

○横浜市
よこはまし

子
こ

ども・若者支援協議会
わかものしえんきょうぎかい

の運営
うんえい

○青少年
せいしょうねん

  相談
そうだん

センターにおける相談
そうだん

・支援事業
しえんじぎょう

○寄
よ

り添
そ

い型生活支援事業
がたせいかつしえんじぎょう

○地域
ちいき

ユースプラザ事業
じぎょう

○よこはま型
がた

若者自立
わかものじりつ

塾
じゅく

○若者
わかもの

サポートステーションにおける相談
そうだん

・支援
しえん

○就職
しゅうしょく

   氷河期
ひょうがき

世代
せだい

相談
そうだん

サポート付
つき

集中
しゅうちゅう

プログラム事業
じぎょう

○ひきこもり等
と う

困難
こ ん な ん

を抱
か か

える若者
わ か も の

に対
た い

するＳＮＳ
えすえぬえす

相談事業
そ う だ ん じ ぎ ょ う

◎　医療
い り ょ う

的
て き

ケア児
じ

・障害
しょうがい

児
じ

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

13

15

◎　保育
ほ い く

・教育
きょういく

の基盤
き ば ん

づくり 5

◎　子
こ

どもの貧困
ひ ん こ ん

対策
た い さ く

11

◎　児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

対策
た い さ く

の推進
す い し ん

9

◎　ＤＸ
でぃーえっくす

の推進
す い し ん

【目　　次
も く じ

】

4

◎　令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

こども青少年局予算案
せ いし ょう ねん きょ くよ さん あん

について 1

◎　令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

こども青少年局予算案総括表
せいしょうねんきょくよさんあんそうかつひょう

20３　保育
ほ い く

所
し ょ

等
な ど

整備
せ い び

事業
じ ぎ ょ う

23５　幼児
よ う じ

教育
きょういく

の支援
し え ん

21

26８　困難
こ ん な ん

を抱
か か

える子
こ

ども・若者
わ か も の

の自立
じ り つ

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

24

19

１　新制度
し ん せ い ど

における保育
ほ い く

・教育
きょういく

の実施
じ っ し

等
な ど

17

25

６　放課後
ほ う か ご

の居場所
い ば し ょ

づくり

７　すべての子
こ

ども・若者
わ か も の

の健全
け ん ぜ ん

育成
い く せ い

の推進
す い し ん

４　保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
し つ

の確保
か く ほ

・向上
こうじょう

、保育士
ほ い く し

等
な ど

確保
か く ほ

２　多様
た よ う

な保育
ほ い く

ニーズへの対応
た い お う

◎　新型
し ん が た

コロナ対策
た い さ く

16

○「教育
きょういく

・ 保育
ほいく

給付
きゅうふ

」の認定
にんてい

を受
う

けた子
こ

どもの保育
ほいく

・教育
きょういく

ペー
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○地域療育
ちいき りょういく

センター運営事業
うんえいじぎょう

○障害児通所支援事業
しょうがいじつうしょしえんじぎょう

等
など

○特別
とくべつ

 児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

事務費
じ む ひ

○学齢後期障害児支援事業
がくれい こうきしょうがいじ しえんじぎょ

○障害児
しょうがいじ

 入所
にゅうしょ

  支援
しえん

事業
じぎょう

等
など

○障害児
しょうがいじ

 医療
いりょう

連携
れんけい

支援
しえん

事業
じぎょう

○出産
しゅっさん

 ・子育
こそだ

て応援事業
おうえんじぎょう

○妊娠
にんしん

・
・

出産
しゅっさん

サポート事業
じぎょう

○子育
こそだ

て応援
おうえん

サイト事業
じぎょう

○育児支援事業
いくじしえんじぎょう

○子育
こそだ

て世代包括支援
せだいほうかつしえん

センター事業
じぎょう

○こんにちは赤
あか

ちゃん訪問事業
ほうもんじぎょう

○妊婦・
にんぷ・

産婦
さんぷ

健康診査事業
けんこうしんさじぎょう

○乳幼児発達支援事業
にゅうようじはったつしえんじぎょ

○妊婦
にんぷ

歯科
し か

健康診査事業
けんこうしんさじぎょう

○不妊
ふにん

・不育相談
ふいくそうだん

等
など

支援事業
しえんじぎょう

○母子
ぼ し

保健指導事業
ほけんしどうじぎょう

○出産費用調査研究事業
しゅっさんひようちょうさけんきゅうじ

○乳幼児健康診査事業
にゅうようじけんこうしんさじぎょ

○妊産婦
にんさんぷ

・乳幼児
にゅうようじ

にかかる災害対策事業
さいがいたいさくじぎょ

○新生児
しんせいじ

聴覚
ちょうかく

  検査事業
けんさじぎょう

○地域子育
ちいきこそだ

て支援
しえん

拠点
きょてん

事業
じぎょう

○地域子育
ちいきこそだ

て支援
しえん

拠点関係
きょてんかんけい

システムの再構築
さいこうちく

○親
おや

と子
こ

のつどいの広場事業
ひろばじぎょう

○横浜子育
よこはまこそだ

てサポートシステム事業
じぎょう

○保育所
ほいくしょ

・幼稚園
ようちえん

・認定
にんてい

こども園
えん

子育
こそだ

てひろば事業
じぎょう

○一時預
いちじあず

かり事業
じぎょう

○子育
こそだ

て支援者事業
しえんしゃじぎょう

○ハマハグ推進事業
すいしんじぎょう

○親子
お や こ

の居場所
い ば し ょ

事業
じぎょう

（常設
じょうせつ

）従事者
じゅうじしゃ

のための体系的
たいけいてき

な研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

○子
こ

どもの居場所
い ば し ょ

づくり支援事業
しえんじぎょう

○ひとり親
おや

家庭
かてい

等
など

自立
じりつ

支援事業
しえんじぎょう

○ＤＶ
でぃーぶい

  被害者
ひ が い し ゃ

等
など

に対
たい

する地域
ち い き

での生活
せいかつ

に向
む

けた支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

○加害者更生
かがいしゃこうせい

プログラムへの事業費
じぎょうひ

補助
ほじょ

○若年
じゃくねん

  女性
じょせい

相談
そうだん

支援
しえん

モデル事業
じぎょう

○母子
ぼ し

生活
せいかつ

支援
しえん

施設
しせつ

緊急
きんきゅう

  一時
いちじ

保護
ほ ご

事業
じぎょう

○女性
じょせい

緊急
きんきゅう

  一時
いちじ

保護
ほ ご

施設
しせつ

補助
ほじょ

事業
じぎょう

○児童扶養手当
じどうふようてあて

○特別乗車券
とくべつじょうしゃけん

の交付
こ う ふ

○児童相談所
じどうそうだんじょ

の運営
うんえい

と機能強化
きのうきょうか

○区役所
く や く し ょ

の機能
き の う

強化
きょうか

と地域
ち い き

等
など

との連携
れんけい

、児童虐待防止
じどうぎゃくたいぼうし

の取組
とりくみ

○養育
よういく

支援
しえん

の充実
じゅうじ

○里親
さとおや

制度
せいど

等
など

の推進
すいしん

○児童措置費
じ ど う そ ち ひ

等
など

○施設
しせつ

等
など

を退所
たいしょ

する子
こ

どもへの支援
しえん

○ワーク・ライフ・バランスの推進
すいしん

○横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こそだ

て支援事業計画
しえんじぎょうけいかく

の推進
すいしん

○横浜市
よこはまし

子
こ

どもの貧困対策
ひんこんたいさく

に関
かん

する計画
けいかく

の推進
すいしん

○児童手当
じどうてあて

○母子
ぼ し

父子
ふ し

寡婦
か ふ

福祉資金
ふくししきん

貸付事業
かしつけじぎょう

35

14　 DV
でぃーぶい

　 対策
た い さ く

事業
じ ぎ ょ う

34

11　妊娠
に ん し ん

から乳幼児
に ゅ う よ う じ

期
き

までの切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

12　地域
ち い き

における子育
こ そ だ

て支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

20 　児童手当
じ ど う て あ て

33

15　 児童扶養手当
じ ど う ふ よ う て あ て

等
な ど

19　 計画
け い か く

の推進
す い し ん

31

13 　ひとり親家庭
お や か て い

等
な ど

の自立支援
じ り つ し え ん

29

９　地域
ち い き

療
りょう

育
い く

センター運営事業
う ん え い じ ぎ ょ う

27

17　 社会的
し ゃ か い て き

養護
よ う ご

の充実
じゅうじつ

37

18 　ワーク・ライフ・バランスの推進
す い し ん

38

16 　区
く

と児童
じ ど う

相談
そ う だ ん

所
じ ょ

における児童
じ ど う

虐待
ぎゃくたい

への対応
た い お う

の強化
き ょ う か

28

21　 母子
ぼ し

父子
ふ し

寡婦
か ふ

福祉資金
ふ く し し き ん

貸付事業
か し つ け じ ぎ ょ う

（母子
ぼ し

父子
ふ し

寡婦
か ふ

福祉資金
ふ く し し き ん

会計
か い け い

）

38

10　在宅
ざ い た く

障害
しょうがい

児
じ

及
お よ

び施設
し せ つ

利用
り よ う

児童
じ ど う

への支援
し え ん

等
な ど

40

39

34

◎　財源
ざ い げ ん

創出
そうしゅつ

の取組
と り く み

41

◎　横浜
よ こ は ま

市
し

中期
ち ゅ う き

計画
け い か く

における政策
せ い さ く

別
べ つ

の予算
よ さ ん

概要
が い よ う

掲載
け い さ い

項目
こ う も く

について 42

ペ
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という３つの施策
し さ く

分野
ぶ ん や

にまとめ、事業
じぎょう

を推進
すいしん

しています。 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は、中期
ちゅうき

計画
けいかく

の基本
き ほ ん

戦 略
せんりゃく

である「子
こ

育
そだ

てしたいまち 次
じ

世代
せ だ い

を共
とも

に 育
はぐく

むまち 

ヨコハマ」を踏
ふ

まえて政策
せいさく

・施策
し さ く

を推進
すいしん

するとともに、「第
だい

２期
 き

横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支
し

援
えん

事業
じぎょう

計画
けいかく

」に定
さだ

める目 標
もくひょう

・方向性
ほうこうせい

の実現
じつげん

に向
む

け、切れ目
き め

のない総合的
そうごうてき

な施策
し さ く

・事業
じぎょう

を着 実
ちゃくじつ

に実施
じ っ し

するための予算案
よさんあん

となっています。 

こども青 少 年 局
せいしょうねんきょく

は、「横浜市
よ こ は ま し

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

 

 

こども青少年局
せ い し ょ う ね ん き ょ く

予算案
よ さ ん あ ん

について 令和
れ い わ

    年度
ね ん ど

 ５ 

未来
み ら い

を創
つく

る子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

の一人
ひ と り

ひとりが、自分
じ ぶ ん

の良
よ

さや可能性
か の う せ い

を発揮
は っ き

し、 

豊
ゆた

かで幸 せ
しあわ  

な生
いき

き方
かた

を切
き

り拓
ひら

く 力
ちから

、共
とも

に 温
あたた

かい社会
しゃかい

をつくり出
だ

していく 力
ちから

を 

育
はぐく

むことができるまち「よこはま」 

【目指
め ざ

すべき 姿
すがた

】 

１「子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

への支援
し え ん

」として、 

子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

が様々
さまざま

な 力
ちから

を 育
はぐく

み、 

健
すこ

やかに育
そだ

つ環 境
かんきょう

をつくる 

 

２「子育
こ そ だ

て家庭
か て い

への支援
し え ん

」として、 

誰
だれ

もが安心
あんしん

して 

出 産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

てができる環 境
かんきょう

をつくる 

 

３「社会
しゃかい

全体
ぜんたい

での支援
し え ん

」として、 

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で子
こ

ども・青
せい

少
しょう

年
ねん

を育
そだ

てる環
かん

境
きょう

をつくる 

＜「横浜市
よ こ は ま し

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

」の目指
め ざ

すべき 姿
すがた

と基本的
き ほ ん て き

な視点
し て ん

＞ 

１ 子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

の視点
し て ん

に立
た

った支援
し え ん

 

２ 全
すべ

ての子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

への支援
し え ん

 

３ それぞれの発達
はったつ

段階
だんかい

に応
おう

じ、育
そだ

ちの連続性
れんぞくせい

を大切
たいせつ

にする一貫
いっかん

した支援
し え ん

 

４ 子
こ

どもの内在
ないざい

する 力
ちから

を引
ひ

き出
だ

す支援
し え ん

 

５ 家庭
か て い

の子育
こ そ だ

て 力
りょく

を高
たか

めるための支援
し え ん

 

６ 様々
さまざま

な担
にな

い手
て

による社会
しゃかい

全体
ぜんたい

での支援
し え ん

 ～自助
じ じ ょ

・共 助
きょうじょ

・公
こう

助
じょ

～ 

【基本的
き ほ ん て き

な視点
し て ん

】 
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子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

が様々
さまざま

な力
ちから

を育
はぐく

み、健
すこ

やかに育
そだ

つ環境
かんきょう

をつくる 施策
し さ く

分野
ぶ ん や

１ 

乳幼児期
にゅうようじき

の保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

と学齢期
が く れ い き

までの切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

 基本
き ほ ん

施策
し さ く

① 

１ 新制度
し ん せ い ど

における保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の実施
じ っ し

等
など

    ２ 多様
た よ う

な保育
ほ い く

ニーズへの対応
たいおう

 

３ 保育所
ほ い く じ ょ

等
など

整備
せ い び

事業
じぎょう

  ４ 保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の質
しつ

の確保
か く ほ

・向 上
こうじょう

、保育士
ほ い く し

等
など

確保
か く ほ

 ５ 幼児
よ う じ

教 育
きょういく

の支援
し え ん

 

学齢期
が く れ い き

から青年期
せ い ね ん き

までの子
こ

ども・青 少 年
せいしょうねん

の育成
いくせい

施策
し さ く

の推進
すいしん

 

６ 放課後
ほ う か ご

の居場所
い ば し ょ

づくり  ７ すべての子
こ

ども・若者
わかもの

の健全
けんぜん

育成
いくせい

の推進
すいしん

 

若者
わかもの

の自立
じ り つ

支援
し え ん

施策
し さ く

の充 実
じゅうじつ

 

８ 困難
こんなん

を抱
かか

える子
こ

ども・若者
わかもの

の自立
じ り つ

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

障害児
しょうがいじ

への支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

９ 地域
ち い き

療 育
りょういく

センター運営
うんえい

事業
じぎょう

  10 在宅
ざいたく

障害児
しょうがいじ

及
およ

び施設
し せ つ

利用
り よ う

児童
じ ど う

への支援
し え ん

等
など

 

 
「横浜市

よ こ は ま し

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援
し え ん

事業
じぎょう

計画
けいかく

」における施策
し さ く

分野
ぶ ん や

と予算
よ さ ん

概要
がいよう

の項
こう

目
もく

 

計画
けいかく

の推進
すいしん

・その他
た

 

子
こ

ども・青 少 年
せいしょうねん

への支援
し え ん

 

＜施策分野１＞

子育
こ そ だ

て家庭
か て い

への支援
し え ん

 

＜施策分野２＞

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

での支援
し え ん

 

＜施策
し さ く

分野
ぶ ん や

３＞

誰
だれ

もが安心
あんしん

して出産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

てができる環境
かんきょう

をつくる 施策
し さ く

分野
ぶ ん や

２ 

生
う

まれる前
まえ

から乳幼児期
にゅうようじき

までの一貫
いっかん

した支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 基本
き ほ ん

施策
し さ く

⑤ 

11 妊娠
にんしん

から乳幼児期
にゅうようじき

までの切れ目
き れ め

のない支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

地域
ち い き

における子育
こ そ だ

て支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 基本
き ほ ん

施策
し さ く

⑥
６

 

12 地域
ち い き

における子育て
こ そ だ

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

ひとり親
おや

家庭
か て い

の自立
じ り つ

支援
し え ん

／配偶者
はいぐうしゃ

等
など

からの暴 力
ぼうりょく

（ D V
でぃーぶい

）への対応
たいおう

と未然
み ぜ ん

基本
き ほ ん

施策
し さ く

⑦ 

13 ひとり親
おや

家庭
か て い

等
など

の自立
じ り つ

支援
し え ん

  14 Ｄ Ｖ
でぃーぶい

対策
たいさく

事業
じぎょう

  15 児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

等
など

 

21 母子
ぼ し

父子
ふ し

寡婦
か ふ

福祉
ふ く し

資金
し き ん

貸付
かしつけ

事業
じぎょう

 

基本
き ほ ん

施策
し さ く

⑨ 

社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

を育
そだ

てる環境
かんきょう

をつくる 施策
し さ く

分野
ぶ ん や

３ 

基本
き ほ ん

施策
し さ く

② 

基本
き ほ ん

施策
し さ く

③ 

 

基本
き ほ ん

施策
し さ く

④ 

児童
じ ど う

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

対策
たいさく

と社会的
しゃかいてき

養護
よ う ご

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

 

ワーク・ライフ・バランスと子
こ

ども・青 少 年
せいしょうねん

を大切
たいせつ

にする地域
ち い き

づくりの推進
すいしん

 

基本
き ほ ん

施策
し さ く

⑧ 

16 区
く

と児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

における児童
じ ど う

虐 待
ぎゃくたい

への対応
たいおう

の強化
きょうか

  17 社会的
しゃかいてき

養護
よ う ご

の充 実
じゅうじつ

 

基本
き ほ ん

施策
し さ く

⑨ 

18 ワーク・ライフ・バランスの推進
すいしん

 

計画
けいかく

の推進
すいしん

・その他
た

 

19 計画
けいかく

の推進
すいしん

  20 児童
じ ど う

手当
て あ て

 41



（一般会計
いっぱんかいけい

）

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

差　　引
さ し ひ き

329,048,039 343,501,408 14,453,369 4.4

青 少 年
せ い し ょ う ね ん

費
ひ

22,670,619 23,269,084 598,465 2.6

子 育
こ そ だ

て 支 援
し え ん

費
ひ

205,255,754 212,934,807 7,679,053 3.7

こ ど も

福 祉
ふ く し

保 健
ほ け ん

費
ひ 101,121,666 107,297,517 6,175,851 6.1

521,056 481,339 △ 39,717 △ 7.6

特別
と く べ つ

会計
か い け い

繰出金
く り だ し き ん

521,056 481,339 △ 39,717 △ 7.6

（特別
と く べ つ

会計
かいけい

）

△ 42.6
母子
ぼ し

父子
ふ し

寡婦
か ふ

福祉
ふ く し

資金
し き ん

貸付
かしつけ

金
きん

、事務
じ む

費
ひ

、

公債
こうさい

費
ひ

、一般
いっぱん

会計
かいけい

繰出金
く りだしきん

特 別
と く べ つ

会 計
か い け い

計
けい

907,870 521,341 △ 386,529 △ 42.6

母 子
ぼ し

父 子
ふ し

寡 婦
か ふ

福 祉
ふ く し

資 金
し き ん

会 計
か い け い 907,870 521,341 △ 386,529

母子
ぼ し

父子
ふ し

寡婦
か ふ

福祉
ふ く し

資金
し き ん

、水道
すいどう

事業
じぎ ょう

、

自動車
じ ど う し ゃ

事業
じぎ ょう

及
およ

び高速
こ う そ く

鉄道
てつどう

事業
じぎ ょう

会計
かいけい

繰出金
く りだしきん

一 般
い っ ぱ ん

会 計
か い け い

計
けい

329,569,095 343,982,747 14,413,652 4.4

こども青少年
せいしょうねん

総務費
そ う む ひ

、青少年
せいしょうねん

育成費
い く せ い ひ

地域
ち い き

子育
こ そ だ

て支援
し え ん

費
ひ

、保育
ほ い く

・教育
きょういく

施設
し せ つ

運営
うんえい

費
ひ

、幼児
よ う じ

教育
きょういく

費
ひ

、放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

育成
いくせい

費
ひ

、保
ほい

育
く

所等
しょなど

整備
せ い び

費
ひ

児童
じ ど う

措置
そ ち

費
ひ

、こども家庭
か て い

福祉
ふ く し

費
ひ

、親子
お や こ

保
ほけ

健
ん

費
ひ

、こども手当
て あ て

費
ひ

、児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

運営
うんえい

費
ひ

、児童相談所費
じ ど う そ う だ ん じ ょ ひ

、児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

整備
せ い び

費
ひ

諸 支 出 金
し ょ し し ゅ つ き ん

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

　こども青少年
せ い し ょ う ね ん

局
き ょ く

予算
よ さ ん

案
あ ん

総括
そ う か つ

表
ひ ょ う

（単位
た ん い

：千円
せんえん

）

項
こ う

　　　　目
も く 前年度

ぜ ん ね ん ど

比
ひ

（％）
備
び

　　　　　　　　　　　考
こ う

こ ど も 青 少 年
せ い し ょ う ね ん

費
ひ
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保育士
ほ い く し

・幼稚園
よ う ち え ん

教諭
きょうゆ

等
とう

の保育者
ほ い く し ゃ

の需要
じゅよう

が高
たか

まる一方
いっぽう

で、養成
ようせい

施設
し せ つ

の 入
にゅう

学者
がくしゃ

が減 少
げんしょう

傾向
けいこう

にあるなど、新
あら

たな担
にな

い手
て

の確保
か く ほ

が厳
きび

しい 状 況
じょうきょう

が続
つづ

いています。これから保育
ほ い く

者
しゃ

を目指
め ざ

す方
か た

に、本市
ほ ん し

の保育
ほ い く

の魅力
みりょく

を感
かん

じてもらうことや、保育
ほ い く

者
しゃ

が社会
しゃかい

基盤
き ば ん

を支
ささ

えるエッセンシ

ャルワーカーとして、自信
じ し ん

と誇
ほこ

りを持って長
なが

く 働
はたら

ける職場
しょくば

環 境
かんきょう

の構築
こうちく

が重 要
じゅうよう

です。 

採用
さいよう

と定 着
ていちゃく

の両 輪
りょうりん

で支援
し え ん

を進
すす

め、子
こ

どもの豊
ゆた

かな育
そだ

ちを支
ささ

える保育者
ほ い く し ゃ

の確保
か く ほ

に取
と

り組
く

みます。 

本市
ほ ん し

における保育所
ほ い く し ょ

等
とう

の利用
り よ う

希望
き ぼ う

は引
ひ

き続
つづ

き増加
ぞ う か

しており、特
とく

に１・２歳児
さ い じ

の保
ほ

育
いく

ニー

ズへの対応
たいおう

が必要
ひつよう

です。変化
へ ん か

する保育
ほ い く

ニーズに対応
たいおう

するため、地域
ち い き

の 状 況
じょうきょう

に基
もと

づき、

既存
き ぞ ん

の保育
ほ い く

・教 育
きょういく

資源
し げ ん

の活用
かつよう

を進
すす

めます。受入枠
うけいれわく

が不足
ふ そ く

するエリアについては、保育
ほ い く

所
しょ

等
とう

を整備
せ い び

するなど、待機
た い き

児
じ

童
どう

解 消
かいしょう

に向
む

けて、市
し

全体
ぜんたい

で新
あら

たに 1,295人分
にんぶん

の受入枠
うけいれわく

を確保
か く ほ

しま

す。 

あわせて、一時
い ち じ

保育
ほ い く

等
とう

について、ニーズが高
たか

い０歳児
さ い じ

の預
あず

かりに対
たい

する補助
ほ じ ょ

の拡 充
かくじゅう

や、

施設
し せ つ

改 修
かいしゅう

費
ひ

の補助
ほ じ ょ

を新設
しんせつ

するなど、預
あず

かりの充 実
じゅうじつ

を図
は か

ります。 

子
こ

どもの豊
ゆた

かな育
そだ

ちを支
ささ

えるためには、全
すべ

ての保育所
ほ い く し ょ

や幼稚園
よ う ち え ん

等
とう

で保育士
ほ い く し

や幼稚園
よ う ち え ん

教諭
きょうゆ

などの保育者
ほ い く し ゃ

が高
たか

い専門性
せんもんせい

と意欲
い よ く

を持
も

つことが大切
たいせつ

です。保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の質
しつ

の確
かく

保
ほ

・向 上
こうじょう

に向
む

け、研 修
けんしゅう

の充 実
じゅうじつ

を図
は か

るとともに、保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の方向性
ほうこうせい

を示
しめ

した「よこはま☆保育
ほ い く

・

教 育
きょういく

宣言
せんげん

～乳幼児
にゅうようじ

の 心
こころ

もちを大切
たいせつ

に～」の理解
り か い

を深
ふか

めるための取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

あわせて、施設
し せ つ

・園
え ん

がその保育者
ほ い く し ゃ

を支
ささ

え、適切
てきせつ

に運営
うんえい

できる体制
たいせい

を 整
ととの

えることにより

質
しつ

の高
たか

い保育
ほ い く

を保障
ほしょう

していきます。また、看護
か ん ご

職
しょく

を複数
ふくすう

配置
は い ち

し、常時
じょうじ

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の

受入
う け い

れが可能
か の う

な園
え ん

を「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

サポート保育園
ほ い く え ん

」として新
あら

たに認定
にんてい

します。 

受入枠
うけいれわく

の確保
か く ほ

 

 

乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

は、 生
しょう

涯
がい

にわたる生
い

きる 力
ちから

の基礎
き そ

を 培
つちか

う大切
たいせつ

な時
じ

期
き

で

あり、人間
にんげん

形成
けいせい

にとって重 要
じゅうよう

な時期
じ き

です。 

子
こ

どもの豊
ゆた

かな育
そだ

ちを支
ささ

えるためには、家庭
か て い

、地域
ち い き

、保育所
ほ い く し ょ

、

幼稚園
よ う ち え ん

、認定
にんてい

こども園
えん

など育
そだ

ちの場
ば

が変
か

わっても、子
こ

どもの最善
さいぜん

の

利益
り え き

が尊 重
そんちょう

されることが大切
たいせつ

です。「質
しつ

の確保
か く ほ

・向 上
こうじょう

」「受入
うけいれ

枠
わく

の

確保
か く ほ

」「人材
じんざい

確保
か く ほ

」の一体的
いったいてき

取組
とりくみ

により、横浜
よこはま

の保
ほ

育
いく

・教 育
きょういく

の基盤
き ば ん

づくりを進
すす

めます。 

保育
ほ い く

を必要
ひつよう

とされる方
かた

が利用
り よ う

できるよう、保留
ほりゅう

児童
じ ど う

の分析
ぶんせき

結果
け っ か

に

よる４つの対策
たいさく

の方向性
ほうこうせい

に基
もと

づいた取組
とりくみ

も進
すす

めていきます。 

保育
ほ い く

・教育
きょういく

の 

基盤
き ば ん

づくり 

人材
じんざい

確保
か く ほ

 

質
しつ

の確保
か く ほ

・向 上
こうじょう

 

※このページ以降
い こ う

、新規
し ん き

・拡 充
かくじゅう

の内容
ないよう

に下線
か せ ん

を引
ひ

いています。 

特集
とくしゅう

１ 
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・障害児
しょうがいじ

や医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の平均
へいきん

申請
しんせい

園数
えんすう

は 3.3園
えん

で、保留
ほりゅう

児童
じ ど う

平均
へいきん

4.4

園
えん

より少
すく

ない傾向
けいこう

がある。 

・令和
れ い わ

４年
ねん

４月
がつ

の待機
た い き

児童
じ ど う

11人
にん

のうち、４人
にん

が障害児
しょうがいじ

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

であり、待機
た い き

児童
じ ど う

になる割合
わりあい

が高
たか

い。【図
ず

３参 照
さんしょう

】 

 

 

 

 

 
 
 

・保留
ほりゅう

児童
じ ど う

の約
やく

７割
わり

を１・２歳児
さ い じ

が占
し

める。 

・きょうだいが既
すで

に保育
ほ い く

園在
えんざい

園
えん

の場合
ば あ い

は、申請
しんせい

園数
えんすう

が少
すく

なく、約
やく

半数
はんすう

が単
たん

願
がん

（１園
えん

）だった。【図
ず

１参 照
さんしょう

】 

・制約
せいやく

条 件
じょうけん

が見
み

られず、入 所
にゅうしょ

できた方
かた

の中央値
ちゅうおうち

を超
こ

える６園
えん

以上
いじょう

を

申請
しんせい

して保留
ほりゅう

となった方
かた

の居住地
きょじゅうち

は、認可
に ん か

保育所
ほ い く じ ょ

などの整備
せ い び

が必要
ひつよう

なエリアとほぼ一致
い っ ち

。 

 

 

 

 

 
 

 

・短時間
た ん じ か ん

就 労 者
しゅうろうしゃ

や内定者
ないていしゃ

は申請
しんせい

園数
えんすう

が多
おお

く、横浜
よこはま

保育室
ほ い く し つ

等
とう

の 入 所
にゅうしょ

割合
わりあい

が高
たか

い。こうした利用
り よ う

調 整
ちょうせい

のランクが低
ひく

い方
かた

の中
なか

には、一時
い ち じ

保育
ほ い く

などで対応
たいおう

可能
か の う

な場合
ば あ い

がある。【図
ず

２参 照
さんしょう

】 

・ご家庭
か て い

で育児
い く じ

をする方
かた

のリフレッシュの面
めん

からも一時預
い ち じ あ ず

かりは必要
ひつよう

なサービスである。 

 

 

 

 

【参考
さんこう

】経験
けいけん

×データで待機
た い き

児童
じ ど う

対策
たいさく

のその先
さき

へ ～保留
ほりゅう

児童
じ ど う

対策
たいさく

タスクフォースの取組
とりくみ

～ 

希望
き ぼ う

どおりの保育所
ほ い く し ょ

等
とう

を利用
り よ う

できていない保留
ほりゅう

児童
じ ど う

の詳 細
しょうさい

なニーズを把握
は あ く

し、対策
たいさく

に

繋
つな

げるため、令和
れ い わ

４年
ねん

４月
がつ

の保留
ほりゅう

児童
じ ど う

1,647人
に ん

※の分析
ぶんせき

結果
け っ か

と４つの対策
たいさく

の方向性
ほうこうせい

を、令和
れ い わ

４年
ねん

９月
がつ

に公 表
こうひょう

しました。令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

予算
よ さ ん

では、それぞれの対策
たいさく

の新規
し ん き

・拡 充
かくじゅう

事業
じぎょう

を

計 上
けいじょう

し、保育
ほ い く

を必要
ひつよう

とされる方
か た

が利用
り よ う

できるよう、取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。 
※育児

い く じ

休 業
きゅうぎょう

延 長
えんちょう

希望者
き ぼ う し ゃ

1,290 人
にん

を除
のぞ

く 

【
（

図
ず

２】
）

利用
り よ う

調整
ちょうせい

のランクが低
ひく

い 方 の申請
しんせい

園 数等
すうとう

 

・０歳児
さ い じ

から１歳児
さ い じ

への定員
ていいん

振替
ふりかえ

への助成
じょせい

新設
しんせつ

 

・中規模
ち ゅ う き ぼ

な改 修
かいしゅう

補助
ほ じ ょ

への助成
じょせい

件数
けんすう

の拡 充
かくじゅう

 

・整備
せ い び

が必要
ひつよう

なエリアでの認可
に ん か

保育所
ほ い く し ょ

等
とう

の整備
せ い び

 

主
おも

な取組
とりくみ

 

【 P
ぺーじ

8】 

① １・２歳児
さ い じ

の受入枠
うけいれわく

確保
か く ほ

 

・一時預
い ち じ あ ず

かり事業
じぎょう

等
とう

における０歳児
さ い じ

の預
あず

かりに対
たい

する補助
ほ じ ょ

の拡 充
かくじゅう

等
とう

 

・新
あら

たに赤
あか

ちゃんが生
う

まれた世帯
せ た い

への一時預
い ち じ あ ず

かりクーポンの配付
は い ふ

 

・幼稚園
よ う ち え ん

等
とう

における長時間
ちょうじかん

預
あず

かりの拡 充
かくじゅう

 

主
おも

な取組
とりくみ

 

【 P
ぺーじ

8】 

② 一時
い ち じ

保育
ほ い く

等
とう

拡 充
かくじゅう

 

【図
ず

１】きょうだい在園児
ざ い え ん じ

・同時
ど う じ

申請
しんせい

の申請
しんせい

園数
えんすう

平均
へいきん

 

③ 障害児
しょうがいじ

・医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の対応
たいおう

 

・「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

サポート保育園
ほ い く え ん

」の認定
にんてい

 

・医療的
いりょうてき

ケア対応
たいおう

看護
か ん ご

職
しょく

雇用費
こ よ う ひ

の拡 充
かくじゅう

や施設
し せ つ

改修費
かいしゅうひ

の新設
しんせつ

等
とう

 

主
おも

な取組
とりくみ

 

【 P
ぺーじ

7】 

【図
ず

３】令和
れ い わ

４年
ねん

４月
がつ

待機
た い き

児童
じ ど う

11 人
にん

の内訳
うちわけ
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・保留
ほりゅう

児童
じ ど う

の申請
しんせい

園数
えんすう

は平均
へいきん

4.4園
えん

で、単
たん

願
がん

の方
かた

が３割
わり

を占
し

める。 

新規
し ん き

入所児
にゅうしょじ

の平均
へいきん

申請
しんせい

園
えん

数
すう

6.4園
えん

より低
ひく

く、単
たん

願
がん

の割合
わりあい

が高
たか

い。 

・２歳児
さ い じ

以下
い か

の方
かた

は、申請
しんせい

園数
えんすう

が少
すく

ないほど認可
に ん か

保育所
ほ い く じ ょ

のみを選択
せんたく

す

る傾向
けいこう

にある。また、３園
えん

以上
いじょう

申請
しんせい

した 440人
にん

のうち選択
せんたく

した園
えん

の

範囲
は ん い

内
ない

にある小規模
し ょ う き ぼ

保育
ほ い く

事業
じぎょう

に入 所
にゅうしょ

できた方
かた

は 97人
にん

。【図
ず

４参 照
さんしょう

】 

 

 

④ 選択肢
せ ん た く し

を増
ふ

やすための情 報
じょうほう

発信
はっしん

及
およ

び保育
ほ い く

の質
しつ

の向 上
こうじょう

 

・園
えん

選
えら

びのための保育所
ほ い く じ ょ

等
とう

情 報
じょうほう

サイトの作成
さくせい

 

・自
じ

他
た

園
えん

で園内
えんない

研 修
けんしゅう

等
とう

を援助
えんじょ

・コーディネートする人材
じんざい

の育成
いくせい

 

・幼
よう

保
ほ

小
しょう

の架
か

け橋
はし

プログラムに関
かん

する調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

 

主
おも

な取組
とりくみ

 

【 P
ぺーじ

7】 

【図
ず

４】申請
しんせい

園数
えんすう

別
べつ

の認可
に ん か

保育所
ほ い く じ ょ

のみを選択
せんたく

した割 合
わりあい
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事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

(１) 

保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の質
しつ

の確保
か く ほ

・

向 上
こうじょう

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【１億
おく

5,950万円
まんえん

】

保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の専門性
せんもんせい

を高
たか

めるため、キャリアに応
おう

じた研 修
けんしゅう

・研 究
けんきゅう

を実施
じ っ し

します。また、保育
ほ い く

の質
しつ

を向 上
こうじょう

する取組
とりくみ

を推進
すいしん

するため、

自
じ

・他
た

園
えん

で園内研修
えんないけんしゅう

や公開
こうかい

保育
ほ い く

を援助
えんじょ

・コーディネートする人材
じんざい

の

育成
いくせい

を 行
おこな

います。 

(２) 

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の受入
う け い

れ推進
すいしん

 

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【９億
おく

1,167万円
まんえん

】

看護
か ん ご

職
しょく

を複数
ふくすう

配置
は い ち

し、常時
じょうじ

、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の受入
う け い

れが可能
か の う

な園
えん

を

「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

サポート保育
ほ い く

園
えん

」として新
あら

たに 12園
えん

認定
にんてい

します。ま

た、医療的
いりょうてき

ケアを行う看護
か ん ご

職
しょく

の雇用費
こ よ う ひ

を拡 充
かくじゅう

するほか、衛生
えいせい

用品
ようひん

等
とう

の消耗品費
しょうもうひんひ

、施設
し せ つ

改修費
かいしゅうひ

、研 修
けんしゅう

受講費
じ ゅ こ う ひ

等
とう

を新
あら

たに助成
じょせい

します。 

(３) 

幼
よう

保
ほ

小
しょう

の架
か

け橋
はし

プログラム

に関
かん

する調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

事業
じぎょう

 

＜新規
し ん き

＞ 

【942万円
まんえん

】

文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

の「幼
よう

保
ほ

小
しょう

の架
か

け橋
はし

プログラム」調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

事業
じぎょう

モデル

地域
ち い き

として、保育
ほ い く

・教 育
きょういく

施設
し せ つ

、小学校
しょうがっこう

等
とう

への支援
し え ん

を充 実
じゅうじつ

させると

ともに、実践
じっせん

事例
じ れ い

を広
ひろ

く発信
はっしん

し、「架
か

け橋
はし

期
き

」とされている５歳児
さ い じ

か

ら小学校
しょうがっこう

１年生
ねんせい

の保育
ほ い く

・教 育
きょういく

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

(４) 

園
えん

選
えら

びのための保育所
ほ い く じ ょ

等
とう

情 報
じょうほう

サイトの作成
さくせい

 

＜新規
し ん き

＞ 

【1,100万円
まんえん

】

情 報
じょうほう

収 集
しゅうしゅう

や園
えん

見学
けんがく

などを通
つう

じて、希望
き ぼ う

施設
し せ つ

の選択肢
せ ん た く し

を広
ひろ

げるた

め、各保育所
かくほいくしょ

等
とう

の雰囲気
ふ ん い き

や魅力
みりょく

を効果的
こ う か て き

に発信
はっしん

するウェブサイトを

作成
さくせい

し、保護者
ほ ご し ゃ

の園
えん

選
えら

びを支援
し え ん

します。 

(５) 

保
ほ

育
いく

士
し

等
とう

及
およ

び保育
ほ い く

支援者
し え ん し ゃ

の

追加
つ い か

配置
は い ち

への支援
し え ん

 

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【142億
おく

4,341万円
まんえん

】

本市
ほ ん し

の配置
は い ち

基準
きじゅん

に加
くわ

え、追加
つ い か

で配置
は い ち

する保育士
ほ い く し

等
とう

に係
かか

る助成
じょせい

（障害児
しょうがいじ

等
とう

受入
うけいれ

加算
か さ ん

、ローテーション保育士
ほ い く し

雇用費
こ よ う ひ

等
とう

）を拡 充
かくじゅう

しま

す。また、園
えん

児
じ

の安全
あんぜん

を確保
か く ほ

するため、登園時
と う え ん じ

やプール活動
かつどう

時
じ

など

人
ひと

手
で

が多
おお

く求
もと

められる時間帯
じ か ん た い

に保育
ほ い く

支援者
し え ん し ゃ

を配置
は い ち

する場合
ば あ い

の加算
か さ ん

を

新設
しんせつ

します。 

(６) 

登
とう

園
えん

管理
か ん り

システムの導 入
どうにゅう

支援
し え ん

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【３億
おく

1,478万円
まんえん

】

認可
に ん か

保育所
ほ い く し ょ

等
とう

に対
たい

する登園管理
とうえんかんり

システム導 入
どうにゅう

にかかる補助
ほ じ ょ

上 限
じょうげん

額
がく

を拡 充
かくじゅう

するとともに、導 入
どうにゅう

を推進
すいしん

するために補助
ほ じ ょ

要件
ようけん

を緩和
か ん わ

しま

す。 

また、認可外
に ん か が い

保育
ほ い く

施設
し せ つ

を対 象
たいしょう

に、新
あら

たに登園管理
とうえんかんり

システム導 入
どうにゅう

に

かかる費用
ひ よ う

の助成
じょせい

を実施
じ っ し

します。 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

の重 点
じゅうてん

取組
とりくみ

 

１ 質
しつ

の確保
か く ほ

・向 上
こうじょう
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（参考
さんこう

）４年度
ね ん ど

２月
がつ

補正
ほ せ い

予算案
よ さ ん あ ん

（こどもの送迎
そうげい

車 両
しゃりょう

等
とう

における安心
あんしん

・安全
あんぜん

対策
たいさく

支援
し え ん

） 

事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

 ※保育所
ほ い く し ょ

等
とう

に加
くわ

え、(1)・(4)は放課後
ほ う か ご

、障害児
しょうがいじ

、児童
じ ど う

養護
よ う ご

、(2)・(3)は障害児
しょうがいじ

の関係
かんけい

施設
し せ つ

・事業所
じぎょうしょ

にも実施
じ っ し

 

 (１) 
送迎
そうげい

バスへの安全
あんぜん

装置
そ う ち

の 導 入
どうにゅう

支援
し え ん

 【３億
おく

420万円
まんえん

】 

送迎
そうげい

バスにおける車内
しゃない

の子
こ

どもの見落
み お

としを防止
ぼ う し

する装置
そ う ち

の 導 入
どうにゅう

費用
ひ よ う

を

助成
じょせい

します。 

 (２) 
登園管理
とうえんかんり

システムの 導 入
どうにゅう

支援
し え ん

 

【１億
おく

5,008万円
まんえん

】 

子
こ

どもの 登 降 園 状 況
とうこうえんじょうきょう

を管理
か ん り

するシステムの 導 入
どうにゅう

に係
かか

る費用
ひ よ う

を助成
じょせい

し

ます。 

 (３) 

Ｉ Ｃ Ｔ
あいしーてぃー

を活用
かつよう

した子
こ

ども見守
み ま も

り

サービス 導 入
どうにゅう

支援
し え ん

 

【２億
おく

9,280万円
まんえん

】 

子
こ

どもの安全
あんぜん

対策
たいさく

に資
し

するＧＰＳ
じーぴーえす

等
とう

Ｉ Ｃ Ｔ
あいしーてぃー

を活用
かつよう

した子
こ

どもの見
み

守
まも

りサービスに係
かか

る機器
き ざ い

の 導 入
どうにゅう

費用
ひ よ う

を助成
じょせい

します。 

 (４) 
安全
あんぜん

管理
か ん り

マニュアルの 研 修
けんしゅう

 

【100万円
まんえん

】 

運転手
うんてんしゅ

やバスに 同 乗
どうじょう

する 職 員
しょくいん

に対
たい

する安全
あんぜん

管理
か ん り

研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

(１) 

保育
ほ い く

ニーズの 

高
たか

い１歳児
さ い じ

の 

受入
うけいれ

枠
わく

拡大
かくだい

 

＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

【２億
おく

7,566万円
まんえん

】 

ア 

１歳児枠
さいじわく

拡大
かくだい

に向
む

けた

定員
ていいん

構成
こうせい

の見直
み な お

し 

＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

既存
き そ ん

施設
し せ つ

において、引
ひ

き続
つづ

き１歳児
さ い じ

の受入枠
うけいれわく

を拡大
かくだい

するため

の定員
ていいん

変更
へんこう

を 行
おこな

う場合
ば あ い

の補助
ほ じ ょ

を実施
じ っ し

するとともに、０歳児
さ い じ

の

定員
ていいん

を１歳児
さ い じ

に振
ふ

り替
か

える場合
ば あ い

の補助
ほ じ ょ

を新設
しんせつ

します。 

イ 

中規模
ちゅうきぼ

な 改 修
かいしゅう

による

既存
き ぞ ん

活用
かつよう

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

既存
き ぞ ん

施設
し せ つ

の中規模
ちゅうきぼ

な 改 修
かいしゅう

において、１・２歳
さい

児定員増
じていいんぞう

を 行
おこな

う

場合
ば あ い

、老朽化
ろうきゅうか

した設備
せ つ び

等
とう

の改修費
かいしゅうひ

を 18 か所
しょ

に補助
ほ じ ょ

します。 

(２) 

一時預
いちじあず

かり事業
じぎょう

等
とう

 

＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

【23億
おく

4,901万円
まんえん

】 

ア 

０歳児
さ い じ

加算
か さ ん

、一時
い ち じ

保育
ほ い く

実施
じ っ し

の た め の 改修費
かいしゅうひ

補助
ほ じ ょ

 

＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

一時
い ち じ

保育
ほ い く

等
など

のニーズに対応
たいおう

するため、０歳児
さ い じ

の預
あず

かりに対
たい

す

る補助
ほ じ ょ

を 拡 充
かくじゅう

するほか、施設
し せ つ

改修費
かいしゅうひ

に対
たい

する補助
ほ じ ょ

の新設
しんせつ

等
とう

に

より、受入
う け い

れ体制
たいせい

を強化
きょうか

します。 

イ 

はじめての 

おあずかり券
けん

 

＜新規
し ん き

＞ 

５年度
ね ん ど

に新
あら

たに赤
あか

ちゃんが生
う

まれた世帯
せ た い

に、一時預
いちじあず

かりを利用
り よ う

できる 24時間
じ か ん

分
ぶん

の無料
むりょう

クーポン（はじめてのおあずかり券
けん

）

を配付
は い ふ

し、子育
こ そ だ

ての負担感
ふたんかん

を軽減
けいげん

します。 

ウ 
減免
げんめん

制度
せ い ど

の 拡 充
かくじゅう

 

＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

年 収
ねんしゅう

360万円
まんえん

未満
み ま ん

相当
そうとう

世帯
せ た い

に対
たい

して、利用料
りようりょう

の減免
げんめん

（３分
ぶん

の２減免
げんめん

）を新
あら

たに実施
じ っ し

します。 

(３) 
幼稚園
ようちえん

等
とう

における長時間
ちょうじかん

預
あず

かり＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

【52億
おく

143万円
まんえん

】 

私立
し り つ

幼稚園
ようちえん

等
とう

預
あず

かり保育事業
ほいくじぎょう

を新
あら

たに２園
えん

、私立
し り つ

幼稚
よ う ち

園
えん

２歳児
さ い じ

受入
う け い

れ推進事業
すいしんじぎょう

を新
あら

たに５園
えん

で実施
じ っ し

します。 

２ 受入枠
うけいれわく

の確保
か く ほ
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事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

(１) 

潜在
せんざい

保育士
ほ い く し

等
とう

へ の 就 労
しゅうろう

奨 励
しょうれい

金
きん

交付
こ う ふ

事業
じぎょう

＜新規
し ん き

＞ 

【500万円
まんえん

】 

潜在
せんざい

保育士
ほ い く し

等
とう

が、かながわ保育士
ほ い く し

・保育所
ほいくしょ

支援
し え ん

センターを通
つう

じて、市内
し な い

保育所
ほいくしょ

等
とう

に 就 職
しゅうしょく

した場合
ば あ い

、一人
ひ と り

あたり５万円
まんえん

を支給
しきゅう

します。 

(２) 

「 働
はたら

きやすい 環 境
かんきょう

づくり」を

目的
もくてき

とした施設長
しせつちょう

向
む

け 研 修
けんしゅう

 

＜新規
し ん き

＞ 

【30万円
まんえん

】 

保育士
ほ い く し

等
とう

の 定 着
ていちゃく

支援
し え ん

のため、労務
ろ う む

管理
か ん り

や職場
しょくば

環 境
かんきょう

の改善
かいぜん

等
とう

をテーマにした

研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

(３) 

保育士
ほ い く し

宿 舎
しゅくしゃ

借
か

り 上
あ

げ 支援
し え ん

事業
じぎょう

＜ 拡 充
かくじゅう

＞ 

【27億
おく

2,632万円
まんえん

】 

保育所
ほいくしょ

等
とう

を運営
うんえい

する民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

に対
たい

して、雇用
こ よ う

する保育士
ほ い く し

向
む

けに 宿 舎
しゅくしゃ

を借
か

り上
あ

げるための補助
ほ じ ょ

を 行
おこな

います。 

（申請
しんせい

見込
み こ

み件数
けんすう

：4,535戸
こ

） 

３ 人材
じんざい

確保
か く ほ
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事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
など

 

(1) 

寄
よ

り添
そ

い型
かた

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【3億
おく

4,146万円
まんえん

】 

養育
よういく

環 境
かんきょう

に課題
か だ い

がある家庭
か て い

に育
そだ

つ 小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

などに対
たい

し、

生活
せいかつ

・学 習
がくしゅう

習 慣
しゅうかん

（食事
しょくじ

、歯磨
は み が

き、宿 題
しゅくだい

など）の習 得
しゅうとく

のための

支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。また、支援者
し え ん し ゃ

を対 象
たいしょう

とした研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

し、

支援者
し え ん し ゃ

のスキル向 上
こうじょう

と支援
し え ん

内容
ないよう

の標準化
ひょうじゅんか

を図
はか

ります。 

○実施
じ っ し

か所数
しょすう

 18区
く

・21 か所
しょ

 

(2) 

 

寄
よ

り添
そ

い型学 習
がくしゅう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

《健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

》 

【3億
おく

919万円
まんえん

】 

 

貧困
ひんこん

の連鎖
れ ん さ

の防止
ぼ う し

に向け
む け

、将 来
しょうらい

の自立
じ り つ

に重 要
じゅうよう

な高校
こうこう

進学
しんがく

を希望
き ぼ う

する中学生
ちゅうがくせい

に対
たい

する学 習
がくしゅう

支援
し え ん

を全区
ぜ ん く

で実施
じ っ し

します。また、高校
こうこう

に行
い

っていない子
こ

どもも含
ふく

めた高校生
こうこうせい

世代
せ だ い

に対し
た い し

、将 来
しょうらい

の自立
じ り つ

に向
む

けた講座
こ う ざ

の開催
かいさい

や、居場所
い ば し ょ

などの支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。 

○実施
じ っ し

か所数
しょすう

 18区
く

・40 か所
しょ

（４年度
ね ん ど

：41 か所
しょ

） 

１ 将 来
しょうらい

の自立
じ り つ

に向
む

けた基盤
き ば ん

づくりのための「生活
せいかつ

支援
し え ん

・学 習
がくしゅう

支援
し え ん

」 

 

「第
だい

２期
き

横浜市
よ こ は ま し

子
こ

どもの貧困
ひんこん

対策
たいさく

に関
かん

する計画
けいかく

」に基
もと

づき、子
こ

ども

の育
そだ

ちや成 長
せいちょう

を守
まも

り、貧困
ひんこん

の連鎖
れ ん さ

を防
ふせ

ぐため、教 育
きょういく

、福祉
ふ く し

、子育
こ そ だ

て

支援
し え ん

等
など

の総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は、子
こ

どもの生活
せいかつ

・学 習
がくしゅう

支援
し え ん

など、将 来
しょうらい

の自立
じ り つ

に向
む

け

た基盤
き ば ん

づくりを着 実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

します。 

また、ひとり親
おや

世帯
せ た い

に対
たい

する自立
じ り つ

支援
し え ん

や減免
げんめん

制度
せ い ど

、ひきこもりなど

困難
こんなん

を抱
かか

える若者
わかもの

への支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

るとともに、ヤングケアラーへ

の支援
し え ん

として、新
あら

たに、支援
し え ん

団体
だんたい

への補助
ほ じ ょ

や関係
かんけい

機関向
き か ん む

け研 修
けんしゅう

等
とう

を

行
おこな

います。 

子
こ

どもの 

貧困
ひんこん

対策
た い さ く

 

 特集
とくしゅう

３ 

横浜
よこはま

の未来
み ら い

を創
つく

る子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

が、自分
じ ぶ ん

の良
よ

さや可能性
か の う せ い

を発揮
は っ き

し、豊
ゆた

かで 幸
しあわ

せな生
い

き方
かた

を切
き

り拓
ひら

く 力
ちから

、共
とも

に 温
あたた

かい社会
しゃかい

をつくりだしていく 力
ちから

を 育
はぐく

むことができるまち

「よこはま」を目指
め ざ

します。 

子
こ

ども・青少年
せいしょうねん

が健
すこ

やかに育
そだ

ち、自立
じ り つ

した個人
こ じ ん

として成 長
せいちょう

できるよう、その生
う

まれ育
そだ

った環 境
かんきょう

に関
かか

わらず、教 育
きょういく

・保育
ほ い く

の機会
き か い

と必要
ひつよう

な学 力
がくりょく

を保障
ほしょう

し、たくましく生
い

き抜
ぬ

く

力
ちから

を身
み

に付
つ

けることができる環 境
かんきょう

を整
とと

えます。 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

の重 点
じゅうてん

取組
とりくみ

 

横浜市
よ こ は ま し

の子
こ

どもの貧困
ひんこん

対策
たいさく

の基本
き ほ ん

目 標
もくひょう
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(3) 

放課
ほ う か

後
ご

学
まな

び場
ば

事業
じぎょう

 

《教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

》 

【3,466万円
まんえん

】 

家庭
か て い

での学 習
がくしゅう

が困難
こんなん

であったり、学 習
がくしゅう

習 慣
しゅうかん

が十 分
じゅうぶん

に身
み

につい

ていない 小
しょう

・中学生
ちゅうがくせい

に対
たい

する学 習
がくしゅう

支援
し え ん

を学校
がっこう

などにおいて

実施
じ っ し

します。 

○実施校
じ っ し こ う

：36校
こう

（小学校
しょうがっこう

）、72校
こう

（中学校
ちゅうがっこう

※） 

※うち、４年度
ね ん ど

から新
あら

たに企業
きぎょう

や N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

による運営
うんえい

を委託
い た く

（７校
こう

） 

(4) 

就 学
しゅうがく

奨 励
しょうれい

事業
じぎょう

 

《教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

》 

【22億
おく

229万円
まんえん

】 

小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

へ通学
つうがく

させるのに経済的
けいざいてき

な理由
り ゆ う

でお困り
こ ま り

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

の保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

し、学用品費
がくようひんひ

、修 学
しゅうがく

旅行費
り ょ こ う ひ

、学校給
がっこうきゅう

食費
しょくひ

等
とう

を援助
えんじょ

し、就 学
しゅうがく

を奨 励
しょうれい

します。また、 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

への入学前
にゅうがくまえ

に

学用品
がくようひん

などを購 入
こうにゅう

するための入 学
にゅうがく

準備費
じ ゅ ん び ひ

の支給
しきゅう

を実施
じ っ し

します。 

小学校
しょうがっこう

・中学校
ちゅうがっこう

の個別
こ べ つ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

に通学
つうがく

する方
かた

の経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

を

軽減
けいげん

することを目的
もくてき

として、就 学
しゅうがく

奨励費
しょうれいひ

を支給
しきゅう

します。 

 

事業
じ ぎ ょ う

・取組名
と り く み め い

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
など

 

(1) 

子
こ

どもの居場所
い ば し ょ

づくり

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

【1,400万円
まんえん

】 

子
こ

ども食 堂
しょくどう

などの地域
ち い き

の取組
とりくみ

が推進
すいしん

されるよう、支援
し え ん

に取
と

り組
く

みま

す。 

〇子
こ

どもの居場所
い ば し ょ

づくり活動
かつどう

支援
し え ん

補助
ほ じ ょ

金
きん

の交付
こ う ふ

 

〇子
こ

どもの居場所
い ば し ょ

づくり支援
し え ん

アドバイザーの派遣
は け ん

による相談
そうだん

支援
し え ん

 

〇フードバンク
ふ ー ど ば ん く

等
とう

と連携
れんけい

した食 材
しょくざい

などの配付
は い ふ

 

(2) 

ひきこもりなど困難
こんなん

を抱
かか

える若者
わかもの

への支援
し え ん

の推進
すいしん

 

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

 【３億
おく

4,767万円
まんえん

】 

青少年
せいしょうねん

相談
そうだん

センター、地域
ち い き

ユースプラザ及
およ

び若者
わかもの

サポートステーショ

ンを中 心
ちゅうしん

に、ひきこもりなど困難
こんなん

を抱
かか

える若者
わかもの

の自立
じ り つ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さ ん か

に

向
む

けた支援
し え ん

を進
すす

めていきます。また、来所
らいしょ

や電話
で ん わ

でつながりにくい若者
わかもの

からの相談
そうだん

を受
う

け付
つ

けるため、ＳＮＳ
えすえぬえす

を活用
かつよう

した相談
そうだん

窓口
まどぐち

を開設
かいせつ

しま

す。 

(3) 

ヤングケアラーの支援
し え ん

に

向
む

けた取組
とりくみ

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

《こども青 少 年 局
せいしょうねんきょく

、

健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

、教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

》
＞

   

【4,246万円
まんえん

】 

４年度
ね ん ど

に実施
じ っ し

した実態
じ っ し

把握
は あ く

調査
ちょうさ

の結果
け っ か

等
とう

を踏
ふ

まえ、ヤングケアラーを見
み

守
まも

り、支
ささ

える環 境
かんきょう

づくりを進
すす

めていきます。 

〇広
ひろ

く市民
し み ん

に向
む

けた広報
こうほう

・啓発
けいはつ

や関係
かんけい

機関向
き か ん む

け研 修
けんしゅう

等
とう

の推進
すいしん

 

〇ピアサポートやオンラインサロンを実施
じ っ し

する支援
し え ん

団体
だんたい

への補助
ほ じ ょ

 

〇家事
か じ

や育児
い く じ

支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする家庭
か て い

へのヘルパー派遣
は け ん

事業
じぎょう

の充 実
じゅうじつ

 

〇関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

や支援
し え ん

の強化
きょうか

に向
む

けた検討会
けんとうかい

の設置
せ っ ち

 

(4) 

困難
こんなん

を抱
かか

える高校生
こうこうせい

支援
し え ん

事業
じぎょう

（市立
し り つ

横浜
よこはま

総合
そうごう

高校
こうこう

「ようこそカフェ」 

運営
うんえい

支援
し え ん

）＜拡 充
かくじゅう

＞ 

《教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

》 

【556万円
まんえん

】 

様々
さまざま

な困難
こんなん

を抱
かか

える生徒
せ い と

の社会的
しゃかいてき

孤立
こ り つ

の予防
よ ぼ う

やコミュニケーション

能 力
のうりょく

の向 上
こうじょう

、キャリア形成
けいせい

の支援
し え ん

などのための取組
とりくみ

を実施
じ っ し

します。 

○横浜
よこはま

総合
そうごう

高校
こうこう

において、無料
むりょう

で飲み物
の み も の

などを用意
よ う い

し、リラックスした

友人
ゆうじん

との交 流
こうりゅう

の場
ば

を提 供
ていきょう

するとともに、大学生
だいがくせい

や社会人
しゃかいじん

との交 流
こうりゅう

・

相談
そうだん

の場
ば

づくり、相談
そうだん

スタッフによる個別
こ べ つ

相談
そうだん

の実施
じ っ し

 など 

○ 就 業
しゅうぎょう

体験
たいけん

プログラム、社会
しゃかい

貢献
こうけん

活動
かつどう

・ボランティア活動
かつどう

の実施
じ っ し

 

２ 困難
こんなん

を抱
かか

える子
こ

ども・若者
わかもの

、家庭
か て い

を支援
し え ん

につなぐ「仕組
し く

みづくり」 
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事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
など

 

(1) 
児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

 

【87億
おく

7,978万円
まんえん

】 

ひとり親
おや

家庭
か て い

等
など

の生活
せいかつ

の安定
あんてい

と自立
じ り つ

の促進
そくしん

に寄与
き よ

するため、児童
じ ど う

の福祉
ふ く し

の増進
ぞうしん

を図
はか

ることを目的
もくてき

として、手当
て あ て

を支給
しきゅう

します（年
ねん

６回
かい

）。 

(2) 

ひとり親
おや

家庭
か て い

等
など

自立
じ り つ

支援
し え ん

事業
じぎょう

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【４億
おく

1,437万円
まんえん

】 

ひとり親
おや

家庭
か て い

などに対
たい

する 就 業
しゅうぎょう

支援
し え ん

や生活
せいかつ

支援
し え ん

等
とう

の総合的
そうごうてき

な自立
じ り つ

支援
し え ん

を進
すす

めます。 

○日
にち

常
じょう

生活
せいかつ

支援
し え ん

事業
じぎょう

：利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

額
がく

を無償化
む し ょ う か

します。 

○思春期
し し ゅ ん き

・接続期
せ つ ぞ く き

支援
し え ん

事業
じぎょう

：定員
ていいん

を 80名
めい

から 100名
めい

に増員
ぞういん

します。 

(3) 

ひとり親
おや

世帯
せ た い

等
など

に対
たい

する

減免
げんめん

制度
せ い ど

 

【9,485 万円万円
まんえん

】 

多様
た よ う

な保育
ほ い く

ニーズに対応
たいおう

した一時
い ち じ

保育
ほ い く

などを経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

なく利用
り よ う

でき

る環 境
かんきょう

を整備
せ い び

します。 

事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

施設等退所後
し せ つ な ど た い し ょ ご

児童
じ ど う

に対
たい

するア

フターケア事業
じぎょう

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

  【6,445万円
まんえん

】 

支援
し え ん

拠点
きょてん

（よこはま PortFor）の運営
うんえい

や、相談
そうだん

支援
し え ん

を実施
じ っ し

するほか、

資格
し か く

等
とう

取得
しゅとく

、大学
だいがく

等
など

初年度
し ょ ね ん ど

納 入
のうにゅう

金
きん

及
およ

び家賃
や ち ん

の支給
しきゅう

n、進学
しんがく

・就職後
しゅうしょくご

の

フォローアップを 行
おこな

います。 

また、公認
こうにん

心理師
し ん り し

などによる心理的
し ん り て き

ケア実施するほか、大学
だいがく

等
など

初年度
し ょ ね ん ど

納 入
のうにゅう

金
きん

の支給
しきゅう

額
がく

の上 限
じょうげん

を 60 万
まん

円
えん

から 120万
まん

円
えん

に増額
ぞうがく

します。 

４ 孤立
こ り つ

を防
ふせ

ぎ、自立
じ り つ

につなぐ「施設
し せ つ

等
など

を退所
たいしょ

する子
こ

どもへの支援
し え ん

」 

３ 生活
せいかつ

の安定
あんてい

と自立
じ り つ

に向
む

けた「ひとり親
おや

家庭
か て い

への支援
し え ん

」 
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事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

など 

(1) 

保
ほ

育
いく

所
しょ

などにおける医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

の支援
し え ん

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【８億
おく

9,073万円
まんえん

】 

看護
か ん ご

職
しょく

を複数
ふくすう

配置
は い ち

し、 常
じょう

時
じ

、医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

の受
うけ

入
い

れが可能
か の う

な園
えん

を「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

サポート保育園
ほ い く え ん

」として新
あら

たに 12園
えん

認
にん

定
てい

します。また、医療的
いりょうてき

ケアを

行
おこな

う看
かん

護
ご

職
しょく

の雇
こ

用
よう

費
ひ

を拡
かく

充
じゅう

するほか、衛
えい

生
せい

用
よう

品
ひん

等
とう

の 消
しょう

耗
もう

品
ひん

費
ひ

を新
あら

たに助
じょ

成
せい

します。 

(2) 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・ 障
しょう

害
がい

児
じ

の受
うけ

入
い

れ

園
えん

の施
し

設
せつ

改
かい

修
しゅう

等
とう

＜新
しん

規
き

＞ 

    【1,750万円
まんえん

】 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・ 障
しょう

害
がい

児
じ

を受
う

け入
い

れる園
えん

に対
たい

し、施設
し せ つ

改修費
かいしゅうひ

や駐 車 場
ちゅうしゃじょう

等
とう

の

整備費
せ い び ひ

、備品
び ひ ん

等
とう

の購入費
こうにゅうひ

を助成
じょせい

します。 

(3) 

受
うけ

入
い

れ推
すい

進
しん

のための研
けん

修
しゅう

等
とう

の 充
じゅう

実
じつ

＜拡
かく

充
じゅう

＞ 

【344万円
まんえん

】 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

について基
き

礎
そ

的
てき

な知
ち

識
しき

や、受
うけ

入
い

れ施
し

設
せつ

での保育
ほ い く

の事例
じ れ い

を学ぶ
ま な ぶ

研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

し、普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を図
はか

ります。 

また、看護
か ん ご

職
しょく

や保育士
ほ い く し

等
とう

の研 修
けんしゅう

受講
じゅこう

費用
ひ よ う

や 研 修 中
けんしゅうちゅう

の代替
だいたい

職 員
しょくいん

の雇用費
こ よ う ひ

を

助成
じょせい

します。 

(4) 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

保
ほ

育
いく

教
きょう

育
いく

検
けん

討
とう

会
かい

議
ぎ

の実
じっ

施
し

＜新
しん

規
き

＞ 

【69万円
まんえん

】 

保
ほ

育
いく

所
しょ

などに 入
にゅう

所
しょ

希
き

望
ぼう

の医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

に係
かか

る保育上
ほいくじょう

の配慮
はいりょ

事項
じ こ う

等
とう

につい

て、医師
い し

・看護師
か ん ご し

・施設
し せ つ

長
ちょう

等
とう

より意見
い け ん

を聴 取
ちょうしゅ

します。 

 

事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

(1) 

学
がっ

校
こう

における医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

の支
し

援
えん

＜拡
かく

充
じゅう

＞ 

《教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

》 

   【５億
おく

3,830万円
まんえん

】 

医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な児童
じ ど う

生徒
せ い と

への対応
たいおう

のため、肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

６校
こう

の看護師
か ん ご し

体制
たいせい

を拡 充
かくじゅう

します。また、小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

等
とう

で日 常 的
にちじょうてき

に医療的
いりょうてき

ケアが

必要
ひつよう

な児童
じ ど う

生徒
せ い と

に、訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

を派遣
は け ん

します。 

１ 保育所
ほ い く し ょ

等
と う

における支援
し え ん

 

 

「第
だ い

２期
き

横
よ こ

浜
は ま

市
し

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

」及
およ

び「第
だい

４期
き

障 害 者
しょうがいしゃ

プラン」に基
もと

づき、障 害
しょうがい

のある児童
じ ど う

が、一人
ひ と り

ひとりの育
そだ

ちに適
てき

した療 育
りょういく

や支援
し え ん

を受
う

けることがで

きるよう、必要
ひつよう

な取組
とりくみ

を進
すす

めています。 

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

サポート保育園
ほ い く え ん

」の認定
にんてい

など、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

の日
にち

 

常
じょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を支
ささ

えるための取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

また、地域
ち い き

療 育
りょういく

センターの利用
り よ う

を希望
き ぼ う

する児童
じ ど う

及
およ

びその保護者
ほ ご し ゃ

が、速
すみ

やかに必要
ひつよう

な

支援
し え ん

を受
う

けられるよう、地域
ち い き

療 育
りょういく

センターにおける初期
し ょ き

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

などに取
と

り組
く

み

ます。 

 

・障
しょう

害
が い

児
じ

への 

支
し

援
え ん

の充
じゅう

実
じ つ

 

○「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

及
およ

びその家族
か ぞ く

に対
たい

する支
し

援
えん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」（令
れい

和
わ

３年
ねん

９月
がつ

施
し

行
こう

）を踏
ふ

まえ、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

の

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を支
ささ

えるための取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。 

○保育所
ほ い く し ょ

・学校
がっこう

・放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

健全
けんぜん

育成
いくせい

事業所
じぎょうしょ

等
など

における医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の受入
う け い

れ環 境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めます。 

○地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教 育
きょういく

等
など

の多分野
た ぶ ん や

にわたる相談
そうだん

・調 整
ちょうせい

を 行
おこな

うコーディネーターによる支援
し え ん

を 行
おこな

います。また、支援
し え ん

に必要
ひつよう

な知識
ち し き

・技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を 行
おこな

う支
し

援
えん

者
しゃ

の養
よう

成
せい

に取
と

り組
く

みます。 

○医
い

療
りょう

的
てき

ケアを担
にな

う看
かん

護
ご

師
し

等
とう

の確
かく

保
ほ

・育成
いくせい

を目的
もくてき

として研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

令
れ い

和
わ

５年
ね ん

度
ど

の重
じゅう

点
て ん

取
と り

組
く み

 

２ 学校
がっこう

における支援
し え ん

 

医療的
い り ょ う て き

ケア児
じ

・者
し ゃ

等
と う

への支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ

 

特集
とくしゅう

４ 

再掲
さい けい

（ P
ぺーじ

.7） 

再掲
さい けい

（ P
ぺーじ

.7） 
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事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

(1) 

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

健全
けんぜん

育成
いくせい

事業所
じぎょうしょ

におけ

る医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

の支援
し え ん

 

＜拡 充
かくじゅう

＞   【1,860万円
まんえん

】 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

の受
うけ

入
い

れの推
すい

進
しん

を図
はか

るため、医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

を受入
う け い

れたクラブが

看護師
か ん ご し

を配置
は い ち

した場合
ば あ い

の支援
し え ん

を１か所
しょ

から４か所
しょ

に拡 充
かくじゅう

するとともに、受入
う け い

れのための施設
し せ つ

改修費
かいしゅうひ

補助
ほ じ ょ

を新設
しんせつ

します。 

事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
とう

 

(1) 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支
し

援
えん

促
そく

進
しん

事
じ

業
ぎょう

《こども青
せい

少
しょう

年
ねん

局
きょく

他
ほか

３ 局
きょく

》 

【3,767万円
まんえん

】 

医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

などの在
ざい

宅
たく

生
せい

活
かつ

を支
ささ

えるため、医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

などコーデ

ィネーターを 中
ちゅう

心
しん

に関
かん

係
けい

機
き

関
かん

との連
れん

携
けい

や地
ち

域
いき

での受
うけ

入
い

れを推
すい

進
しん

（支援者
し え ん し ゃ

養成
ようせい

研 修
けんしゅう

の実施
じ っ し

等
とう

）します（こども青 少 年 局
せいしょうねんきょく

、健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

、医 療 局
いりょうきょく

、教 育
きょういく

委員会
い い ん か い

事務局
じ む き ょ く

の４ 局
きょく

で実施
じ っ し

）。 

(2) 

医
い

療
りょう

的
てき

ケアを担
にな

う看
かん

護
ご

師
し

等
とう

に対
たい

す

る研
けん

修
しゅう

＜新
しん

規
き

＞ 

【600万円
まんえん

】 

保育所
ほ い く じ ょ

や放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

健全
けんぜん

育成
いくせい

事業所
じぎょうしょ

などにおいて医療的
いりょうてき

ケアを担
にな

う看護師
か ん ご し

等
とう

の

確保
か く ほ

・育成
いくせい

を目的
もくてき

として、研 修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

(3) 

多機能型
た き の う が た

拠点
きょてん

の運営
うんえい

・整備
せ い び

 

《健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

》 

【８億
おく

5,332万
まん

円
えん

】 

常
つね

に医
い

療
りょう

的
てき

ケアを必
ひつ

要
よう

とする 重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

などとその家族
か ぞ く

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支援
し え ん

する多機能型
た き の う が た

拠点
きょてん

（３か所
しょ

）の運営
うんえい

補助
ほ じ ょ

を 行
おこな

うとともに、引
ひ

き続
つづ

き

４か所目
し ょ め

の整備
せ い び

を進
すす

めます（６年度
ね ん ど

開所
かいしょ

予定
よ て い

）。 

事業
じ ぎ ょ う

・取組名
と り く み め い

 主
お も

な取組
と り く み

内容
な い よ う

等
と う

 

(1) 

初期
し ょ き

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

＜拡 充
かくじゅう

＞ 

【１億
おく

2,808万円
まんえん

】 

利用
り よ う

申込後
もうしこみご

、早期
そ う き

に支援
し え ん

を開始
か い し

するため、子
こ

どもの遊
あそ

びの場
ば

の提 供
ていきょう

と保護者
ほ ご し ゃ

へ

の相
そう

談
だん

対
たい

応
おう

を 行
おこな

う「ひろば事
じ

業
ぎょう

」や、心理
し ん り

職
しょく

による面接
めんせつ

などの初期
し ょ き

支援
し え ん

を

充 実
じゅうじつ

します。（５年度
ね ん ど

開始
か い し

：西部
せ い ぶ

・北部
ほ く ぶ

／拡 充
かくじゅう

：東部
と う ぶ

／準備
じゅんび

：他
ほか

６センター） 

(2) 

保育所
ほ い く し ょ

などへの支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

 

＜拡 充
かくじゅう

＞  

   【5,580万円
まんえん

】 

障
しょう

害
がい

のある児
じ

童
どう

が通
かよ

う保
ほ

育
いく

所
じょ

、幼
よう

稚
ち

園
えん

、小
しょう

学
がっ

校
こう

などに、児
じ

童
どう

の特
とく

性
せい

に合
あ

わせた

適
てき

切
せつ

な支
し

援
えん

方
ほう

法
ほう

の助
じょ

言
げん

を行う「巡 回
じゅんかい

訪問
ほうもん

」を拡 充
かくじゅう

するため、各地域
か く ち い き

療 育
りょういく

セン

ターにソーシャルワーカーを増員
ぞういん

します。 

(3) 
集

しゅう

団
だん

療
りょう

育
いく

の 充
じゅう

実
じつ

＜拡
かく

充
じゅう

＞ 

【１億
おく

352万
まん

円
えん

】 

利用
り よ う

児童
じ ど う

の増加
ぞ う か

が顕著
けんちょ

な東部
と う ぶ

地域
ち い き

療 育
りょういく

センターについて、６年度
ね ん ど

の集 団
しゅうだん

療 育
りょういく

の場
ば

の増設
ぞうせつ

に向
む

けて、施
し

設
せつ

改
かい

修
しゅう

等
とう

の 準
じゅん

備
び

を進
すす

めます。 

また、 集
しゅう

団
だん

療
りょう

育
いく

のクラスにおける医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

や行
こう

動
どう

障
しょう

害
がい

のある児童
じ ど う

の

対応
たいおう

のため、各地域
か く ち い き

療 育
りょういく

センターに非常勤
ひじょうきん

の看護師
か ん ご し

や保育士
ほ い く し

等
とう

を配置
は い ち

します。 

３ 放課後
ほ う か ご

における支援
し え ん

 

４ 地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

における支
し

援
えん

（その他
た

） 

令
れ い

和
わ

５年
ね ん

度
ど

の重点
じ ゅ う て ん

取組
と り く み

 

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

の増加
ぞ う か

や保護者
ほ ご し ゃ

の就 労
しゅうろう

状 況
じょうきょう

等
とう

によるニーズの変化
へ ん か

を踏
ふ

まえ、速
すみ

やかに必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を実
じっ

施
し

できるよう

以下
い か

の取組
とりくみ

を進
すす

めます。 

○利用
り よ う

申込後
もうしこみご

、早期
そ う き

に支援
し え ん

を開始
か い し

するため、初期
し ょ き

支援
し え ん

を充 実
じゅうじつ

します。 

○保育所
ほ い く し ょ

等
とう

への巡 回
じゅんかい

訪問
ほうもん

を拡 充
かくじゅう

するため、職 員
しょくいん

体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

します。 

○利
り

用
よう

児
じ

増
ぞう

加
か

への対
たい

応
おう

や医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

などへの対
たい

応
おう

等
とう

、集 団
しゅうだん

療 育
りょういく

の充 実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センターにおける支援
し え ん

の充実
じ ゅ う じ つ
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【こども青 少 年 局
せいしょうねんきょく

における事業
じぎょう

・取組
とりくみ

】 

事業
じぎょう

・取組名
とりくみめい

 主
おも

な取組
とりくみ

内容
ないよう

等
など

 

(1) 

新型
しんがた

コロナウイルス

感染症
かんせんしょう

患者
かんじゃ

の子
こ

どもの受
うけ

入
いれ

環 境
かんきょう

整備
せ い び

事業
じぎょう

 

   【4,173万円
まんえん

】 

保護者
ほ ご し ゃ

が新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

により入 院
にゅういん

し、親族
しんぞく

等
など

によ

る保護
ほ ご

も難しい
むずか    

場合
ば あ い

など、やむを得
え

ない事情
じじょう

により養育者
よういくしゃ

不
ふ

在
ざい

と

なった子
こ

どもについて、医療
いりょう

機関
き か ん

に一時的
い ち じ て き

に受
う

け入
い

れ、保護
ほ ご

しま

す。 

(2) 

休 園
きゅうえん

時
じ

の代替
だいたい

保育
ほ い く

利用料
りようりょう

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

【100万円
まんえん

】 

感染症
かんせんしょう

拡大
かくだい

や風水害
ふうすいがい

等
など

により、臨時
り ん じ

休 園
きゅうえん

となった施設
し せ つ

の在園
ざいえん

児童
じ ど う

が、やむを得
え

ず代替
だいたい

保育
ほ い く

を利用
り よ う

した際
さい

の利用料
りようりょう

を保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

して補助
ほ じ ょ

します。 

(3) 

児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
など

における

感染症
かんせんしょう

拡大
かくだい

防止
ぼ う し

対策
たいさく

事業
じぎょう

 

【23億
おく

4,438万円
まんえん

】 

児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
など

における感染
かんせん

拡大
かくだい

防
ぼう

止
し

を図
はか

るため、感染
かんせん

防止
ぼ う し

に資
し

する備品
び ひ ん

購 入
こうにゅう

等
など

に対
たい

する経費
け い ひ

や、施設
し せ つ

職
しょく

員
いん

が感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

の徹底
てってい

を図
はか

りながら施設
し せ つ

運営
うんえい

できるために必要
ひつよう

な経
けい

費
ひ

を補助
ほ じ ょ

します。 

また、感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

を目的
もくてき

とした簡易
か ん い

な改 修
かいしゅう

にかかる経費
け い ひ

を補助
ほ じ ょ

します。 

(4) 

障害児
しょうがいじ

施設
し せ つ

等
とう

における 

福祉
ふ く し

サービス継続
けいぞく

支援
し え ん

事業
じぎょう

 

【3,199万円
まんえん

】 

新型
しんがた

コロナウイルスの感染者
かんせんしゃ

が発生
はっせい

した施設
し せ つ

・事業
じぎょう

所
しょ

において、

建物
たてもの

の消 毒
しょうどく

に要
よう

する費用
ひ よ う

や職 員
しょくいん

の感染
かんせん

等
とう

に 伴
ともな

う人員
じんいん

確保
か く ほ

等
とう

、サ

ービスの継続
けいぞく

に必要
ひつよう

な経費
け い ひ

を補助
ほ じ ょ

します。 

本市
ほ ん し

では、新型
しんがた

コロナウイルス感 染 症
かんせんしょう

から市民
し み ん

の安全
あんぜん

と健
けん

康
こう

を守
まも

るた

め、国
くに

・県
けん

・関係
かんけい

機関
き か ん

と連携
れんけい

し、ワクチン接種
せっしゅ

体制
たいせい

や診 療
しんりょう

・検査
け ん さ

体制
たいせい

の

充 実
じゅうじつ

のほか、療 養
りょうよう

環 境
かんきょう

の整備
せ い び

、保健所
ほ け ん し ょ

体制
たいせい

の強化
きょうか

等
など

に取
と

り組
く

んできま

した。引
ひ

き続
つづ

き感染
かんせん

状 況
じょうきょう

に応
おう

じた適切
てきせい

な対応
たいおう

を進
すす

めます。 

新型

し ん が た

コロナ 

対策
た い さ く
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(5) 

児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
など

に対
たい

する

抗原
こうげん

検査
け ん さ

事業
じぎょう

 

【２億
おく

5,204万円
まんえん

】 

児童
じ ど う

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

等
など

において、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

が 疑
うたが

われ

る 症 状
しょうじょう

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

などに、職 員
しょくいん

が即時
そ く じ

に検査
け ん さ

を行い
お こ な

必要
ひつよう

な

対策
たいさく

をとる事
こと

ができるよう、抗原
こうげん

検査
け ん さ

キットを配付
は い ふ

します。 

(6) 

妊娠
にんしん

・出 産
しゅっさん

サポート事業
じぎょう

 

（分娩前
ぶんべんまえ

ＰＣＲ
ぴーしーあーる

検査
け ん さ

事業
じぎょう

） 

【2,950万円
まんえん

】 

感染症
かんせんしょう

のリスクが続
つづ

く中
なか

でも安心
あんしん

して妊娠
にんしん

・出 産
しゅっさん

ができるよ

う、感染症
かんせんしょう

に対
たい

して強
つよ

い不安
ふ あ ん

を抱
かか

えている妊婦
に ん ぷ

を対 象
たいしょう

に、

分娩前
ぶんべんまえ

のＰＣＲ
ぴーしーあーる

検査
け ん さ

費用
ひ よ う

を補助
ほ じ ょ

します。 

(7) 

ひとり親
おや

世帯
せ た い

フードサポー

ト事業
じぎょう

   

 【1,719万円
まんえん

】 

感染
かんせん

拡大
かくだい

の影 響
えいきょう

により困 窮
こんきゅう

しているひとり親
おや

世帯
せ た い

を支援
し え ん

するた

め、フードバンクを活用
かつよう

した食 品
しょくひん

提 供
ていきょう

を 行
おこな

います。 
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※このページ以降、横浜市子ども・子育て支援事業計画の施策分野ごとに主な事業を掲載しています。また、（）内の金額は前年度予算額です。

事業内容
じぎょうないよう

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援法
しえんほう

に基
もと

づき、「教育
きょういく

・保育給付
ほいくきゅうふ

」の認定
にんてい

を受
う

けた子
こ

どもに対
たい

する保育
ほ い く

・教育
きょういく

を実施
じ っ し

します。なお、３歳児
さ い じ

から５

歳児
さ い じ

の子
こ

ども及
およ

び市
し

民
みん

税
ぜい

非課税
ひ か ぜ い

世帯
せ た い

の０歳児
さ い じ

から２歳児
さ い じ

の子
こ

どもは、

利用料
りようりょう

が無償
むしょう

となります。

また、各区
か く く

に保育
ほ い く

・教育
きょういく

コンシェルジュを設置
せ っ ち

し、適切
てきせつ

な保育
ほ い く

・

教育
きょういく

につなげるための支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

います。

１ 「教育
きょういく

・保育
ほ い く

給付
きゅうふ

」の認定
にんてい

を受
う

けた子
こ

どもの保育
ほ い く

・教育
きょういく

＜拡充
かくじゅう

＞

1,597億
おく

4,640万円
まんえん

 (1,533億
おく

6,325万円
まんえん

)

給付
きゅうふ

の認定区分
にんていくぶん

に応
おう

じた保育
ほ い く

・教育
きょういく

を実施
じ っ し

します。新制度
しんせいど

にお

ける施設型給付及
しせつがたきゅうふおよ

び地域型保育給付
ちいきがたほいくきゅうふ

、保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
しつ

の向上
こうじょう

 等
とう

の

ための市
し

独自
ど く じ

助成
じょせい

を給付対象施設
きゅうふたいしょうしせつ

・事業
じぎょう

に支給
しきゅう

し、保育
ほ い く

・教育
きょういく

の

質
しつ

を確保
か く ほ

し、安定的
あんていてき

かつ継続的
けいぞくてき

な運営
うんえい

を支援
し え ん

します。

(1) 施設型
しせつがた

給付
きゅうふ

 及
およ

び地域型
ちいきがた

保育
ほ い く

給付
きゅうふ

ア　施設型給付費
しせつがたきゅうふひ

保育所
ほいくしょ

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

で認定
にんてい

区分
く ぶ ん

に応
おう

じた保育
ほ い く

・

教育
きょういく

を 実施
じ っ し

します。

○ 利用見込児童数
り よ う み こ み じ ど う す う

 １号認定
ごうにんてい

　　：月平均
つきへいきん

　約
やく

25,100人
にん

 ２・３号認定
ごうにんてい

：月平均
つきへいきん

　約
やく

69,400人
にん

イ　地域型保育給付費
ちいきがたほいくきゅうふひ

小規模保育事業
しょうきぼほいくじぎょう

、家庭的保育事業
かていてきほいくじぎょう

（家庭保育福祉員
か て い ほ い く ふ く し い ん

）、事業
じぎょう

所内保育事業及
しょないほいくじぎょうおよ

び居宅訪問型保育事業
きょたくほうもんがたほいくじぎょう

で０～２歳児
さ い じ

(３号認定
ごうにんてい

)

の保育
ほ い く

を実施
じ っ し

します。

○ 利用
り よ う

見込
み こ み

児童数
じどうすう

：月平均
つきへいきん

　約
やく

3,800人
にん

事業所内保育事業
じぎょうしょないほいくじぎょう

4か所
しょ

4か所
しょ

居宅訪問型保育事業
きょたくほうもんがたほいくじぎょう

1か所
しょ

1か所
しょ

計
けい

256か所
しょ

271か所
しょ

小規模保育事業
しょうきぼほいくじぎょう

229か所
しょ

244か所
しょ

家庭的保育事業
かていてきほいくじぎょう

22か所
しょ

22か所
しょ

計
けい

1028か所
しょ

1048か所
しょ

105億
おく

2,424万円
まんえん

内訳
うちわけ

令
れい

和
わ

４年度
ね ん ど

令
れい

和
わ

５年度
ね ん ど

見込
み こ み

幼
よう

保
ほ

連携型
れんけいかた

 認定
にんてい

こども園
えん

49か所
しょ

52か所
しょ

幼稚園
ようちえん

型
がた

認定
にんてい

こども園
えん

15か所
しょ

15か所
しょ

808か所
しょ

市立保育所
しりつほ いく しょ

61か所
しょ

58か所
しょ

幼稚園
ようちえん

（給付
きゅうふ

 対象
たいしょう

  施設
し せ つ

） 107か所
しょ

115か所
しょ

1,158億
おく

1,226万円
まんえん

差
さし

引
ひき

6,139,840

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

内訳
うちわけ

令
れい

和
わ

４年度
ね ん ど

令
れい

和
わ

５年度
ね ん ど

見込
み こ み

民間
みんかん

保育
ほ い く

所
しょ

796か所
しょ

1

本
ほん

年
ねん

度
ど

162,442,803前
ぜん

年
ねん

度
ど

千円
せんえん

168,582,643

新 制 度
しん　せい　ど　

 に お け る

保育
ほ い く

・教育
きょういく

の実施等
じっしとう

58,185,442

市　費
し ひ

72,626,627

その他
た

11,276,698

1,263億
おく

3,650万円
まんえん

県
けん

26,493,876

施策分野１
基本施策①
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※このページ以降、横浜市子ども・子育て支援事業計画の施策分野ごとに主な事業を掲載しています。また、（）内の金額は前年度予算額です。

(2) 保育
ほ い く

・教育施設及
きょういくしせつおよ

び地域型保育向上
ちいきがたほいくこうじょう

支援費
し え ん ひ

＜拡充
かくじゅう

＞

給付対象施設
きゅうふたいしょうしせつ

・事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

して、保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
しつ

の向上
こうじょう

のため、本市独自
ほ ん し ど く じ

の助成
じょせい

として、障害児
しょうがいじ

等
とう

の受入
う け い

れにあたり保育士
ほ い く し

等
とう

を加配
か は い

するための経費
け い ひ

やアレルギー児童
じ ど う

に対応
たいおう

するための経費
け い ひ

等
とう

を助
じょ

成
せい

します。５年度
ね ん ど

は、本市
ほ ん し

の配置
は い ち

基準
きじゅん

に加
くわ

え、追加
つ い か

で配置
は い ち

する保育士
ほ い く し

等
とう

に係
かか

る助成
じょせい

を拡充
かくじゅう

します。

さらに、園児
え ん じ

の安全
あんぜん

を確保
か く ほ

するため、登園時
とうえんじ

やプール活動時
かつどうじ

など人手
ひ と で

が多
おお

く求
もと

められる時間帯
じかんたい

に保
ほ

育支援者
いくしえんしゃ

を配置
は い ち

する場合
ば あ い

の加算
か さ ん

を新設
しんせつ

します。

また、保育所
ほいくしょ

等
とう

における医療的
いりょうてき

ケア児
じ

への支援
し え ん

として「医療的
いりょうてき

ケア児
じ

サポート保育園
ほいくえん

」（12園
えん

）

への加算
か さ ん

の新設
しんせつ

をはじめ、医療的
いりょうてき

ケアを行
おこな

う看護職
かんごしょく

の雇用費
こ よ う ひ

等
とう

を拡充
かくじゅう

します。併
あわ

せて、看護職
かんごしょく

や保
ほ

育士
い く し

等
とう

の研修受講費用
けんしゅうじゅこうひよう

や代替職員
だいたいしょくいん

の雇用費
こ よ う ひ

を助成
じょせい

するほか、衛生用品
えいせいようひん

等
とう

の消耗品費
しょうもうひんひ

を新
あら

たに助成
じょせい

し

ます。

その他
た

、国
くに

の公定価格
こうていかかく

における処遇改善等加算
しょぐうかいぜんとうかさん

Ⅱと併
あわ

せて、経験年数
けいけんねんすう

７年
ねん

以上
いじょう

の要件
ようけん

を満
み

たす全
すべ

ての保育士
ほ い く し

等
とう

に月額
げつがく

４万円
まんえん

の処遇改善
しょぐうかいぜん

ができるよう独自助成
どくじじょせい

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じ っ し

します。

ア　保育
ほ い く

・教育
きょういく

 施設
し せ つ

向上
こうじょう

 支援費
し え ん ひ

保育
ほ い く

所
しょ

、幼稚園
ようちえん

、認定
にんてい

こども園
えん

での保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
しつ

の向上
こうじょう

に必要
ひつよう

な経費
け い ひ

を助成
じょせい

します。

イ　地域
ち い き

型
がた

保育向上
ほいくこうじょう

支援費
し え ん ひ

小規模保育事業
しょうきぼほいくじぎょう

、家庭的保育事業
かていてきほいくじぎょう

（家庭保育福祉員
か て い ほ い く ふ く し い ん

）、事業所内保育事業及
じぎょうしょないほいくじぎょうおよ

び居宅訪問型保育
きょたくほうもんがたほいく

事業での保育・教育の質の向上に必要な経費を助成します。
じぎょう　　　ほいく・きょういく　しつ　　こうじょう　ひつよう　けいひ　じょせい

334億
おく

989万円
まんえん

12億
おく

8,136万円
まんえん

321億
おく

2,853万円
まんえん

とくしゅう

特集１、４
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２　  延長保育事業
えんちょうほいくじぎょう

62億
おく

2,653万円
まんえん

 (60億
おく

5,287万円
まんえん

)

給付対象施設
きゅうふたいしょうしせつ

・事業者
じぎょうしゃ

に対
たい

し、各施設
かくしせつ

・事業者
じぎょうしゃ

が定
さだ

める保育時間
ほ い く じ か ん

を超
こ

えて延長保育
えんちょうほいく

が必要
ひつよう

な乳児
にゅうじ

、

幼児
よ う じ

の保育
ほ い く

を実施
じ っ し

するために必要
ひつよう

な経費
け い ひ

を助成
じょせい

します。

３ 保育
ほ い く

・教育
きょういく

コンシェルジュの設置
せ っ ち

1億
おく

4,044万円
まんえん

 (1億
おく

4,006万円
まんえん

)

保育
ほ い く

・教育
きょういく

コンシェルジュを各区
か く く

に配置
は い ち

し、保護者
ほ ご し ゃ

のニーズと必要
ひつよう

な保育
ほ い く

サービス等
とう

を適切
てきせつ

に結
むす

び

つけ、待機児童
た い き じ ど う

の解消
かいしょう

と子育
こ そ だ

て家庭
か て い

へのサービス向上
こうじょう

を図
はか

ります。

４ 年度限定保育事業
ねんどげんていほいくじぎょう

2億
おく

3,332万円
まんえん

 (2億
おく

7,031万円
まんえん

)

保育
ほ い く

所
しょ

等
とう

を利用
り よ う

できず「保留
ほりゅう

となった１・２歳児
さ い じ

」を対象
たいしょう

に、認可保育
に ん か ほ い く

所
しょ

等
とう

の空
あ

きスペースを活用
かつよう

し、年度
ね ん ど

を限定
げんてい

して保育
ほ い く

を実施
じ っ し

する保育
ほ い く

所
しょ

に対
たい

して、運営費
うんえいひ

の一部
い ち ぶ

を助成
じょせい

します。

５ 市立保育
し り つ ほ い く

所
しょ

民間移管事業
みんかんいかんじぎょう

7,663万円
まんえん

 (7,578万円
まんえん

)

６年度移管予定園
ね ん ど い か ん よ て い え ん

の引継
ひ き つ

ぎ・共同保育
きょうどうほいく

を実施
じ っ し

するとともに、既移管園
き い か ん え ん

へのアフターフォローを実施
じ っ し

します。

６ 横浜保育室助成事業
よこはまほいくしつじょせいじぎょう

6億
おく

9,939万円
まんえん

 (11億
おく

5,460万円
まんえん

)

本市独自
ほ ん し ど く じ

の基準
きじゅん

を満
み

たす認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

のうち、地域
ち い き

の状況等
じょうきょうとう

を踏
ふ

まえて横浜保育室
よこはまほいくしつ

として認定
にんてい

し

た施設
し せ つ

に助成
じょせい

し、一定
いってい

の保育水準
ほいくすいじゅん

の確保
か く ほ

、保護者負担軽減
ほ ご し ゃ ふ た ん け い げ ん

を図
はか

ります。 （施設
し せ つ

数
すう

：12か所
しょ

）

７ 認可外保育施設等利用料助成事業
にんかがいほいくしせつとうりようりょうじょせいじぎょう

8億
おく

8,945万円
まんえん

 (10億
おく

6,255万円
まんえん

)

施設
し せ つ

等
とう

利用
り よ う

給付
きゅうふ

認定
にんてい

保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

し、認可外保育施設等
にんかがいほいくしせつとう

の利用料
りようりょう

を助成
じょせい

します。

８ 無償化
むしょうか

に伴
ともな

う認可外保育施設
に ん か が い ほ い く し せ つ

の質
しつ

の確保
か く ほ

・向上
こうじょう

＜拡充
かくじゅう

＞ 3億
おく

351万円
まんえん

 (8,355万円
まんえん

)

認可
に ん か

外
がい

保育
ほ い く

施設
し せ つ

やベビーシッターに対
たい

し、保育
ほ い く

の質
しつ

の確保
か く ほ

・向上
こうじょう

のための研修
けんしゅう

、児童
じ ど う

の処遇向上
しょぐうこうじょう

を

目的
もくてき

とした助成
じょせい

を実施
じ っ し

します。

また、子
こ

どもの安全
あんぜん

対策
たいさく

として、新
あら

たに登園管理
とうえんかんり

システム導入
どうにゅう

にかかる費用
ひ よ う

の助成
じょせい

を実施
じ っ し

します。

９ 保育所等
ほいくしょとう

における業務効率化推進事業
ぎょうむこうりつかすいしんじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞ 9,078万円
まんえん　

 (9,554万円
まんえん

)

保育士
ほ い く し

の業務負担軽減
ぎょうむふたんけいげん

を図
はか

るため、保育所等
ほいくしょとう

に対
たい

し、ＩＣＴ等
あいしーてぃーとう

を活用
かつよう

した業務支援
ぎょうむしえん

システムや翻訳
ほんやく

機等
き と う

の導入
どうにゅう

にかかる経費
け い ひ

を補助
ほ じ ょ

します。また、子
こ

どもの安全
あんぜん

対策
たいさく

として、登園
とうえん

管理
か ん り

システム導入
どうにゅう

にか

かる補助上限額
ほじょじょうげんがく

を拡充
かくじゅう

し、補助要件
ほじょようけん

を緩和
か ん わ

します。

10 市立保育
し り つ ほ い く

所
しょ

の業務支援
ぎょうむしえん

システム 3,368万円
まんえん

 (4,952万円
まんえん

)

市
し

立保育所
りつほいくじょ

全園
ぜんえん

に導入
どうにゅう

している業務支援
ぎょうむしえん

システムを引
ひ

き続
つづ

き使用
し よ う

し、スマートフォンを活用
かつよう

した園
えん

からのお知
し

らせの受信
じゅしん

や欠席
けっせき

連絡等
れんらくとう

を可能
か の う

にすることで、保護者
ほ ご し ゃ

の利便性向上
りべんせいこうじょう

を図
はか

ります。

また、児童
じ ど う

の検温等
けんおんとう

の記録
き ろ く

や保育日誌
ほ い く に っ し

等
とう

を電子化
で ん し か

することにより、保育士
ほ い く し

の業務
ぎょうむ

負担軽減
ふたんけいげん

を図
はか

りま

す。

（18区
く

：40人
にん

）
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※このページ以降、横浜市子ども・子育て支援事業計画の施策分野ごとに主な事業を掲載しています。また、（）内の金額は前年度予算額です。

11　 給付費申請
きゅうふひしんせい

のオンライン化
か

3,381万円
まんえん

 (2,400万円
まんえん

)

給付対象施設
きゅうふたいしょうしせつ

・事業所
じぎょうしょ

からの給付
きゅうふ

費
ひ

申請
しんせい

をオンライン化
か

し、施設
し せ つ

職員
しょくいん

の事務
じ む

負担軽減
ふたんけいげん

を図
はか

ります。

12 保育料等
ほいくりょうとう

のコンビニ収納委託
しゅうのういたく

＜新規
し ん き

＞ 3,790万円
まんえん

 (新規
しんき

)

保護者
ほ ご し ゃ

の利便性向上
りべんせいこうじょう

のため、６年度
ね ん ど

からのコンビニ納付
の う ふ

の導入
どうにゅう

に向
む

けたシステム改修
かいしゅう

を行
おこな

います。

13 保育
ほ い く

所
し ょ

入所
にゅうしょ

事務
じ む

等
と う

におけるＲＰＡ
あーるぴーえー

、ＡＩ
えーあい

－ＯＣＲ
おーしーあーる

の活用
か つ よ う

6,158万円
まんえん

 (6,233万円
まんえん

)

保育所
ほ い く し ょ

入所事務
に ゅ う し ょ じ む

や幼稚園
よ う ち え ん

利用児童
り よ う じ ど う

の認定事務
に ん て い じ む

について、ＲＰＡ
あーるぴーえー

及
およ

びＡＩ
えーあい

－ＯＣＲ
おーしーあーる

を活用
かつよう

し、事務
じ む

の

効率化
こうりつか

を図
はか

ります。

14 指導
し ど う

・監査
か ん さ

923万円
まんえん

 (846万円
まんえん

)

(1) 認可
に ん か

保育
ほ い く

所
しょ

等
とう

の指導
し ど う

等
とう

※一部
いちぶ

、予算額
よさんがく

は８に含
ふく

む

　保育
ほ い く

の質
しつ

を確保
か く ほ

し、保育中
ほいくちゅう

の重大事故等
じゅうだいじことう

を防止
ぼ う し

するために、認可保育
に ん か ほ い く

所
しょ

や小規模保育事業所
しょうきぼほいくじぎょうしょ

、認
にん

可外保育施設等
か が い ほ い く し せ つ と う

に対
たい

して、保育
ほ い く

の実施状況
じっしじょうきょう

を確認
かくにん

し、助言
じょげん

・指導
し ど う

を行
おこな

う巡回訪問
じゅんかいほうもん

を実施
じ っ し

します。

　また、より良
よ

い施設運営
しせつうんえい

に向
む

け、施設長等
しせつちょうとう

を対象
たいしょう

に、組織
そ し き

マネジメント等講習
とうこうしゅう

を実施
じ っ し

します。

(2) 認可
に ん か

保育
ほ い く

所
しょ

等
とう

の監査
か ん さ

保育所等
ほいくしょとう

への一般指導監査
いっぱんしどうかんさ

、運営
うんえい

に問題
もんだい

のある施設
し せ つ

等
とう

への特別指導
とくべつしどう

監査
か ん さ

等
とう

を随時
ず い じ

実施
じ っ し

します。

また、法律
ほうりつ

や会計
かいけい

専門家
せんもんか

の助言
じょげん

を得
え

ながら、監査
か ん さ

の質
しつ

の向上
こうじょう

に取
と

り組
く

みます。

とくしゅう
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　待機
た い き

児童
じ ど う

解消
かいしょう

に向
む

け、保留
ほりゅう

児童
じ ど う

対策
たいさく

タスクフォースによる分析
ぶんせき

結果
け っ か

を踏
ふ

まえ、既存
き ぞ ん

の保育
ほ い く

・教育資源
きょういくしげん

の活用
かつよう

を中心
ちゅうしん

に１歳児
さ い じ

の受入枠確保
うけいれわくかくほ

を進
すす

めます。受入枠
うけいれわく

がなお不足
ふ そ く

する地域
ち い き

については、保育所等
ほいくしょとう

を整備
せ い び

し、市全体
しぜんたい

で新
あら

たに1,295人分
にんぶん

の受入枠
うけいれわく

の確保
か く ほ

に取
と

り組
く

んでいきます。

　また、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・障害児
しょうがいじ

を受
う

け入
い

れるための整備
せ い び

を進
すす

めます。

2億
おく

9,816万円
まんえん

 (9,175万円
まんえん

)

(1) 保育
ほ い く

ニーズの高
たか

い１歳児
さ い じ

の受入枠拡大
うけいれわくかくだい

＜拡充
かくじゅう

＞

2億
おく

7,566万円
まんえん

ア　１歳
さい

児
じ

枠
わく

拡大
かくだい

に向
む

けた定員
ていいん

構成
こうせい

の見直
み な お

し＜拡充
かくじゅう

＞

　既存施設
き ぞ ん し せ つ

において、引
ひ

き続
つづ

き１歳児
さ い じ

の受入枠
うけいれわく

を拡大
かくだい

するための

定員変更
ていいんへんこう

を行
おこな

う場合
ば あ い

の補助
ほ じ ょ

を実施
じ っ し

するとともに、新
あら

たに０歳児
さ い じ

の

定員
ていいん

を１歳児
さ い じ

に振
ふ

り替
か

える場合
ば あ い

に補助
ほ じ ょ

します。

イ　中規模
ちゅうきぼ

な改修
かいしゅう

による既存活用
きぞんかつよう

の推進
すいしん

＜拡充
かくじゅう

＞

　既存
き ぞ ん

施設
し せ つ

の中規模
ちゅうきぼ

な改修
かいしゅう

において、１・２歳児定員増
さいじていいんぞう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

、老朽化
ろうきゅうか

した設備等
せつびなど

の改修費
かいしゅうひ

を18か所
しょ

に補助
ほ じ ょ

します。

(2) 既存
き ぞ ん

資源
し げ ん

の活用
かつよう

策
さく

検討
けんとう

のための調査
ちょうさ

＜新規
し ん き

＞ 500万円
まんえん

　少子化
しょうしか

や今後
こ ん ご

の保育
ほ い く

ニーズの変化
へ ん か

を見据
み す

え、空
あ

き定員
ていいん

対策
たいさく

や整備
せ い び

手法
しゅほう

など既存
き ぞ ん

の資源
し げ ん

の活用
かつよう

を検討
けんとう

するための調査等
ちょうさとう

を実施
じ っ し

します。

(3) 医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

・障害児
・しょうがいじ

の受入
う け い

れ推進
すいしん

＜新規
し ん き

＞ 1,750万円
まんえん

　医療
いりょう

的
てき

ケア児
じ

・障害児
しょうがいじ

を受入
う け い

れるための施設改修費
しせつかいしゅうひ

等
とう

、及
およ

び駐車場
ちゅうしゃじょう　

 の整備
せ い び

費
ひ

を補助
ほ じ ょ

します。

２　保育所等
ほいくしょとう

の新規
し ん き

整備
せ い び

等
とう

＜拡充
かくじゅう

＞ 23億
おく

5,705万円
まんえん

 (29億
おく

6,079万円
まんえん

)

(1) 保育
ほ い く

所
しょ

及
およ

び地域
ち い き

型
がた

保育
ほ い く

事業
じぎょう

の整備
せ い び

等
とう

＜拡充
かくじゅう

＞ 13億
おく

5,332万円
まんえん

民間
みんかん

ビル等
とう

の内装整備費
な い そ う せ い びひ

等
とう

への補助
ほ じ ょ

により、認可保育所
に ん か ほ い く じょ

等
とう

11か所
しょ

の整備
せ い び

(定員増計
ていいんぞうけい

500人
にん

)及
およ

び地域
ち い き

型
がた

保育事業
ほいくじぎょう

21か所
しょ

の整備
せ い び

(定員増計
ていいんぞうけい

426人
にん

)を行
おこな

います。

(2) 老朽改築
ろうきゅうかいちく

＜拡充
かくじゅう

＞

民間保育所
みんかんほいくしょ

の老朽化
ろうきゅうか

に伴
ともな

う改築
かいちく

について、５年度中
ねんどちゅう

に完了予定
かんりょうよてい

の４か所
しょ

(定員増計
ていいんぞうけい

26人
にん

)のほか、

新
あら

たに３か所
しょ

に着手
ちゃくしゅ

します。

(3) 認定
にんてい

こども園
えん

の整備等
せいびなど

＜拡充
かくじゅう

＞

既存
き ぞ ん

施設
し せ つ

の内装整備費
な い そ う せ い びひ

への補助
ほ じ ょ

により、幼保連携型認定
ようほれんけいがたにんてい

こども園
えん

への移行
い こ う

１か所
しょ

（定員増計
ていいんぞうけい

30人
にん

）

のほか、幼稚園型認定
ようちえんがたにんてい

こども園
えん

への移行
い こ う

４か所
しょ

（定員増計
ていいんぞうけい

45人
にん

）に対
たい

する補助
ほ じ ょ

を実施
じ っ し

します。

差
さし

引
ひき

△ 397,332

207,240

－

7億
おく

8,048万円
まんえん

1億
おく

2,065万円
まんえん

3
保 育 所 等
ほ い く し ょ と う

整 備 事 業
せ い び じ ぎ ょ う

本
ほん

年
ねん

度
ど

　　　　　千円
せんえん

2,655,209

前
ぜん

年
ねん

度
ど

3,052,541

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

１　変化
へ ん か

する保育
ほ い く

ニーズに応
こた

えるための既存
き ぞ ん

資源
し げ ん

活用策
かつようさく

の推進
すいしん

＜拡充
かくじゅう

＞

県
けん

745,297

その他
た

1,702,672

市　費
し ひ

とくしゅう
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(4) 横浜保育室
よこはまほいくしつ

の認可移行支援
に ん か い こ う し え ん

＜拡充
かくじゅう

＞

新制度
しんせいど

の給付対象施設
きゅうふたいしょうしせつ

(認可
に ん か

保育所
ほいくしょ

)を目指
め ざ

す横浜保育室
よこはまほいくしつ

について、認可保育所
に ん か ほ い く しょ

の基準
きじゅん

を満
み

たすため

の改修費
かいしゅうひ

等
とう

を補助
ほ じ ょ

し、２か所
しょ

の認可移行
に ん か い こ う

(定員増計
ていいんぞうけい

48人
にん

)を支援
し え ん

します。

【令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 整備量内訳
せいびりょううちわけ

】

２ 老 朽 改 築
ろう きゅう かい ちく

３ 認
にん

定
てい

こども園
えん

の整備等
せいびとう

幼稚園型認定
ようちえんがたにんてい

こども園
えん

の整備
せ い び

４ 横浜保育室
よこはまほいくしつ

の認可移行支援
に ん か い こ う し え ん

（移行
い こ う

による減
げん

を含
ふく

む）

５ 既存
き ぞ ん

施設
し せ つ

の中規模
ちゅうきぼ

改修
かいしゅう

による１・２歳児
さ い じ

枠
わく

拡大
かくだい

その他
た

横浜保育室
よこはまほいくしつ

から小規模保育事業
しょうきぼほいくじぎょう

への移行
い こ う

による減
げん

既存
き ぞ ん

施設
し せ つ

での１歳
さい

児
じ

定員
ていいん

拡大
かくだい

私立幼稚園
し り つ よ う ち えん

等
とう

預
あず

かり保育
ほ い く

事業
じぎょう

166

68

4

48

18 54

―

1,295

2

5 60

80

5

1 30

(2) ―

― △ 22

45

2 48

箇所
か し ょ

数
すう

32

合
ごう

　計
けい

５年度
ね ん ど

 完了分
かんりょうぶん

６年度
ね ん ど

以降
い こ う

 完了分
かんりょうぶん

幼保連携
ようほれんけい

型
がた

認定
にんてい

こども園
えん

の整備
せ い び

（５年度
ね ん ど

 完了分
かんりょうぶん

）

幼保連携
ようほれんけい

型
がた

認定
にんてい

こども園
えん

の整備
せ い び

（６年度以降
ね ん ど い こ う

 完了分
かんりょうぶん

）

7

(3) 

私立幼稚園
し り つ よ う ち えん

２歳
さい

児
じ

受入
う け い

れ推進
すいしん

事業
じぎょう

―

増減
ぞうげん

（人
にん

）

75

整備
せ い び

内容
ないよう

１ 保育所
ほいくしょ

及
およ

び地域型保育事業
ちいきがたほいくじぎょう

の整備
せ い び

地域型保育事業
ちいきがたほいくじぎょう

（小規模保育事業等
しょうきぼほいくじぎょうとう

）の整備
せ い び

1億
おく

260万円
まんえん

26

11 500

21 426

926

4 26

4

民間
みんかん

ビル等
とう

の内装整備
ないそうせいび

（既存施設連携型
きぞんしせつれんけいがた

１,２歳児保育所
さいじほいくしょ

を含
ふく

む）

とくしゅう
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事業
じぎょう

内容
ないよう

保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
しつ

を確保
か く ほ

・向上
こうじょう

し、子
こ

どもの豊
ゆた

かな育
そだ

ちを支
ささ

えるた

め、園内研修
えんないけんしゅう

の支援
し え ん

や、園
えん

外
がい

での研修
けんしゅう

・研究
けんきゅう

を実施
じ っ し

します。

　また、保育
ほ い く

・教育施設
きょういくしせつ

の職員
しょくいん

や保護者
ほ ご し ゃ

に向
む

けて「よこはま☆保育
ほ い く

･

教育宣言
きょういくせんげん

～乳幼児
にゅうようじ

の心
こころ

もちを大切
たいせつ

に～」の理解
り か い

を深
ふか

めるために周知
しゅうち

を図
はか

ります。あわせて、保育
ほ い く

・教育
きょういく

の基盤
き ば ん

となる保育士
ほ い く し

・幼稚園
ようちえん

教
きょう

諭
ゆ

等
とう

の保育者
ほいくしゃ

の確保
か く ほ

を図
はか

る施策
し さ く

を推進
すいしん

します。

１ 保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
しつ

向上
こうじょう

の仕組
し く

みづくり＜拡充
かくじゅう

＞

1億
おく

1,136万円
まんえん

 (9,882万円
まんえん

)

(1) 保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
しつ

向上
こうじょう

に向
む

けた取組
とりくみ

＜拡充
かくじゅう

＞

ア　「よこはま☆保育
ほ い く

・教育宣言
きょういくせんげん

」の理解
り か い

の促進
そくしん

・実践
じっせん

　「よこはま☆保育
ほ い く

・教育宣言
きょういくせんげん

」を基
もと

にした研修
けんしゅう

や事例紹介
じれいしょうかい

を通
とお

して、保育
ほ い く

・教育施設
きょういくしせつ

の職員
しょくいん

の理解
り か い

を深
ふか

め、保育
ほ い く

の実践
じっせん

につなげるとともに、保護者
ほ ご し ゃ

や地域
ち い き

に向
む

けて周知
しゅうち

することで、

横浜
よこはま

の保育
ほ い く

・教育
きょういく

への理解
り か い

につなげます。

イ　保育
ほ い く

・幼児教育
ようじきょういく

センター（仮称
かしょう

）の整備
せ い び

質
しつ

の高
たか

い保育
ほ い く

・教育
きょういく

の実現
じつげん

に向
む

け、研修
けんしゅう

・研究
けんきゅう

の推進
すいしん

や相
そう

談
だん

機能
き の う

の充実等
じゅうじつとう

 の拠点
きょてん

となる保育
ほ い く

・幼児
よ う じ

教育
きょういく

センター（仮称
かしょう

）

を新
あら

たな教育
きょういく

センターに併
あわ

せて整備
せ い び

するために、教育委員会
きょういくいいんかい

事務局
じむきょく

とともに、選定
せんてい

された事業者
じぎょうしゃ

と本市
ほ ん し

の間
あいだ

で、整備
せ い び

に向
む

け

た設計協議
せっけいきょうぎ

を進
すす

めるため、アドバイザリー業務
ぎょうむ

を委託
い た く

します。

ウ　医療的
いりょうてき

ケア児保育教育検討会議
じほいくきょういくけんとうかいぎ

の実施
じ っ し

＜新規
し ん き

＞

保育所等
ほいくしょとう

に入所希望
にゅうしょきぼう

の医療的
いりょうてき

ケア児
じ

に係
かか

る、保育上
ほいくじょう

の配慮事項等
はいりょじこうなど

について、医師
い し

・看護師
か ん ご し

・施
し

設長等
せつちょうとう

より意見
い け ん

を聴取
ちょうしゅ

します。

(2) 園内研修
えんないけんしゅう

・研究
けんきゅう

の取組
とりくみ

の支援
し え ん

＜拡充
かくじゅう

＞

ア　園内研修
えんないけんしゅう

・研究
けんきゅう

を推進
すいしん

する人材育成
じんざいいくせい

園内研修
えんないけんしゅう

・ 研究
けんきゅう

や公開保育
こうかいほいく

を実施
じ っ し

できる人材
じんざい

を育成
いくせい

する研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。また、保育
ほ い く

の質
しつ

を

向上
こうじょう

する取組
とりくみ

を推進
すいしん

するため、自
じ

・他園
た え ん

で園内研修
えんないけんしゅう

や公開保育
こうかいほいく

を援助
えんじょ

・コーディネートする人材
じんざい

の育成
いくせい

を行
おこな

います。

イ　園内研修
えんないけんしゅう

・研究
けんきゅう

サポーターの派遣
は け ん

新設
しんせつ

の保育
ほ い く

・教育施設及
きょういくしせつおよ

び私立
し り つ

幼稚園
ようちえん

２歳児受入
さ い じ う け い

れ推進事業新規実施園
すいしんじぎょうしんきじっしえん

を対象
たいしょう

に、保育
ほ い く

・教育
きょういく

分野
ぶ ん や

の経験者
けいけんしゃ

を派遣
は け ん

し、園内研修
えんないけんしゅう

・ 研究
けんきゅう

を通
とお

した各園
かくえん

の人材育成
じんざいいくせい

や課題解決
かだいかいけつ

を支援
し え ん

します。

(3) 施設長等
しせつちょうとう

の人材育成
じんざいいくせい

の取組
とりくみ

　（一部再掲
いちぶさいけい

（P
ぺーじ

.18））

より良
よ

い施設
し せ つ

・法人運営
ほうじんうんえい

に向
む

け、施設長
しせつちょう

や運営法人
うんえいほうじん

の管理
か ん り

責任
せきにん

者
しゃ

などを対象
たいしょう

に、組織
そ し き

マネジメント

等
とう

講習
こうしゅう

を実施
じ っ し

します。また、本市
ほ ん し

と昭和女子大学
しょうわじょしだいがく

の協定
きょうてい

に基
もと

づき、保育所等
ほいくしょなど

における組織
そ し き

マネジメ

ントの向上
こうじょう

や、保育
ほ い く

・教育分野
きょういくぶんや

における経営人材
けいえいじんざい

の育成
いくせい

の取組
とりくみ

を進
すす

めます。

3,061,422

差
さし

引
ひき

418

4

本
ほん

年
ねん

度
ど

保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質
しつ

の

確 保
か く ほ

・ 向 上
こうじょう

、

保 育 士 等
ほ い く し と う

確 保
か く ほ

1,847,312

2,947,535

千円
せんえん

113,887

前
ぜん

年
ねん

度
ど

1,213,692

国
くに本

ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

－

市　費
し ひ

県
けん

その他
た

とくしゅう
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(4) 保育
ほ い く

・幼児教育研究
ようじきょういくけんきゅう

日々
ひ び

の保育実践
ほいくじっせん

から明
あき

らかになった課題
か だ い

について研究
けんきゅう

に取
と

り組
く

み、職員
しょくいん

の実践力
じっせんりょく

を高
たか

めます。

また、保育
ほ い く

・教育施設
きょういくしせつ

、小学校等
しょうがっこうとう

の職員
しょくいん

とともに、子
こ

ども主体
しゅたい

の「遊
あそ

び」に関
かん

する研究
けんきゅう

を行
おこな

い、

取組
とりくみ

の工夫
く ふ う

や成果
せ い か

を企業
きぎょう

と協働
きょうどう

して発信
はっしん

し、保育
ほ い く

・教育
きょういく

の質向上
しつこうじょう

につなげます。

(5) 第三者評価
だいさんしゃひょうか

・自己評価
じ こ ひ ょ う か

の取組
とりくみ

の推進
すいしん

認可保育所等
にんかほいくしょとう

の「第三者評価
だいさんしゃひょうか

」の受審費
じゅしんひ

を助成
じょせい

します。また、「保育所
ほいくしょ

における自己
じ こ

評価
ひょうか

ガイド

ライン」に基
もと

づく研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

し、取組
とりくみ

を推進
すいしん

します。

(6) 園選
えんえら

びのための保育所等情報
ほいくしょとうじょうほう

サイトの作成
さくせい

＜新規
し ん き

＞

情報収集
じょうほうしゅうしゅう

や園
え ん

見学
け ん が く

などを通
つ う

じて、希望
き ぼ う

施設
し せ つ

の選択肢
せ ん た く し

を広
ひ ろ

げるため、各保育所等
か く ほ い く し ょ と う

の雰囲気
ふ ん い き

や魅力
み り ょ く

を

効果
こ う か

的
てき

に発信
はっしん

するウェブサイトを作成
さくせい

し、保護者
ほ ご し ゃ

の園
えん

選
えら

びを支援
し え ん

します。

２ 保育・幼児教育職員等研修
ほいく・ようじきょういくしょくいんとうけんしゅう　

4,814万円
まんえん

 (4,717万円
まんえん

)

保育
ほ い く

・教育施設
きょういくしせつ

の職員
しょくいん

を対象
たいしょう

に、職員一人
しょくいんひとり

ひとりが専門性
せんもんせい

や実践力
じっせんりょく

を身
み

に着
つ

け、保育
ほ い く

の質
しつ

を高
たか

める

ために研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。研修内容
けんしゅうないよう

によって、オンラインと会場開催
かいじょうかいさい

を併用
へいよう

し、より効果的
こうかてき

に学
まな

べる

環境
かんきょう

を整
ととの

え、保育
ほ い く

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。

○　47講座
こ う ざ

・131回開催
かいかいさい

（定員
ていいん

： 21,230人
にん

）

３ 保育資源
ほ い く し げ ん

ネットワーク構築事業
こうちくじぎょう

の充実
じゅうじつ

1,210万円
まんえん

 (1,205万円
まんえん

)

保育
ほ い く

・教育施設
きょういくしせつ

（認可
に ん か

外
がい

保育
ほ い く

施設
し せ つ

・地域
ち い き

子育
こ そ だ

て支援
し え ん

拠点
きょてん

含
ふく

む）間
かん

のネットワークを構築
こうちく

し、実践
じっせん

研
けん

修
しゅう

や公開保育
こうかいほいく

の協働実施
きょうどうじっし

、情報交換
じょうほうこうかん

・ノウハウの共有化
きょうゆうか

の推進等
すいしんとう

を通
つう

じて、保育
ほ い く

の質
しつ

の向上
こうじょう

と地域子
ち い き こ

育
そだ

て支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。
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４ 幼保小連携
ようほしょうれんけい

・接続事業
せつぞくじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞ 4,123万円
まんえん

 (3,120万円
まんえん

)

(1) 幼児期
よ う じ き

の教育
きょういく

と小学校教育
しょうがっこうきょういく

の円滑
えんかつ

な接続
せつぞく

に関
かん

する研究事業
けんきゅうじぎょう

幼保小連携推進地区
ようほしょうれんけいすいしんちく

・接続期
せつぞくき

カリキュラム研究推進地区
けんきゅうすいしんちく

における園
えん

と小学校
しょうがっこう

の協働
きょうどう

による実践研
じっせんけん

究
きゅう

、カリキュラム開発等
かいはつなど

の成果
せ い か

を広
ひろ

く発信
はっしん

し、各園
かくえん

・校
こう

の実践
じっせん

の充実
じゅうじつ

につなげます。

　○ 幼保小連携推進地区
ようほしょうれんけいすいしんちく

事業
じぎょう

：33地区
ち く

で研究推進
けんきゅうすいしん

（参加見込数
さ ん か み こみ すう

：100園
えん

・校
こう

）

○ 接続
せつぞく

期
き

カリキュラム研究推進地区事業
けんきゅうすいしんちくじぎょう

：３地区
ち く

で研究推進
けんきゅうすいしん

（参加
さ ん か

見込数
みこみすう

：７園
えん

・校
こう

）

幼児期
よ う じ き

の保育
ほ い く

・教育
きょういく

と小学校教育
しょうがっこうきょういく

の円滑
えんかつ

な接続
せつぞく

を目指
め ざ

し、市内
し な い

すべての保育
ほ い く

・教育施設
きょういくしせつ

を対象
たいしょう

に

接続期研修会等
せつぞくきけんしゅうかいなど

を行
おこな

い、相互理解
そ う ご り か い

を深
ふか

めます。また、18区
く

で教育交流事業
きょういくこうりゅうじぎょう

　を実施
じ っ し

し、園
えん

と学校
がっこう

の交
こう

流
りゅう

を推進
すいしん

するとともに、保護者
ほ ご し ゃ

・地域
ち い き

の教育力
きょういくりょく

 向上
こうじょう

 を目指
め ざ

した講演会
こうえんかい

を開催
かいさい

します。

○ 幼保小連携
ようほしょうれんけい

・接続
せつぞく

に関
かん

する研修会
けんしゅうかい

：５回開催
かいかいさい

（参加見込者数
さんかみこみしゃすう

：3,200人
にん

）

(3) 幼保小
ようほしょう

の架
か

け橋
はし

プログラムに関
かん

する調査研究事業
ちょうさけんきゅうじぎょう

＜新規
し ん き

＞

文部科学省
もんぶかがくしょう

の「幼保小
ようほしょう

の架
か

け橋
はし

プログラム」調査研究事業
ちょうさけんきゅうじぎょう

モデル地域
ち い き

として、保育
ほ い く

・教育施設
きょういくしせつ

、

小学校等
しょうがっこうなど

への支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させるとともに、実践事例
じっせんじれい

を広
ひろ

く発信
はっしん

し、「架
か

け橋期
は し き

」とされている５歳
さい

児
じ

から小学校
しょうがっこう

１年生
ねんせい

の保育
ほ い く

・教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

５ 保育士
ほ い く し

・幼稚園教諭等
ようちえんきょうゆとう

の保育者
ほいくしゃ

の確保
か く ほ

＜拡充
かくじゅう

＞ 28億
おく

4,859万円
まんえん

 (27億
おく

5,830万円
まんえん

)

(1) 保育士
ほいくし

宿舎
しゅくしゃ

 借
か

り上
あ

げ支援事業
しえんじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞

市内保育所等
しないほいくしょとう

を運営
うんえい

する民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

が、雇用
こ よ う

する保育士
ほ い く し

向
む

けに、宿舎
しゅくしゃ

を借
か

り上
あ

げるための補助
ほ じ ょ

を

行
おこな

います。○補助
ほ じ ょ

対象
たいしょう

：採用
さいよう

10年
ねん

目
め

までの保育士
ほ い く し

　○ 補助基準額
ほじょきじゅんがく

：１戸
こ

あたり上限月額
じょうげんげつがく

 82,000円
えん

（申請
しんせい

見込
み こ み

件数
けんすう

：4,535戸
こ

）

(2) 幼稚園教諭等
ようちえんきょうゆとう

住居手当
じゅうきょてあて

 補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

私立幼稚園等
しりつようちえんとう

預
あず

かり保育
ほ い く

事業
じぎょう

又
また

は私立
し り つ

幼稚園
ようちえん

２歳
さい

児
じ

受入
う け い

れ推進
すいしん

事業
じぎょう

実施
じ っ し

園
えん

に勤務
き ん む

する幼稚園
ようちえん

教諭
きょうゆ

など

が賃貸
ちんたい

住宅
じゅうたく

に居住
きょじゅう

し、幼稚園
ようちえん

が当該
とうがい

職員
しょくいん

に対
たい

し住居手当
じゅうきょてあて

を支給
しきゅう

している場合
ば あ い

に、その手当
て あ て

の一部
い ち ぶ

を

　　補助
ほ じ ょ

します。 （申請見込件数
しんせいみこみけんすう

：245人相当分
にんそうとうぶん

、補助
ほ じ ょ

額
がく

２万円
まんえん

（月額
げつがく

上限
じょうげん

））

(3) 潜在保育士等
せんざいほいくしとう

への就労
しゅうろう

 奨励金
しょうれいきん

 交付
こ う ふ

事業
じぎょう

＜新規
し ん き

＞

潜在保育士等
せんざいほいくしとう

が「かながわ保育士
ほ い く し

・保育所支援
ほ い く し ょし えん

センター」で求職登録
きゅうしょくとうろく

　を行
おこな

い、就労
しゅうろう

 支援
し え ん

を受
う

け

た上
うえ

で市内保育所等
しないほいくしょとう

に就職
しゅうしょく

した場合
ば あ い

、奨励金
しょうれいきん

として一人
ひ と り

あたり５万円
まんえん

を支給
しきゅう

します。

(4) 保育士
ほ い く し

確保
か く ほ

に向
む

けた横浜
よこはま

の保育
ほ い く

ＰＲ
ぴーあーる

 強化
きょうか

保育士養成施設
ほ い く し よ う せ い し せ つ

の学生
がくせい

や求職者
きゅうしょくしゃ

 に「横浜
よこはま

で保育士
ほ い く し

として働
はたら

く魅力
みりょく

」を広
ひろ

く周知
しゅうち

するため、イン

　　　　スタグラム等
とう

を活用
かつよう

して魅力
みりょく

発信
はっしん

を行
おこな

います。

(5) 市内保育所等
しないほいくしょとう

の情報
じょうほう

 紹介
しょうかい

 サイト活用
かつよう

事業
じぎょう

　民間
みんかん

事業
じぎょう

者
しゃ

のＷＥＢ
う ぇ ぶ

サイトを活用
かつよう

して保育所等
ほいくしょとう

の魅力
みりょく

や求人情報
きゅうじんじょうほう

　を発信
はっしん

します。

(2) 幼保小連携
ようほしょうれんけい

・接続
せつぞく

に関
かん

する研修
けんしゅう

とくしゅう

特集1

とくしゅう

特集1

とくしゅう

特集1
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(6) 保育士修学資金貸付事業
ほいくししゅうがくしきんかしつけじぎょう

　合
あい

は返済
へんさい

を免除
めんじょ

します。　○ 貸付対象数
かしつけたいしょうすう

：50人/年
にん・ねん

　○ 貸付金額
かしつけきんがく

：月額
げつがく

５万円以内
まんえんいない

(7) 就職面接会等
しゅうしょくめんせつかいとう

　・就職支援講座
しゅうしょくしえんこうざ

・保育所見学会
ほいくしょけんがくかい

潜在保育士等
せんざいほいくしとう

を対象
たいしょう

に、就職面接会
しゅうしょくめんせつかい

　 及
およ

び就職支援講座
しゅうしょくしえんこうざ

を一部
い ち ぶ

オンラインも導入
どうにゅう

し、開催
かいさい

します。

(8) 「働
はたら

きやすい環境
かんきょう

づくり」を目的
もくてき

とした施設長
しせつちょう

向
む

け研修
けんしゅう

＜新規
し ん き

＞

保育士等
ほ い く し と う

の定着支援
ていちゃくしえん

のため、労務管理
ろ う む か ん り

や職場環境
しょくばかんきょう

の改善等
かいぜんとう

をテーマにした研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。

(9) 保育士
ほ い く し

確保
か く ほ

コンサルタント派遣事業
はけんじぎょう

希望
き ぼ う

する保育所等
ほいくしょとう

に、保育士
ほ い く し

の確保
か く ほ

に関
かん

するコンサルタントを派遣
は け ん

し、求人方法
きゅうじんほうほう

や、給与
きゅうよ

・勤務
き ん む

条
じょう

件
けん

など、保育士
ほ い く し

確保
か く ほ

や離職
りしょく

防止
ぼ う し

についての助言等
じょげんとう

を実施
じ っ し

します。

保育士
ほ い く し

が労働環境等
ろうどうかんきょうとう

 で悩
なや

んだ際
さい

に、保育業界
ほいくぎょうかい

に詳
くわ

しい社会保険労務士等
しゃかいほけんろうむしとう

の専門家
せんもんか

に相談
そうだん

できる窓
まど

口
ぐち

を設
もう

けることで、不安
ふ あ ん

を解消
かいしょう

し、離職
りしょく

を防
ぼうし

止します。

(11) 民間団体
みんかんだんたい

の保育士確保支援
ほ い く し か く ほ し え ん

市内
し な い

保育
ほ い く

団体
だんたい

が行
おこな

う人材
じんざい

確保
か く ほ

の取組
とりくみ

のための補助
ほ じ ょ

を行
おこな

います。また、市内
し な い

保育
ほ い く

団体
だんたい

と幼稚園
ようちえん

協会
きょうかい

が共同
きょうどう

で実施
じ っ し

する保育
ほ い く

・幼児教育
ようじきょういく

の魅力
みりょく

を啓発
けいはつ

する事業
じぎょう

に対
たい

し、事業
じぎょう

費
ひ

の一部
い ち ぶ

を負担
ふ た ん

します。

(10) 保育士
ほ い く し

相談窓口
そうだんまどぐち

の設置
せ っ ち

保育士養成施設卒業予定者
ほいくしようせいしせつそつぎょうよていしゃ

に対
たい

して貸付
かしつけ

を実施
じ っ し

し、市内保育所等
しないほいくしょとう

で５年間
ねんかん

保育士
ほ い く し

業務
ぎょうむ

に就
つ

いた場
ば

とくしゅう

特集1
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事業
じぎょう

内容
ないよう

全
すべ

ての児童
じ ど う

を対象
たいしょう

とした「放課後
ほ う か ご

キッズクラブ」や、留守家庭児
る す か て い じ

童等
どうとう

を対象
たいしょう

とした「放課後児童
ほ う か ご じ ど う

クラブ」への運営支援
うんえいしえん

を行
おこな

います。

また、特別支援学校
とくべつしえんがっこう

における「はまっ子
こ

ふれあいスクール」の実
じっ

施
し

や、公園
こうえん

の一部
い ち ぶ

を「子
こ

どもの創造力
そうぞうりょく

を生
い

かした自由
じ ゆ う

な遊
あそ

び場
ば

」と

して活用
かつよう

するプレイパークの活動
かつどう

の支援
し え ん

を引
ひ

き続
つづ

き実施
じ っ し

します。

１ 放課後
ほ う か ご

キッズクラブ事業
じぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞

77億
おく

373万円
まんえん

 (77億
おく

2,076万円
まんえん

)

学校施設等
がっこうしせつとう

を活用
かつよう

し全
すべ

ての子
こ

どもを対象
たいしょう

とした「遊
あそ

びの場
ば

」と、

留守家庭児童等
る す か て い じ ど う と う

を対象
たいしょう

とした「生活
せいかつ

の場
ば

」を兼
か

ね備
そな

えた、安全
あんぜん

・

安心
あんしん

な放課後
ほ う か ご

の居場所
い ば し ょ

を提供
ていきょう

するとともに、児童
じ ど う

の健全
けんぜん

な育成
いくせい

を

行
おこな

います。

　医療的
いりょうてき

ケア児
じ

を受入
う け い

れるための看護師
か ん ご し

を配置
は い ち

した場合
ば あ い

の支援
し え ん

を

拡充
かくじゅう

します。

（運営
うんえい

か所数
しょすう

：338か所
しょ

）

２ 小学校建替
しょうがっこうたてか

え等
とう

に伴
ともな

う放課後
ほ う か ご

キッズクラブ整備事業
せいびじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞

2億
おく

6,504万円
まんえん

 (2,941万円
まんえん

)

小学校
しょうがっこう

建替
た て か

え等
とう

に伴
ともな

う放課後
ほ う か ご

キッズクラブの活動場所
かつどうばしょ

の整備
せ い び

を

行
おこな

います。

（実施設計
じっしせっけい

：７か所
しょ

、工事
こ う じ

：８か所
しょ

）

３ 放課後児童
ほ う か ご じ ど う

クラブ事業
じぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞ 31億274万円 (31億5,882万円)

　地域
ち い き

の理解
り か い

と協力
きょうりょく

のもと、保護者
ほ ご し ゃ

の就労等
しゅうろうとう

により留守家庭
る す か て い

となる児童
じ ど う

の遊
あそ

び及
およ

び生活
せいかつ

を通
つう

じた健
けん

全育成
ぜんいくせい

を行
おこな

います。

　医療的
いりょうてき

ケア児
じ

を受
う

け入
い

れるための看護師
か ん ご し

を配置
は い ち

した場合
ば あ い

の支
し

援
えん

を拡充
かくじゅう

し、受入
う け い

れに係
かか

る施設改修
しせつかいしゅう

の補助
ほ じ ょ

を新
あら

たに行
おこな

います。

（運営
うんえい

か所数
しょすう

：222か所
しょ

）

４ 特別支援学校
とくべつしえんがっこう

はまっ子
こ

ふれあいスクール事業
じぎょう

8,764万円
まんえん

 (8,731万円
まんえん

)

一部
い ち ぶ

の特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

に設置
せ っ ち

されているはまっ子
こ

ふれあいスクールにおいて、学校施設
がっこうしせつ

を活用
かつよう

し、

遊
あそ

びを通
つう

じた異年齢児間
い ね ん れ いじ かん

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

することにより、児童
じ ど う

・生徒
せ い と

の健
すこ

やかな成長
せいちょう

を支援
し え ん

します。

（運営
うんえい

か所数
しょすう

：５か所
しょ

）

その他
た

2,454

市　費
し ひ

5,034,628

差
さし

引
ひき

6
放 課 後
ほ う か ご

の 居 場 所
い ば し ょ

づ く り

本
ほん

年
ねん

度
ど

千円
せんえん

11,191,741

前
ぜん

年
ねん

度
ど

11,028,893

162,848

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

3,291,103

県
けん

2,863,556

きほんしさく

基本施策②

とくしゅう

特集４

とくしゅう

特集４
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５ 放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

育成
いくせい

事業
じぎょう

の質
しつ

の向上
こうじょう

に向
む

けた取組
とりくみ

＜拡充
かくじゅう

＞

(1）事業所
じぎょうしょ

への支援
し え ん

＜拡充
かくじゅう

＞ ※予算額
よさんがく

は１、３、４に含
ふく

む

ア　人材
じんざい

確保
か く ほ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

における人材
じんざい

確保
か く ほ

支援
し え ん

のため、引
ひ

き続
つづ

き事業
じぎょう

の認知度向上
にんちどこうじょう

を図
はか

るとともに、各事業所
かくじぎょうしょ

の求人情報
きゅうじんじょうほう

 の集約
しゅうやく

 及
およ

び提供
ていきょう

を行
おこな

います。

イ　人材
じんざい

育成
いくせい

＜拡充
かくじゅう

＞

必要
ひつよう

な知識
ち し き

や技術
ぎじゅつ

の習得
しゅうとく

ができるよう、子
こ

どもの育成支援
いくせいしえん

や安全
あんぜん

・安心
あんしん

への対応
たいおう

など様々
さまざま

な研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

するとともに、各事業所
かくじぎょうしょ

によ

 る人材育成
じんざいいくせい

が一層進
いっそうすす

むよう支援
し え ん

します。

ウ　地域
ち い き

・民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

等
とう

との連携
れんけい

支援
し え ん

【放課後
ほうかご

キッズクラブの活動
かつどう

】

クラブにおいて地域
ち い き

や民間事業者等
みんかんじぎょうしゃとう

と連携
れんけい

したイベントやプログ

ラムが実施
じ っ し

できるよう支援
し え ん

を行
おこな

います。

(2) より良
よ

い放課後
ほ う か ご

の居場所
い ば し ょ

づくりに向
む

けた取組
とりくみ

＜新規
し ん き

＞

ア　デジタル化
か

の推進
すいしん

＜新規
し ん き

＞

クラウドサービス上
じょう

で、クラブ向
む

けの情報
じょうほう

 受伝達
じゅでんたつ

や一部
い ち ぶ

の補助金
ほじょきん

申請業務
しんせいぎょうむ

のオンライン手続
て つ づ

きをモデル実施
じ っ し

し、クラブと区局等
くきょくとう

との

連携及
れんけいおよ

び将来的
しょうらいてき

な事務
じ む

負担
ふ た ん

軽減
けいげん

を図
はか

ります。

イ　事業
じぎょう

の充実
じゅうじつ

に向
む

けた調
ちょう

査
さ

＜新規
し ん き

＞

利用
り よ う

児童
じ ど う

と保護者
ほ ご し ゃ

のニーズ等
とう

を把握
は あ く

するための調査
ちょうさ

を行
おこな

い、サー 【放課後
ほうかご

児童
じどう

クラブの活動
かつどう

】

ビスの充実
じゅうじつ

や事業者
じぎょうしゃ

への支援
し え ん

に向
む

けた検討
けんとう

を進
すす

めます。

６ プレイパーク支援
し え ん

事業
じぎょう

3,259万円
まんえん

 (3,259万円
まんえん

)

地域
ち い き

主体
しゅたい

で、公園
こうえん

の一部
い ち ぶ

を「子
こ

どもの自由
じ ゆ う

な遊
あそ

び場
ば

」として活用
かつよう

する、プレイパークの活動
かつどう

を

支援
し え ん

します。

（実施団体数
じっしだんたいすう

：24団体
だんたい

）

※環境創造局
かんきょうそうぞうきょく

との共管事業
きょうかんじぎょう

とくしゅう

特集５
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事業内容
じぎょうないよう

０歳
さい

から小学校期
しょうがっこうき

までの心身
しんしん

に障害
しょうがい

のある、またはその可能性
かのうせい

の

ある児童
じ ど う

及
およ

びその家族
か ぞ く

を対象
たいしょう

に、療育
りょういく

に関
かん

する相談
そうだん

、診療
しんりょう

・評価
ひょうか

、

集団療育等
しゅうだんりょういくとう

を実施
じ っ し

しています。

また、療育
りょういく

の中核機関
ちゅうかくきかん

として、障害児
しょうがいじ

が通
かよ

う保育所
ほいくしょ

や幼稚園
ようちえん

、小
しょう

学校
がっこう

等
とう

の職員
しょくいん

等
　とう

を対象
たいしょう

に障害
しょうがい

の理解
り か い

を深
ふか

めるための支援
し え ん

を行
おこな

ってい

ます。

方面別
ほうめんべつ

に設置
せ っ ち

している８センターに加
くわ

えて、総合
そうごう

リハビリテー

ションセンターも同様
どうよう

の機能
き の う

を担
にな

っており、合計
ごうけい

９センターで18区
く

を担当
たんとう

しています。

１　地域療育
ちいきりょういく

センター運営事業
うんえいじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞

39億
おく

2,186万円
まんえん

 (34億
おく

8,865万円
まんえん

)

(1) 初期支援
し ょ き し え ん

の充実
じゅうじつ

 ＜拡充
かくじゅう

＞ 1億
おく

2,808万円
まんえん

利用申込後
りようもうしこみご

、早期
そ う き

に支援
し え ん

を開始
か い し

するため、初期支援
し ょ き し え ん

を充実
じゅうじつ

しま

す。

〇子
こ

どもの遊
あそ

びの場
ば

の提供
ていきょう

とともに保護者
ほ ご し ゃ

への助言
じょげん

や相談対応
そうだんたいおう

を

行
おこな

う「ひろば事業
じぎょう

」を実施
じ っ し

〇心理職
しんりしょく

等
 とう

の専門職
せんもんしょく

による面接
めんせつ

（相談対応
そうだんたいおう

）を実施
じ っ し

〇初期
し ょ き

支援
し え ん

を実施
じ っ し

するためのソーシャルワーカー、心理職
しんりしょく

、保育
ほ い く

士
し

を配置
は い ち

〇３センター（東部
と う ぶ

・西部
せ い ぶ

・北部
ほ く ぶ

）で整備
せ い び

・事業
じぎょう

を実施
じ っ し

、６セン

ターで６年度
ね ん ど

の事業開始
じぎょうかいし

に向
む

けた場所
ば し ょ

の確保
か く ほ

等
とう

の準備
じゅんび

(2) 保育所
ほいくしょ

等
とう

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

＜拡充
かくじゅう

＞ 5,580万円
まんえん

障害
しょうがい

のある児童
じ ど う

が通
かよ

う保育
ほ い く

所
しょ

、幼稚園
ようちえん

、小学校
しょうがっこう

等
　 とう

に、児童
じ ど う

の特
とく

性
せい

に合
あ

わせた適切
てきせつ

な支援
し え ん

方法
ほうほう

の助言
じょげん

を行
おこな

う「巡回訪問
じゅんかいほうもん

」を拡充
かくじゅう

す

るため、各
かく

地域
ち い き

療育
りょういく

センターにソーシャルワーカーを増員
ぞういん

します。

(3) 集団療育
しゅうだんりょういく

の充実
じゅうじつ

＜拡充
かくじゅう

＞ 1億
おく

352万円
まんえん

利用児童
り よ う じ ど う

の増加
ぞ う か

が顕著
けんちょ

な東部地域療育
とうぶちいきりょういく

センターについて、６年
ねん

度
ど

の集団療育
しゅうだんりょういく

の場
ば

の増設
ぞうせつ

に向
む

けて、施設改修等
しせつかいしゅうとう

の準備
じゅんび

を進
すす

めます。

【地域療育
ちいきりょういく

センターにおける療育訓練
りょういくくんれん

の様子
よ う す

】 また、集団療育
しゅうだんりょういく

のクラスにおける医療的
いりょうてき

ケア児
じ

や行動障害
こうどうしょうがい

のあ

る児童
じ ど う

の対応
たいおう

のため、各地域療育
かくちいきりょういく

センターに非常勤
ひじょうきん

の看護師
か ん ご し

や保
ほ

育士
い く し

等
とう

を配置
は い ち

します。

9
地域療育
ちいきりょういく

センター

運 営
う ん え い

事 業
じ ぎ ょ う

本
ほん

年
ねん

度
ど

千円
せんえん

3,921,863

59,600

その他
た

前
ぜん

年
ねん

度
ど

3,488,653

差
さし

引
ひき

433,210

125

市　費
し ひ

3,740,357

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

121,781

県
けん

きほんしさく

基本施策④

とくしゅう

特集４

とくしゅう

特集４

とくしゅう

特集４
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 〇各地域療育
かくちいきりょういく

センター予算内訳
よさんうちわけ

(4) 難聴通園事業所
なんちょうつうえんじぎょうしょ

の開設
かいせつ

＜新規
し ん き

＞

2,578万円
まんえん

総合
そうごう

リハビリテーションセンターにお

ける、難聴
なんちょう

児
じ

を対象
たいしょう

とした事業所
じぎょうしょ

の分室
ぶんしつ

を開設
かいせつ

します。

〇 地域療育
ちいきりょういく

センターの主
おも

なサービス内容
ないよう

※総合
そうごう

リハビリテーションセンターについては、

障害児支援
しょうがいじしえん

に係
かか

る経費
け い ひ

の一部
い ち ぶ

をこども青少年局予算
せいしょうねんきょくよさん

としています。

地域療育
ちいきりょういく

センター名
めい

担当区
たんとうく

(単位
た ん い

：千円
せんえん

)

本
ほん

年度
ね ん ど

予算
よ さ ん

1 東部地域療育
とうぶちいきりょういく

センター 鶴見
つるみ

、神奈川
か な がわ

575,106

2 中部地域療育
ちゅうぶちいきりょういく

センター 西
にし

、中
なか

、南
みなみ

4 西部地域療育
せいぶちいきりょういく

センター 保土ケ谷
ほ ど が や

、旭
あさひ

、瀬谷
せ や

519,393

3 よこはま港南地域療育
こうなんちいきりょういく

センター

6 地域療育
ちいきりょういく

センターあおば 青葉
あおば

353,010

5 南部地域療育
なんぶちいきりょういく

センター 磯子
いそご

、金沢
かなざわ

478,675

計
けい

3,921,863

8 戸塚地域療育
とつかちいきりょういく

センター 戸塚
とつか

、泉
いずみ

467,064

港南
こうなん

、栄
さかえ

419,182

9 総合
そうごう

リハビリテーションセンター 港北
こうほく

124,906

7 北部地域療育
ほくぶちいきりょういく

センター 緑
みどり

、都筑
つづき

476,879

507,648

診　療
しんりょう ・診断

しんだん

・検査
けんさ

・評価
ひょうか

・訓練
くんれん

　等
とう

集団療育
しゅうだんりょういく

（通園
つうえん

等
 とう

）

・児童発達支援
じどうはったつしえん

・医療型児童発達支
いりょうがたじどうはったつし

　援
えん

相談
そうだん

・地域支援
ち い き し え ん

等
とう

・相談対応
そうだんたいおう

・巡回訪問
じゅんかいほうもん

・保育
ほ い く

所
しょ

等訪問支援
とうほうもんしえん

・障害児相談支援
しょうがいじそうだんしえん

・療育講座
りょういくこうざ

・初期支援
し ょ き し え ん

　等
とう

※
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事業
じぎょう

内容
ないよう

障害児
しょうがいじ

、及
およ

び家族
か ぞ く

が安心
あんしん

して暮
く

らせるよう、学齢期
がくれいき

のデイサービス

や相談支援
そ う だ ん し え ん

、重症心身障害児
じゅうしょうしんしんしょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

への医療的
いりょうてき

ケア等
など

を実施
じ っ し

します。

1 障害児
しょうがいじ

 通所
つうしょ

 支援事業
しえんじぎょう

等
とう

＜拡充
かくじゅう

＞

204億
おく

5,078万円
まんえん

 (181億
おく

6,084万円
まんえん

)

(1) 障害児
しょうがいじ　

 通所
つうしょ

 支援事業
しえんじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞

児童福祉法
じ ど う ふ く し ほ う

に基
もと

づく障害児
しょうがいじ

通所
つうしょ

支援事業
しえんじぎょう

等
とう

（児童発達支援
じどうはったつしえん

、

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、保育
ほ い く

所
しょ

等訪問支援
などほうもんしえん

等
など

）を利用
り よ う

する児
じ

童
どう

に対
たい

する給付費
きゅうふひ

を支出
ししゅつ

します。また、より多
おお

くの児童
じ ど う

が障
しょ

害
がい

児
じ

相談
そうだん

を利用
り よ う

できるよう、引
ひ

き続
つづ

き、障害児
しょうがいじ

 相談
そうだん

支援
し え ん

事業
じぎょう

所
しょ

への支援
し え ん

を行
おこな

います。

○ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスの事業所見込数
じぎょうしょみこみすう

 530か所
しょ

(2) 障害児
しょうがいじ

通所支援
つうしょしえん

研修
けんしゅう

 等
とう

事業
じぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞

障害児
しょうがいじ　

通所支援
つうしょしえん

事業所
じぎょうしょ

のサービスの質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、

事業所
じぎょうしょ　

向
む

けに研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。

「横浜市
よこはまし

版
ばん

放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスガイドライン」に基
もと

づく

運営
うんえい

や虐待防止
ぎゃくたいぼうし

 等
とう

の基本的事項
き ほ ん て き じ こ う

、児童
じ ど う

や保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する適切
てきせつ

な支援
し え ん

の方法
ほうほう

について、事業所
じぎょうしょ

の理解
り か い

を深
ふか

め、支援
し え ん

の質
しつ

を確
かく

保
ほ

するために、研修内容
けんしゅうないよう

のさらなる充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

２ 学齢
がくれい

後期
こ う き

障害児
しょうがいじ

 支援事業
しえんじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞ 1億
おく

4,234万円
まんえん

 (1億
おく

2,855万円
まんえん

)

学齢後期
がくれいこうき

(
（

中学
ちゅうがく

・高校生年代
こうこうせいねんだい

)の発達障害児
はったつしょうがいじ

を主
おも

な対象
たいしょう

として、思春期
ししゅんき

における障害
しょうがい

に伴
ともな

う生活上
せいかつじょう

の

課題
か だ い

の解決
かいけつ

に向
む

けて、診療
しんりょう

、相談
そうだん

、学校
がっこう

等
とう

関係機関
かんけいきかん

との調 整
ちょうせい

 及
およ

び家族
か ぞ く

への相談支援
そうだんしえん

等
とう

を行
おこな

います。

また、新
あら

たに４か所
しょ

目
め

の学齢
がくれい

後期障害児支援事業
こうきしょうがいじしえんじぎょう

所
しょ

を開設
かいせつ

します。

３ 障害児医療連携支援事業
しょうがいじいりょうれんけいしえんじぎょう

＜拡充
かくじゅう

＞ 6,144万円
まんえん　

 (5,086万円
まんえん

)

(1) 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

促進
そくしん

事業
じぎょう

医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者等
しゃとう

の在宅生活
ざいたくせいかつ

を支
ささ

えるため、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者等
しゃとう

コーディネーターを中心
ちゅうしん

に関
かん

係機関
けいきかん

との連携
れんけい

や地域
ち い き

での受入
う け い

れを推進
すいしん

します。
。

(2) 医療的
いりょうてき

ケアを担
にな

う看護師
か ん ご し

等
とう

に対
たい

する研修
けんしゅう

＜新規
し ん き

＞

　保育所
ほいくしょ

や放課後児童
ほ う か ご じ ど う

健全育成
けんぜんいくせい

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において医療的
いりょうてき

ケアを担
にな

う看護師
か ん ご し

等
とう

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

を目的
もくてき

と

して、研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。

10

県
けん

5,089,570

2,585,173

その他
た

国
くに

20,790,026

11,058,719

在 宅 障 害 児
ざ い た く し ょ う が い じ

及
およ

び

施 設 利 用
し せ つ り よ う

児 童
じ ど う

へ の

支
し

援
えん

等
とう

市　費
し ひ

7,208,136

18,774

本 年 度
ほ ん ね ん ど

23,375,199

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

前 年 度
ぜ ん ね ん ど

差 引
さ し ひ き

千
せん

円
えん

特集４

特集４

とくしゅう

とくしゅう
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(3) メディカルショートステイ事業
じぎょう

常時医学的管理
じょうじいがくてきかんり

が必要
ひつよう

な医療的
いりょうてき

ケアを要
よう

する重症
じゅうしょう

　心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

を在宅
ざいたく

で介護
か い ご

する家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

軽
けい

減
げん

を目的
もくてき

として、介護者
かいごしゃ

の事情
じじょう

により一時的
いちじてき

に在宅生活
ざいたくせいかつ

が困難
こんなん

になった場合
ば あ い

などに市立病院
しりつびょういん

や地域
ち い き

中 核 病 院
ちゅうかくびょういん

等
とう

の協力
きょうりょく

を得
え

て入院
にゅういん

による受入
う け い

れ（メディカルショートステイ）を行
おこな

い、在宅生活
ざいたくせいかつ

の安
あん

定
てい

を図
はか

ります。

○ 協 力 医 療
きょうりょくいりょう

 機関
き か ん

数
すう

：11病院
びょういん

(4) 重 症
じゅうしょう

 心身障害児
しんしんしょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

の在宅生活支援
ざいたくせいかつしえん

医療的
いりょうてき

ケアを要
よう

する重
じゅう

 症
しょう

 心身障害児
しんしんしょうがいじ

・者
しゃ

の在宅生活
ざいたくせいかつ

を支
ささ

えるため、訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

や在宅支援関係者
ざいたくしえんかんけいしゃ

との情報交換
じょうほうこうかん

等
　とう

を行
おこな

う連絡会
れんらくかい

を開催
かいさい

し、医療
いりょう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。

４ 特別
とくべつ

児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

事務費
じ む ひ

4,797万円
まんえん

 (5,358万円
まんえん

)

障害
しょうがい

のある20歳
さい

未満
み ま ん

の児童
じ ど う

について、児童
じ ど う

の福祉
ふ く し

の増進
ぞうしん

を図
はか

ることを目的
もくてき

に手当
て あ て

を支給
しきゅう

します。

当該
とうがい

手当
て あ て

事務
じ む

のうち、請求
せいきゅう

の受付
うけつけ

・認定
にんてい

等
とう

の事務
じ む

を行
おこな

います。手当
て あ て

は国
くに

から受給者
じゅきゅうしゃ

に、支給
しきゅう

します。

５ 障害児入所支援事業
しょうがいじにゅうしょしえんじぎょう

 等
とう

26億
おく

7,267万円
まんえん

 (23億
おく

9,620万円)
まんえん）

障害
しょうがい

や養護上
ようごじょう

の課題
か だ い

により、障害児施設
しょうがいじしせつ

に入所
にゅうしょ

している児童
じ ど う

に対
たい

する費用
ひ よ う

（措置費
そ ち ひ

及
およ

び障害児入所
しょうがいじにゅうしょ

給付費
きゅうふひ

）を支出
ししゅつ

するとともに、施設
し せ つ

に対
たい

して職員
しょくいん

の加配
か は い

等
とう

を行
おこな

い、機能
き の う

強化
きょうか

を図
はか

ります。

さらに、契約
けいやく

により入所
にゅうしょ

している児童
じ ど う

の世帯
せ た い

に対
たい

して、措置
そ ち

による入所
にゅうしょ

と同等
どうとう

の費用
ひ よ う

負担
ふ た ん

となるよ

うに、引
ひ

き続
つづ

き本市
ほ ん し

独自
ど く じ

の利用者
りようしゃ

負担
ふ た ん

助成
じょせい

を行
おこな

います。

また、福祉型
ふくしがた

障害児
しょうがいじ

 入所施設
にゅうしょしせつ

に入所
にゅうしょ

する児童
じ ど う

の地域
ち い き

移行
い こ う

に向
む

けた相談
そうだん

支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させるために、児
じ

童
どう

のアセスメントや関係機関
かんけいきかん

支援
し え ん

等
とう

を行
おこな

うコーディネート業務
ぎょうむ

を実施
じ っ し

します。
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　ワーク・ライフ・バランスの推進
すいしん

のため、普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

、父親育児支
ち ち お や い く じ し

援
えん

、結婚
けっこん

・妊娠
にんしん

・出産
しゅっさん

・子育
こ そ だ

ての切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

に取
と

り組
く

みます。

１    ワーク・ライフ・バランスの推進
すいしん

1,030万円
まんえん

 (1,030万円
まんえん

)

(1) ワーク・ライフ・バランスの普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

　社会全体
しゃかいぜんたい

で子育
こ そ だ

てに取
と

り組
く

む機運
き う ん

を醸成
じょうせい

し、働
はたら

きやすく子育
こ そ だ

て

にやさしい環境
かんきょう

づくりを促進
そくしん

・支援
し え ん

するため、ワーク・ライフ・

バランス推進
すいしん

に関
かん

する市民向
し み ん む

けの普及
ふきゅう

・啓発
けいはつ

 等
など

に取
と

り組
く

みます。

(2) 父親育児支援
ちちおやいくじしえん

地域
ち い き

ケアプラザ等
など

の身近
み ぢ か

な施設
し せ つ

に加
くわ

えて、市内企業
しないきぎょう

においても父
ちち

親
おや

育児
い く じ

支援講座
し え ん こ う ざ

を開催
かいさい

します。

　また、啓発冊子
けいはつさっし

やウェブサイト（ヨコハマダディ）による情報
じょうほ

発信
はっしん

を行
おこな

います。

(3) 結婚
けっこん

・妊娠
にんしん

・出産
しゅっさん

・子育
こ そ だ

ての切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

　結婚
けっこん

を希望
き ぼ う

する方
かた

及
およ

び子
こ

の結婚
けっこん

を希望
き ぼ う

する保護者
ほ ご し ゃ

向
む

けセミナー

を開催
かいさい

します。

事業
じぎょう

内容
ないよう

「横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援事業計画
しえんじぎょうけいかく

」の推進
すいしん

のための会議
か い ぎ

や市民
し み ん

向
む

けフォーラムを開催
かいさい

するとともに、次期
じ き

計画
けいかく

策定
さくてい

に向
む

けたニーズ調
ちょう

査
さ

等
など

を実施
じ っ し

します。

「横浜市
よこはまし

子
こ

どもの貧困対策
ひんこんたいさく

に関
かん

する計画
けいかく

」を推進
すいしん

するとともに、

計画
けいかく

に基
もと

づき、ヤングケアラーの支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。

１    横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援事業計画
しえんじぎょうけいかく

の推進
すいしん

＜拡充
かくじゅう

＞

9,007万円
まんえん

 (753万円
まんえん

)

(1) 横浜市
よこはまし

子
こ

ども・子育
こ そ だ

て会議
か い ぎ

の開催
かいさい

有識者
ゆうしきしゃ

や子育
こ そ だ

て支援者
しえんしゃ

、教育
きょういく

・保育
ほ い く

関係者
かんけいしゃ

、市民委員
し み ん い い ん

等
など

からな

る子
こ

ども・子育
こ そ だ

て会議
か い ぎ

において、計画
けいかく

の実施状況
じっしじょうきょう

の点検
てんけん

・評価等
ひょうかなど

に関
かん

する審議
し ん ぎ

を行
おこな

います。

(2) 子
こ

ども・子育
こ そ だ

て家庭
か て い

を支
ささ

える機運
き う ん

の醸成
じょうせ

計画
けいかく

の理念
り ね ん

に基
もと

づき、地域社会
ちいきしゃかい

全体
ぜんたい

で子
こ

ども・子育
こ そ だ

てを支
ささ

える

機運
き う ん

の醸成
じょうせい

に向
む

けて、市民
し み ん

向
む

けフォーラムを開催
かいさい

します。

(3) ニーズ調査
ちょうさ

等
など

＜新規
し ん き

＞

次期
じ き

計画
けいかく

策定
さくてい

に向
む

け、子
こ

ども・子育
こ そ だ

て支援法
しえんほう

等
など

に基
もと

づき、子育
こ そ だ

て家庭
か て い

の状況
じょうきょう

や、意向
い こ う

を把握
は あ く

するためニーズ調査等
ちょうさなど

を実施
じ っ し

します。

あわせて、こども基本法
きほんほう

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえ、子
こ

どもから意見
い け ん

を聴
き

く取組
とりくみ

を進
すす

めます。

その他
た

－

市　費
し ひ

125,871

前
ぜん

年
ねん

度
ど

21,731

差
さし

引
ひき

112,536

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

8,396

県
けん

－

19 計 画
け い か く

の 推 進
す い し ん

本
ほん

年
ねん

度
ど

千
せん

円
えん

134,267

　　　　　千円
せんえん

10,295

その他
た

100

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

5,925市　費
し ひ

4,270県
けん

前 年 度
ぜ ん ね ん ど

差 引
さ し ひ き

国
くに

18
ワーク・ライフ・バ

ラ ン ス の 推 進
す い し ん

10,295

－

－

本 年 度
ほ ん ね ん ど

基本施策⑨

計画の推進
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２    横浜
よこはま

市
し

子
こ

どもの貧困
ひんこん

対策
たいさく

に関
かん

する計画
けいかく

の推進
すいしん

＜拡充
かくじゅう

＞ 4,419万円
まんえん

 (1,420万円
まんえん

)

(1) 子
こ

どもの貧困対策
ひんこんたいさく

に関
かん

する計画推進会議
けいかくすいしんかいぎ

の開催
かいさい

子
こ

どもや家庭
か て い

への支援
し え ん

に関
かか

わる団体
だんたい

・事業者
じぎょうしゃ

や学識経験者
がくしきけいけんしゃ

、学校関係者等
がっこうかんけいしゃなど

からなる会議
か い ぎ

において、

計画推進
けいかくすいしん

のための意見聴取等
いけんちょうしゅなど

を行
おこな

います。

(2) ヤングケアラーの支援
し え ん

に向
む

けた取組
とりくみ

＜拡充
かくじゅう

＞

４年度
ね ん ど

に実施
じ っ し

した実態把握調査
じったいはあくちょうさ

の結果等
けっかなど

を踏
ふ

まえ、地域
ち い き

全体
ぜんたい

で子
こ

どもたちを見守
み ま も

り、支
ささ

える環境
かんきょう

づ

くりを進
すす

めます。

ア　広
ひろ

く市民
し み ん

に向
む

けた広報
こうほう

・啓発
けいはつ

や関係機関
かんけいきかん

向
む

け研修等
けんしゅうなど

を推進
すいしん

し、ヤングケアラーについての理解
り か い

を

深
ふか

めます。

イ　ヤングケアラーの精神的負担軽減
せいしんてきふたんけいげん

を図
はか

るため、ピアサポートやオンラインサロンを実施
じ っ し

する支援
し え ん

団体
だんたい

への補助
ほ じ ょ

を行
おこな

います。

ウ　ヤングケアラーの身体的負担軽減
しんたいてきふたんけいげん

を図
はか

るため、家事
か じ

や育児
い く じ

支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする家庭
か て い

がヘルパー派遣
は け ん

事業
じぎょう

を利用
り よ う

しやすくなるよう、事業者
じぎょうしゃ

への委託
い た く

単価
た ん か

を増額
ぞうがく

し、利用
り よ う

機会
き か い

の拡充
かくじゅう

を図
はか

ります。

エ　関係機関
かんけいきかん

の連携強化
れんけいきょうか

や支援
し え ん

のさらなる拡充
かくじゅう

に向
む

けて、有識者等
ゆうしきしゃなど

を含
ふく

む検討会
けんとうかい

を設置
せ っ ち

します。

特集３
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Ⅰ 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 予算案
よさんあん

の 考
かんが

え方
かた

 

 

 

新型
しんがた

コロナウイルスの感染
かんせん

拡大
かくだい

の波
なみ

が繰
く

り返
かえ

されるなか、医療
いりょう

局
きょく

では、今後
こ ん ご

も想
そう

定
てい

され

る感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

に備
そな

え、市内
し な い

医療
いりょう

機関
き か ん

との連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

のもと、コロナ患者
かんじゃ

の受入
うけいれ

病 床
びょうしょう

の確保
か く ほ

などの取組
とりくみ

を進
すす

め、日常
にちじょう

の地域
ち い き

医療
いりょう

と新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

医療
いりょう

との両立
りょうりつ

を

図
はか

っていきます。 

 

また、超高齢
ちょうこうれい

社会
しゃかい

の進展
しんてん

に伴
ともな

い急増
きゅうぞう

する医療
いりょう

需要
じゅよう

に対
たい

し、必
ひつ

要
よう

なときに必要
ひつよう

な医療
いりょう

を

提供
ていきょう

できるよう、病 床
びょうしょう

機能
き の う

の確保
か く ほ

、医療
いりょう

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

支
し

援
えん

、データを活用
かつよう

した医療
いりょう

政策
せいさく

を着実
ちゃくじつ

に推進
すいしん

していきます。あわせて、医療
いりょう

・介護
か い ご

・予防
よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

・住
す

まいが、住
す

み慣
な

れた地域
ち い き

で一体的
いったいてき

に提
てい

供
きょう

される「地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム」の構
こう

築
ちく

に向
む

け、更
さら

に「医療
いりょう

と介護
か い ご

の連携
れんけい

強化
きょうか

」や「地域
ち い き

医療
いりょう

・在宅
ざいたく

医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

」を進めて
 すす      

いきます。 

 

 市立
し り つ

病院
びょういん

は、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の専用
せんよう

病 床
びょうしょう

を確保
か く ほ

するなど、引
ひ

き続
つづ

き新興
しんこう

・

再興
さいこう

感染症
かんせんしょう

への対応
たいおう

において中核的
ちゅうかくてき

な役割
やくわり

を担
にな

います。また、初年
しょねん

度
ど

となる「横浜
よこはま

市立
し り つ

病院
びょういん

中期
ちゅうき

経営
けいえい

プラン 2023-2027」に基づき
もと    

、救 急
きゅうきゅう

・災害
さいがい

時
じ

医療
いりょう

や周産期
しゅうさんき

・小児
しょうに

医療
いりょう

など

の政策的
せいさくてき

医療
いりょう

の提供
ていきょう

を充実
じゅうじつ

させるとともに、地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステムの構築
こうちく

に向
む

けた支援
し え ん

を行
おこな

うなど、地域
ち い き

医
い

療
りょう

のリーディングホスピタルとして先導的
せんどうてき

な役割
やくわり

を果
は

たします。 

 

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は、６年度
ね ん ど

を初年度
しょねんど

とする「よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン」を策
さく

定
てい

します。策定
さくてい

にあたっては、これまでに積
つ

み重
かさ

ねてきた取
とり

組
くみ

や成果
せ い か

を踏
ふ

まえつつ、コロナ禍
か

で 生
しょう

じた

情勢
じょうせい

の変化
へ ん か

を的確
てきかく

に捉
とら

え、本市
ほ ん し

の実 情
じつじょう

に即
そく

した保健
ほ け ん

医療
いりょう

体
たい

制
せい

の在
あ

り方
かた

を検討
けんとう

していきま

す。 

 

 医療局
いりょうきょく

・医療局
いりょうきょく

病院
びょういん

経営
けいえい

本部
ほ ん ぶ

は、『市民
し み ん

の皆様
みなさま

が 将
しょう

来
らい

にわたって住み慣れた
 す   な    

横浜
よこはま

で、

安全
あんぜん

・安心
あんしん

に暮
く

らすことのできる最適
さいてき

な地域
ち い き

医療
いりょう

の提供
ていきょう

』の実現
じつげん

に向け
む  

、引
ひ

き続
つづ

き着 実
ちゃくじつ

に取組
とりくみ

を進
すす

めていきます。 
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Ⅱ 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 予算案
よさんあん

について 

 

 

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

予算案
よさんあん

総括表
そうかつひょう

 

 

（１）医療局
いりょうきょく

 

（単位
た ん い

：千円
せんえん

） 

区
く

  分
ぶん

 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 
令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

 

（当初
と う し ょ

予算
よ さ ん

） 

 

差引増
さ し ひ き ぞ う

△減
げん

 （％） 

一
 いっ     

  般
は ん

  会
か い

  計
けい

 11,216,770 11,372,165 △ 155,395 △ 1.4 

 

７款
かん

 健康
け ん こ う

福祉費
ふ く し ひ

 3,799,144 4,058,400 △ 259,256 △ 6.4 

 職員
しょくいん

人件費
じ ん け ん ひ

 797,945 766,489  31,456  4.1 

 事業費
じ ぎ ょ う ひ

 3,001,199 3,291,911 △ 290,712 △8.8 

  
新型
し ん が た

コロナウイルス 

感 染 症
か ん せ ん し ょ う

対
た い

策
さ く

 
（34,139） （252,836） （△ 218,697） （△ 86.5） 

17款
かん

 諸支
し ょ し

出金
しゅつきん

 7,417,626 7,313,765  103,861  1.4 

 病院
びょういん

事業
じ ぎ ょ う

会計繰
か い け い く り

出金
しゅっきん

 7,417,626 7,313,765  103,861  1.4 

特 別
と く  べ つ   

会 計
か い  け い

 398,805 386,104  12,701  3.3 

 介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業費
じ ぎ ょ う ひ

会計
かいけい

 398,805 386,104  12,701  3.3 

合
 ごう

計
けい

 11,615,575 11,758,269 △ 142,694 △ 1.2 

 

  ※令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

の医療局
いりょうきょく

予算
よ さ ん

一般
いっぱん

会計分
かいけいぶん

については、医療
いりょう

政策上
せいさくじょう

、必要
ひつよう

な予算
よ さ ん

を確保
か く ほ

した上で、新型
しんがた

 

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

に係
かか

る経費
け い ひ

の減
げん

（218,697千円
せんえん

）などにより、令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

と比較
ひ か く

して、

全体
ぜんたい

で1.4％（155,395千円
せんえん

）の減
げん

となりました。 
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１　デジタル時代
じ だ い

にふさわしい医療政策
いりょうせいさく

の推進
すいしん

（１）医療
いりょう

ビッグデータ活用
かつよう

した分析
ぶんせき

（2,706万円
まんえん

）

・医療
いりょう

ビッグデータ活用事業
かつようじぎょう

2,706 万円
まんえん

（２）ICT
あいしーてぃ

　を活用
かつよう

した地域
ちいき

医療
いりょう

連携
れんけい

の推進
すいしん

（854万円
まんえん

）

・2025年
ねん

に向
む

けた医療機能確保事業
いりょうきのうかくほじぎょう

（ICT
あいしーてぃ

　　を活用
かつよう

した地域医療連携
ちいきいりょうれんけい

） 854 万円
まんえん

２　2025年問題
ねんもんだい

に対応
たいおう

できる地域医療構想
ちいきいりょうこうそう

の実現
じつげん

（１）病床機能
びょうしょうきのう

の確保等
かくほとう

（1億
おく

 7,440万円
まんえん

）

・2025年
ねん

に向
む

けた医療機能確保事業
いりょうきのうかくほじぎょう

（病床確保
びょうしょうかくほ

） 599 万円
まんえん

・南部病院再整備支援事業
なんぶびょういんさいせいびしえんじぎょう

9,100 万円
まんえん

・地域中核病院支援事業
ちいきちゅうかくびょういんしえんじぎょう

7,741 万円
まんえん

（２）地域
ちいき

における医療
いりょう

連携
れんけい

の推進
すいしん

（2,056万円
まんえん

）

・2025年
ねん

に向
む

けた医療機能確保事業
いりょうきのうかくほじぎょう

（ICT
あいしーてぃ

　　を活用
かつよう

した地域医療連携
ちいきいりょうれんけい

） 1,704 万円
まんえん

・在宅医療推進事業
ざいたくいりょうすいしんじぎょう

 ＊ 70 万円
まんえん

・在宅医療
ざいたくいりょう

・介護連携推進事業
かいごれんけいすいしんじぎょう

（介護保険事業費会計
かいごほけんじぎょうひかいけい

） ＊ 282 万円
まんえん

（３）人材
じんざい

確保
かくほ

・育成
いくせい

（6億
おく

 6,200万
まん

円
えん

）

・2025年
ねん

に向
む

けた医療機能確保事業
いりょうきのうかくほじぎょう

（医療人材等確保
いりょうじんざいとうかくほ

　・働
はたら

き方
かた

　改革
かいかく

） 1,504 万円
まんえん

・看護人材確保事業
かんごじんざいかくほじぎょう

5億
おく

 1,786 万円
まんえん

・横浜市病院協会 看護専門学校
よこはましびょういんきょうかい かんごせんもんがっこう

 設備改修費
せつびかいしゅうひ

 補助事業
ほじょじぎょう

1億
おく

 2,000 万円
まんえん

・在宅
ざいたく

医療
いりょう

 推進
すいしん

事業
じぎょう

 ＊ 236 万円
まんえん

・在宅
ざいたく

医療
いりょう

・介護連携推進事業
かいごれんけいすいしんじぎょう

（介護保険事業費会計
かいごほけんじぎょうひかいけい

） ＊ 546 万円
まんえん

・医療政策人材育成事業
いりょうせいさくじんざいいくせいじぎょう

129 万円
まんえん

（４）歯科
し か

保健
ほけん

医療
いりょう

の推進
すいしん

（9,514万円
まんえん

）

・歯科保健医療推進事業
しかほけんいりょうすいしんじぎょう

9,514 万円
まんえん

（５）国際化
こくさいか

への対応
たいおう

（460万円
まんえん

）

・
・

医療
いりょう

の国際化推進事業
こくさいかすいしんじぎょう

460 万円
まんえん

（６）市民
しみん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

（5,108万円
まんえん

）

・医療
いりょう

に関
かん

する総合的
そうごうてき

な市民啓発推進事業
しみんけいはつすいしんじぎょう

3,091 万円
まんえん

・在宅医療
ざいたくいりょう

・介護連携推進事業
かいごれんけいすいしんじぎょう

（介護保険事業費会計
かいごほけんじぎょうひかいけい

） ＊ 2,017 万円
まんえん

（７）よこはま保健医療
ほけんいりょう

プランの次期
じ き

プラン策定
さくてい

（1,378万円
まんえん

）

・2025年
ねん

に向
む

けた医療機能確保事業
いりょうきのうかくほじぎょう

（保健
ほけん

医療
いりょう

プラン次期
じ き

プラン策定
さくてい

） 1,378 万円
まんえん

（８）新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

等
とう

の新興
しんこう

・再興
さいこう

感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

（3,414万円
まんえん

）

・感染症対応人材強化事業
かんせんしょうたいおうじんざいきょうかじぎょう

2,000 万円
まんえん

・Ｙ
わい

－ＣＥＲＴ
さ ー と

強化事業
きょうかじぎょう

1,414 万円
まんえん

令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

 予算
よ さ ん

体系図
た い け い ず

 10億
おく

 5,570万円
まんえん

3,560万円
まんえん

◆ 一万円未満は、四捨五入しているため、合計欄と一致しない場合があります。

◆＊印を付している事業については再掲箇所があります。
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３　妊娠
にんしん

・出産
しゅっさん

から一貫
いっかん

した子
こ

どものための医療体制
いりょうたいせい

の充実
じゅうじつ

（１）産科
さんか

医療対策
いりょうたいさく

（1億
おく

 985万円
まんえん

）

・産科医療対策事業
さんかいりょうたいさくじぎょう

1億
おく

 985 万円
まんえん

（２）小児
しょうに

・周産期
しゅうさんき

救急
きゅうきゅう

医療
いりょう

対策
たいさく

（2億
おく

 8,788万円
まんえん

）

・小児救急医療対策事業
しょうにきゅうきゅういりょうたいさくじぎょう

 ＊ 2億
おく

 3,538 万円
まんえん

・周産期救急医療対策事業
しゅうさんききゅうきゅういりょうたいさくじぎょう

 ＊ 5,250 万円
まんえん

（３）こどもホスピス支援
しえん

（500万円
まんえん

）

・こどもホスピス（在宅療養児等生活支援施設
ざいたくりょうようじとうせいかつしえんしせつ

）支援
しえん

事業
じぎょう

500 万円
まんえん

４　がんをはじめとする５疾病対策
しっぺいたいさく

の推進
すいしん

（１）がん対策
たいさく

の推進
すいしん

（1億
おく

 2,893万
まん

円
えん

）

・総合的
そうごうてき

ながん対策推進事業
たいさくすいしんじぎょう

 ＊ 1億
おく

 2,893 万円
まんえん

（２）心血管
しんけっかん

疾患
しっかん

対策
たいさく

、疾病
しっぺい

の重症化
じゅうしょうか

予防
よぼう

（6,377万円
まんえん

）

・疾病対策推進事業
しっぺいたいさくすいしんじぎょう

5,477 万円
まんえん

・在宅医療
ざいたくいりょう

・介護連携推進事業
かいごれんけいすいしんじぎょう

（介護保険事業費会計
かいごほけんじぎょうひかいけい

） ＊ 900 万円
まんえん

５　救急
きゅうきゅう

・災害
さいがい

時
じ

医療
いりょう

体制
たいせい

の強化
きょうか

（１）救急医療体制
きゅうきゅういりょうたいせい

の充実
じゅうじつ

（15億
おく

 2,414万円
まんえん

）

・救急医療
きゅうきゅういりょう

センター運営事業
うんえいじぎょう

4億
おく

 6,013 万円
まんえん

・初期救急医療対策事業
しょききゅうきゅういりょうたいさくじぎょう

3億
おく

 7,476 万円
まんえん

・二次救急医療対策事業
にじきゅうきゅういりょうたいさくじぎょう

3億
おく

 6,338 万円
まんえん

・小児救急医療対策事業
しょうにきゅうきゅういりょうたいさくじぎょう

 ＊ 2億
おく

 3,538 万円
まんえん

・周産期救急医療対策事業
しゅうさんききゅうきゅういりょうたいさくじぎょう

 ＊ 5,250 万円
まんえん

・精神疾患
せいしんしっかん

を合併
がっぺい

する身体救急医療体制事業
しんたいきゅうきゅういりょうたいせいじぎょう

1,459 万円
まんえん

・疾患別救急医療体制事業
しっかんべつきゅうきゅういりょうたいせいじぎょう

27 万円
まんえん

・超高齢社会
ちょうこうれいしゃかい

におけるドクターカーシステム整備事業
せいびじぎょう

1,956 万円
まんえん

・その他
た

の救急医療対策
きゅうきゅういりょうたいさく

358 万円
まんえん

（２）災害
さいがい

時
じ

医療
いりょう

体制
たいせい

の整備
せいび

（6,057万円
まんえん

）

・災害時医療体制整備事業
さいがいじいりょうたいせいせいびじぎょう

5,703 万円
まんえん

354 万円
まんえん

６  在宅
ざいたく

医療
いりょう

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

（１）在宅医療
ざいたくいりょう

の推進
すいしん

（4億
おく

 1,616万円
まんえん

）

・在宅医療推進事業
ざいたくいりょうすいしんじぎょう

 ＊ 1,735 万円
まんえん

・在宅医療
ざいたくいりょう

・介護連携推進事業
かいごれんけいすいしんじぎょう

（介護保険事業費会計
かいごほけんじぎょうひかいけい

） ＊ 3億
おく

 9,881 万円
まんえん

～ その他
た

医療局予算
いりょうきょくよさん

 ～

・医療局人件費
いりょうきょくじんけんひ

7億
おく

 9,795 万円
まんえん

・医療総務諸費
いりょうそうむしょひ

1,595 万円
まんえん

・医療政策推進事業
いりょうせいさくすいしんじぎょう

1,706 万円
まんえん

15億
おく

 8,471万円
まんえん

4億
おく

 273万円
まんえん

1億
おく

 9,270万円
まんえん

・横浜救急医療
よこはまきゅうきゅういりょう

チーム（YMAT
わいまっと

）運営事業
うんえいじぎょう

4億
おく

 1,616万円
まんえん
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・医療機関
いりょうきかん

整備資金融資事業
せいびしきんゆうしじぎょう

364 万円
まんえん

・横浜市保健医療協議会
よこはましほけんいりょうきょうぎかい

69 万円
まんえん

・旧市民病院跡地整備事業
きゅうしみんびょういんあとちせいびじぎょう

1,200 万円
まんえん

・病院事業会計繰出金
びょういんじぎょうかいけいくりだしきん　　

74億
おく

 1,763 万円
まんえん

一般会計
いっぱんかいけい

介護
かいご

保険
ほけん

事業費
じぎょうひ

会計
かいけい

７　市立病院
しりつびょういん

における取組
とりくみ

と経営
けいえい

（地方公営
ちほうこうえい

企業法
きぎょうほう

の全部適用
ぜんぶてきよう

）

3億
おく

 9,881万円
まんえん

令和
れいわ

５年度
ねんど

予算額
よさんがく

（医療局分
いりょうきょくぶん

）

112億
おく

 1,677万円
まんえん

収 益 的
し ゅ う え き て き

収 入
しゅうにゅう

収 益 的 支 出
し ゅ う え き て き し し ゅ つ

経 常 収 支
け い じ ょ う し ゅ う し

※

432億
おく

2,739万
まん

円
えん

443億
おく

8,035万円
まんえん

5億
おく

  954万円
まんえん

市 民
し み ん

病 院
び ょ う い ん

320億
おく

4,881万円
まんえん

334億
おく

  707万円
まんえん

338万円
まんえん

脳 卒 中
の う そ っち ゅ う

・ 神 経
し ん け い

脊 髄
せ き ず い

セ ン タ ー

み な と 赤 十 字 病 院
せきじゅうじびょう いん

（指定
し て い

管理 者
か んり しゃ

制 度
せ い ど

）

※経常収支
けいじょうしゅうし

は、収益的収支
しゅうえきてきしゅうし

から特別損益及
とくべつそんえきおよ

び予備費
よ び ひ

を除
のぞ

いたものです。

91万円
まんえん

5億
おく

  526万円
まんえん

病 院
び ょうい ん

事 業
じ ぎ ょ う

合 計
ご う け い

91億
おく

4,064万円
まんえん

20億
おく

3,794万円
まんえん

94億
おく

4,060万円
まんえん

15億
おく

3,268万円
まんえん
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新規
し ん き

・拡充
かくじゅう

事業
じ ぎ ょ う

は＜新
しん

規
き

＞・＜拡充
かくじゅう

＞、神奈川県
か な が わ け ん

地域
ち い き

医療
い り ょ う

介護
か い ご

総合
そ う ご う

確保
か く ほ

基金
き き ん

を活用
か つ よ う

した事業
じ ぎ ょ う

は★を、該当
が い と う

項目
こ う も く

に付記
ふ き

しています。  

 

 

 

 

団塊
だんかい

の世代
せ だ い

が後期
こ う き

高齢者
こうれいしゃ

になり、医療
いりょう

・介護
か い ご

のニーズが飛躍的
ひ や く て き

に増大
ぞうだい

する2025年
ねん

に向
む

けて、超高齢
ちょうこうれい

社会
しゃかい

における市民
し み ん

生活
せいかつ

の安全
あんぜん

・安心
あんしん

を確保
か く ほ

することが喫緊
きっきん

の課題
か だ い

となっています。 

とりわけ、本市
ほ ん し

は基礎
き そ

自治体
じ ち た い

の中
なか

で高齢者
こうれいしゃ

の増加数
ぞ う か す う

が最
もっと

も多
おお

く、限
かぎ

られた社会
しゃかい

資源
し げ ん

を効率的
こうりつてき

・効果的
こ う か て き

に活用
かつよう

し、適切
てきせつ

な医療
いりょう

・介護
か い ご

サービスを将来
しょうらい

にわたって安定的
あんていてき

に提供
ていきょう

していく必要
ひつよう

があります。 

この課題
か だ い

を解決
かいけつ

するため、「病 床
びょうしょう

機能
き の う

の確保
か く ほ

等
など

」「地域
ち い き

における医療
いりょう

連携
れんけい

の推進
すいしん

」「人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

」

及
およ

び「市民
し み ん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

」を柱
はしら

に取
と

り組
く

みます。 

 （１） 病 床
びょうしょう

機能
き の う

の確保
か く ほ

等
など

                   １億
おく

 ７，４４０万円
まんえん

（前年
ぜんねん

度
ど

 1億
おく

 7,290万円
まんえん

） 

本市
ほ ん し

においては、高度
こ う ど

急性期
きゅうせいき

・急性期
きゅうせいき

を担
にな

う病 床
びょうしょう

は将来
しょうらい

も充足
じゅうそく

する一方
いっぽう

で、回復期
か い ふ く き

・慢性期
ま ん せ い き

を担
にな

う

病 床
びょうしょう

は需要
じゅよう

の増加
ぞ う か

が見込
み こ

まれています。このため、地域
ち い き

の医療
いりょう

関係者
かんけいしゃ

が参加
さ ん か

する地域
ち い き

医療
いりょう

構想
こうそう

調整
ちょうせい

会議
か い ぎ

等
など

で今後
こ ん ご

の医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

について検討
けんとう

するとともに、神奈川県
か な が わ け ん

地域
ち い き

医療
いりょう

介護
か い ご

総合
そうごう

確保
か く ほ

基金
き き ん

1（以下
い か

「県
けん

基金
き き ん

」）等
など

を活用
かつよう

しながら、病 床
びょうしょう

機能
き の う

の転換
てんかん

や増床
ぞうしょう

に対
たい

する支援
し え ん

を進め
すす  

ます。また、高度
こ う ど

急性期
きゅうせいき

・

急性期
きゅうせいき

医療
いりょう

や政策的
せいさくてき

医療
いりょう

を担
にな

う地域
ち い き

中核
ちゅうかく

病院
びょういん

等
など

に対
たい

する支援
し え ん

を継続
けいぞく

します。 

 

ア 病 床
びょうしょう

機能
き の う

転換
てんかん

及
およ

び増床
ぞうしょう

の促進
そくしん

    599万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 567万円
まんえん

） 

市域
し い き

でバランスの良
よ

い医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

を構築
こうちく

するため、医療
いりょう

需要
じゅよう

の動向
どうこう

や既存
き ぞ ん

の医療
いりょう

資源
し げ ん

等
など

に関
かん

す

る調査
ちょうさ

・分析
ぶんせき

を継続的
けいぞくてき

に実施
じ っ し

します。調査
ちょうさ

結果
け っ か

については、関係者
かんけいしゃ

が将来
しょうらい

の医療
いりょう

需要
じゅよう

を踏
ふ

まえて

病 床
びょうしょう

機能
き の う

について検討
けんとう

できるよう活用
かつよう

します。 

 

 

  

                             
1 神奈川県

か な が わ け ん

地域
ち い き

医療
いりょう

介護
か い ご

総合
そうごう

確保
か く ほ

基金
き き ん

：団塊
だんかい

の世代
せ だ い

が後期
こ う き

高齢者
こうれいしゃ

となる 2025年
ねん

に向
む

けて、医療
いりょう

、介護
か い ご

サービスの提 供
ていきょう

体制
たいせい

を充 実
じゅうじつ

する

ため、平成
へいせい

26年
ねん

４月
がつ

以降
い こ う

に消費税
しょうひぜい

が引
ひ

き上
あ

げられた際
さい

の増収分
ぞうしゅうぶん

を財源
ざいげん

として設置
せ っ ち

された基金
き き ん

で、県
けん

が作成
さくせい

する計画
けいかく

に基
もと

づき事業
じぎょう

を

実施
じ っ し

している。（根拠
こんきょ

法令
ほうれい

：地域
ち い き

における医療
いりょう

及
およ

び介護
か い ご

の総合的
そうごうてき

な確保
か く ほ

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

医療機能の名称 医療機能の内容

高度急性期機能

〇急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、診療密度が特に高い医療
　を提供する機能
　　※高度急性期機能に該当すると考えられる病棟の例
　　　救命救急病棟、集中治療室、ハイケアユニット、新生児集中治療室、
　　　新生児治療回復室、小児集中治療室、総合周産期集中治療室であるなど、
　　　急性期の患者に対して診療密度が特に高い医療を提供する病棟

急性期機能 〇急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、医療を提供する機能

回復期機能

〇急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーションを提
　供する機能
〇特に、急性期を経過した脳血管疾患や大腿骨頚部骨折等の患者に対し、ADL
　の向上や在宅復帰を目的としたリハビリテーションを集中的に提供する機能
　（回復期リハビリテーション機能）

慢性期機能
〇長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能
〇長期にわたり療養が必要な重度の障害者（重度の意識障害者を含む）、
　筋ジストロフィー患者又は難病患者等を入院させる機能

※厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

資料
しりょう

より抜粋
ばっすい

 ＜病 床
びょうしょう

機能
き の う

について＞ 

２ ２０２５年
ねん

問題
もんだい

に対応
たいおう

できる地域
ち い き

医療
いりょう

構想
こうそう

の実現
じつげん

  １０億
お く

 ５，５７０万円
まんえん

 

   （前年度
ぜんねんど

 13億
おく

 2,385万
まん

円
えん

） 

Ⅲ 主
おも

な取組
とりくみ
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イ 地域
ち い き

中核
ちゅうかく

病院
びょういん

の支援
し え ん

 

（ア）南部
な ん ぶ

病院
びょういん

の再整備
さ い せ い び

支援
し え ん

    9,100万円
まんえん

 ＜拡充
かくじゅう

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 6,500万円
まんえん

） 

    昭和
しょうわ

58年
ねん

6月
がつ

に開院
かいいん

した済生会
さいせいかい

横浜市
よ こ は ま し

南部
な ん ぶ

病
びょう

院
いん

について、資源
し げ ん

循 環 局
じゅんかんきょく

旧港南
きゅうこうなん

工場
こうじょう

敷地
し き ち

への

移
い

転
てん

に向
む

け、都市
と し

計画
けいかく

変更
へんこう

の準備
じゅんび

をするとともに、南部
な ん ぶ

病院
びょういん

が実施
じ っ し

する新病院
しんびょういん

の基本
き ほ ん

設計
せっけい

・

実施
じ っ し

設計
せっけい

の一部
い ち ぶ

を補助
ほじゅう

します。  

 

 （イ）地域
ち い き

中核
ちゅうかく

病院
びょういん

の支援
し え ん

    7,741万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 1億
おく

 223万円
まんえん

） 

    昭和
しょうわ

大学
だいがく

横浜市
よ こ は ま し

北部
ほ く ぶ

病院
びょういん

及
およ

び済生会
さいせいかい

横浜市
よ こ は ま し

東部
と う ぶ

病院
びょういん

が、病院
びょういん

建設
けんせつ

時
じ

に借
か

り入
い

れた資金
し き ん

の利子
り し

に対する
たい    

補助
ほ じ ょ

を行
おこな

います。  

 

    ＜医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

のイメージ＞ 
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（２） 地域
ち い き

における医療
いりょう

連携
れんけい

の推進
すいしん

         ２，０５６万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 3,995万円
まんえん

） 

 

ア 遠隔
えんかく

ICU
ｱｲｼｰﾕｰ

2体制
たいせい

整備
せ い び

支援
し え ん

   850万円
まんえん

 （前年度
ぜ ん ね ん ど

 2,700万円
まんえん

） 

働
はたら

き方
かた

改革
かいかく

や医療
いりょう

の質
しつ

向上
こうじょう

を図
はか

るため、横浜市
よ こ は ま し

立
りつ

大学
だいがく

附属
ふ ぞ く

病院
びょういん

を中心
ちゅうしん

とした「遠隔
えんかく

医療
いりょう

体制
たいせい

（遠隔
えんかく

ICU
ｱｲｼｰﾕｰ

）」の関連
かんれん

経費
け い ひ

を補助
ほ じ ょ

します。令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

に実現
じつげん

した 24時間
じ か ん

365日
にち

の運用
うんよう

を維持
い じ

しながら

効率化
こ う り つ か

を進
すす

め、市立
し り つ

・市
し

大
だい

４病院間
びょういんかん

での連携
れんけい

を継続
けいぞく

します。 

 

イ ICT
ｱｲｼｰﾃｨｰ

を活用
かつよう

した地域
ち い き

医療
いりょう

ネットワークの構築
こうちく

    854万円
まんえん

（再掲
さいけい

）（前年度
ぜ ん ね ん ど

 454万円
まんえん

） 

（３） 人材
じんざい

確保
か く ほ

・育成
いくせい

                      ６億
おく

 ６，２００万円
まんえん

（前年
ぜんねん

度
ど

 7億
おく

 560万円
まんえん

） 

  

 増大
ぞうだい

する医療
いりょう

ニーズに対応
たいおう

できるよう、地域
ち い き

医療
いりょう

を支える医師
い し

・看護師
か ん ご し

等
など

の医療
いりょう

人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

に

向
む

けた取組
とりくみ

を充実させます。 

働
はたら

き方
かた

改革
かいかく

の関連法
かんれんほう

が平成
へいせい

31年
ねん

４月
がつ

から施行
せ こ う

され、医
い

師
し

についても令和
れ い わ

６年
ねん

４月
がつ

より時間外
じ か ん が い

労
ろう

働
どう

の

上限
じょうげん

規制
き せ い

が適用
てきよう

されるため、市内
し な い

病院
びょういん

の取組
とりくみ

が円滑
えんかつ

に進
すす

むよう支援
し え ん

を行
おこな

います。また、人材
じんざい

確保
か く ほ

体制
たいせい

に不安
ふ あ ん

を抱
かか

える市内
し な い

の病院
びょういん

を対象
たいしょう

とした採用
さいよう

支援
し え ん

を行う
おこな 

ほか、看護
か ん ご

専門
せんもん

学校
がっこう

の運営
うんえい

支援
し え ん

や資格
し か く

を持ち

ながら就 業
しゅうぎょう

していない看護師
か ん ご し

（潜在
せんざい

看護師
か ん ご し

）の復職
ふくしょく

支援
し え ん

を継続
けいぞく

します。あわせて在宅
ざいたく

医療
いりょう

を担
にな

う医師
い し

の養成
ようせい

・確保
か く ほ

対策
たいさく

を進
すす

めます。 

 

 ア 医療
いりょう

人材
じんざい

の確保
か く ほ

 

（ア）市内
し な い

病院
びょういん

（特
とく

に病 床
びょうしょう

数
すう

200床
しょう

未満
み ま ん

の病院
びょういん

）の人材
じんざい

確保
か く ほ

支援
し え ん

   1,050万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 1,050万円
まんえん

） 

    市内
し な い

病院
びょういん

の採用
さいよう

活動
かつどう

を支援
し え ん

するため、地方
ち ほ う

合同
ごうどう

就 職
しゅうしょく

説明会
せつめいかい

への参加
さ ん か

やＷＥＢ
ｳ ｪ ﾌ ﾞ

合同
ごうどう

説明
せつめい

会
かい

を

開催
かいさい

します。 

 

（イ）医師
い し

等
など

の働
はたら

き方
かた

改革
かいかく

取組
とりくみ

支援
し え ん

    454万円
まんえん

（前年
ぜんねん

度
ど

 554万円
まんえん

） 

医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

に向
む

けた、市内
し な い

病院
びょういん

の 働
はたら

き方
かた

改革
かいかく

への対応
たいおう

が円滑
えんかつ

に進
すす

むよう、医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

のタスクシフトを進
すす

めるための人材
じんざい

育成
いくせい

研修
けんしゅう

等
など

を支援
し え ん

します。 

 

 イ 看護
か ん ご

人材
じんざい

の確保
か く ほ

 

 （ア）看護
か ん ご

専門
せんもん

学校
がっこう

の運営
うんえい

支援
し え ん

    5億
おく

1,716万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 5億
おく

 1,791万円
まんえん

） 

横浜市
よ こ は ま し

医師会
い し か い

聖
せい

灯
とう

看護
か ん ご

専門
せんもん

学校
がっこう

及
およ

び横浜市
よ こ は ま し

病院
びょういん

協会
きょうかい

看護
か ん ご

専門
せんもん

学校
がっこう

に対
たい

し、運営費
う ん え い ひ

を補助
ほ じ ょ

しま

す。 

 

（イ）看護師
か ん ご し

復職
ふくしょく

支援
し え ん

    70万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 70万円
まんえん

） 

    潜在
せんざい

看護師
か ん ご し

の再 就 職
さいしゅうしょく

及
およ

び復職後
ふくしょくご

の定着
ていちゃく

を推進
すいしん

するため、復職後
ふくしょくご

の看護
か ん ご

師
し

に対
たい

しフォローアッ

プ研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

 

                             
2
 Ｉ Ｃ Ｕ

アイシーユー

（Intensive
ｲ ﾝ ﾃ ﾝ ｼ ﾌ ﾞ

 Care
ｹ ｱ ｰ

 Unit
ﾕ ﾆ ｯ ﾄ

）：重篤
じゅうとく

な急性
きゅうせい

機能
き の う

不全
ふ ぜ ん

の患者
かんじゃ

を 24時間
じ か ん

体
たい

制
せい

で管
かん

理
り

し、より効果的
こ う か て き

な施治療
ち り ょ う

を施
ほどこ

すことを目
も く

的
てき

とした治療室
ち り ょ う し つ

のこ

と。 
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 ウ 横浜市
よ こ は ま し

病院
びょういん

協会
きょうかい

看護
か ん ご

専門
せんもん

学校
がっこう

の設備
せ つ び

改修費
かいしゅうひ

補助
ほ じ ょ

    1億
おく

2,000万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 1億
おく

 6,000万円
まんえん

） 

平成
へいせい

７年
ねん

に開所
かいしょ

した横浜市
よ こ は ま し

病院
びょういん

協会
きょうかい

看護
か ん ご

専門
せんもん

学校
がっこう

について、設
せつ

備
び

の不具合
ふ ぐ あ い

が生
しょう

じていることか

ら、県
けん

基金
き き ん

等
とう

を活用
かつよう

しながら、長期
ちょうき

保全
ほ ぜ ん

計画
けいかく

に基
もと

づいた改修
かいしゅう

に係
かかわ

る費用
ひ よ う

を補
ほ

助
じょ

します。 

 

エ 在宅
ざいたく

医療
いりょう

を担
にな

う医師
い し

の養成
ようせい

    27万円
まんえん

（前
ぜん

年
ねん

度
ど

 27万
まん

円
えん

） 

      在宅
ざいたく

医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、横浜市
よ こ は ま し

医師会
い し か い

と連携
れんけい

して研修
けんきゅう

を行
おこな

い、在宅
ざいたく

医療
いりょう

を担う
にな  

医師
い し

を 

養成
ようせい

します。 

 

 

オ  在宅
ざいたく

医療
いりょう

を支
ささ

える訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

の育成
いくせい

 

  （ア）訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

人材
じんざい

育成
いくせい

支援
し え ん

    190万円
まんえん

 ＜社会
しゃかい

福祉
ふ く し

基金
き き ん

活用
かつよう

事業
じぎょう

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 194万円
まんえん

） 

    地域
ち い き

において即戦力
そくせんりょく

として活躍
かつやく

できる訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

を育成
いくせい

するため、横浜市
よ こ は ま し

立
りつ

大
だい

学
がく

と協働
きょうどう

で

開発
かいはつ

した人材
じんざい

育成
いくせい

プログラムを周知
しゅうち

・運用
うんよう

します。また、訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

のキャリア開
かい

発
はつ

・スキルアッ

プとして、研修
けんしゅう

・教育
きょういく

支援
し え ん

体制
たいせい

を整備
せ い び

し、地域
ち い き

での人材
じんざい

育成
いくせい

体
たい

制
せい

を構
こう

築
ちく

します。 

 

  （イ）訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

対応力
たいおうりょく

サポート    14万円
まんえん

 ＜社会
しゃかい

福祉
ふ く し

基金
き き ん

活用
かつよう

事
じ

業
ぎょう

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 14万円
まんえん

） 

   訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

が、医療
いりょう

依存度
い ぞ ん ど

の高
たか

い患者
かんじゃ

に対
たい

して質
しつ

の高
たか

い看護
か ん ご

を提供
ていきょう

できるよう、病院
びょういん

等
など

で勤務
き ん む

 

する専門
せんもん

看護師
か ん ご し

・認定
にんてい

看護師
か ん ご し

によるサポートを受
う

けられる機会
き か い

を確保
か く ほ

します。 

 

 カ 在宅
ざいたく

医療
いりょう

推進
すいしん

のための人材
じんざい

育成
いくせい

    152万円
まんえん

 ＜介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業費
じ ぎ ょ う ひ

会計
かいけい

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 241万円
まんえん

） 

   在宅
ざいたく

医療
いりょう

・介護
か い ご

サービスを一体的
いったいてき

に提
てい

供
きょう

するためのより質
しつ

の高
たか

い連携
れんけい

を目指
め ざ

して、医療
いりょう

・介護
か い ご

連携
れんけい

に関
かか

わる人材
じんざい

を育成
いくせい

する研修
けんしゅう

を実施
じ っ し

します。 

 

  キ 医療
いりょう

政策
せいさく

を担
にな

う職員
しょくいん

の育成
いくせい

    129万
まん

円
えん

（前
ぜん

年度
ね ん ど

 144万円
まんえん

） 

   超高齢
ちょうこうれい

社会
しゃかい

において安定
あんてい

した医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

を確保
か く ほ

するためには、医療
いりょう

、病院
びょういん

経営
けいえい

、保健
ほ け ん

・福祉
ふ く し

など幅広
はばひろ

い知識
ち し き

をもとに医療
いりょう

政策
せいさく

を立案
りつあん

・実行
じっこう

する職員
しょくいん

が求
もと

められます。そのため、横浜市
よ こ は ま し

立
りつ

大学
だいがく

が実施
じ っ し

する課題
か だ い

解決型
かいけつがた

高度
こ う ど

医療
いりょう

人材
じんざい

養成
ようせい

プログラム等
など

への派遣
は け ん

研修
けんしゅう

を行
おこな

います。 

また、職員
しょくいん

の専門性
せんもんせい

を高
たか

めるために有効
ゆうこう

な資格
し か く

取得
しゅとく

等
など

への支援
し え ん

を行
おこ

います。 

 

（４） 歯科
し か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

の推進
すいしん

                     ９，５１４万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 9,414万円
まんえん

） 

 

 ア 歯科
し か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

センターの運営
うんえい

支援
し え ん

    8,954万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 8,954万円
まんえん

） 

   夜間
や か ん

・休日
きゅうじつ

昼間
ひ る ま

の歯科
し か

診療
しんりょう

、心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

歯科
し か

診療
しんりょう

や通院
つういん

困難者
こんなんしゃ

等
など

に対
たい

する訪問
ほうもん

歯科
し か

診療
しんりょう

を

行
おこな

う横浜市
よ こ は ま し

歯科
し か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

センターの運営費
う ん え い ひ

の一部
い ち ぶ

を補
ほ

助
じょ

します。 
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イ 歯科
し か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

の推進
すいしん

   561万円
まんえん

 ＜拡充
かくじゅう

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 461万円
まんえん

） 

   周術期
しゅうじゅつき

口腔
こうくう

ケアの市民
し み ん

啓発
けいはつ

に取
と

り組
く

むほか、歯科
し か

医師
い し

等
など

を対象
たいしょう

に横浜市
よ こ は ま し

歯科
し か

医師会
い し か い

が実施
じ っ し

する

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

歯科
し か

診療
しんりょう

に関
かん

する研修
けんしゅう

及
およ

び誤嚥
ご え ん

性
せい

肺炎
はいえん

対策
たいさく

に関
かん

する嚥下
え ん げ

機能
き の う

評価
ひょうか

研修
けんしゅう

に係
かかわ

る費用
ひ よ う

の

一部
い ち ぶ

を補助
ほ じ ょ

します。 

また、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

歯科
し か

保健
ほ け ん

医療
いりょう

推進
すいしん

のため、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

歯科
し か

診療
しんりょう

の需要
じゅよう

や応需
おうじゅ

体制
たいせい

等
など

について調
ちょう

査
さ

を実施
じ っ し

します。 

 

（５） 国際化
こくさいか

への対応
たいおう

                            ４６０万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 610万円
まんえん

） 

 外国人
がいこくじん

の方
かた

が安心
あんしん

して受診
じゅしん

できるよう、本市
ほ ん し

が電話
で ん わ

医療
いりょう

通訳事
つ う や く じ

業者
ぎょうしゃ

と委託
い た く

契約
けいやく

を行
おこな

い病院
びょういん

・夜間
や か ん

急 病
きゅうびょう

センター等
など

に多言語
た げ ん ご

に対応
たいおう

した電話
で ん わ

医療
いりょう

通訳
つうやく

・翻訳
ほんやく

サービスを提供
ていきょう

します。 

また、医療
いりょう

に関
かん

する情報
じょうほう

発信
はっしん

等
など

について、多言語
た げ ん ご

対
たい

応
おう

を推進
すいしん

します。 

（６） 市民
し み ん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

                   ５，１０８万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 5,002万円
まんえん

） 

  市民
し み ん

の皆様
みなさま

に医療
いりょう

を身近
み ぢ か

に感
かん

じていただき、将来
しょうらい

の具体的
ぐ た い て き

な受療
じゅりょう

行動
こうどう

の変容
へんよう

につなげるため、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
など

との連携
れんけい

による手法
しゅほう

で医療
いりょう

広報
こうほう

を実施
じ っ し

する「医療
いりょう

の視点
し て ん

」プロジェクトを平成
へいせい

30年
ねん

10月
がつ

より

開始
か い し

しました。令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

も引
ひ

き続
つづ

き本
ほん

プロジェクトのもとで、医療
いりょう

に関心
かんしん

の低
ひく

い方
かた

の興味
きょうみ

を引
ひ

き

共感
きょうかん

を促進
そくしん

する大規模
だ い き ぼ

な啓発
けいはつ

を企画
き か く

・実施
じ っ し

するとともに、統一
とういつ

コンセプトによるリーフレット等
とう

デザ

イン制作
せいさく

を通
つう

じた分
わ

かりやすい情報
じょうほう

発信
はっしん

を行
おこな

います。 

実施
じ っ し

にあたっては、取組
とりくみ

への共感
きょうかん

促進
そくしん

による波及
はきゅう

拡大
かくだい

や、メディア報道
ほうどう

及
およ

びＳＮＳ
えすえぬえす

活用
かつよう

による評判
ひょうばん

 

化
か

を図
はか

り、将来
しょうらい

にわたり安全
あんぜん

・安心
あんしん

に医療
いりょう

を受
う

けられる意識
い し き

の醸成
じょうせい

を目指
め ざ

します。 

※＜「医療
いりょう

の視点
し て ん

プロジェクト」実施
じ っ し

イメージ＞は、次
じ

頁
ぺーじ

参照
さんしょう

 

 

 

ア 医療
いりょう

マンガ大賞
たいしょう

 2,688万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

2,688万円
まんえん

） 

同
おな

じ出来事
で き ご と

でも、立場
た ち ば

によって捉
とら

え方
かた

が異
こと

なるという点
てん

に着目
ちゃくもく

 

し、患者
かんじゃ

や医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

それぞれによる異
こと

なる視点
し て ん

から感情
かんじょう

の起伏
き ふ く

 

を含
ふく

むマンガで描
か

き、共感
きょうかん

とともに医療
いりょう

に関心
かんしん

を向
む

けてもらうこ 

とを目的
もくてき

として、「医療
いりょう

マンガ大賞
たいしょう

」を実施
じ っ し

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元
れ い わ が ん

年度
ね ん ど

から毎年
まいとし

実施
じ っ し

しています。 
【第

だい
４回

かい
医療
いりょう

マンガ⼤ 賞
たいしょう

テーマ】（令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

） 
 

①看取
み と

りが近
ちか

づいた時
とき

に 

②循環器病
じゅんかんきびょう

対策
たいさく

 早期
そ う き

受診
じゅしん

の⼤切
たいせつ

さ          ・第
だい

４回
かい

マンガ応募数
お う ぼ す う

 44 本 

③慢性期
ま ん せ い き

医療
いりょう

の現場
げ ん ば

を⽀
ささ

える⼈々
ひとびと

           （第
だい

１回
かい

からの延
の

べ応募数
お う ぼ す う

 262本
ほん

） 

④⻭科
し か

受診
じゅしん

のタイミング【⻭科
し か

分野
ぶ ん や

のテーマは新規
し ん き

】  ・ 協 ⼒
きょうりょく

法⼈
ほうじん

（原作
げんさく

、副 賞
ふくしょう

提 供
ていきょう

等
など

） 15法⼈
ほうじん
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イ 心臓
しんぞう

リハビリテーション啓発
けいはつ

  125万円
まんえん

 ＜社会
しゃかい

福祉
ふ く し

基金
き き ん

活用
かつよう

事業
じぎょう

＞＜拡充
かくじゅう

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 60万円
まんえん

） 

   市民
し み ん

への啓発
けいはつ

を推進
すいしん

するため、令和
れ い わ

４ 

年度
ね ん ど

に作成
さくせい

したマンガを活用
かつよう

した啓発
けいはつ

冊
さっ

 

子
し

の増刷
ぞうさつ

を行
おこな

うとともに、冊子
さ っ し

を元
もと

にし 

た動画
ど う が

を作成
さくせい

します。 

 

 

   

 

 

 

ウ 乳
にゅう

がん啓発
けいはつ

    60万円
まんえん

＜新規
し ん き

＞ 

  令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

に作成
さくせい

した、医療者
いりょうしゃ

が伝
つた

えたい乳
にゅう

がんの情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

コンテンツ「よこはま乳
にゅう

がん」ウェブサイトの内容
ないよう

を充実
じゅうじつ

させ 

るとともに、患者
かんじゃ

さんや市民
し み ん

の方
かた

にウェブサイトを周知
しゅうち

するた 

めのポスターやチラシなどを作成
さくせい

します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７） よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プランの次期
じ き

プラン策定
さくてい

     １，３７８万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 230万円
まんえん

） 

ア よこはま保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン 2024 の策定
さくてい

に向
む

けた検討
けんとう

 1,378万円
まんえん

 ＜拡充
かくじゅう

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 230万円
まんえん

）      

令和
れ い わ

６年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

までの６年間
ねんかん

を計画
けいかく

期間
き か ん

とする次期
じ き

プラン策定
さくてい

に向
む

けて、よこはま

保健
ほ け ん

医療
いりょう

プラン策定
さくてい

検討
けんとう

部会
ぶ か い

の開催
かいさい

、素案
そ あ ん

のパブリックコメント等
など

を行い、検討
けんとう

を進
すす

めていきます。 

 

 

＜マンガを使
つか

った啓
けい

発
はつ

冊
さっ

子
し

＞ 

■リーフレット等
とう

のデザイン 

■         Web
う ぇ ぶ

ページ記事
き じ

掲載
けいさい

 

■医療
いりょう

マンガ⼤ 賞
たいしょう

 

＜「医療
いりょう

の視点
し て ん

プロジェクト」実施
じ っ し

イメージ＞ 
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（８） 新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

等
とう

への対応
たいおう

   ３，４１４万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 2億
おく

 5,284万円
まんえん

） 

ア 感染症
かんせんしょう

対応
たいおう

人材
じんざい

強化
きょうか

事業
じぎょう

  2,000万円
まんえん

 ＜社会
しゃかい

福祉
ふ く し

基金
き き ん

活用
かつよう

事業
じぎょう

＞ ★（前年度
ぜ ん ね ん ど

 6,000万円
まんえん

） 

今後
こ ん ご

想定
そうてい

される新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の再拡大
さいかくだい

や新興
しんこう

感染症
かんせんしょう

に備
そな

え、長期的
ちょうきてき

な市内
し な い

病院
びょういん

の

感染症
かんせんしょう

への対応力
たいおうりょく

強化
きょうか

を目的
もくてき

とした研修
けんしゅう

の参加
さ ん か

や資格
し か く

取得
しゅとく

等
など

を支援
し え ん

します。 

 

イ Ｙ
わい

－ＣＥＲＴ
さ ー と

強化
きょうか

事業
じぎょう

    1,414万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 1,584万円
まんえん

） 

  令和
れ い わ

２年
ねん

４月
がつ

に横浜市
よ こ は ま し

新型
しんがた

コロナウイルス対策
たいさく

本部
ほ ん ぶ

の立
た

ち上
あ

げに伴
ともな

い設置
せ っ ち

された「医療
いりょう

調整
ちょうせい

本部
ほ ん ぶ

（Ｙ
わい

－ＣＥＲＴ
さ ー と

）」を引
ひ

き続
つづ

き運営
うんえい

します。 

当該
とうがい

本部
ほ ん ぶ

は、感染者
かんせんしゃ

の発生
はっせい

状 況
じょうきょう

や医療
いりょう

機関
き か ん

の入院
にゅういん

状 況
じょうきょう

などの情報
じょうほう

を収 集
しゅうしゅう

するとともに、

救命
きゅうめい

救 急
きゅうきゅう

センターの救急医
きゅうきゅうい

や横浜市
よ こ は ま し

医師会
い し か い

の医師
い し

の医学的
い が く て き

見地
け ん ち

からの助言
じょげん

等
など

に基
もと

づき、円滑
えんかつ

な

患者
かんじゃ

の入院
にゅういん

及
およ

び転院
てんいん

調整
ちょうせい

等
とう

を行
おこな

うことで、一般
いっぱん

医療
いりょう

と感染症
かんせんしょう

医療
いりょう

との両立
りょうりつ

を図
はか

り、医療
いりょう

崩壊
ほうかい

を

防
ふせ

ぎます。 

 

 

  
＝認知症

にんちしょう

の人
ひと

を支
ささ

える医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

＝ 

高齢化
こ う れ い か

の更
さら

なる進展
しんてん

に伴
ともな

い、2025年
ねん

には約
やく

20万人
まんにん

（高齢者
こうれいしゃ

の５人
にん

に１人
ひ と り

）の方
かた

が認知症
にんちしょう

を抱
かか

え

ながら生活
せいかつ

することが推計
すいけい

されています。本市
ほ ん し

では認知症
にんちしょう

の方
かた

に優
やさ

しい地域
ち い き

を目指
め ざ

し、医療
いりょう

・介護
か い ご

・

福祉
ふ く し

・保健
ほ け ん

・地域
ち い き

づくり等
など

が一体
いったい

となって取組
とりくみ

を進
すす

めています。 

認知症
にんちしょう

の状態
じょうたい

に応
おう

じた切
き

れ目
め

ない医療
いりょう

対応
たいおう

等
など

ができるよう、認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター、専門
せんもん

医療
いりょう

機関
き か ん

、認知症
にんちしょう

初期
し ょ き

集 中
しゅうちゅう

支援
し え ん

チーム、認知症
にんちしょう

サポート医
い

、かかりつけ医
い

など関係
かんけい

機関
き か ん

の連携
れんけい

を、健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

と一体
いったい

となって検討
けんとう

・促進
そくしん

し、医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の更
さら

なる強化
きょうか

に取
と

り組
く

みます。 
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市民
し み ん

が安心
あんしん

して出産
しゅっさん

・子
こ

育
そだ

てができる環境
かんきょう

を確保
か く ほ

するため、産科
さ ん か

医療
いりょう

対策
たいさく

や小児
しょうに

・周産期
しゅうさんき

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

対策
たいさく

として、医療
いりょう

機関
き か ん

への支援
し え ん

や医療
いりょう

提供
ていきょう

体制
たいせい

の整備
せ い び

を進
すす

めます。また、療養
りょうよう

中心
ちゅうしん

の生活
せいかつ

を

送
お

る子
こ

どもと家族
か ぞ く

を支
ささ

える施設
し せ つ

「こどもホスピス」の運営
うんえい

支援
し え ん

のため、事業費
じ ぎ ょ う ひ

の補助
ほ じ ょ

を行
おこな

います。 

（１） 産科
さ ん か

医療
いりょう

対策
たいさく

               １億
おく

９８５万円
まんえん

 ★（前年度
ぜ ん ね ん ど

 1億
おく

 988万円
まんえん

） 

  産科
さ ん か

医療
いりょう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、産科
さ ん か

拠点
きょてん

病院
びょういん

に対
たい

し、運営費
う ん え い ひ

等
とう

の補助
ほ じ ょ

を行
おこな

うほか、分娩
ぶんべん

を扱
あつか

う医療
いりょう

機関
き か ん

に対
たい

し、産科
さ ん か

医師
い し

の確保
か く ほ

や当直
とうちょく

業務
ぎょうむ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

などを支援
し え ん

するための経費
け い ひ

等
とう

の一部
い ち ぶ

を補助
ほ じ ょ

し

ます。  

＜産科拠点病院
さんかきょてんびょういん

：横浜労災病院
よこはまろうさいびょういん

、横浜市立市民病院
よこはましりつしみんびょういん

※、済生会横浜市南部病院
さいせいかいよこはましなんぶびょういん

＞ 

                          ※横浜
よこはま

市立
し り つ

市民
し み ん

病院
びょういん

は繰
くり

出金
だしきん

による対応
たいおう

 

（２） 小児
しょうに

・周産期
しゅうさんき

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

対策
たいさく

     ２億
おく

８，７８８万円
まんえん

 （前年度
ぜ ん ね ん ど

 2億
おく

8,778万円
まんえん

） 

ア 小児
しょうに

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

対策
たいさく

    2億
おく

3,538万円
まんえん

 ★（前年度
ぜ ん ね ん ど

 2億
おく

 3,528万円
まんえん

） 

    夜間
や か ん

に増加
ぞ う か

する傾向
けいこう

の小児
しょうに

患者
かんじゃ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

を確保
か く ほ

するため、24時間
じ か ん

365日
にち

の救
きゅう

急車
きゅうしゃ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

等
とう

をとっている「小児
しょうに

救 急
きゅうきゅう

拠点
きょてん

病院
びょういん

」（7か所
しょ

）について運営
うんえい

に係
かかわ

る経費
け い ひ

の一部
い ち ぶ

を補助
ほ じ ょ

します。 

 

イ 周産期
しゅうさんき

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

対策
たいさく

    5,250万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 5,250万円
まんえん

） 

    周産期
しゅうさんき

救 急
きゅうきゅう

について、三次
さ ん じ

救 急
きゅうきゅう

を担
にな

う聖
せい

マリアンナ医科
い か

大学
だいがく

横浜市
よ こ は ま し

西部
せ い ぶ

病院
びょういん

の周産期
しゅうさんき

セン

ターや地域
ち い き

の産科
さ ん か

クリニックなどからの患者
かんじゃ

を受
う

け入
い

れる周産期
しゅうさんき

救 急
きゅうきゅう

連携
れんけい

病院
びょういん

の体制
たいせい

確保
か く ほ

等
とう

に係
かかわ

る経費
け い ひ

を補助
ほ じ ょ

します。また、新規
し ん き

に整備
せ い び

した N I C U
えぬあいしーゆー

3及び G C U
じーしーゆー

4の整備費
せ い び ひ

を補助
ほ じ ょ

しま

す。 

※＜小児
しょうに

救 急
きゅうきゅう

拠点
きょてん

病院
びょういん

と市
し

周産期
しゅうさんき

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

 図
ず

＞は、次
じ

頁
ぺーじ

参照
さんしょう

 

（３） こどもホスピス支援
し え ん

                ５００万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 500万円
まんえん

） 

    いのちに関
かか

わる病気
びょうき

で治療
ちりょう

中心
ちゅうしん

の生活
せいかつ

を送
おく

る 

子
こ

どもと家族
か ぞ く

を支
ささ

える「横浜
よこはま

こども 

   ホスピス～うみとそらのおうち」の事業費
じ ぎ ょ う ひ

 

（看護師
か ん ご し

の人件費
じ ん け ん ひ

）の一部
い ち ぶ

を引き続き
ひ   つ づ   

補助
ほ じ ょ

します。 

 本市
ほ ん し

では、こどもホスピスの運営
うんえい

 

支援
し え ん

のため、事業費
じ ぎ ょ う ひ

の補
ほ

助の 

ほか、市有地
し ゆ う ち

の無償
むしょう

貸付
かしつけ

を行
おこな

っています。 

                             
3 Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ

えぬあいしーゆう

（Neonatal
ね お ね い て る

 Intensive
い ん て ん し ぶ

 Care
け あ

 Unit
ゆにっと

）： 低出生
ていしゅっしょう

体重児
た い じ ゅ う じ

や重
おも

い病気
び ょ う き

のある新生児
し ん せ い じ

などを専門
せんもん

に治療
ち り ょ う

するため、保育器
ほ い く き

や人工
じ ん こ う

呼吸器
こ き ゅ う き

、

心拍数
し ん ぱ く す う

を監視
か ん し

する機器
き き

などを備
そな

え、新生児
し ん せ い じ

特定
と く て い

集中
しゅうちゅう

治療室
ち り ょ う し つ

管理料
か ん り り ょ う

の施設
し せ つ

基準
き じ ゅ ん

を満
み

たす病床
びょうしょう

 

4 Ｇ Ｃ Ｕ
ジーシーユー

（Growing
ｸ ﾞ ﾛ ｰ ｲ ﾝ ｸ ﾞ

 Care
ｹ ｱ

 Unit
ﾆ ｯ ﾄ

）： Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ
えぬあいしーゆう

を退室
たいしつ

した児
こ

を受
う

け入
い

れる後方
こ う ほ う

病床
びょうしょう

。Ｎ Ｉ Ｃ Ｕ
えぬあいしーゆう

と同等
ど う と う

の医療
い り ょ う

機器
き き

などを備
そな

え新生児
し ん せ い じ

治療
ち り ょ う

回復室
かいふくしつ

入院
にゅういん

医療
い り ょ う

管理料
か ん り り ょ う

の施設
し せ つ

基準
き じ ゅ ん

を満
み

たす病床
びょうしょう

 

３ 妊娠
にんしん

・出 産
しゅっさん

から一貫
いっかん

した子
こ

どものための医療
いりょう

体制
たいせい

の充 実
じゅうじつ

        

４億
お く

２７３万円
まんえん

 

    （前年度
ぜんねんど

 4億
おく

 266万円
まんえん

） 

＜施設
し せ つ

内観
ないかん

（こどもホスピス提供
ていきょう

）＞ 
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地域
ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム5の構築
こうちく

に向
む

け、在宅
ざいたく

医療
いりょう

を支
ささ

える医師
い し

を始
はじ

めとした人材
じんざい

の確保
か く ほ

・育成
いくせい

や全区
ぜ ん く

 

の在宅
ざいたく

医療
いりょう

連携
れんけい

拠点
きょてん

を中心
ちゅうしん

に、医療
いりょう

と介護
か い ご

が切れ目
き    め

なく効率的
こうりつてき

に提
てい

供
きょう

されるよう連携
れんけい

に取
と

り組
く

みます。 

あわせて、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
など

の在宅
ざいたく

医療
いりょう

を支
ささ

える取組
とりくみ

を関係局
かんけいきょく

と連携
れんけい

して進
すす

めます。 

（１） 在宅
ざいたく

医療
いりょう

の推進
すいしん

                    ４億
おく

 １,６１６万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 4億
おく

 1,391万円
まんえん

） 

 ア 在宅
ざいたく

医療
いりょう

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

（ア）在宅
ざいたく

医療
いりょう

を担
にな

う医師
い し

の養成
ようせい

    27
２７

万円
まんえん

（再掲
さいけい

）（前
ぜん

年
ねん

度
ど

 27万
まん

円
えん

） 

 

 （イ）在宅
ざいたく

医療
いりょう

バックアップシステムの推進
すいしん

    70万円
まんえん

 （前年度
ぜ ん ね ん ど

 70万円
まんえん

） 

    在宅
ざいたく

医療
いりょう

に携わる
たず    

医師
い し

の負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

するため、在宅医
ざ い た く い

が二人
ふ た り

一組
ひとくみ

で互
たが

いの在宅
ざいたく

患者
かんじゃ

の副主治医
ふ く し ゅ じ い

 

を務
つと

め、主治医
し ゅ じ い

が不在
ふ ざ い

等
など

の際
さい

に副主治医
ふ く し ゅ じ い

が患者
かんじゃ

の看取
み と

り（緊急
きんきゅう

対応
たいおう

も含
ふく

む）の対応
たいおう

を行
おこ

う「主
しゅ

治
じ

 

医
い

・副主治医制
ふ く し ゅ じ い せ い

」を、横浜市
よ こ は ま し

医師会
い し か い

と協働
きょうどう

して行
おこな

います。 

 

 （ウ）在宅
ざいたく

医療
いりょう

を支
ささ

える訪問
ほうもん

看護師
か ん ご し

の育成
いくせい

（再掲
さいけい

） 

 ◎訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

師
し

人
じん

材
ざい

育
いく

成
せい

支
し

援
えん

    190万
まん

円
えん

 ＜社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

基
き

金
きん

活
かつ

用
よう

事
じ

業
ぎょう

＞（前
ぜん

年
ねん

度
ど

 194万
まん

円
えん

） 

 ◎訪問
ほうもん

看護師対
か ん ご し た い

応力
おうりょく

サポート   14万円
まんえん

 ＜社会
しゃかい

福祉
ふ く し

基金
き き ん

活用
かつよう

事業
じぎょう

＞（前年
ぜんねん

度
ど

 14万円
まんえん

） 

 

 （エ）在宅
ざいたく

医療
いりょう

を担
にな

う有
ゆう

床
しょう

診療所
しんりょうじょ

支援
し え ん

    360万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 361万円
まんえん

） 

    緊急
きんきゅう

一時
い ち じ

入院
にゅういん

やレスパイト6機能
き の う

を担
にな

うなど、在宅
ざいたく

医療
いりょう

連携
れんけい

拠点
きょてん

と緊
きん

急一時
きゅういちじ

入院
にゅういん

受
うけ

入れの

協定
きょうてい

を締結
ていけつ

している有
ゆう

床
しょう

診療所
しんりょうじょ

を支
し

援
えん

するため、夜間帯
や か ん た い

の看護師
か ん ご し

人件費
じ ん け ん ひ

の一部
い ち ぶ

を補
ほじょ

助します。 

 

 （オ）小児
しょうに

在宅
ざいたく

医療
いりょう

の推進
すいしん

 

       ◎医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
など

の在宅
ざいたく

医療
いりょう

支援
し え ん

    628万円
まんえん

 (前年度
ぜ ん ね ん ど

 1,425万円
まんえん

） 

 （総事業費
そうじぎょうひ

3,767万円
まんえん

：こども青少年局
せいしょうねんきょく

・健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

・医療局
いりょうきょく

・教育
きょういく

委員会
い い ん か い

の４局
きょく

で実施
じ っ し

） 

医療的
いりょうてき

ケア児
  じ

・者
しゃ

等
など

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
とう

の多分野
た ぶ ん や

にわたる調整
ちょうせい

を行
おこ

うコーディネーターによる支援
し え ん

等
など

を継続
けいぞく

して実施
じ っ し

します。 

 

◎小児
しょうに

訪問
ほうもん

看護
か ん ご

ステーション支援
し え ん

    171万円
まんえん

 ＜社会
しゃかい

福祉
ふ く し

基金
き き ん

活用
かつよう

事業
じぎょう

＞（前年
ぜんねん

度
ど

 171万
まん

円
えん

） 

小児
しょうに

訪問
ほうもん

看護
か ん ご

を行う
おこな  

訪問
ほうもん

看護
か ん ご

ステーションを確保
か く ほ

するため、小児用
しょうによう

医療
いりょう

機器
き き

の購
こう

入
にゅう

費
ひ

や

小児
しょうに

医療
いりょう

に関
かん

する研修
けんしゅう

の受講費
じ ゅ こ う ひ

について補助
ほ じ ょ

を行
おこ

います。 

 

                             
5 地域

ち い き

包括
ほうかつ

ケアシステム： 団塊
だんかい

の世代
せ だ い

が 75歳
さ い

以
い

上
じょう

となる 2025年
ねん

を目途
め ど

に、重度
じ ゅ う ど

な要介護
よ う か い ご

状態
じょうたい

となっても住
す

み慣れた
 な   

地域
ち い き

で自分
じ ぶ ん

らしい暮
く

らしを

人生
じんせい

の最後
さ い ご

まで続
つづ

けることができるよう、介護
か い ご

・医療
い り ょ う

・介護
か い ご

予防
よ ぼ う

・生活
せいかつ

支援
し え ん

・住
す

まいが一体的
いったいてき

に提
てい

供
きょう

されるシステム。保険者
ほ け ん し ゃ

である市町村
し ち ょ う そ ん

や

都道府県
と ど う ふ け ん

が、地域
ち い き

の自主性
じ し ゅ せ い

や主体性
しゅたいせい

に基
も と

づき、地域
ち い き

の特性
と く せ い

応
お う

じて作り上
 つく   あ 

げていくことが必要
ひつよ う

とされる。 
6 レスパイト: 一時的

い ち じ て き

中断
ちゅうだん

、小休止
しょうきゅうし

などの意味
い み

。在宅
ざいた く

療養者
りょうよ うしゃ

を介護
か い ご

する家族
か ぞ く

等
など

の病気
び ょ う き

や事故
じ こ

、冠婚葬
かんこ んそ う

祭、介護
か い ご

疲
づか

れといった事由
じ ゆ う

から、在宅
ざいた く

療養者
りょうよ うしゃ

のケアを医療
い り ょ う

機関
き か ん

や施設
し せ つ

等
と う

が一時的
い ち じ て き

に代替
だいたい

すること。   

 

６ 在宅
ざいたく

医療
いりょう

支援
し え ん

の充 実
じゅうじつ

                         ４億
お く

 １，６１６万円
まんえん

 

    （前年度
ぜんねんど

 4億
おく

 1,391万
まん

円
えん

） 
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イ 在宅
ざいたく

医療
いりょう

・介護
か い ご

連携
れんけい

推進
すいしん

事業
じぎょう

 ＜介護
か い ご

保険
ほ け ん

事業費
じ ぎ ょ う ひ

会計
かいけい

＞ 

 （ア）在宅
ざいたく

医療
いりょう

連携
れんけい

拠点
きょてん

の運営
うんえい

    3億
おく

5,673万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 3億
おく

 5,663万
まん

円）  

 病気
びょうき

があっても住
す

慣
な

れた自宅
じ た く

等
など

で、安心
あんしん

して継続的
けいぞくてき

な在宅
ざいたく

医療
いりょう

・介護
か い ご

を受
う

けることができるよ

う、在宅
ざいたく

医療
いりょう

や介護
か い ご

に関
かん

する相談
そうだん

支援
し え ん

や医療
いりょう

・介護
か い ご

従事者
じゅうじしゃ

の多職種
たしょくしゅ

連
れん

携
けい

、市民
し み ん

啓
けい

発
はつ

などを行
おこな

う各区
か く く

の在宅
ざいたく

医療
いりょう

連携
れんけい

拠点
きょてん

を、横浜市
よ こ は ま し

医師会
い し か い

と協働
きょうどう

して運営
うんえい

します。 

 

（イ）疾患
しっかん

別
べつ

医療
いりょう

・介護
か い ご

連携
れんけい

事業
じぎょう

  1,335万円
まんえん

＜新規
し ん き

＞（一部
い ち ぶ

再
さい

掲
けい

） 

高齢者
こうれいしゃ

人口
じんこう

の増加
ぞ う か

に伴
ともな

い、重症化
じゅうしょうか

予防
よ ぼ う

や病 状
びょうじょう

管理
か ん り

のため、在宅
ざいたく

医
い

療
りょう

と介護
か い ご

の連携
れんけい

に関
かん

する

相談
そうだん

・支援
し え ん

ニーズが高
たか

まると予測
よ そ く

される糖 尿 病
とうにょうびょう

、誤嚥
ご え ん

性
せい

肺炎
はいえん

、心
しん

疾患
しっかん

、緩
かん

和
わ

ケアについて、

療 養 上
りょうようじょう

の課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けた支援
し え ん

体制
たいせい

を強化
きょうか

します。 

 

（ウ）在宅
ざいたく

療養
りょうよう

移行
い こ う

支援
し え ん

    282万円
まんえん

（前年度
ぜ ん ね ん ど

 271万円
まんえん

）       

 医療
いりょう

機関
き か ん

から在宅
ざいたく

へスムーズに移行
い こ う

できるよう、「入院
にゅういん

・退院
たいいん

サポートマップ」、「入院
にゅういん

時
じ

・退院
たいいん

 

時
じ

情報
じょうほう

共有
きょうゆう

シート」の活用
かつよう

や、介護
か い ご

職
しょく

を対象とした「介護
か い ご

職
しょく

のための看取り期
み と  き

の在宅
ざいたく

療養
りょうよう

サ

ポートマップ」、本人
ほんにん

や支援者
し え ん し ゃ

を対象
たいしょう

とした「高齢者
こうれいしゃ

のための看取
み と

り期
き

の在宅
ざいたく

療養
りょうよう

ケアマップ」

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を進
すす

めます。 

 

 （エ）在宅
ざいたく

医療
いりょう

推進
すいしん

のための人材
じんざい

育成
いくせい

   152万円
まんえん

（再掲
さいけい

）（前年
ぜんねん

度
ど

 241万円
まんえん

） 

 

（オ）人生
じんせい

の最終
さいしゅう

段階
だんかい

における医療
いりょう

等
など

に関
かん

する検討
けんとう

・啓発
けいはつ

 1,823万円
まんえん

 ＜拡充
かくじゅう

＞（前年度
ぜ ん ね ん ど

 1,623万
まん

円
えん

） 

「人生
じんせい

会議
か い ぎ

7」(アドバンス・ケア・プランニング：略 称
りゃくしょう

ＡＣＰ
えーしーぴー

）の普及
ふきゅう

を図
はか

るため、自
みずか

らが

望
のぞ

む医療
いりょう

やケアを考
かんが

え、家族
か ぞ く

等
など

と話
はな

す際
さい

の手助
て だ す

けとなる「もしも手帳
てちょう

」を配布
は い ふ

するほか、

様々
さまざま

な場
ば

で「横浜市
よ こ は ま し

『人生
じんせい

会議
か い ぎ

』短編
たんぺん

ドラマ」を活用
かつよう

した市民
し み ん

啓発
けいはつ

を進
すす

めます。 

また、今後
こ ん ご

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

の方法
ほうほう

を検討
けんとう

するため、市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

を行
おこな

います。 

 

＜横浜市
よこはまし

「人生
じんせい

会議
か い ぎ

」短編
たんぺん

ドラマＰＲ用
よう

名刺
め い し

サイズカード＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             
7 人生

じんせい

会議
か い ぎ

：自
みずか

らが望む
の ぞ

人生
じんせい

の最 終
さいしゅう

段階
だんかい

における医療
いりょう

・ケアについて、前
まえ

もって考
かんが

え、家族
か ぞ く

や医療
いりょう

・ケアチーム等
など

と繰
くり

り返
かえ

し話
はな

し合
あ

い共
きょう

有
ゆう

する取組
とりくみ

を「アドバンス・ケア・プランニング」と呼
よ

ぶ。その愛 称
あいしょう

が、厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

による公募
こ う ぼ

により「人生
じんせい

会議
か い ぎ

」に決
けっ

定
てい

した。 
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教
き ょ う

　　育
い く

　　委
い

　　員
い ん

　　会
か い

令
れ い

　和
わ

　5　　年
ね ん

　　度
ど

予
よ

     　算
さ ん

     　概
が い

     　要
よ う
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 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

教育
きょういく

予算
よ さ ん

案
あん

の考
かんが

え⽅
かた

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

 教育
きょういく

予算
よ さ ん

案
あん

について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

 市⽴
いちりつ

学校
がっこう

の学校
がっこう

数
すう

等
とう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

1  1⼈
ひ と り

ひとりを⼤切
たいせつ

にした学
まな

びの推進
すいしん

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3

（1） 「主体的
し ゅ た い て き

・対話的
た い わ て き

で深
ふ か

い学
ま な

び」の実現
じ つ げ ん

・教育
き ょ う い く

DX
でぃーえっくす

の推進
す い し ん

〜コラム〜 新
あ ら

たな教育
き ょ う い く

センター「（仮称
か し ょ う

）スマート教育
き ょ う い く

センター」の整備
せ い び

（2） 新
あ ら

たな時代
じ だ い

に向
む

けた⾼校教育
こ う こ う き ょ う い く

の推進
す い し ん

（3） 多様
た よ う

な教育的
き ょ う い く て き

ニーズに対応
た い お う

した教育
き ょ う い く

の推進
す い し ん

（4） 特別⽀援教育
と く べ つ し え ん き ょ う い く

の推進
す い し ん

（5） 福祉
ふ く し

・医療等
い り ょ う と う

との連携
れ ん け い

による⽀援
し え ん

の充実
じ ゅう じつ

2  ともに未来
み ら い

をつくる⼒
ちから

の育成
いくせい

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11

（6） 英語教育
え い ご き ょ う い く

の充実
じ ゅう じつ

及
お よ

び国際
こ く さ い

理解
り か い

教育
き ょ う い く

の推進
す い し ん

〜コラム〜 ＳＤＧｓ
え す で ぃ ー じ ー ず

達成
た っ せ い

の担
に な

い⼿
て

育成
い く せ い

推進
す い し ん

事業
じ ぎ ょ う

〜コラム〜 キャリア教育
き ょ う い く

実践
じ っ せ ん

プロジェクト事業
じ ぎ ょ う

3  豊
ゆ た

かな⼼
こころ

の育成
い く せ い

    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13

（7） ⼈権尊重
じんけんそんちょう

の精神
せいしん

を基盤
き ば ん

とした教育活動
きょういくかつどう

の推進
すいしん

と豊
ゆた

かな⼼
こころ

の育成
いくせい

（8） 安⼼
あ ん し ん

して学
ま な

べる学校
が っ こ う

づくり
4  健

すこ

やかな体
からだ

の育成
いくせい

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15

（9） ⼩学校等給⾷
し ょ う が っ こ う と う き ゅ う し ょ く

の管理運営
か ん り う ん え い

（10） 中学校給⾷
ちゅうがっこうきゅうし ょく

（デリバリー型
が た

）の推進
す い し ん

〜コラム〜 令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

にみんなで⾷
た

べる「全員給⾷
ぜんいんきゅうしょく

」がスタート
（11） 学校保健

が っ こ う ほ け ん

（12） 学校
が っ こ う

体育
た い い く

5  家庭
か て い

・地域
ち い き

等
とう

の多様
た よ う

な主体
しゅたい

との連携
れんけい

・協働
きょうどう

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

（13） 多様
た よ う

な主体
し ゅ た い

とつながる教育
き ょ う い く

の充実
じ ゅう じつ

〜コラム〜 通学路
つ う が く ろ

の交通安全対策
こ う つ う あ ん ぜ ん た い さ く

6  いきいきと働
はたら

き、学
まな

び続
つづ

ける教職員
きょうしょくいん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21

（14） 教職員
きょうしょくいん

の採⽤
さ い よ う

・育成
い く せ い

・働
はたら

き⽅
か た

の⼀体的
い っ た い て き

な改⾰
か い か く

7  教職員⼈件費等
きょうしょくいんじんけんひとう

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22

（15） 教職員⼈件費等
き ょ う し ょ く い ん じ ん け ん ひ と う

8  市⽴学校
いちりつがっこう

の運営
うんえい

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

（16） 学校
が っ こ う

管理
か ん り

・運営
う ん え い

費
ひ

〜コラム〜 ⼩中学校
し ょ う ち ゅ う が っ こ う

における再⽣可能
さ い せ い か の う

エネルギー地産地消
ち さ ん ち し ょ う

の拡⼤
か く だ い

9  安全
あんぜん

・安⼼
あんしん

でより良
よ

い教育
きょういく

環境
かんきょう

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25

（17） 学校施設
が っ こ う し せ つ

の計画的
け い か く て き

な建替
た て か

え
（18） 安全

あ ん ぜ ん

・安⼼
あ ん し ん

な施設環境
し せ つ か ん き ょ う

の確保
か く ほ

（19） 学校規模
が っ こ う き ぼ

・通学区域
つ う が く く い き

の適正化
て き せ い か

〜コラム〜 森林
し ん り ん

環境
かんきょう

譲与
じ ょ う よ

税
ぜ い

の活⽤
か つ よ う

      もく                       じ   

⽬ 次
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10  市⺠
し み ん

の豊
ゆた

かな学
まな

び   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29

（20） ⽣涯学習
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の歴史
れ き し

に関
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する学習
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の充実
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（22） 新
あ ら
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び読書活動
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 令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は、令和
れ い わ

４年
ねん

１２⽉
が つ

に策定
さ く て い

した「横浜市中期計画
よ こ は ま し ち ゅ う き け い か く

2022〜2025」が掲
かか

げる基本戦略
き ほ ん せ ん り ゃ く

「⼦育
こ そ だ

てしたいまち 次世代
じ せ だ い

を共
とも

に育
はぐく

むまち ヨコハマ」の実現
じつげん

に向
む

けて、未来
み ら い

を担
にな

う⼦
こ

どもの

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。

 令和
れ い わ

４年度中
ねんどちゅう

に策定予定
さ く て い よ て い

の「第
だい

４期横浜市教育振興基本計画
き よ こ は ま しき ょ う い く しんこ う き ほんけい かく

」で定
さだ

める、「⼀⼈
ひ と り

ひとりを⼤切
たいせつ

に」、「みんなの計画
けいかく

・みんなで実現
じつげん

」、「EBPM
いーびーぴーえむ

（エビデンスに基
もと

づく政策形成
せいさくけいせい

）の推進
すいしん

」の

３つの視点
し て ん

に基
もと

づき、⼀⼈
ひ と り

ひとりの成⻑
せいちょう

に焦点
しょうてん

を当
あ

てた教育政策
きょういくせいさく

を展開
てんかい

し、横浜教育
よこはまきょういく

ビジョン

2030で掲
かか

げる「⾃
みずか

ら学
まな

び 社会
しゃかい

とつながり ともに未来
み ら い

を創
つく

る⼈
ひと

」の育成
いくせい

を⽬指
め ざ

します。

れいわ　   ねんどきょういくよさんあん　かんが　かた

意欲
い よ く

や能⼒
のうりょく

の⾼
たか

い教員
きょういん

の確保
か く ほ

に向
む

けた採⽤活動
さいようかつどう

や研修
けんしゅう

の実施
じ っ し

、部活動指導員
ぶ か つ ど う し ど う い ん

の配置促進
は い ち そ く し ん

など

地域移
ち い き い

⾏
こ う

を⾒据
み す

えた持続可能
じ ぞ く か の う

な部活動
ぶ か つ ど う

の実現
じつげん

、学校業務
が っ こ う ぎ ょ う む

のアウトソースの推進
すいしん

など、教職員
きょうしょくいん

の採⽤
さ い よ う

・育成
いくせい

・働き⽅改⾰
は た ら か た か い か く

の⼀体的
いったいてき

な改⾰
かいかく　

学校施設
が っ こ う し せ つ

の計画的
けいかくてき

な建替
た て か

えの推進
すいしん

や、空調設備
く う ち ょ う せ つ び

やエレベーターの設置
せ っ ち

・更新
こ う し ん

などの安全
あんぜん

・

安⼼
あんしん

な施設環境
しせつかんきょう

の確保
か く ほ

令和
れ い わ

5年度
ね ん ど

予算
よ さ ん

の主
おも

な事業
じ ぎ ょ う

「横浜市学⼒
よ こ は ま し が く り ょ く

・学習状況調査
がくしゅうじょうきょうちょうさ

」の改定
かいてい

・実施
じ っ し

による児童⽣徒
じ ど う せ い と

⼀⼈
ひ と り

ひとりの「学⼒
がくりょく

」の伸
の

びの

把握
は あ く

と調査結果
ち ょ う さ け っ か

の学
まな

びへの活⽤推進
かつようすいしん

、認知
に ん ち

・⾮認知能⼒
ひ に ん ち の う り ょ く

の研究
けんきゅう

や１⼈
ひ と り

１台
だい

端末
たんまつ

の安定的
あんていてき

な運
う ん

⽤
よ う

などの教育DXの推進
きょういくでぃーえっくすすいしん

⽇本語指導
に ほ ん ご し ど う

が必要
ひつよう

な児童⽣徒
じ ど う せ い と

への⽀援
し え ん

や、医療的
い り ょ う て き

ケアなど特別⽀援教育
と く べ つ し え ん き ょ う い く

の更
さ ら

なる推進
すいしん

、不登
ふ と う こ

校児童
う じ ど う

⽣徒
せ い と

の学
まな

びの保障
ほ し ょ う

や社会的⾃⽴
し ゃ か い て き じ り つ

に向
む

けた⽀援
し え ん

など、⼀⼈
ひ と り

ひとりの個性
こ せ い

や発達段階
はったつだんかい

に応
お う

じた教育活動
きょういくかつどう

の充実
じゅうじつ

いじめなど児童⽣徒
じ ど う せ い と

が抱
かか

えている様々
さまざま

な課題
か だ い

に対
たい

する、未然防⽌
み ぜ ん ぼ う し

や早期解決
そ う き か い け つ

に向
む

けた児童
じ ど う

⽣徒⽀援体制
せ い と し え ん た い せ い

の強化
き ょ う か

中学校給⾷
ちゅうがっこうきゅうしょく

の利⽤
り よ う

を原則
げんそく

とした、新
あたら

しい横浜
よこはま

の中学校給⾷
ちゅうがっこうきゅうしょく

の実現
じつげん

に向
む

けた準備
じゅんび

令和５年度教育予算案の考え⽅
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 これらの取組
と り く み

を通
つ う

じて、学校
が っ こ う

と家庭
か て い

、地域
ち い き

、社会
しゃかい

が連携
れんけい

・協働
きょうどう

しながら、⼀⼈
ひ と り

ひとりを

⼤切
たいせつ

にした教育
きょういく

を⽇々
ひ び

実践
じっせん

します。また、SDGs
えすでぃじーず

 未来都市
み ら い と し

として、学校教育
がっこうきょういく

においても、

SDGs
えすでぃじーず

 との関係性
かんけいせい

を意識
い し き

した教育活動
きょういくかつどう

を展開
てんかい

していきます。

 なお、市⽴学校
いちりつがっこう

においても引
ひ

き続
つづ

き、適切
てきせつ

な感染症対策
かんせんしょうたいさく

を講
こ う

じながら、児童⽣徒
じ ど う せ い と

の充実
じゅうじつ

した学
まな

びに資
し

する取組
と り く み

を進
すす

めていきます。

全
すべ

ての市⺠
し み ん

が居⼼地
い ご こ ち

よく豊
ゆた

かな時間
じ か ん

を過
す

ごせるとともに、まちの魅⼒
み り ょ く

づくりにも貢献
こうけん

する

図書館像
と し ょ か ん ぞ う

を描
えが

いたビジョンの策定
さ く て い

、図書館情報
と し ょ か ん じ ょ う ほ う

システムにおけるモバイル端末
たんまつ

から操作
そ う さ

可能
か の う

な機能
き の う

の充実
じゅうじつ

など図書館
と し ょ か ん

サービスの充実
じゅうじつ
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kyouiku

増減
ぞうげん

一般会計
いっぱんかいけい

46億
お く

5,474万円
まんえん

 （＋1.7％）

教育施策
き ょ う い く し さ く

の推進
す い し ん

にかかる経費
け い ひ

34億
お く

4,429万円
まんえん

 （＋4.8％）

教職員人件費等
きょうしょくいんじんけんひとう

▲26億
お く

4,120万円
まんえん

 （▲1.6％）

教育施設整備費
きょういくしせつせい び ひ

38億
お く

5,165万円
まんえん

（＋12.2％）

差　 引
さし ひき

備
び

　　　 考
こ う

校
こ う

校
こ う

校
こ う

506 507 ▲ 1

　 小　　学　　校
しょう がっ こう

337 337 0

　 中　　学　　校
ちゅう がっ こう

144 145 ▲ 1 統合
とうごう

：上白根北中
かみしらねきたちゅう

（旭北中
あさひきたちゅう

と上白根中
かみしらねちゅう

が統合
とうごう

）

義務
ぎ む

教育
きょういくがっこう

学校 3 3 0

高  等  学  校
こう とう がっ こう

9 9 0

　 特別支援学校
とく べつ し えんがっこう

13 13 0

人
にん

人
にん

人
にん

260,370 263,501 ▲ 3,131

小　　学　　校
しょう がっ こう

172,355 174,869 ▲ 2,514

中　　学　　校
ちゅう がっ こう

76,089 76,683 ▲ 594

義務
ぎ む

教育
きょういく

学校
が っ こ う

2,405 2,457 ▲ 52

高  等  学  校
こう とう がっ こう

7,940 7,962 ▲ 22

特別支援学校
とく べつ しえん がっこう

1,581 1,530 51

学級
がっきゅう

学級
がっきゅう

学級
がっきゅう

10,088 10,018 70

小　　学　　校
しょう がっ こう

6,847 6,754 93 個別支援学級
こべつしえんがっきゅう

の増
ぞう

による学級数
がっきゅうすう

の増
ぞう

中　　学　　校
ちゅう がっ こう

2,479 2,488 ▲ 9

義務
ぎ む

教育
きょういくがっこう

学校 93 92 1

高  等  学  校
こう とう がっ こう

222 222 0

特別支援学校
とくべつ し えんがっこう

447 462 ▲ 15

※小
しょう

・中
ちゅう

・義務教育学校
ぎ む き ょ う い く が っ こ う

の児童生徒数
じ ど う せ い と す う

、学級数
がっきゅうすう

は個別支援学級
こ べ つ し え ん が っ き ゅ う

を含
ふ く

む

※小
しょう

学校
が っ こ う

は、市場小学校
い ち ば し ょ う が っ こ う

けやき分校
ぶ ん こ う

、新井小学校
あ ら い し ょ う が っ こ う

桜坂
さくらざか

分校
ぶ ん こ う

を含
ふ く

む

※中学校
ちゅうがっこう

は、新井中学校
あ ら い ち ゅ う が っ こ う

桜坂分校
さくらざかぶんこう

、南高等学校附属中学校
み な み こ う と う が っ こ う ふ ぞ く ち ゅ う が っ こ う

、

 　横浜
よ こ は ま

ｻｲｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨｱ高等学校附属中学校
こ う と う が っ こ う ふ ぞ く ち ゅ う が っ こ う

を含
ふ く

む

※高等
こ う と う

学校
が っ こ う

のうち、戸塚
と つ か

高校
こ う こ う

（全日制
ぜん にちせい

と定時制
て い じ せ い

）、横浜
よ こ は ま

商業
しょうぎょう

高校
こ う こ う

（全日制
ぜん にちせい

と別科
べ っ か

）はそれぞれ１校
こ う

として計上
けいじょう

                 きょういくよさんあん

746億
お く

3,622万円
まんえん

711億
お く

9,193万円
まんえん

1,627億
お く

2,778万円
まんえん

1,653億
お く

6,898万円
まんえん

355億
お く

4,876万円
まんえん

316億
お く

9,711万円
まんえん

　　　　　　　　　　　　いちりつ　がっこう　　　　　　　がっこうすう　とう

区分
く ぶ ん

５年度
ね ん ど

予算額
よ さんがく

４年度予算額
ね ん ど よ さ ん が く

2,729億
お く

1,276万円
まんえん

2,682億
お く

5,802万円
まんえん

区　　　　　分
く ぶん

令和５年度
れい わ ねんど

令
れい

和
わ

４年度
ね ん ど

※児童
じ ど う

生徒
せ い と

数
す う

、学級
がっきゅう

数
す う

は推計値
す い け い ち

学　　 校　　 数
がっ こう すう

児 童 生 徒 数
　じ　　どう　　　せい　　と　　　すう

学　　 級　　 数
がっ きゅう すう

教育予算案について

市⽴学校の学校数等
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　横浜市立高等学校
よこはましりつこうとうがっこう

では各
かく

学校
がっこう

の特色
とくしょく

ある取組
とりくみ

を発展
はってん

させ、魅力
みりょく

ある高校
こうこう

づくりを引
ひ

き続
つづ

き行
おこな

うとともに、

グローバル教育
きょういく

やサイエンス教育
きょういく

の取組
とりくみ

により、世界
せ か い

で活躍
かつやく

することができる人材
じんざい

を育成
いくせい

します。

１　横浜市立高校
よこはましりつこうこう

グローバル人材育成事業
じんざいいくせいじぎょう

125,331千
せん

円
えん

（129,349千円
せんえん

）

　横浜市立高校
よこはましりつこうこう

の生徒
せ い と

に対
たい

する英語力
えいごりょく

やコミュニケ

ーション能力等
のうりょくとう

の向上
こうじょう

を図
はか

る各種
かくしゅ

事業
じぎょう

・取組
とりくみ

により、

グローバル人材
じんざい

を育成
いくせい

します。海外大学進学支援
かいがいだいがくしんがくしえん

事業
じぎょう

（ATOP
えーとっぷ

）では、希望
き ぼ う

する市立
いちりつ

高校
こうこう

生
せい

に対
たい

して、

海外大学進学
かいがいだいがくしんがく

に必要
ひつよう

な資質
し し つ

・能力
のうりょく

を高
たか

めるプログ

ラムや、海外大学
かいがいだいがく

に関
かん

する情報提供
じょうほうていきょう

 など、進学
しんがく

に

必要
ひつよう

な準備
じゅんび

の支援
し え ん

を行
おこな

います。

２　高等学校教育費
こうとうがっこうきょういくひ

16,406千
せん

円
えん

（10,764千円
せんえん

）

　入学者選抜
にゅうがくしゃせんばつ

 が適正
てきせい

かつ円滑
えんかつ

に執
と

り行
おこな

われるよう

取
と

り組
く

みます。また、出願方法
しゅつがんほうほう

のオンライン化
か

に

より、受検者
じゅけんしゃ

の利便性
りべんせい

の向上等
こうじょうとう

を図
はか

ります。【新規
し ん き

】

　高等学校
こうとうがっこう

における適切
てきせつ

な学校運営
がっこううんえい

に必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

います。

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

・県
けん

9,334千円

その他
た

21,631千円

市債
し さ い

-

一般財源
いっぱんざいげん

201,556千円

本
ほん

年
ねん

度
ど

232,521千円

前
ぜん

年
ねん

度
ど

225,545千円

差
さし

引
ひき

6,976千円

2

新
あら

た な 時 代
じ だ い

に

向
む

け た 高 校 教 育
こうこうきょういく

の 推
すい

進
しん
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３　特色
とくしょく

ある高校教育推進費
こうこうきょういくすいしんひ

【拡充
かくじゅう

】 52,739千
せん

円
えん

（46,454千円
せんえん

）

　戸塚高校音楽
とつかこうこうおんがく

コースでは、著名
ちょめい

な専門家
せんもんか

による特別講義
とくべつこうぎ

や授業
じゅぎょう

、大学
だいがく

との連携等
れんけいとう

に

より、横浜商業高校
よこはましょうぎょうこうこう

スポーツマネジメント科
か

では、横浜市
よこはまし

スポーツ医科学
い か が く

センターとの

連携等
れんけいとう

により、それぞれの専門性
せんもんせい

を身
み

に付
つ

けた人材
じんざい

を育成
いくせい

します。

桜丘高校
さくらがおかこうこう

において、教員養成講座
きょういんようせいこうざ

を開設
かいせつ

し、

教員
きょういん

を志
こころざ

す 生徒
せ い と

の意欲
い よ く

をさらに高
たか

め、将来
しょうらい

に

向
む

け未来
み ら い

ある「横浜
よこはま

の教員
きょういん

」を育
はぐく

みます。

横浜総合高校
よこはまそうごうこうこう

において、「通級
つうきゅう

による指導
し ど う

」を

開始
か い し

し、特別
とくべつ

な教育的支援
きょういくてきしえん

を必要
ひつよう

とする生徒
せ い と

へ

学校生活
がっこうせいかつ

や集団生活
しゅうだんせいかつ

を円滑
えんかつ

に過
す

ごせるようにする 教員養成講座
きょういんようせいこうざ

のイメージ

ための特別
とくべつ

の指導
し ど う

を行
おこな

います。

また、民間団体
みんかんだんたい

と連携
れんけい

し実施
じ っ し

している校内居場所
こ う な い いば しょ

カフェ「ようこそカフェ」に

ついて、引
ひ

き続
つづ

き実施
じ っ し

し、さらに、令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

から関連
かんれん

した事業
じぎょう

として社会貢献
しゃかいこうけん

・

ボランティア活動等
かつどうとう

の取組
とりくみ

を拡充
かくじゅう

します。

４　中高一貫教育校推進事業
ちゅうこういっかんきょういくこうすいしんじぎょう

7,199千
せん

円
えん

（7,933千円
せんえん

）

　南高校
みなみこうこう

・附属中学校及び
ふぞくちゅうがっこうおよ

横浜
よこはま

サイエンスフロンティア高校
こうこう

・附属中学校
ふぞくちゅうがっこう

において、

中高一貫教育校
ちゅうこういっかんきょういくこう

として継続的
けいぞくてき

な教育活動
きょういくかつどう

の更
さら

なる充実
じゅうじつ

に向
む

けて取
と

り組
く

みます。

　南高校
みなみこうこう

については、附属中学校
ふぞくちゅうがっこう

の開校
かいこう

から10年
ねん

経過
け い か

したため、これまでの取組
とりくみ

の

検証
けんしょう

を行
おこな

います。横浜
よこはま

サイエンスフロンティア高校
こうこう

については、今後
こ ん ご

、教育内容
きょういくないよう

を

より充実
じゅうじつ

・発展
はってん

させるための検討
けんとう

を進
すす

めていきます。

　また、附属中学校
ふぞくちゅうがっこう

２校
こう

の学校説明会
がっこうせつめいかい

、適性検査
てきせいけんさ

の実施
じ っ し

に向
む

けた準備等
じゅんびとう

を行
おこな

います。
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事業内容
じぎょうないよう

　特別
とくべつ

な支援
しえん

を必要
ひつよう

とする幼児児童生徒
ようじじどうせいと

にあらゆる教
きょう

育
いく

の場
ば

で一貫
いっかん

した適切
てきせつ

な指導
しどう

・支援
しえん

や合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を提
てい

供
きょう

するインクルーシブ教育
きょういく

システムの構築
こうちく

に向
む

けて、

市立学校
いちりつがっこう

における教育環境
きょういくかんきょう

をさらに充実
じゅうじつ

します。

１　就学・教育相談事業
しゅうがく　きょういくそうだんじぎょう

【拡充
かくじゅう

】

138,301千円
せんえん

（133,567千円
せんえん

）

　特別
とくべつ

な支援
しえん

が必要
ひつよう

な子
こ

ども一人
ひとり

ひとりの教育的
きょういくてき

ニ

ーズに応
おう

じた適切
てきせつ

な指導
しどう

及
およ

び支援
しえん

を行
おこな

うため、就学
しゅうが

・教育相談
きょういくそうだん

を行います。令和
れいわ

５年度
ねんど

は、教育相談員
きょういくそうだんい

及
およ

び心理判定員
しんりはんていいん

（日額職会計年度任用職員
にちがくしょくかいけいねんどにんようしょくいん

）の任用
にんよう

日数
にっすう

を増
ふ

やし、相談申込
そうだんもうしこみ

の増加
ぞうか

に対応
たいおう

します。

２　特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

支援
しえん

員
いん

事業
じぎょう

138,568千円
せんえん

（138,343千円
せんえん

）

　小・中・義務教育学校
しょう　ちゅう　ぎむきょういくがっこう

の一般学級及
いっぱんがっきゅうおよ

び個別支援学
こべつしえんがっ

級
きゅう

で、学習面
がくしゅうめん

や行動面等
こうどうめんとう

に支援
しえん

を必要
ひつよう

とする児童生
じどうせい

徒
と

に特別支援教育支援員
とくべつしえんきょういくしえんいん

（有償
ゆうしょう

ボランティア）を配
はい

置
ち

し一人
ひとり

ひとりのニーズに応
おう

じた支援
しえん

を行
おこな

います。

<配置人数
はいちにんずう

：延
の

べ1,781人>

３　臨床指導医等派遣事業
りんしょうしどういとうはけんじぎょう

14,030千円
せんえん

（12,040千円
せんえん

）

及
およ

び保護者
ほごしゃ

への医療指導
いりょうしどう

や相談及
そうだんおよ

び助言等
じょげんとう

を行
おこな

う医
い

師
し

、言語聴覚士
げんごちょうかくし

、臨床心理士
りんしょうしんりし

、学校
がっこう

カウンセラー等
とう

を特別支援学校及
とくべつしえんがっこうおよ

び通級指導教室
つうきゅうしどうきょうしつ

に派遣
はけん

します。

４　専門職派遣事業
せんもんしょくはけんじぎょう

850千円
せんえん

（850千円
せんえん

）

　肢体不自由児童生徒
したいふじゆうじどうせいと

が在籍
ざいせき

する小
しょう

・
・

中
ちゅう

・
・

義務教育学校
ぎむきょういくがっこう

に理学療法士を
りがくりょうほうし　

派遣
はけん

します。

医療情報
いりょうじょうほう

や授業内容
じゅぎょうないよう

を踏
ふ

まえながら、児童生徒
じどうせいと

の安全確保
あんぜんかくほ

及
およ

び姿勢
しせい

や運動面
うんどうめん

など、学
がく

習
しゅう

の土台
どだい

づくりを進
すす

め、学
まな

びの充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。これまでは、２学校教育事務所
がっこうきょういくじむしょ

エリ

アで派遣
はけん

を実施
じっし

してきましたが、令和
れいわ

５年度
ねんど

からは全市
ぜんし

で実施
じっし

します。

<総派遣時間
そうはけんじかん

：85時間
じかん

>

５　特別支援学校就労支援事業
とくべつしえんがっこうしゅうがくしえんじぎょう

13,867千円
せんえん

（13,803千円
せんえん

）

高等特別支援学校
こうとうとくべつしえんがっこう

に在籍
ざいせき

する生徒
せ い と

が企業就労
きぎょうしゅうろう

を通
とお

して自立
じ り つ

・社会参加
しゃかいさんか

を図
はか

れるよう

就労支援指導員
しゅうろうしえんしどういん

を配置
は い ち

し、職場実習先
しょくばじっしゅうさき

の開拓
かいたく

や就労定着
しゅうろうていちゃく

のため職場訪問
しょくばほうもん

を行
おこな

います。

本
ほん

年
ねん

度
 ど

1,305,614千円

4 特別
とくべつ

支援教育
しえんきょういく

の
　

推進
すいしん

39,091千円

その他
 た

49,485千円

前
ぜん

年
ねん

度
 ど

差
さし

引
ひき

1,254,541千円一般財源
いっぱんざいげん

市
し

債
さい

1,588千円

1,266,523千円

　障害
しょうがい

のある幼児児童生徒
ようじじどうせいと

への検診
けんしん

や問診
もんしん

、教職員
きょうしょくいん

-

国
くに

・県
けん本

ほん

年
  ねん

度
 ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ
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６　スクールバス運行事業
うんこうじぎょう

【拡充
かくじゅう

】 943,604千円（915,775千円）

障害
しょうがい

のある児童生徒
じ ど う せ い と

の登下校
とうげこう

の安全
あんぜん

を確保
か く ほ

し、身体的負担
しんたいてきふたん

の軽減
けいげん

を図
はか

るため、

特別支援学校
とくべつしえんがっこう

（視覚
し か く

・知的
ち て き

・肢体
し た い

）でスクールバス等
とう

を運行
うんこう

します。

　また、肢体不自由特別支援学校
したいふじゆうとくべつしえんがっこう

において、通学中
つうがくちゅう

にも医療的
いりょうてき

ケアを

必要
ひつよう

とし、看護師
か ん ご し

が同乗
どうじょう

しないスクールバスに乗車
じょうしゃ

できない児童生徒
じ ど う せ い と

に対
たい

して、学校看護師
が っ こ う かん ごし

が同乗
どうじょう

する福祉車両
ふくししゃりょう

の運行
うんこう

を新規実施
し ん き じ っ し

するなど、

運行台数
うんこうだいすう

を拡充
かくじゅう

します。

<通学用
つうがくよう

スクールバス等
とう

の運行
うんこう

：Ｒ
れいわ

４:53コース→Ｒ
れいわ

５：54コース>

<福祉車両
ふくししゃりょう

の運行
うんこう

：Ｒ
れいわ

４：20コース→Ｒ
れいわ

５：26コース>
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事業内容
じぎょうないよう

　子
こ

どもを取
と

り巻
ま

く複雑
ふくざつ

・多様
た よ う

な課題
か だ い

への対応
たいおう

や、医
い

療的
りょうてき

ケア児
じ

の支援
し え ん

など、一人
ひ と り

ひとりに寄
よ

り添
そ

うため、

福祉
ふ く し

・医療等
いりょうとう

との連携
れんけい

を強化
きょうか

していきます。

　特
とく

に、学校
がっこう

における医療的
いりょうてき

ケアの支援
し え ん

については、

医療
いりょう

的ケア児
じ

とその家族
か ぞ く

が安心
あんしん

して学校生活
がっこうせいかつ

を送
おく

るこ

とができるよう、関係機関
かんけいきかん

と連携
れんけい

し、切
き

れ目
め

のない支
し

援
えん

に取
と

り組
くみ

みます。

１　特別支援学校
とくべつしえんがっこう

医療的
いりょうてき

ケア体制
たいせい

整備
せ い び

事業
じぎょう

【拡充
かくじゅう

】

257,734千円
せんえん

（242,401千円
せんえん

）

　児童
じ ど う

生徒
せ い と

の多様化
た よ う か

する医療
いりょう

ニーズへの対応
たいおう

や通学
つうがく

支援
し え ん

を拡充
かくじゅう

するため、肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

特別支援
とくべつしえん

学校
がっこう

６校
こう

に配置
は い ち

する看護師
か ん ご し

を増員
ぞういん

し、福祉車両
ふくししゃりょう

への乗車
じょうしゃ

も業
ぎょう

務
む

とする看護師
か ん ご し

雇用枠
こようわく

を新設
しんせつ

します。

　また、高度化
こ う ど か

する医療的
いりょうてき

ケアへの対応
たいおう

及
およ

び学校
がっこう

看
かん

護師
ご し

の質
しつ

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、研修
けんしゅう

を充実
じゅうじつ

します。

　人工呼吸器等高度
じんこうこきゅうきとうこうど

な医療的
いりょうてき

ケア児
じ

の保護者
ほ ご し ゃ

の付添
つ き そ

い解消
かいしょう

について、学校
がっこう

看護師
か ん ご し

を中心
ちゅうしん

とした体制
たいせい

の確
かく

立
りつ

を進
すす

め、引
ひ

き続
つづ

き、安心安全
あんしんあんぜん

な学校生活
がっこうせいかつ

を送
おく

るこ

とのできるよう、環境
かんきょう

の整備
せ い び

を進
すす

めます。

<看護師配置数
か ん ご し は い ち す う

：Ｒ
れいわ

４：35人
にん

→Ｒ
れいわ

５：40人
にん

>

２　小
しょう

・中
ちゅう

・義務教育学校等
ぎむきょういくがっこうとう

における医療的
いりょうてき

ケア支援事業
しえんじぎょう

105,400千円
せんえん

（108,147千円
せんえん

）

　学校
がっこう

において日常的
にちじょうてき

に医療的
いりょうてき

ケアが必要
ひつよう

な児童生徒
じ ど う せ い と

に対
たい

し、訪問看護師
ほ う も ん か ん ごし

を派遣
は け ん

しま

す。個々
こ こ

の児童生徒
じ ど う せ い と

の病状や特性
びょうじょうとくせい

に合
あ

わせて、看護師
か ん ご し

によるケアや、本人
ほんにん

が行
おこな

うケア

の自立
じ り つ

に向
む

けた技術指導
ぎじゅつしどう

を行
おこな

い、校内
こうない

での学
まな

びや活動
かつどう

の参加
さ ん か

を広
ひろ

げます。

（対象
たいしょう

となる医療的
いりょうてき

ケア：痰
たん

の吸引
きゅういん

、導尿
どうにょう

、経管栄養等
けいかんえいようとう

）

本
ほん

年
ねん

度
ど

1,340,954千円

その他
た

3,630千円

5,442千円

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

・県
けん

一般財源
いっぱんざいげん

915,364千円

市債
し さ い

-

前
ぜん

年
ねん

度
ど

1,335,512千円

福祉
ふ く し

・医療等
いりょうとう

との

連 携
れ ん け い

に よ る

支 援
し え ん

の 充 実
じゅう じつ

421,960千円

差
さし

引
ひき

5
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３　医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

支援
し え ん

促進
そくしん

事業
じぎょう

6,280千円
せんえん

（14,245千円
せんえん

）

　医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

の在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

等
とう

コーディネーター

を中心
ちゅうしん

に関係機関
かんけいきかん

との連携
れんけい

や地域
ち い き

での受入
う け い

れを推進
すいしん

します。

<こども青少年局、健康福祉局
せいしょうねんきょくけんこうふくしきょく

、医療局
いりょうきょく

、教育委員会事務局連携事業
きょういくいいんかいじむきょくれんけいじぎょう

>

４　むし歯
ば

予防
よ ぼ う

事業
じぎょう

27,500千円
せんえん

（28,439千円
せんえん

）

　むし歯
ば

や歯肉炎予防
し に く え ん よ ぼう

のため、歯科衛生士
し か え い せ い し

による巡回歯科保健指導
じゅんかい しか ほけ んし どう

を学校歯科医
が っ こ う し か い

、横
よこ

浜市歯科医師会
は ま し し か い し か い

と連携
れんけい

して実施
じ っ し

し、学校
がっこう

における歯科保健教育
しかほけんきょういく

を推進
すいしん

します。

５　健康・安全教育推進事業
けんこう・あんぜんきょういくすいしんじぎょう

900千円
せんえん

（900千円
せんえん

）

医師等専門家
い し と う せ ん も ん か

を学校
がっこう

に招
まね

き、学校保健
がっこうほけん

に関
かん

する授業
じゅぎょう

や講演等
こうえんとう

を行
おこな

います。

 

６　スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー活用
かつよう

事業
じぎょう　

等
とう

943,140千円
せんえん

（941,380千円
せんえん

）

　児童生徒
じ ど う せ い と

、教職員
きょうしょくいん

、保護者
ほ ご し ゃ

が身近
み じ か

な場所
ば し ょ

で容易
よ う い

に相談
そうだん

できるよう、スクールカウンセ

ラーを配置
は い ち

します。また、学校
がっこう

を巡回支援
じゅんかいしえん

するスクールソーシャルワーカーを引
ひ

き続
つづ

き配置
は い ち

し、校内体制
こうないたいせい

の構築
こうちく

や学校
がっこう

と関係機関
かんけいきかん

との連携
れんけい

を福祉的
ふくしてき

な側面
そくめん

から支援
し え ん

します。
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　児童生徒等
じ ど う せ い と と う

の健康
けんこう

の保持
ほ じ

・増進
ぞうしん

のため、各種健康
かくしゅけんこう

診断
しんだん

を実施
じ っ し

します。また、学校保健安全法
がっこうほけんあんぜんほう

や学校環境
がっこうかんきょう

衛生基準
えいせいきじゅん

に基
もと

づき、学校保健
がっこうほけん

を推進
すいしん

するための各種
かくしゅ

事業
じぎょう

を実施
じ っ し

します。

１  児童
じ ど う

・生徒等健康診断費
せいととうけんこうしんだんひ

【拡充
かくじゅう

】

284,774千円
せんえん

（284,290千円
せんえん

）

　　児童生徒
じ ど う せ い と

を対象
たいしょう

に健康診断
けんこうしんだん

、腎臓検診
じんぞうけんしん

、結核検診
けっかくけんしん

、

　心臓検診及
しんぞうけんしんおよ

び翌年度小学校入学予定の児童
よくねんどしょうがっこうにゅうがくよていじどう

を対象
たいしょう

と

　した、就学時健康診断
しゅうがくじけんこうしんだん

を実施
じ っ し

します。

　　また、整形外科医
せ い け い げ か い

による運動器検診
うんどうきけんしん

（脊柱
せきちゅう

や四肢
し し

　の検査
け ん さ

）のモデル事業
じぎょう

を、対象校
たいしょうこう

を拡大
かくだい

して実施
じ っ し

し

　ます。 <Ｒ
れいわ

４：20校
こう

→Ｒ
れいわ

５：50校
こう

>

２  環境衛生検査費
かんきょうえいせいけんさひ

86,086千円
せんえん

（4,953千円
せんえん

）

(1) 環境衛生検査
かんきょうえいせいけんさ

　高架水槽水
こうかすいそうすい

の水質検査等
すいしつけんさとう

の環境衛生検査
かんきょうえいせいけんさ

を実施
じ っ し

し、

適切
てきせつ

な学校環境衛生の維持管理
がっこうかんきょうえいせいいじかんり

を図
はか

ります。

(2) 学校環境整備
がっこうかんきょうせいび

【新規
し ん き

】

市立学校
いちりつがっこう

では感染症対策
かんせんしょうたいさく

の一
ひと

つとして、教室
きょうしつ

の

換気対策
かんきたいさく

に努
つと

めており、各
かく

クラスの場所
ば し ょ

や場面
ば め ん

に

応
おう

じて、効果的
こうかてき

な換気
か ん き

を行
おこな

うことができるよう、

令和
れ い わ

４年度
ね ん ど

に全校全
ぜんこうぜん

クラスに二酸化炭素濃度測定
に さ ん か た ん そ の う ど そ く て い

器
き

（CO₂
しーおーつー

モニター）を設置
せ っ ち

しています。

窓開
ま ど あ

け等
とう

の換気
か ん き

のみで状況が改善
じょうきょうかいぜん

されない場合
ば あ い

は、サーキュレーターの購入
こうにゅう

や換気扇
かんきせん

の改修
かいしゅう

　等
とう

を

CO₂
しーおーつー

モニターを設置
せ っ ち

した教室
きょうしつ

の様子
よ う す

行
おこな

い、学校環境の改善
がっこうかんきょうかいぜん

に努
つと

めます。

市債
し さ い

11 学 校
が っ こ う

保 健
ほ け ん

‐

一般財源
いっぱんざいげん

573,348千円
せんえん

前
ぜん

年
ねん

度
ど

627,992千円
せんえん

差
さし

引
ひき

本
ほん

年
ねん

度
ど

725,527千円
せんえん

その他
た

111,397千円
せんえん

97,535千円
せんえん

本
ほん

年
ねん

度
 ど　

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

・県
けん

40,782千円
せんえん
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３  日本
に ほ ん

スポーツ振興
しんこう

センター費
ひ

250,534千円
せんえん

（253,125千円
せんえん

）

学校管理下
がっこうかんりか

における児童生徒
じ ど う せ い と

の負傷
ふしょう

等
とう

に対
たい

する給付
きゅうふ

を受
う

けるため、災害共済
さいがいきょうさい

給付制度
きゅうふせいど

に加入
かにゅう

します。

４　むし歯予防事業
ばよぼうじぎょう

27,500千円
せんえん

（28,439千円
せんえん

）

５  健康・安全教育推進事業
けんこうあんぜんきょういくすいしんじぎょう

900千円
せんえん

（900千円
せんえん

）

６  ゲーム障害
しょうがい

・ネット依存啓発事業
いぞんけいはつじぎょう

【拡充
かくじゅう

】 2,285千円
せんえん

（1,215千円
せんえん

）

「横浜市立小中学校児童生徒
よこはましりつしょうちゅうがっこうじどうせいと

に対
たい

するゲーム障害
しょうがい

・ネット依存
い ぞ ん

に関
かん

する実態調査
じったいちょうさ

報告書
ほうこくしょ

」を踏
ふ

まえて作成
さくせい

した啓発
けいはつ

チラシを小中学生に配布
しょうちゅうがくせいはいふ

します。

また、教職員向
きょうしょくいんむ

けの研修
けんしゅう

や講演会
こうえんかい

の推進
すいしん

、学校教材用
がっこうきょうざいよう

のリーフレットを印刷
いんさつ

し、

依存症
いぞんしょう

の予防
よ ぼ う

・啓発
けいはつ

等
とう

の取組
とりくみ

を進
すす

め、問題解決
もんだいかいけつ

につなげます。
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　誇
ほこ

りや使命感
しめいかん

に満
み

ちた信頼
しんらい

される優秀
ゆうしゅう

な教職員
きょうしょくいん

を

確保
か く ほ

・育成
いくせい

していきます。

　また、教育委員会事務局
きょういくいいんかいじむきょく

と学校
がっこう

が一体
いったい

となって働
はたら

き

方改革
かたかいかく

を推進
すいしん

し、教職員が学
きょうしょくいんまな

ぶ時間
じ か ん

を確保
か く ほ

することで

教職員
きょうしょくいん

がやりがいを感
かん

じながら、心身
しんしん

ともに健康
けんこう

で

いきいきと働
はたら

くことができる環境
かんきょう

を整
ととの

えます。

１　教員確保対策事業
きょういんかくほたいさくじぎょう

【拡充
かくじゅう

】

28,857千円
せんえん

（23,148千円
せんえん

）

　対面
たいめん

・オンラインによる大学説明会及
だいがくせつめいかいおよ

び大学推薦
だいがくすいせん

や、教員志望
きょういんしぼう

の大学生
だいがくせい

等
とう

による学校
がっこう

現場
げ ん ば

でのボラン

ティア（アシスタントティーチャー）の一層
いっそう

の拡充
かくじゅう

を図
はか

ります。さらに、横浜
よこはま

で先生
せんせい

になることの魅力
みりょく

を伝
つた

える専用
せんよう

のウェブサイトも立
た

ち上
あ

げます。

制
せい

の廃止
は い し

等
とう

があったことも受
う

け、いわゆる「ペーパ

ーティーチャー」を発掘
はっくつ

していくための広報
こうほう

、休日
きゅうじつ

やオンラインでの登録会
とうろくかい

を充実
じゅうじつ

させていきます。

２　学校業務
がっこうぎょうむ

のアウトソース 51,956千円
せんえん

（52,283千円
せんえん

）

　教職員が行
きょうしょくいんおこな

っていたプール清掃業務
せいそうぎょうむ

を民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

や障害者就労施設に外部委託
しょうがいしゃしゅうろうしせつ がいぶいたく

し、

負担軽減
ふたんけいげん

を図
はか

ることで、教職員が　本来
きょうしょくいん ほんらい

　行うべき
お こ な

業務
ぎょうむ

に時間
じ か ん

を使
つか

えるようにします。

加
くわ

えて、各学校
かくがっこう

での個別契約
こべつけいやく

を局一括契約
きょくいっかつけいやく

とすることで、事務手続
じ む て つ づ

きの負担軽減
ふたんけいげん

も

図
はか

ります。<Ｒ
れいわ

４：451校
こう

→Ｒ
れいわ

５：460校
こう

>　また、校内清掃
こうないせいそう

などの軽作業
けいさぎょう

や教室
きょうしつ

のワッ

一般財源
いっぱんざいげん

本
ほん

年
ねん

度
ど

‐

2,439,020千円
せんえん

542,642千円
せんえん

その他
た

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

前
ぜん

年
ねん

度
ど

6,455千円
せんえん

▲223,783千円
せんえん

1,666,140千円
せんえん

市債
し さ い

また、臨時採用教員
りんじさいようきょういん

については、教員免許状更新
きょういんめんきょじょうこうしん

14

2,215,237千円
せんえん

教 職 員
きょうしょくいん

の 採 用
さいよう

・

育 成
いくせい

・ 働
はたら

き 方
かた

の

一 体 的
い っ た い て き

な 改 革
か い か く

差
さし

引
ひき

国
くに

・県
けん
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クスがけを障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

に外部
が い ぶ

委託
い た く

するモデル事業
じぎょう

についても引
ひ

き
 

続
つづ

き実施
じ っ し

します。

３　職員室業務
しょくいんしつぎょうむ

アシスタント配置事業
はいちじぎょう

1,388,768千円
せんえん

（1,722,905千円
せんえん

）

教
きょう

職
しょく

員
いん

の働き
は た ら

方
かた

改革
かいかく

の推進
すいしん

のため、副校長及び教員
ふくこうちょうおよきょういん

の負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

し、限
かぎ

られた

時間
じ か ん

の中
なか

で効率的
こうりつてき

に業務
ぎょうむ

ができることを目的
もくてき

として、職員室
しょくいんしつ

における事務的
じ む て き

な業務
ぎょうむ

をサポートする会計年度任用職員
かいけいねんどにんようしょくいん

を１名
めい

配置
は い ち

します。（全小・中・義務教育学校
ぜんしょうちゅうぎむきょういくがっこう

）

また、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

により、増加
ぞ う か

する

家庭用教材等
かていようきょうざいとう

の印刷
いんさつ

、校内
こうない

の消毒等
しょうどくとう

、教職員の業務
きょうしょくいんぎょうむ

をサポート

することを目的
もくてき

として、臨時的
りんじてき

に追加
つ い か

で１名配置
めいはいち

します。

（一定
いってい

規模
き ぼ

以上
いじょう

の小
しょう

・中
ちゅう

・義務教育学校
ぎむきょういくがっこう

及
およ

び全
ぜん

特別支援学校
とくべつしえんがっこう

）

４　教職員育成事業
きょうしょくいんいくせいじぎょ

61,769千
せん

円
えん

（58,210千円
せんえん

）

各校
かくこう

での計画的
けいかくてき

な人材育成
じんざいいくせい

を図
はか

るため、学校管理職経験者等
がっこうかんりしょくけいけんしゃとう

を初任者等支援員
しょにんしゃとうしえんいん

と

して派遣
は け ん

し、経験
けいけん

の浅
あさ

い教員
きょういん

への支援
し え ん

を実施
じ っ し

します。

　教職の専門性
きょうしょくせんもんせい

を高
たか

めることや、視野
し や

を広
ひろ

げ、マネジメント等
とう

について学
まな

ぶため、

有給
ゆうきゅう

で１年間学
ねんかんまな

べる制度
せ い ど

により、教職大学院(7人)
きょうしょくだいがくいんにん

､大学
だいがく

(2人
にん

)へ教職員を派遣
きょうしょくいんはけん

します。

５　中学校部活動支援事業
ちゅうがっこうぶかつどうしえんじぎょう

【拡充
かくじゅう

】 352,949千円
せんえん

（329,950千円
せんえん

）
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事業
じぎょう

内容
ないよう

　学校施設
がっこうしせつ

の安全性
あんぜんせい

・耐久性
たいきゅうせい

を確保
か く ほ

し、良好
りょうこう

な教育
きょういく

環境
かんきょう

の維持
い じ

を図
はか

るため、効果的
こうかてき

な施設
し せ つ

の保全
ほ ぜ ん

に取
と

り

組
く

みます。また、児童生徒数
じどうせいとすう

の増加
ぞ う か

に伴
ともな

う校舎
こうしゃ

の

増築
ぞうちく

や学校敷地内
がっこうしきちない

におけるがけ地
ち

対策
たいさく

等
など

を進
すす

めます。

１　小中学校整備事業
しょうちゅうがっこうせいびじぎょう

（新増改築
しんぞうかいちく

）建替
た て か

え除
のぞ

く

1,552,807千円
せんえん

（1,375,270千円
せんえん

）

　　35人
にん

学級
がっきゅう

の実現
じつげん

に向
む

けた計画的
けいかくてき

な整備
せ い び

及
およ

び一般
いっぱん

学
がっ

　級
きゅう

や個別支援学級
こべつしえんがっきゅう

の児童生徒数
じどうせいとすう

の増加
ぞ う か

による教室不
きょうしつぶ

　足
そく

への対策
たいさく

として、校舎
こうしゃ

の増築
ぞうちく

、内部
な い ぶ

改修
かいしゅう

、空調設
くうちょうせっ

　置
　ち

及
およ

び仮設
か せ つ

校舎
こうしゃ

の設置
せ っ ち

等
とう

を行
おこな

います。

　　令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は平沼小
ひらぬましょう

の増築工事
ぞうちくこうじ

及
およ

び箕輪小
みのわしょう

の増築
ぞうちく

　に向
む

けた基本
き ほ ん

設計
せっけい

を行
おこな

うほか、東野
ひがしの

中
ちゅう

において武道
ぶ ど う

　場
じょう

の建築工事
けんちくこうじ

等
とう

を実施
じ っ し

します。

41,900千円
せんえん

（24,552千円
せんえん

）

　　知的
ちてき　

障害
しょうがい

、自閉症
じへいしょう

・
・じょうちょ

情緒障害
しょうがい

、弱視
じゃくし

の児童生徒
じ ど う せ い と

が適
てき

　切
せつ

な環境
かんきょう

のもとで教育
きょういく

を受
う

けられるよう、既存教室等
きぞんきょうしつとう

　の改修
かいしゅう

を行
おこな

います。

29,900千円
せんえん

（16,875千円
せんえん

）

　　軽度
　けいど

の障害
しょうがい

（難聴
なんちょう

、言語障害
げんごしょうがい

、弱視
じゃくし

、情緒
じょうちょ

（情緒
じょうちょ

・LD
えるでぃ

・ADHD
えーでぃえいちでぃ

））のある児童生徒
じ ど う せ い と

が適
てき

　切
せつ

な環境
かんきょう

のもとで教育
きょういく

を受
う

けられるよう、既存
き ぞ ん

の通級指導教室
つうきゅうしどうきょうしつ

の改修
かいしゅう

を行
おこな

います。

前
ぜん

年 度
ね ん ど

20,732,289千円
せんえん

本
ほん

年
ねん

度
ど

21,639,865千円
せんえん

18
安
あん

全
ぜん

・ 安 心
あ ん し ん

な

施 設 環 境
し せ つ か ん き ょ う

の 確 保
か く ほ

2,408,792千円
せんえん

市債
し さ い

13,446,000千円
せんえん

差
さ　　　

引
ひき

907,576千円
せんえん

３　通級指導教室改修事業
つうきゅうしどうきょうしつかいしゅうじぎょう

２　個別支援
こ べ つ し え ん

学級
がっきゅう

改修事業
かいしゅうじぎょう

5,753,061千円
せんえん

その他
た

32,012千円
せんえん

一般財源
いっぱんざいげん

本
ほん

年
ねん

度
ど

の

財
ざい

源
げん

内
うち

訳
わけ

国
くに

・県
けん
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78,660千
せん

円
えん

（90,000千円
せんえん

）

　　特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（盲
もう

・ろう・知的
ち て き

・肢体
し た い

・病弱
びょうじゃく

）等
とう

の児童
じ ど う

生徒
せ い と

の教育環境
きょういくかんきょう

の 充実
じゅうじつ

のため

　施設
し せ つ

の改修
かいしゅう

および営繕
えいぜん

を行
おこな

います。

20,000千円
せんえん

（13,535千円
せんえん

）

　　各
かく

高等
こうとう

学校
がっこう

の特色
とくしょく

に応
おう

じた指導
し ど う

を行
おこな

うため、学校設備
がっこうせつび

等
とう

の更新
こうしん

・修繕
しゅうぜん

を実施
じ っ し

します。

　令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は、横浜
よこはま

総合
そうごう

高校
こうこう

での「通級
つうきゅう

による指導
し ど う

」（自校
じ こ う

通級
つうきゅう

）の開始
か い し

に伴
ともな

う教室
きょうしつ

　改修等
かいしゅうとう

を行
おこな

い、特別
、とくべつ

な支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする生徒
せ い と

への支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

に取
と

り組
く

みます。

６　校地整備
こ う ち せ い び

事業
じぎょう

775,416千円
せんえん

（560,768千円
せんえん

）

　　校庭整備
　こうていせいび

やがけ対策
たいさく

、複合遊具
ふくごうゆうぐ

の大規模改修
だいきぼかいしゅう

、小破修繕等
しょうはしゅうぜんとう

の屋外環境整備
おくがいかんきょうせいび

を実施
じ っ し

しま

　す。また、大規模
だ い き ぼ

な自然崖
しぜんがけ

についても対策工事
たいさくこうじ

を進
すす

めます。

　　<校庭整備工事等
こうていせいびこうじとう

の実施
じ っ し

　Ｒ
れいわ

４：３校
こう

　→　Ｒ
れいわ

５：４校
こう

>

７　校地管理
こ う ち か ん り

事業
じぎょう

439,299千円
せんえん

（389,299千円
せんえん

）

　　樹木
じゅもく

の管理
か ん り

や屋外施設
おくがいしせつ

の点検
てんけん

・簡易補修
かんいほしゅう

及
およ

び校庭芝生
こうていしばふ

維持管理
いじかんりとう

等を行
おこな

います。

４　特別支援
とくべつしえん

学校
がっこう

改修事業
かいしゅうじぎょう

５　特色
とくしょく

ある高校教育
こうこうきょういく

のための改修事業
かいしゅうじぎょう
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８　エレベーター設置事業
せっちじぎょう

【拡充
かくじゅう

】 1,403,766千円
せんえん

（944,549千円
せんえん

）

　　「横浜市福祉
よこはましふくし

のまちづくり条例
じょうれい

」に基
もと

づき、車
くるま

いす使用
し よ う

等
とう

により、階段
かいだん

の利用
り よ う

が困難
こんなん

　な児童生徒
じ ど う せ い と

等
とう

及
およ

び学校訪問者
がっこうほうもんしゃ

の建物内
たてものない

の移動
い ど う

が円滑
えんかつ

となるよう整備
せ い び

を進
すす

めており、

　令和
れ い わ

５年
ねん

度
ど

は整備数
せいびすう

を増
ふ

やし、バリアフリ―対策
たいさく

を加速化
か そ く か

します。車
くるま

いすを使用
し よ う

して

　いる児童生徒
じ ど う せ い と

等
とう

が在籍
ざいせき

・入学
にゅうがく

が予定
よ て い

されている学校
がっこう

の中
なか

から選定
せんてい

し、エレベーターを

　設置
せ っ ち

するほか、状況
じょうきょう

に応
おう

じてスロープの改修
かいしゅう

、多機能
た き の う

トイレの整備
せ い び

を行
おこな

います。

<Ｒ
れいわ

４：９校
こう

　→　Ｒ
れいわ

５：13校
こう

>

　

９　市立学校空調設備整備事業
しりつがっこうくうちょうせつびせいびじぎょう

896,595千円
せんえん

（865,919千円
せんえん

）

　　学校施設
がっこうしせつ

の安全安心
あんぜんあんしん

な環境整備
かんきょうせいび

のため、設置年数
せっちねんすう

が古
ふる

い職員室等
しょくいんしつとう

における既存空調
きそんくうちょう

の

　計画的
けいかくてき

な対策
たいさく

が必要
ひつよう

です。老朽化
ろうきゅうか

の状況
じょうきょう

を考慮
こうりょ

し、更新工事
こうしんこうじ

を行
おこな

います。

10　体育館空調設備設置事業
たいいくかんくうちょうせつびせっちじぎょう

864,775千円
せんえん

（870,200千円
せんえん

）

　　学校
がっこう

の体育館
たいいくかん

は、体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

や部活動
ぶかつどう

だけでなく、

　放課後
ほ う か ご

キッズ、地域開放
ちいきかいほう

、避難所
ひなんじょ

といった公益性
こうえきせい

のある

　施設
し せ つ

であることから、近年
きんねん

の猛暑
もうしょ

の影響
えいきょう

を考慮
こうりょ

し、空調
くうちょう

　設備
せ つ び

の設置工事
せ っ ち こ う じ

を行
おこな

います。

11　外壁
がいへき

・窓
まど

サッシ改修事業
かいしゅうじぎょう

3,944,998千円
せんえん

（3,954,900千
せん

円
えん

）

　　児童生徒等
じどうせいととう

の安全
あんぜん

を確保
か く ほ

するため、外壁
がいへき

や窓
まど

サッシの非構造部材
ひこうぞうぶざい

の落下防止対策
らっかぼうしたいさく

を実
じっ

　施
し

します。

350,000千円
せんえん

（300,000千円
せんえん

）

　　老朽化
ろうきゅうか

しているシャッターを対象
たいしょう

に保守点検
ほしゅてんけん

で不具合箇所
ふ ぐ あ い か し ょ

を把握
は あ く

し、危険
き け ん

を未然
み ぜ ん

に防
ふせ

　ぐため順次改修
じゅんじかいしゅう

します。令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

からは、従来
じゅうらい

の一括更新
いっかつこうしん

から部分更新
ぶぶんこうしん

に改修方法
かいしゅうほうほう

を

　見直
み な お

すことで資材
し ざ い

不足
ぶ そ く

の影響
えいきょう

を受
う

けにくく、建設廃材
けんせつはいざい

の発生量
はっせいりょう

も減
へ

らす施工
せ こ う

とします。

　この見直
み な お

しにより、下部式
か ぶ し き

シャッター等
とう

から上部式
じょうぶしき

シャッターへの改修完了時期
かいしゅうかんりょうじき

を当初
とうしょ

　見込
み こ

んでいた令和
れ い わ

11年度
ね ん ど

から令和
れ い わ

８年度
ね ん ど

に前倒
まえだお

して実施
じ っ し

します。

　 <Ｒ
れいわ

４：19校
こう

（211台
だい

）　→　Ｒ
れいわ

５：50校
こう

（408台予定
だいよてい

）>

12　シャッター改修事業
かいしゅうじぎょう
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13　トイレ改修事業
かいしゅうじぎょう

1,706,700千円
せんえん

（1,844,400千円
せんえん

）

　　市立学校
しりつがっこう

の和式便器
わ し き べ ん き

を洋式便器等
ようしきべんきとう

に改修
かいしゅう

します。

　　令和
れ い わ

５年度
ね ん ど

は30校
こう

の改修
かいしゅう

を行
おこな

い、洋式化率
ようしきかりつ

は86％を超
こ

える見込
み こ み

みです。

14　体育館改修事業
たいいくかんかいしゅうじぎょう

【拡充
かくじゅう

】 1,214,000千円
せんえん

（1,128,000千円
せんえん

）

　　昭和
しょうわ

40年代
ねんだい

以前
い ぜ ん

に建築
けんちく

した体育館
たいいくかん

を対象
たいしょう

に、施設
し せ つ

の長寿命化
ちょうじゅみょうか

を図
はか

るため大規模
だ い き ぼ

な改修
かいしゅう

　を実施
じ っ し

します。併
あわ

せて空調設備
くうちょうせつび

の設置
せ っ ち

も行
おこな

っています。

なお、木質化
もくしつか

を推進
すいしん

するため、森林環境譲与税
しんりんかんきょうじょうよぜい

の一部
い ち ぶ

(90,000千円
せんえん

)を充当
じゅうとう

します。

15　学校施設
がっこうしせつ

の老朽化対策
ろうきゅうかたいさく

5,452,385千円
せんえん

（5,384,151千円
せんえん

）

　　学校施設
がっこうしせつ

の老朽化対策
ろうきゅうかたいさく

として、プール改修
かいしゅう

、照明
しょうめい

のLED化
えるいーでぃか

などの修繕
しゅうぜん

を実施
じ っ し

します。

16　給食室改修事業
きゅうしょくしつかいしゅうじぎょう

1,230,738千円
せんえん

（1,280,500千円
せんえん

）

　　給食室
きゅうしょくしつ

　の衛生面
えいせいめん

での環境改善
かんきょうかいぜん

を目的
もくてき

にドライ改修等
かいしゅうとう

を実施
じ っ し

します。

17　給食室空調整備検討事業
きゅうしょくしつくうちょうせいびけんとうじぎょう

【新規
し ん き

】 5,000千
せん

円
えん

（0千
せん

円
えん

）

　　調理室
ちょうりしつ

の快適
かいてき

な作業環境
さぎょうかんきょう

を確保
か く ほ

するため、学校
がっこう

の給食室
きゅうしょくしつ

において、効果的
こうかてき

な空調機
くうちょうき

の

　設置方法等
せっちほうほうとう

を検討
けんとう

します。
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(単位:千円)
（たんい　　　：せんえん）

272,912,758 268,258,021 4,654,737 1.7

185,345,803 187,502,684 ▲2,156,881 ▲ 1.2

1目
もく

　教育委員会費
きょういくいいんかいひ

21,360 21,360 - 0.0

2目
も く

　事務局費
じ む き ょく ひ

11,636,318 11,523,434 112,884 1.0

3目
も く

　教職員費
きょうしょくいんひ

162,727,775 165,368,975 ▲2,641,200 ▲ 1.6

4目
も く

　教育指導振興費
きょういく　し　どう　しんこうひ

8,562,739 8,413,785 148,954 1.8

5目
も く

　教育
きょういく

センター費
ひ

206,024 98,012 108,012 110.2

6目
も く

　特別支援教育指導振興費
とくべつしえんきょういくしどうしんこうひ

625,816 605,090 20,726 3.4

7目
も く

　教育相談費
きょういく　そうだんひ

1,565,771 1,472,028 93,743 6.4

13,971,367 13,023,075 948,292 7.3

1目
も く

　学校
がっこう

管理
か ん り

費
ひ

9,904,690 8,857,836 1,046,854 11.8

2目
も く

　学校
がっこう

運営費
うんえいひ

4,066,677 4,165,239 ▲98,562 ▲ 2.4

6,014,099 5,901,822 112,277 1.9

1目
もく

　学校管理費
がっこう　かんり　ひ

3,757,605 3,390,578 367,027 10.8

2目
　もく

　学校
がっこう

運営費
うんえいひ

2,256,494 2,511,244 ▲254,750 ▲ 10.1

1,032,392 998,673 33,719 3.4

1目
　もく

　学校
がっこう

管理
か ん り

費
ひ

702,644 618,428 84,216 13.6

2目
も く

　学校
がっこう

運営費
うんえいひ

329,748 380,245 ▲50,497 ▲ 13.3

1,693,038 1,643,290 49,748 3.0

1目
も く

　学校
がっこう

管理
か ん り

費
ひ

1,474,700 1,379,305 95,395 6.9

2目
も く

　学校
がっこう

運営
うんえい

費
ひ

218,338 263,985 ▲45,647 ▲ 17.3

3,955,531 3,473,077 482,454 13.9

1目 　生涯学習推進費
しょうがいがくしゅうすいしんひ

432,194 480,602 ▲48,408 ▲ 10.1

2目
も く

　文化財
ぶんかざい

保護
ほ ご

費
ひ

1,163,145 1,044,068 119,077 11.4

3目
も く

　図書館
と　しょ　かん

費
ひ

2,360,192 1,948,407 411,785 21.1

25,351,767 24,018,292 1,333,475 5.6

1目
もく

　学校
がっこう

保健
ほけん

費
ひ

830,927 736,139 94,788 12.9

2目
もく

　学校体育費
がっこうたいいくひ

635,881 615,391 20,490 3.3

3目
　もく

　学校給食費
がっこうきゅうしょくひ

12,363,399 11,184,119 1,179,280 10.5

4目
　もく

　学校給食物資購入費
がっこうきゅうしょく　ぶっしこうにゅう　ひ

11,521,560 11,482,643 38,917 0.3

35,548,761 31,697,108 3,851,653 12.2

1目
もく

　学校
がっこう

用地費
よう ち ひ

1,320,527 1,101,987 218,540 19.8

2目
もく

　小・中学校整備費
しょう   ・ちゅうがっこうせいび  ひ

14,865,395 11,585,430 3,279,965 28.3

3目
も く

　高等
こう とう

学校
がっこう

整備
せいび

費
ひ

133,068 130,070 2,998 2.3

4目
　もく

　特別支援教育施設整備費
とくべつし えんきょういくしせつせいび ひ

150,460 131,427 19,033 14.5

5目
　もく

　学校
がっこう 

施設
しせつ

営繕
えいぜん 

費
ひ

18,483,773 17,994,305 489,468 2.7

6目
　もく

　学校施設整備基金積立金
がっこうしせつ　せいびききん　つみたてきん

127,420 225,420 ▲98,000 ▲ 43.5

7目
　もく

　教育
きょういく

施設
  しせつ

解体
かいたい

費
ひ

468,118 528,469 ▲60,351 ▲ 11.4

５項
こ う

　特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう　

費
ひ

15款
かん

　教育費
きょういくひ

１項
こ う

　教育総務費
き ょ う い く そ う む ひ

２項
こ う

　小
しょう

学校
　がっこう　

費
ひ

３項
こ う

　中
ちゅうがっこう

学校
　

費
ひ

８項
こ う

　教育
きょういく

施設
し せつ

整備
せい び

費
ひ

６項
こ う

　生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

費
ひ

７項
こ う

　学校
がっこう

保健
ほ けん

体育
たい　いく　

費
ひ

４項
こ う

　高等
こう　とう

学校
がっこう　

費
ひ

                                    　　        れいわ　　　　　　　　ねん　ど　　　　　　　きょう　いく　　　　よ　　　さん　そう　　かつ　　ひょう

令和５年度　教育予算総括表

款項目
かんこうもく

５年度
ね ん ど

予算
よ さ ん

額
がく

４年度予算額
ねん どどよさん がく

増
ぞう

▲減
げん

前年度比
ぜ ん ね ん ど ひ

(％)
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横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

及び
お よ び

横浜市
よ こ は ま し

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 

令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

 開催
かいさい

予定
よ て い

（令和
れ い わ

５年
 ね ん

３月
 が つ

２７日
  に ち

時点
じ て ん

） 

 

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

について、下記
か き

日程
にってい

で開催
かいさい

を予定
よ て い

しております。 

出席
しゅっせき

予定
よ て い

状 況
じょうきょう

等
と う

によっては、日程
にってい

変更
へんこう

の可能性
か の う せ い

があります。ご了承
 りょうしょう

ください。 

 

 

開催
かいさい

予定
よ て い

日
び

 会議名
か い ぎ め い

 障害者
しょうがいしゃ

プラン改定
かいてい

に係
かか

る議題
ぎ だ い

予定
よ て い

 

６月
がつ

27日
にち

（火曜日
か よ う び

） 

または 

６月
 が つ

２８日
  に ち

（水曜日
す い よ う び

） 

第１回
だい かい

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

 

・インタビュー結果
け っ か

報告
ほ う こ く

 

・素案
そ あ ん

（案
あん

）の確認
かくにん

 

・パブリックコメントの実施
じ っ し

について 

７月
がつ

２４日
 に ち

（月曜日
げ つ よ う び

） 第１回
だい かい

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 

・インタビュー結果
け っ か

報告
ほ う こ く

 

・素案
そ あ ん

（案
あん

）の確認
かくにん

 

・パブリックコメントの実施
じ っ し

について 

11月
がつ

２４日
  に ち

（金曜日
き ん よ う び

） 第２回
だい かい

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

検討
けんとう

部会
ぶ か い

 

・パブリックコメント結果
け っ か

報告
ほ う こ く

 

・市民
し み ん

説明会
せつめいかい

結果
け っ か

報告
ほ う こ く

 

・原案
げんあん

（案
あん

）の確認
かくにん

 

１２月
  が つ

６日
 に ち

（水曜日
す い よ う び

） 

または 

１２月
  が つ

１２日
  に ち

（火曜日
か よ う び

） 

第２回
だい かい

障害者
しょうがいしゃ

施策
し さ く

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

 

・パブリックコメント結果
け っ か

報告
ほ う こ く

 

・市民
し み ん

説明会
せつめいかい

結果
け っ か

報告
ほ う こ く

 

・原案
げんあん

（案
あん

）の確認
かくにん

 

３月
 が つ

２６日
  に ち

（水曜日
す い よ う び

） 

または 

３月
 が つ

２８日
  に ち

（木曜日
も く よ う び

） 

第３回
だい かい

障害者
しょうがいしゃ

推進協
すいしんきょう

議会
ぎ か い

 ・原案
げんあん

の確認
かくにん

 

・時間
じ か ん

はいずれも午後
ご ご

を予定
よ て い

しています。 

・場所
ば し ょ

は市
し

役所
や く し ょ

18階
かい

みなと 1・2・3会議室
か い ぎ し つ

を予定
よ て い

しています。 

 

 日程
にってい

が近づきましたら
ち か         

改めて
あ ら た   

日程
にってい

調整
ちょうせい

を依頼
い ら い

いたします。 

 令和
れ い わ

５年度
 ね ん ど

は障害者
しょうがいしゃ

プラン見直し
み な お し

を行う
おこな 

重要
じゅうよう

な年
と し

です。節目
ふ し め

ごとに皆
みな

さまへご報告
 ほうこく

し、ご

議論
ぎ ろ ん

いただくようにいたしますので、貴重
きちょう

なご意見
 い け ん

をいただければと存じます
ぞ ん     

。 

引き続き
ひ  つ づ  

よろしくお願い
 ね が  

します。 

 




